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巻頭図版 1

1 調査地遠景（北から）

2 橋梁 2 I期 （南西から）周囲の石は下層の埋立遺構 1に伴うもの



巻頭図版 2

1 橋梁 2 Il期 （北東から）

2 橋梁 2 N期 （南南東から）



巻頭図版 3

橋梁 2 N期基礎施設埋め土部 （南南東から）

2 橋梁 2 橋脚



巻頭図版 4

道路 （北から）

2 道路 （南西から）



堤防（東から）

2 堤防復旧部（北東から）



巻頭図版 6
ミ 'It-'-

堤防復旧施設 3断面（南西から）

2 埋立遺構 1く手前〉・埋立遺構2く奥〉（南西から）



巻頭図版 7

1 埋立遺構 1 (北東から）

2 埋立遺構 1断面B-B'(北西から）



巻頭図版 8

1 丹塗り土師器の墨書「市」

W199 

3 「阿弥陀仏」 墨書木製品

2 填仏

4 「東大寺」瓦の刻印

5 中世の土器 6 古銭



序

百間川（旭川放水路）は、承応 3年(1654)の大洪水を契機に、岡山城下を洪水から守るため、

当時岡山藩の政治顧問であった熊沢藩山が越流堤と放水路を組み合わせた「川除けの法」を

考案し、その考えを継いで後の郡代津田永忠が設計・施工を行い、貞享 3年(1686)に完成した

といわれ、その後、幾多の洪水から岡山のまちを守ってきました。

しかし、一方で百間川沿川では通水能力が小さく、また、堤防が弱いことなどから、幾度となく

氾濫に見舞われてきました。

このため、国土交通省（旧建設省）では地元の方々をはじめとする関係者のご理解とご協力を

賜り、昭和49年 (1974)から百間川の本格的な改修に着手し、百間川を横切る水路、道路の整理

から築堤、低水路掘削、排水機場建設など百間川の景観が一新しました。

今後は、支川砂川での残工事を続けるとともに放水路の本来の目的である旭川の洪水をより

多くより安全に流すため、流下能力が不足している河口水門の増築と分流能力の低い「一の流

手」「二の荒手」を含めた分流部の改築を行うこととしています。

改修事業により新たに生み出された河川敷は、スポーツ・レクリエーション・自然観察の場とし

て憩いの場を創出し、県民に広く利用されています。

百間川の遺跡調査は、改修工事に先立ち、工事に影響する部分について記録保存をするた

め、昭和52年から岡山県教育委員会に発掘調査を委託し、実施しているところです。

百間川の遺跡群は、通称大曲と呼ばれている岡山市米田の百間川中流部（江戸期以前の海

岸線）より、岡山市原尾島にある百間川橋梁の上流までの広い範囲に点在しています。

発掘された出上品は、縄文時代から中世までの幅広い時代にわたっており、この地が古代から

営々と連なる人々の活動の場であり、人間活動に適した豊かな風土であったことを物語っています。

本書は、百間川遺跡群の報告書としては14冊目、百間川米田遺跡としては 4冊目に当たり、本

書が埋蔵文化財に対する理解の増進と、学術、文化等のため、広く活用されることを期待します。

最後に、発掘調査並びに本書の編集に当たられた岡山県教育委員会を始めとする関係各位

に対し、深甚なる謝意を表します。

平成14年 3月

国土交通省 岡山河川工事事務所

所長古川博一



序

岡山県のほぼ中央部を南北に貫流し児島湾に注ぐ旭川は、その下流域に広大な沖積平野

を形成し、肥沃な穀倉地帯を生みました。この岡山平野の各所と平野を望む周囲の各丘陵

には、この地域の歴史を物語る縄文時代から中世に至る数多くの遺跡が知られています。

また、江戸時代の初め頃には岡山城下を洪水から守るために、人工的に旭川の東岸から放

水路（百間川）を分岐させ、操山丘陵の北裾から東端を南下させて児島湾に注ぐように築

造されたことも、広く知られているところです。

この旭川放水路（百間川）の本格的な改修工事は、建設省（当時）によって昭和49年度

から着手されていますが、岡山県教育委員会は河川敷内に所在する遺跡の取り扱いについ

て建設省岡山河川工事事務所（当時）と事前に保存協議を重ね、やむを得ず破壊される部

分については記録による保存処置をとってまいりました。

発掘調査は、昭和51年度の確認調査に引き続いて翌年度から本調査に着手し、本年度

で丸25年を経ました。 この間の調査成果は、縄文時代から中世に至るまで、県下は言う

に及ばず全国的にも非常に注目されています。 これらの成果は順次報告書にまとめ、昭

和55年から刊行・公開しておりますが、本書は白間川遺跡群の報告書としては14冊目、

百間川米田遺跡では 4冊目に当たります。

本書に収録した調査区では古代から中世の逍構・遺物が多く、なかでも奈良時代の道路、

平安時代の堤防や埋立遺構、中世を通じて利用された橋槃などの遺構、奈良時代の「市」

の墨書士器や石帯、平安時代の人形や室町時代の柿（こけら）経などの木器が特に注目さ

れます。

本報告書が、文化財の保護・保存に活用されるとともに、地域の歴史研究の一助となれ

ば幸いです。最後になりましたが、発掘調査の実施及び報告書の作成にあたりましては、

旭川放水路（百間川）改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会の先生方から数々の御教

授と御指導を賜り、また国土交通省岡山河川工事事務所をはじめ関係各位から多大な御協

力をいただきました。記して厚くお礼申し上げます。

平成14年 3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長正岡睦夫



例ロ

1 本報告書は、旭川放水路（百間川）改修工事に伴い、建設省中国地方建設局（現国土交通省中国

地方整備局）の委託を受け、岡山県教育委員会が平成 2 (1990)年度、及び平成 6 (1994)年度

から平成 10 (1998)年度に発掘調査を実施した、百間川米田遺跡の発掘調査報告書である。

2 本報告書は百間川米田遺跡の報告書としては 4冊目に当たり、報告書名の「H間川米田遺跡」は

岡山市米田に所在する米田遺跡のうち、百間川の河川敷にかかる遺跡範囲をさす。

3 発掘調査は岡山県古代吉備文化財センターが担当し、本報告書に掲載した発掘調脊の地区・担当

者・期間等は、本文の第 1表に示す通りである。また、当センター市町村職員（調査員）研修制

度に基づき、瀬戸町教育委員会岡本芳明の調査参加（平成10(1998)年8月-10月）を得た。

4 発掘調査及び報告書の作成にあたっては、旭川放水路（百間川）改修工事に伴う埋蔵文化財保護

対策委員会を設け、次の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは、終始有益な御指導と御助

言を賜った。記して深く感謝の意を表す次第である。

池薬須藤樹（元岡山市立犬島中学校校長） 出宮徳尚（岡山市教育委員会文化財課長）

鎌木義昌（岡山理科大学教授）

く1993.2逝去により退任〉

近藤義郎（岡山大学名誉教授）

水内昌康（元岡山県文化財保護審議会委員）

山本悦世（岡山大学埋蔵文化財研究センター

助教授） <1993Aから＞

角田 茂（元岡山市立岡輝中学校教諭）

く2001.12逝去〉

5 本報告書の作成は、平成11 (1999) 年度に岡山県古代吉備文化財センター山磨康平•松尾佳子、

平成12(2000)年度に同柳瀬昭彦・物部茂樹が担当した。

6 本文の執筆は、調査と整理を担当した山磨•物部、調査を担当した井上 弘• 宇垣匡雅• 中野雅

美・根木智宏、整理を担当した柳瀬・松尾が分担して行い、文責は各項目あるいは遺構ごとの文

末に示した。

7 本報告書の編集は当麻調査区と岩間上調査区を山磨、岩間下調査区と全体編集を物部、全体の調

整を柳瀬が担った。

8 本報告書に関係する遺物のうち、一部について鑑定• 同定あるいは分析を次の諸氏ならびに機関

に依頼し、有益な御教授を得るとともに、そのいくつかについて報文をいただいた。記して厚く

お礼申し上げる 0 . 

当麻調査区・岩間上調査区関係

橋脚の樹種同定

動物遺存体分析

墨書の釈読

陶磁器鑑定

土器の胎土分析

鉄滓の分析

木製品・種実遺体の同定

能城修一（森林総合研究所木材利用部）

富岡直人（岡山理科大学理学部）

加原耕作（岡山県立博物館）

乗岡 実（岡山市教育委員会文化財課）

白石純（岡山理科大学自然科学研究所）

大澤正己•鈴木瑞穂（九州テクノリサーチ）

パリノ・サーヴェイ株式会社



岩間下調査区関係

動物遺存体分析

石材同定

墨書の釈読

大形植物遺体同定

富岡直人（岡山理科大学理学部）

妹尾 護（倉敷芸術科学大学教養学部）

加原耕作 (JII崎医療福祉大学医療福祉学部）

環境考古研究会

プラントオパール分析 環境考古研究会

9 出土遺物ならびに図面・写真類は、岡山県古代吉備文化財センターに保管している。

凡 例

1 本報告書の遺構全体図および各遺構図の北方位は基本的に磁北であり、遺跡付近の磁北は西偏

6°30' を測る。

2 本報告書に使用した高度は、すべて海抜高度である。

3 土層断面図等に使用した士色は、『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人日本色彩研究所色標監修）によるものもあるが、各調査者の記述に従った。

4 本報告書の遺構ならびに遺物実測図の縮尺率は次のとおり統一しているが、例外については縮尺

率を図示または明記している。

遺構：遺構配置 1/500 (当麻調査区）、 1 /600 (岩間上調査区）、 1/800 (岩間下調査区）

竪穴住居 1/60、建物 1/30・1 /60、井戸•土壊•溝断面 1 /30 (当麻•岩間上調査区）

土壊•溝断面・堤防・護岸•樋門等 1 /60 (岩間下調査区）、貝塚 1/80 

遺物：土器 1/4、石器・石製品 1/2(大形品 1/3、小形品1/1)、木器・木製品 1/4(小形品1/2)

金属器 1/ 3 (通常品） ・2/ 3 (銭等小形品）、土製品 1/ 3 (通常品） ・1/ 2 (玉類等）

ガラス製品 1/ 1 (玉類）、骨角製品 1/2

5 本書の遺構配置図に示す遺構名は、 遺構密度の高い部分では次に示すような略称を用いた。

竪穴住居：住 建物：建 井戸：井 土壊：土 柱穴：柱

6 遺構番号は、当麻調査区については過去に報告された遺構との重複を避けるため、新たに301から

順次付し、岩間上調査区と岩間下調査区は両区にわたって 1から通し番号を付した。

7 遺物番号のうち土器以外のものについては、その材質を示すため番号の頭に次に示す略号を付し

た。なお、遺物番号は各種類ごとに通し番号とした。

石器•石製品： S 木器• 木製品： W 金属器・金属製品： M 土製品： C 

ガラス製品： G 骨角製品： B 

8 土器実測図のうち中軸線の左右に白抜きのあるものは、小破片のために口径の推定が困難なもの

である。

9 本報告書第 2図に掲載した地図は、国土地理院発行 1/25000地形図の和気• 西大寺• 岡山北部・

岡山南部を複製・縮小し、加箪したものである。

10 本報告書の時代・時期区分は一般的な政治史区分に準拠し、それを補うために世紀などを併用し

ている。また、弥生時代から古墳時代前半期の時期区分は、「百間川原尾島 1」『岡山県埋蔵文化

財発掘調査報告』 39で採用した土器編年に基づき、百・後.Ilなどの略称も使用している。
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第 1章地理的・歴史的環境

第 1節地理的環境

岡山県には、東から吉井川・旭川・高梁川の三大河川が存在している。そのひとつである旭川は、

中国山地を源とし、吉備高原の山間部に細長い谷底地形を形成しながら南流して、瀬戸内海へと達す

る。その際、岡山県の中• 北部で丘陵を削りながら南下するため、多くの士砂が運ばれることとなり、

河口付近に沖積平野を形成した。それが、広義の岡山平野である。旭川が平野部において現在のよう

な流れとなったのは、文禄 3 (1594)年に宇喜多秀家が岡山城築城の際、堀に見たてて旭川の一部を

付け替えてからである。しかし、このような不自然な付け替えを行ったために、岡山城下は度々洪水

の被害を受けることとなった。この様な洪水を回避するために考案されたのが、百間川である。百間

川は、時の城主である池田光政の命を受けた津田永忠が、熊沢蕃山の治水論「川除の法」を取り入れ

て工事の指導・指揮にあたり、寛文 9 (1669)年から貞享 4 (1687)年にかけて造られた人工河川で

ある。すなわち、岡山市竹田付近の東岸堤防筋に「荒手」と称する洪水の越流堤を設け、そこからあ

ふれ出た水を操山丘陵の北麓に沿って東流させ、さらに丘陵の東端を回って南流させて海へと注がせ

る、つまりバイパスの機能をもたせたのである。その長さは、約 7-8km(現在は約13km) にわたる。

この百間川が拉置する旭東平野（旭川東岸の平野）は、西には旭川が流れ、北に竜の口山丘陵、南

に操山丘陵、さらに東を芥子山および山王山丘陵により囲まれた地域であり、南北 3km・ 東西5.5kmの

広がりを有する比較的まとまりある状況を呈している。また、旭川から流れ込む大量の土砂堆積によ

り、肥沃な可耕地が形成されており、現在岡山県下でも有数の穀倉地帯として知られている。しかし、

操山丘陵の南側に広がる平野は、その大部分が近世以降の干拓により形成され、弥生・古墳時代には

浅い海がせまっていたと考えられる。

旭東平野を流れる百間川が、現在の様な流れとなったのは、前述のように17世紀後半以降である。

第 1図遺跡位置 (1/200万）

それ以前、この地を流れる河道は人工的な制約を受けることな

く、大きくはふたつの流れとして存在していたようである。ひ

とつは祇園から賞田・雄町を南東方向へと流れ、乙多見•長利

へ。もうひとつは中原から新屋敷へと南下し、藤原で南東方向

へと流路を変えて、兼基•長利へと流れていた。これらふたつ

の旧河道は、長い年月の間蛇行を繰り返すことにより土砂堆積

を伸長し、周辺の沖積化を促してきたと考えられる。そして、

現在このふたつの流路は、この地域を流れる中小の用水路とし

てその名残をとどめている。また、旭東平野の北東部にあたる

湯迫•四御神一帯は、旭川の堆積作用が及ばなかった地域と捉

えられており、広い範囲にわたって後背湿地であった (l) と考え

られている。 ． （松尾）
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第 2節 歴史的環境

ー 旧石器時代

旭東平野における最古の遺物は、操山旗振台北遺跡から出土したナイフ形石器 (2)がある。

期旧石器時代で、旭東平野周辺では他にこの時期の遺構・ 遺物は確認されていない。

冨公口虚ミー-四1-i¥'¥¥Cfflltt:冨鵬麟軍9――冨疇

これは後
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第 2図 周辺遺跡分布 (1/50000) 

-2-



第 2節歴史的環境

2 縄文時代

1970年代前半まで、この時期の遺物は 2か所のみで確認されていたに過ぎない。ひとつは、百間川

遺跡群を調査する端緒となった事柄で、国道2号線百間川橋橋脚部の工事に伴って出土した晩期土器

を近藤義郎氏が確認したこと。もうひとつは、山陽新幹線建設工事に伴い調査された雄町遺跡出土の

晩期土器(3)である。 ・

• その後1977年から、百間川改修工事に伴う発掘調査が継続的に行われるようになり、この時期の遺

構・遺物が広く知られるようになった。現在までにもっとも古い時期を示しているのは、百間川沢田

遺跡から出士した中期土器片 2点である (4)。しかし、この中期の土器片は摩滅が著しく、上流域ある

いは丘陵部からの流入の可能性が考えられている。

後期の遺構・遺物では、百間川沢田遺跡の高縄手B調査区東側微高地下部で、後期の遺物を包含す

る堆積が確認される (4)。その後、百間川原尾島遺跡から後期後葉と認識される焼土面と士器溜りが確

認 (5) され、同様に百間川沢田遺跡で、多数の炉• 土壊・ドングリ貯蔵穴が検出された (6)。これらのこ

とから、この段階から沖積地への人の移動があったと考えられ、少なくとも一定期間の定住が始まっ

ていた蓋然性は強い。

晩期の遺物は、雄町遺跡をはじめ百間川遺跡群すべてから出土している。なかでも、百間川沢田遺

跡からは多量の土器に伴って、サヌカイト製の打製石鍬や石包丁形打製石器の出土がみられ、遺物面

から農耕の可能性が示唆されている (6)。また、百間川沢田遺跡で検出された貝塚からは、鹿角製の鳥

形短剣や指輪形角製品が出土しており (7)、当時の人々の豊かな精神文化を伺い知ることができる。こ

のように、遺物面からは多くの情報を得ることができるのに反し、遺構との関連においてはいまひと

つ不明であり、特に集落の具体的なあり方については、明確ではない。

3 弥生時代

前期の遺跡は、雄町遺跡・百間川原尾島遺跡・百間川沢田遺跡・百間川米田遺跡など、縄文時代晩

期から続くものが多い。しかし、いずれの遺跡も前期前莱の時期が欠けている。その後の、百間川沢

田遺跡で検出された前期中菓の環濠集落 (6}は、比較的短時間の集落のあり方を示す一例として、全国

的にも著名である。幅 4m 、深さ 2m の環濠は、• およそ90X100mの規模でめぐっており、内側からは

竪穴住居 4軒、円形周溝墓2碁が検出されている。環濠の外側には土壊墓もみられ、なかには木棺の

痕跡を残すものも認められた。そのほか、環濠とは旧河道を挟んだ隣の微高地には、窪地に長方形区

画の水田が 2面確認されている (6)。百間川原尾島遺跡でも、同時期の水田が 1面検出されていて (8)、

その後の調脊でも面的に広く検出されているなど、前期水田の梢報が増えつつある。

中期の遺跡では、前述の遺跡の他に赤田遺跡(9) • 乙多見遺跡(10)などがある。赤田遺跡においては、

高杯で蓋をした甕棺墓が検出されている。百間川遺跡群では、当該期の中心的な存在となりうる百間

J 11兼基•今谷遺跡をあげることができる。他の遺跡に比べて、遺構遺物共に豊富であり、特に大地調

査区で検出された28棟にも及ぶ建物群や、その周辺から出士したガラス溶滓などはこの遺跡の特異性

を示している (H)。これらの事象と関連するのか不明であるが、百間川兼基•今谷遺跡の南に位置する

操山丘陵の谷部（向山口• 鳥坂山）からは、 3口の銅鐸が出土している(12)0 

後期になると集落の数が飛躍的に多くなり、集落が立地する微高地間にあたる低位部には、連綿と
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第 1章地理的・歴史的環境

水田が営まれるようになる。この時期の水田は、後期末に固辺一帯を覆った洪水砂によって良好な形

でパックされており、当時の景観を復元するのに大変有効である。水田は、百間川の河川敷だけでも

百間川原尾島遺跡の西端から東へ、微高地を挟みながら約3km下流の百間川今谷遺跡にまで続いてい

る。さらに最近の調査で、百間川西岸の原尾島交差点付近まで水田の広がりが確認されている (13)。ま

た、この水田と有機的な関係にある用排水路の存在も確認されており、当時の灌漑•土木技術の高さ

や、水田を維持・管理するためのより上位の共同体組織の存在などが想定される。この時期、百間川

遺跡群のなかでは、百間川原尾島遺跡が母村的な集落であると考えられ、竪穴住居址でも周溝をめぐ

らせたり、直径が10mを越えるものなども最近の調査で明らかになっている(14)0 

4 古墳時代

集落の立地する場所は、弥生時代の集落が分布する範囲と基本的には一致する。百•古 ·fil の時期

から住居に鼈が取り付けられる例があり、この時期から寵の導入が始まったと考えられる。また、百

間川原尾島遺跡からは、布堀溝を伴う建物が検出されており (5l (15)、他の掘立柱建物とは異なる上部構

造を有していると思われることから、興味深い事例と考えられる。

百間川遺跡群における当該期の水田は、近年まで明確な遺構が検出されていない。しかし、最近調

査された原尾島遺跡・沢田遺跡において、洪水砂上部の堆積層の一部が、古墳時代初頭には水田に利

用されていることが判明した。また、原尾島遺跡では古墳時代後期の水田が 2面検出されており(13)、古

墳時代の水田について新たな知見が加わりつつある。

旭東平野周縁の丘陵には、古墳が多く築かれている。なかでも操山丘陵には操山109号墳 (74-76

m .. 前方後円墳）、網浜茶臼山古墳 (92m・ 前方後円墳）、湊茶臼山古墳 (150m・ 前方後円墳）、金蔵

山古墳 (165m・ 前方後円墳）、旗振台古墳 (27m・方墳）などがあり、これらの古墳は金蔵山古墳ま

での系統性が認められ、その後方墳へと変容する首長墓の変遷をとらえることができる。また、竜の

口丘陵には三角縁神獣鏡等13面が出土した備前車塚古墳 (48.3m・ 前方後方墳）が、山王山丘陵には

宍甘山王山古墳 (68.5m・ 前方後円墳）など初期の古墳が築かれている。

後期古墳は、北方に竜の口古墳群、南には操山古墳群が位誼する。これらの群集墳は、前段階同様

丘陵上に築かれ、横穴式石室を主体部としている。しかし、このように丘陵上に築かれる古墳が多く

存在する一方、中井•南三反田遺跡（備前国府推定地） (16)では、 11基もの古墳が平野部に築造される例

が明らかとなっており、今後は平野に築かれている埋没古墳にも留意する必要がある。

5 古代以降

旭東平野では、賞田廃寺•成光廃寺・居都廃寺（井寺廃寺）・幡多廃寺・網浜炭寺の 5 か寺が古代寺

院として知られている。この 5か寺はいずれも、古代の行政区画である上道郡に属し、 1郡内での古

代寺院の集中率が高いことで知られている。このうち、賞田廃寺(17)と幡多廃寺 (6)は発掘調査が行われ

ており、出土瓦の検討• 寺域の復元等が論じられている。特に、瓦当文様の比較・検討により、網浜

廃寺を除く 4か寺の有機的な関係が明らかとなっており、それは上道郡を本貫とする上道氏の動向と

重なる部分が大きい。同時に、賞田廃寺と幡多廃寺が、建物の基壇に壇上積基壇を採用していること

は、当時の上道氏の興隆ぶりを示しているといえるであろう。

国府市場字国長には、 1959年に県指定史跡となった備前国庁跡がある。国府所在地は、『和名類察
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抄』では御野郡内に在ると記されているが、旧御野郡内にはそれに相当する遺跡が発見されていない。

従来より、国府所在地については諸説があるが、おおむね国府市場周辺に比定されているようである。

今まで、確定的な遺構・遺物は確認されていないが、近隣に所在する雄町遺跡では、奈良～平安時代

の掘立柱建物や溝が検出され、硯・緑釉陶器・灰釉陶器が出土している (3)(18)。また、南古市場遺跡で

奈良～平安時代の掘立柱建物が検出されたり (19)、ハガ（高島小）遺跡では、平安時代前期の掘立柱建

物と平安時代後期の瓦が確認され (20)、最近の調査では東西南北に方位を合わせた方形区画遺構や奈良

三彩・羊形硯が出土(21)するなど、国府推定地をより明確に補強する材料が増えつつある。

さて、百間川遺跡群に目を転じてみると、百間川米田遺跡では奈良時代の堀立柱建物14棟が検出さ

れており、遺物では「上三宅」と墨書された須恵器杯や、円面硯•銅製帯金具（丸鞘）・緑釉陶器・丹

塗りの土師器が出土している。これらの遺構・遺物から、郡の倉院あるいは国府の外港に付属する倉

庫群を比定する説(22)が提起されている。また同遺跡からは、底部外面に「官」の逆字が刻印されてい

る須恵器杯が出土している(22)。関連性は不明であるが、同様の須恵器が岡山市の前池内 5号墳(23)• 証梁

市の佐内古墳(24)• 山手村の道金山窯跡群(25)からも出土しており、何らかの官面関連施設と関係があるの

か興味深い。一方、百間川原尾島遺跡では、奈良時代末期～平安時代初頭にかけての幅12-13mの大

溝が検出されている。この溝からは、墨書土器や人形・ 斎串などの木製模造品が出士している (5)。こ

れらの出土品は、平城京の大祓に関連した律令的祭祀跡から出土する遺物と類似したものでるため、

同遺跡が国府に隣接する場所に位置することからも、この溝が国庁指導で行われた儀式跡と考えられ、

備前国府の祓所とする説もある。

中世の集落としては、百間川原尾島遺跡(5)や百間川米田遺跡(26)でみられる。前者では、鎌倉～室町

時代にかけての建物群が検出されていて、当時の集落の在りようが徐々に解明されつつある。すなわ

ち、その集落は条里制地割によって規制されており、室町時代に人ると屋敷地を取り囲む溝あるいは

堀の出現がみられる。また、同時期に比定される土堀墓群の中には、青磁• 白磁の碗や皿、湖州鏡な

どの舶載品が副葬されているものがあり、集落内での階層差が存在していた。そして、この集箔は16

世紀におこった洪水によって廃絶したことなどが主な点である。後者では、鎌倉～室町時代の大溝が

検出されており、その規模や地理的条件などから運河の可能性が指摘されている。そして、この大溝

の北側には長期にわたって営まれた集落が検出されており、建物の規模や種類、集落構成などから海

に近い農村集落と考えられている。

百間川遺跡群においては、その時代時代に応じた形で、その時の最先端技術を駆使した土木工事が

行われており、その一端は発掘調杏によって明らかとなっている。その中でも、まず最初に挙げられ

・--るのが、百間川米田遺跡で検出された古代末から中世にかけての橋脚遺構であろう。ーその詳細は当報

告書で明らかなように、この地域で同時期に 3本もの橋が架けられていた事実は、その河道から出土

する遺物量の豊富さとあいまって、この地域がいかに当時の交通の要所であったか、さらに流通の重

要な拠点であったかということの証といえるだろう。

以上、この章については、これまでに刊行された百間川遺跡群の報告轡に掲載されている地理的・

歴史的環境の章を大いに参考とさせていただいた。 （松尾）
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第 1節発掘調査の契機と経過

百間川が旭川の放水路として江戸時代の初め頃に造られた人工河川であることは、第 1章でも触れ

た。その百間川の大規模な改修工事の計画構想は、昭和の初め頃からあったらしいが、建設省（現国

土交通省、以下同）が本格的に改修計画を打ち出したのは昭和43(1968)年のことである。当時、百

間川の河床下に遺跡（散布地）が存在することは、昭和25(1950)年頃から周知され、昭和40(1965) 

年度に岡山県教育委員会が発行した『岡山県遺跡地図』にはA・B両地点の範囲が記載されている。

遺跡名は百間川A遺跡・同B遺跡となっており、前者は一般国道2号の百間川橋を含み上流の祇園用

水路付近まで、後者は百間JII橋の下流で河道が東方向へわずかに屈曲する付近が示されている。

改修工事計画を知った岡山県教育庁文化課は、建設省岡山河川工事事務所に対し、事前に文化財の

保護に遺漏のないよう要望するとともに、以後計画の進捗状況に合わせて遺跡の取り扱いについて協

議を重ねた。その結果、基本的には埋蔵文化財包蔵地の範囲が確定したならば、当該地は発掘調脊が

終了したのちに改修工事を施工することで合意した。また、岡山県教育委員会は、建設省に対して文

化財保護法第57条の 3に先だつ事前協議の文書の提出を求める一方、この協議の基礎資料となる百間

川遺跡（関連遺跡を含む）の範囲確認調査計画概要を提出した。その後昭利51(1976)年 4月になっ

て、建設省中国地方建設局岡山河川工事事務所長から事前協議の文書が岡山県教育委員会に提出され、

これに基づいて協議を菫ねた。そして、同年 9月1日付けで建設省中国地方建設局長から確認調査の

依頼文書が提出され、同年11月1日から岡山県教育委員会が確認調査を実施するに至った。

確認調査（第 1次調査）は、低水路部分の遺跡の確認および古地形の復原と新田サイフォン部分の

一部について、翌年 3月31日まで実施された。その結果、岡山市原尾島（第 1微高地）、同沢田（第 2

微高地）、同兼基•今谷（第 3 微高地）の 3 か所に大規模な微高地が広がりその部分が遺跡であること

が判明した。翌年度からは、確認調査の成果を基に建設省の工事計画に先だつかたちで本調杏を進め、

現在も継続中である。この間、各微高地間にも弥生時代後期の水田が存在することや、新たに岡山市

米田一帯も遺跡であることが判明し、発掘調査の範囲は当初より増加した。

岡山市米田の百間川米田遺跡は、昭和53(1978)年度に右岸用水路（幅 6m、延長約240m)調査区、

昭和54-55(1979-1980)年度には低水路調査区の丘陵部（約2,300mりとその東裾部（約2,soomり、

昭和56(1981)年度には右岸用水の設計変更部分（約soomり、昭和58-60(1983-1985)年度には低

水路部分（総面積12,-978mりの調査を実施した。そして、これらの報告書は、右岸用水・丘陵調査区

分が14頁第 2表II、丘陵東裾・右岸用水変更調査区分が同W、低水路部分が同V[として刊行している。

本報告書掲載の対象になったのは、平成 2 (1990)年度調査の岩間調査区（全体の確認調査と広野

樋門）、平成 6 (1994)年度調査の当麻調杏区、平成 7・8 (1995・1996)年度調査の岩間上調査区、

平成 8-10 (1996-1998)年度調査の岩間下調査区である。そのうち、岩間下調査区は平成 9年 (1997)

年度当初計画では 4-6月までの 3か月間の調査を予定していたが、遺構が下流に拡がり、かつ平安
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第 1表百間川米田遺跡調査一覧

年度 番号 調査区 調査担当者 調査期間 面積(rriり遺物箱数

1 岩間調査区（確認）
平井勝•藤田耕平・村田秀石

9 .27-10.24 105 2 
HZ 

2 広野樋門調査区 11.13-11.26 140 1 

H6 3 当麻調査区 山磨康平•小畑良治・根木智宏 7 .01-3 .31 3,440 111 

H7 4 岩間調査区 (2・4区） 山磨康平•中務和彦 5 .19-3 .31 4,980 177 

H8 5 
岩間調査区 井上弘・根木智宏•谷口広幸

4 .01-3 .31 7,857 207 (1・3・5-7区） 日下隆春

H9 6 岩間調査区 (8-11区） 中野雅美•物部茂樹•加藤和歳 4 .01-3 .31 3,119 639 

HlO 7 岩間調査区 (8・10・11 宇垣匡雅•大森充宏·物部茂樹 4 .01-11.24 1,530 167 

計 21,171 1,304 

末～鎌倉初期の堤防や鎌倉末～室町期の橋脚等の複雑な構造をもつ遺構であったため、岡山河川工事

事務所と協議を重ね、結果的に平成10(1998)年 9月までの期間延長となった。その間、岡山大学環

境理工学部の馬場俊介教授から、それらの遺構は土木技術史上の重要な発見であり、例え一部でも博

物館に移設・保存ができないかとの提案をいただいた。この保存方法について検討を進めるなかで、

県都市計画課の百間川河川敷を利用した緑地公園整備事業の歴史公園計画構想とも関連して協議を行

い、最終的に遺構そのものの移築はできないが、実測図を参考にしたマスタープランで移設・復元を

平成11年度に実施することとなった。

これらの保存にむけての取り組みのなかで、当埋蔵文化財保護対策委員の先生方をはじめ、馬場先

生ならびに関係機関• 関係各位から、御指導と御協力を賜った。記して深謝の意を表す次第である。

また、調査区・調査担当者・調査期間・調査面積・遺物数等は第 l表に記す。第 1表の番号は第 3

図の調査区番号に対応する。なお、本報告書の整理・作成期間が 2か年にわたったため、年度ごとの

整理の区切りと報告書の全体編集の都合上、報告書の中では第 l 表の 1 ・ 2• 4と5の 1・3・5区

を岩間上調査区、同 5の 6・7区と 6・7を岩間下調査区として扱っている。 （柳瀬）

第 3図調査区位置 (1/7,500) 

-8-



第 2節 調査および報告書作成の体制

第 2節調査および報告書作成の体制

発掘調査は、岡山県教育委員会が建設省中国地方建設局（現国土交通省中国地方整備局）から委託

を受け、昭和52(1977)年度から実施しており、現在も継続している。

本報告書に掲載した百間川米田遺跡は、平成 2 (1990) 年度•平成 6 -10 (1994-1998)年度に調

査を実施した第 3図の範囲を対象とし、発掘調査は各年度ごとに、調査員 3名・ 3名・ 2名.4名・

3名・ 3名の各 1班の体制で対応している。遺物の整理・報告書の作成は平成11(1999)年度と平成

12 (2000)年度に実施し、調査員 2名ずつが当たった。

岡山県教育委員会は、発掘調査と報告書の作成事業の遂行にあたり、遺跡の保護・保存ならびに調

査・報告書作成の専門的な指導および助言を得るため、岡山県遺跡保護調杏団の推薦を受けた方々に、

「旭川放水路（百間川）河川改修I事に伴う埋蔵文化財保護対策委貝会」の委員を委嘱している。

次に体制を記す。 • (柳瀬）

旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会委員

池葉須藤樹 （元岡山市立犬島中学校校長）

鎌木義昌

近藤義郎

角田茂

出宮徳尚

水内昌康

山本悦世

発掘調査

平成 2(1990)年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

課 長

課長代理

（岡山理科大学教授）〈1993年 2月逝去により退任〉

（岡山大学名誉教授）

（元岡山市立岡輝中学校教諭）〈2001年12月逝去〉

（岡山市教育委員会文化財課長）

（元岡山県文化財保護審議会委員）

（岡山大学埋蔵文化財研究センター助教授） <1993年 4月から〉

竹内康夫

杉井道夫

鬼澤佳弘

光吉勝彦

岡山県古代吉備文化財センター

所長

次長

＜総務課＞

総務課長

課長補佐（総務係長）

主任

主任

く調査第一課＞

課長補佐（埋蔵文化財係長） 伊藤 晃

調査第一課長事務取扱

課長補佐（第一係長）

文化財保護主査主 査 藤川洋 二

文化財保護主査
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長瀬日出明

河本清

竹原成信

藤本信康

平松郁男

坂本英幸

河本清

柳瀬昭彦

平井勝

藤田耕平



第 2章 調査および報告書作成の経緯

平成 6(1994)年度 文化課

課 長 大場 淳

岡山県教育委員会 課長代理 樋本俊二

教育長 森崎岩之助 夫多 事 葛原克人

課長補佐（埋蔵文化財係長） 高畑知功

主 任 若林一憲

岡山県教育庁

教育次長 岸本憲二 岡山県古代吉備文化財センター

所 長 河本 清

文化課 次 長 高塚恵明

課 長 大場 淳 次長（文化課本務） 葛原克人

課長代理 松井新一

課長補佐（埋蔵文化財係長） 高畑知功 ＜総務課＞

主 任 若林一憲 総務課長 丸尾洋幸

課長補佐（総務係長） 井戸丈二

岡山県古代吉備文化財センター 総務主幹 守安邦彦

所 長 河本 清 主 査 石井善晴

次 長 葛原克人 主 任 木山伸一

＜総務課＞ く調査第三課＞

総務課長 丸尾洋幸 調査第三課長 柳瀬昭彦

課長補佐（総務係長） 杉田卓美 課長補佐（第二係長） 岡本寛久

主 査 石井善晴 文化財保護主幹 山磨康平

主 任 三宅秀吉 文化財保護主査 中務和彦

く調査第三課＞ 平成 8(1996)年度

調査第三課長 柳瀬昭彦

課長補佐（第一係長） 山磨康平 岡山県教育委員会

文化財保護主任 小畑良治 教育長 森崎岩之助

主 事 根木智宏

岡山県教育庁

平成 7(1995)年度 教育次長 黒瀬定生

岡山県教育委員会 文化課

教育長 森崎岩之助 課 長 大場 淳

課長代理 松井英治

岡山県教育庁 課長代理 臼井洋輔

教育次長 黒瀬定生 夫多 事 葛原克人
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課長補佐（埋蔵文化財係長） 平井 勝 岡山県古代吉備文化財センター

主 査 若林一憲 所 長 藪本克之

次 長 正岡睦夫

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 河本 清 ＜総務課＞

次 長 高塚恵明 総務課長 小倉 昇

次 長（文化課本務） 葛原克人 課長補佐（総務係長） 井戸丈二

文化財保護参事 正岡睦夫 主 査 木山伸一

＜総務課＞ く調査第二課＞

総務課長 丸尾洋幸 調査第二課長 伊 藤 晃

課長補佐（総務係長） 井戸丈二 課長補佐（第一係長） 中野雅美

総務主幹 守安邦彦 文化財保護主事 物部茂樹

主 査 木山伸一 主 事 加藤和歳

く調査第三課＞ 平成10(1998)年度

調査第三課長 柳瀬昭 彦

課長補佐（第二係長） 井 上 弘 岡山県教育委員会

文化財保護主事 根木智宏 教育長 黒瀬定生

主 事 谷口広幸

主 事 日下隆春 岡山県教育庁

教育次長 平岩 武

平成 9(1997)年度

文化課

岡山県教育委員会 課 長 高田朋香

教育長 黒瀬定生 課長代理 西山 猛

夫多 事 正岡睦夫

岡山県教育庁 課長補佐（埋蔵文化財係長） 松本和男

教育次長 平岩 武 文化財保護主任 大橋雅也

主 事 三宅美博

文化課

課 長 高田朋香 岡山県古代吉備文化財センター

課長代理 臼井洋輔 所 長 葛原克人

課長代理 西山 猛 次 長 大村俊臣

夫多 事 葛原克人

課長補佐（埋蔵文化財係長） 平井 勝 ＜総務課＞

文化財保護主任 大橋雅 也 総務課長 小倉 昇

主 事 三宅美博 課長補佐（総務係長） 安西正則
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主 査 山本鴫恭輔 く調査第三課＞

調査第三課長 柳瀬昭彦

く調査第三課＞ 課長補佐（第一係長） 山磨康平

調査第三課長 柳瀬昭彦 主 事 松尾佳子

課長補佐（第三係長） 岡本寛久

文化財保設主査 宇垣匡雅 平成12(2000)年度

文化財保護主任 大森充宏

文化財保護主事 物部茂樹 岡山県教育委員会

教育長 黒瀬定生

報告書作成

平成11(1999)年度 岡山県教育庁

教育次長 宮野正司

岡山県教育委員会

教育長 黒瀬定生 文化課

課 長 松井英治

岡山県教育庁 課長代理 佐々部和生

教育次長 宮野正司 課長代理（埋蔵文化財係長） 松本和男

文化財保護主査 福本 明

文化課 主 任 奥山修司

課 長 松井英治

課長代理 佐々部和生 岡山県古代吉備文化財センター

夫多 事 正岡睦夫 所 長 正岡睦夫

課長補佐（埋蔵文化財係長） 松本和男 次 長 能登原 巧

文化財保護主任 大橋雅也

主 任 奥山修司 ＜総務課＞

総務課長 小倉 昇

岡山県古代吉備文化財センター 課長補佐（総務係長） 安西正則

所 長 葛原克人 主 査 山本恭輔

次 長 大村俊臣

く調査第三課＞

＜総務課＞ 調査第三課長 柳瀬昭彦

総務課長 小倉 升自 課長補佐（第一係長） 浅倉秀昭

課長補佐（総務係長） 安西正則 文化財保護主事 物部茂樹

主 査 山本恭輔
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第 3節報告書作成の経過

報告書の作成期間は調査員 2名で平成11(1999)年度と平成12(2000)年度の 2年間が当てられ、

これは対象となる当麻調査区と岩間調査区の、それぞれの遺構総数と出土遺物総数および整理の難易

度等から割り出された。当初の作成計画では年度ごとに 1冊ずつ刊行する案もあった。しかし、調査

区のまとまりを菫視して当麻調査区を初年度、岩間調査区を次年度に当てた場合には、第 1表の遺物

箱数でわかるように後者に比重がかかり過ぎるため、岩間調査区の遺構のまとまりや遺物数等を加味

して 1区-11区のうち 5区と 6区の境にある広野樋門調査区から上流を「岩間上調査区」、下流 (6-

11区）を「岩間F調査区」として二分し、初年度に当麻調査区＋岩間上調査区の報告書作成、次年度

に岩間下調査区の報告書作成と調整および全体編集を行った。

初年度の整理対象となった当麻調査区は、操山丘陵裾部の低段丘～微高地上に営まれた弥生時代後

期から古墳時代と中世をそれぞれの中心時期とする集落であり、遺構密度の粗密の差はあれ百間川遺

跡群の他の微高地上の集落構成と大差はなく、遺物量も比較的少ない。しかしながら、当麻調査区か

ら約 1km 離れた岩問上調査区は、遺構的には中世を中心とする河道とその肩部の井戸•土壊、河道に

架かる橋梁や河道の埋まる過程で形成された貝塚などであり、前者の遺跡と性格を異にする。また、

後者は出土遺物の量も多く、大半は河道の堆積層に伴う中世土器• 木器・貝類であり、それ以外には

上流の集落遺跡から流下した弥生土器・須恵器•石器等もいくらか混入している状況であった。その

ため、とくに遺物整理の方針として、当麻調査区は他の同様集落の報告書と同じレベルでの掲載遺物

の選考を行い、岩間上調査区は河道内の堆積遺物についてはかなり精選し、特に遺構に伴わない時期

の混入遺物に関しては特徴のある遺物のみを扱うこととした。

次年度の整理にかかる岩間下調査区は、岩間上調査区で検出された河道が一旦調査区外に出た後、

再びこの調査区で現れる場所に当たり、おもに奈良時代から中世にかけての河道と道路遺構や堤防、

埋立遺構や護岸、貝塚や橋梁、近世以降の橋梁や樋門などが検出されていて、出土遺物の総量も古代

～中世上器を中心にして800箱を越える。これは岩間上調査区の遺物の総量の約 2倍であり、そのうち

の大半が各時期の河道が埋まる過程での出土遺物であり、河道の推定時期以前（おもに弥生時代～古

墳時代）の混入遺物の巌も比較的多い。そのため、基本的に河道遺物の整理・復元に当たってはまず

遺構に伴う時期の遺物を特定し、それらも精選して取り上げたうえで、それ以外の混人土器は遺構に

伴わない遺物として扱い、特徴のあるあるいは特殊な土器等についてのみ実測の対象とした。

また、岩間下調査区の道路・堤防・護岸などの遺構は、何百本という杭が打ち込まれ、さらに木枝

や筵などを幾順にも重ねて構築されているなどかなり複雑な構造であり、橋梁や埋立遺構もそれらの

甚礎に握り拳～人頭大の角礫が大量に使用されていたため、全体として複雑な図面が多く、図面整理・

調整・ 遺構トレースなどに予想以上の期間を要した。

本報告書は、 2か年の整理期間のなかで年次ごとにそれぞれの調査区をまとめたうえで合冊にする

ことになり、とくに次年度には初年度の報告書担当と調査担当を交えての全体打ち合わせ会議や全体

編集会議を数回実施し、極力全体の統一・調整などを計った。

なお本報告書は、旭JI[放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査の報告書としては14冊目であり、参

考までに次頁に I-XIVまでの報告書名を掲載しておく。 （柳瀬）
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第 2表 旭川放水路（百間川）改修に伴う発掘調査報告書一覧表

番号 編 著 者 名 書 名 シリーズ名・番号 発行年月

I 
江見正己•伊藤晃• 浅倉秀昭・ 柳瀬昭彦

百間川原尾島遺跡 l
岡山県埋蔵文化財 1980 

中野雅美・内藤善史他 発掘調査報告39 11 

井上弘・下澤公明•松本利男•岡田博
百間川沢田遺跡 1

II 浅倉秀昭•福田正継•江見正己• 中野雅美
百間川長谷遺跡 岡山県埋蔵文化財 1981 

内藤善史•平井泰男•島崎東他
百間川岩間遺跡 発掘調査報告46 11 

百間川当麻遺跡 l

高畑知功• 正岡睦夫•井上弘・下澤公明

m 
渡辺 光・山磨康平• 浅倉秀昭• 岡本寛久 百間川兼基遺跡 1 岡山県埋蔵文化財 1982 
江見正己•中野雅美· 内藤善史•平井泰男 百間川今谷遺跡 1 発掘調査報告51 11 
島崎東・光永真一• 平井典子他

N 
井上弘•松本和男• 岡田博・ニ宮治夫

百間川当麻遺跡 2
岡山県埋蔵文化財 1982 

平井泰男・光永真一 発掘調査報告52 11 

正岡睦夫•高畑知功•平井泰男•島崎東
岡山県埋蔵文化財 1984 

V 光永真一• 井上弘・下澤公明• 渡辺光 百間川原尾島遺跡2

岡田 博・ニ宮治夫• 岡本寛久• 中野雅美
発掘調査報告56 11 

二宮治夫・正岡睦夫• 井上 弘・下澤公明

VI 
柳瀬昭彦・ 山磨康平• 岡田 博• 高畑知功 百間川沢田遺跡2 岡山県埋蔵文化財 1985 
浅倉秀昭•岡本寛久•江見正己•中野雅美 百間川長谷遺跡 2 発掘調査報告59 11 
平井泰男•島崎東・光永真一他

VII 
岡本寛久• 平井勝・柳瀬昭彦• 井上弘 百間川米田遺跡3 岡山県埋蔵文化財 1989 
宇垣匡雅•平井泰男•江見正己 （旧当麻遺跡） 発掘調査報告74 4 

平井勝•井上弘•柳瀬昭彦・浅倉秀昭
岡山県埋蔵文化財 1993 

＂ 
古谷野寿郎•岡本寛久·江見正己 百間川沢田遺跡3

宇垣匡雅・阿部泰久•高田恭一郎
発掘調査報告84 3 

IX 宇垣匡雅•平井勝•江見正己•柳瀬昭彦 百間川原尾島遺跡3
岡山県埋蔵文化財 1994 

発掘調査報告88 3 

X 平井勝• 岡本寛久•高田恭一郎 百間川原尾島遺跡4
岡山県埋蔵文化財 1995 

発掘調査報告97 3 

XI 
柳瀬昭彦・高田恭一郎•岡本寛久

百問川原尾島遺跡5
岡山県埋蔵文化財 1996 

平井泰男•井上弘 発掘調査報告106 3 

XII 
平井 勝・柳瀬昭彦•岡本寛久• 宇垣匡雅 百間川兼甚遺跡2 岡山県埋蔵文化財 1996 

浅倉秀昭•江見正己 百間川今谷遺跡2 発掘調査報告114 3 

柳瀬昭彦・弘田和司• 平井 勝・高田恭一郎
百間川兼基遺跡 3

岡山県埋蔵文化財
XIll 百間川今谷遺跡 3

1997 
山磨康平・根木智宏・澤山孝之

百間川沢田遺跡4
発掘調査報告119 3 

XIV 
物部茂樹•山磨康平•井上弘•宇垣匡雅

百間川米田遺跡4
岡山県埋蔵文化財 2002 

中野雅美・根木智宏·柳瀬昭彦•松尾佳子 発掘調査報告164 3 
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第 1節 当麻調査区

第 3章 発掘調査の概要

第 1節 当麻調査区

ー 調査区の概要

当調査区は、百間川が操山丘陵東端で南に大きくカーブする、通称「大曲り」の北東部に突出した

小丘陵の東側に位置する。主要な検出遺構は、小丘陵の東側裾部からさらに東側に弧状に広がる微高

地（自然堤防）上の広範囲に位置する。

i

・

薗本報告書掲載調査区 。
第4図 グリッド設定、当麻調査区位置 (1/4,000) 
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第 3章発掘調査の概嬰

_ _j 

1. 黄橙色 (1QYR8/ 6)粘質土

2. 淡橙色 (5YR8/3)粘質土

3. 灰白色 (IOYR7 / 1)粘質土

4. 褐灰色 (7.5YR4/ l)粘質土

5. 淡黄色 (7.5Y8 / 3)粗砂

6. 明緑灰色 (10GY7/1)微砂

7. 暗青灰色 (5PB4/1)微砂

8. 青灰色 (5BG6 /1)弱粘質土

（砂と粘土の互層）．微高地

8-

O. 
5m 

1. にぶい橙色 (5YR7/3)粘質土

2. 灰白色 (5YR8/1)粘質士

3. 赤黒色 (lOYR2 / 1)粘質土（下半は橙色化）

4. 明緑灰色 (lOGY7 I l)粘質土（やや砂質）

5. オリーブ灰色 (2.5GY6I l)弱粘質土（砂質）

6. 緑灰色 (775GY6I I)弱粘質土

7. 暗オリーブ灰色 (5GY7 /1)弱粘質士（砂質）

8. 紫灰色 (5RP5/1)砂質土

9. 暗緑灰色 (lOG4 /1)砂質土（白色砂との互層）

10. オリーブ灰色 (2.5GY6/I)粘質土

11. 灰色 (7.SYS/1)粘質土（淡白色ブロック含む）

12. 紫灰色 (5RP6/1)砂質土（粘質性強い）

第5図 T 1• T 2微高地下がり断面 (1/100) 

本調査区の西側は1978・79年度に調査を行った既報告「当麻遺跡2」に当たる。東側は1983-85年

度調査の既報告「米田遺跡 3」の調査区で、今回の調査区は両調査区に丁度挟まれた場所である。百

間川の改修前は、西側の調査区との境に丘陵裾部を巡る近世以降の幹線水路が南北に通り、東側には

近・現代の水田が広がっていた。遺構の残存状況は水田の造成や改修工事の削平により悪く、竪穴住

居も柱穴のみで掘り方も検出できない状況であった。検出遺構は縄文時代から近世と広範囲であるが、

弥生時代中期から古墳時代初頭と中世の 2時期が中心である。

調査区北端部のグリッドEライン付近が微高地の北側の下がりに当たり， 1983・85年度調査において

も北側に傾斜し堆積する土層の観察が行われている。今回の調査も微高地範囲の確認のため 5本 (2

本図示）のトレンチを設定し把握につとめた。微高地上部の堆積は、丘陵部に近いT-1では上部が

削平を受けているため東半のT-2とでは若干異なるが、いずれも北側に微高地の下がりを確認して

いる。 T-2では微高地堆積の12層付近から下部が砂質上となる。井戸底部はこの層の始まる海抜20

cm付近より下層に掘り込まれている。

微高地の北斜面は緩やかな傾斜をなし、砂層、砂質土や砂と粘土の互層の斜面堆積を形成し、植物

遺体や流木等を含んでいる。東端のトレンチで検出した縄文時代の貯蔵穴と考えられる土城301は、微

高地斜面堆積のT-2第8層上面に相当する海抜70cm付近の検出である。また西端のトレンチと T-

1の第 5・6層の斜面堆積土中から縄文晩期の土器片を検出している。 （山磨）
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第 1節当麻調査区

1983-1985年度調査区

（報告済み米田遺跡 3)

I~ 
1978-1979年度調査区~

（報告済み当麻遺跡 2)
_
¥
¥
T
 

本報告書掲載調査区

（当麻調査区）

f
 ,,. 

10Qra 

ご1

第 6図 当麻調査区遺構全体く過去調査分含む〉 (1/1,500) 
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第 3章発掘調査の概要
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第 7図 当麻鯛査区遺構全体 (1/800) 
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第 1節当麻調査区
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第8図縄文～古墳時代の遺構く 1〉 (1/500) 
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第 3章発掘調査の概要
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第 9図縄文～古墳時代の遺構く 2〉(1/500) 
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第 1節当麻調査区

2 縄文時代の遺構と遺物

(1)土壊

土壊301 (第10図、図版 8)

調査区北端の 80区に位置する。微高地北端の下がりを確認する

ために設定したトレンチの断面観察により土壊の半分程度を検出し

た。平面形はほぼ円形をなすと推定され、規模は直径約70cm、深さ

40cmである。断面は垂直に近い掘り方をなし、底面は若干中央が窪

んでいる。埋上はオリーブ灰色弱粘質土の l層のみである。土壊は

微高地からわずかに斜面にかかった位置に形成されている。検出面

は、 トレンチ 4の土層断面では第10層の微高地甚盤層、もしくは第

9層の斜面堆積層上面に相当する。検出面は、海抜70cm程で土壊底

面は海抜30cm弱である。

口
＼ ＼ ＼ 

80cm 

。
lm 

1. オリープ灰色 (2.5GY5 / 1)弱粘質士

遺物は底部より20個程のドングリが出土しているのみで上器は確 第10図土壊301

認できなかった。検出状況や埋士等から縄文時代の貯蔵穴と考えら

れる。なお、当土壊検出後周辺をかなり精査したが、同様な上壊は検出できなかった。 （山磨）

(2)遺構に伴わない遺物（第11図）

土壊301内からは植物遺体

のみで縄文土器片の出土は認

められなかったが、微高地上

面の包含層や他の遺構に混

じった状態と北端に設定した

トレンチの斜面堆積中から縄

文晩期の土器片が少量出土し

ている。器種は大半が深鉢で

l点のみ浅鉢である。

1・6・7・8は突帯文を

施す深鉢で微高地の上面から

出上している。突帯文上面に

}
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10cm 

はいずれもキザミメを施して 第11図遺構に伴わない遺物

いる。 1は体部突帯文片であ

る。深鉢2・3はトレンチからの出土で、 2はやや垂直気味に立ち上がる。口縁端部上面にはキザミ

メと外面に二枚貝の条痕を施している。 3は口縁部がく字形に外反し立ち上がる。口縁部外面は二枚

貝条痕を施している。 4の浅鉢は体部内外面をT寧に磨いている。 5はボール状の深鉢で、口縁端部

上面にキザミメを施している。時期は突帯文を含んでいない斜面堆積出土土器が晩期中葉、微高地上

面出土土器が後半の時期を示す。 （山磨）
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第 3章発掘調査の概要

3 弥生時代～古墳時代の遺構と遺物

(1)竪穴住居

竪穴住居301 (第12・13図、図版3)

調査区のほぼ中央の東端8G・H区に検出した。竪穴住居の壁帯溝の一部と粘土採掘と考えられる土

壊群の重複した遺構である。土壊群の一部は東側調査区（米田遺跡 3) で検出した部分と接続する。

土堀群の中央は撹乱や現水路、中世の溝、古墳時代初頭の井戸311等が重複しているために全体像は明

瞭でない。

ゃ`
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C
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1. 浅黄色 (2.5Y7 / 3)砂質土 ¥=-
2. 灰オリープ色 (7.5Y6I 2)弱粘質土

3. 灰白色 (10Y7/2)砂質土
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瓢
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第12図竪穴住居301
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第 1節当麻調査区

づ
，
 嗣〗
10 

。
10cm 

第13図竪穴住居301 出土遺物

＼
 

で`

゜
ぐ。

◎
 

粘土採掘と考えられる土壊群は長径150-200cm程

度の掘り方が連続しており、基数は定かでないが10数

基存在する。単独で検出した土壊P6では長径200cm、

短径130cmの不整形な形状をなし、南西部の土壊P4で

は長径150cm、短径120cmの楕円形の形状を呈している。

深さは30-SOcm程度が多く、中には70cm以上の深い掘

り方も認められる。底面は一定でなく凹凸がかなりあ

る。埋土は黄色、灰黄色、灰白

色等の混り土である。検出面よ

り20cm程下層の海抜90cm付近

が明黄褐色粘土層で形成されて

おり、土壊の掘り方底部もいず

れもこの土層を掘削しており、

採掘の対象となった粘土と想定

される。竪穴住居の壁帯溝と想

定される小溝は、幅20cm、深さ

10cmほどで、土壊群と用水路に

削平されて北側 2カ所に全長

280cmほど検出したのみである。

当初、これらの遺構の調査で

は、不整形な士壊群が連続して

いたため、単純に粘土採掘壊が

集中しているものと想定して図

化作業を行っていた。その後、

図面の接合作業等の段階で、直

~~ 

“ 
..1'... 

---~ 戸

乙こ罰膨どこ
12 

径10m程の範囲に等間隔に集中

して、しかも竪穴住居の壁帯溝

らしい小溝が共伴することが判

明した。同様の検出例が東側調

査区（米田遺跡3)のH103にも

認められたため、これらの土壊

群を竪穴住居の柱穴の可能性も

想定し、断面観察等詳細に検討

したが柱痕等は認められず柱穴

第14図竪穴住居302、同出土遺物 とは断定できなかった。 H103と

同様に住居の掘り方に規制され

6-

” 2m 

。
10cm 

るか、もしくは住居の魔絶後を

再利用して粘土採掘のために掘
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第 3章 発掘調査の擬要

削された土壊群の可能性が強い。

遺物は土壊群の埋土中から土器の細片が出土している。細片で少量のため時期の確定は困難である

が、器形特徴や遺構の重複、類似の竪穴住居等から弥生時代後期と考えられる。

竪穴住居302(第14図、図版 3)

調査区のほぼ中央の 6H区に検出した竪穴住居で、西端は現水路により削平されている。残存状況

は悪く掘り方や壁帯溝は無く床面も削平されており、柱穴の配列状況から住居跡と認識できる状況で

ある。主柱穴の配列は、西端の現水路により削平された箇所を含めて合計 8本と考えられる。主柱穴

の規模は、若干楕円形をなし最大径90cm、平均50-70cmほどで、 P2・3・7・8・9・10は重複し

不整形な掘り方となっており建替えが行われている。また、南側の主柱穴P4は、古墳時代初頭の井戸

309に一部削平されている。埋土は主に黄褐色の粘質士で柱痕跡は確認できなかった。主柱穴P3・10 

ではいずれも掘り方底部に残存長さ30cm強、幅10cm程、厚さ 2cm前後の板材を礎盤として使用して

いる。その他の柱穴の掘り方も底部が平らで、形状も長円形のものが多く礎盤が使用されていた可能

性が強い。柱穴の深さは浅いもので21cm、最大60cm、40cm程度のものを多く検出している。主柱穴間

は220-250cmほどでほぼ等しい配列である。竪穴住居の中央には、長径100cm、短径60cm、最大深さ

3 cmの浅い窪みを検出している。さらにこの浅い掘り込みの両側に210cmの間隔で直径40cm、深さ 10

cm程の柱穴を検出した。これらは中央ピットの残存部と副柱穴と想定される。竪穴住居302の平面形

は、柱穴の配列等から直径 9mほどのやや楕円形に近い形状と推定される。

遺物は柱穴内より少量の弥生土器片、礎盤の板材片が若干出士している。出土土器はいずれも細片

で時期の確定がしがたいが、器形の特徴や遺構の切り合いから弥生時代後期と考えられる。 （山磨）

(2)建物

建物301 (第15図、図版 3)

調査区ほぼ中央の 7H区に検出した掘立柱建物である。東西 l間、南北 1間の構造と考えられるが、

北東隅の柱穴位置が溝336と重複し削平されている。平面規模は東西266cm、南北245cm、床面積6.5m'

で、若干長い東西方向が棟方向と推定される。柱穴

の規模は直径45-SOcm、深さ10-15cmで同形同大で

ある。柱穴の埋土は、いずれも明茶褐色の粘質微砂

土で柱痕跡は確認できなかった。建物の棟方向は、

E-3度ー Sでほぼ東西方向を向いている。

遺物は少量の土器片が 2本の柱穴内より出土して

いる。図化可能であった13は甕または壺の口縁部で

ある。時期は出土土器の器形や胎士等の特徴から弥

生時代後期と考えられる。

建物302(第16図、図版 4)

調査区中央付近の 8・9I区に検出した桁行 1間、

梁間 1間の北西方向を棟にする掘立柱建物である。

建物の西側を南北に現代の水路が走り、北西隅の柱

穴が削平されている。このためL字状に 3本の柱穴

-24-
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第 1節当麻調査区

を検出したのみである。また、建物南東辺に

接し古墳時代初頭の井戸304が位置する。建物

規模は桁行278cm、梁間170cm、床面積4.7而で

ある。柱穴はいずれもほぼ円形で直径50-60

cmのやや大形の掘り方をなし、深さ20-25cm

を測る。掘り方断面は、逆台形を呈し南東隅

の柱穴は柱痕部が若干窪んでいる。建物棟方

向はN-30度ーWである。 遺物は各柱穴よ

り土器の小片が出土している。器種は図化可

能であった高杯の脚部 (14)以外に、甕のロ

縁部片等が見られる。

時期は出土土器の器形特徴や埋上等から弥

生時代後期と考えられる。

建物303(第17・18図、図版 2)

調査区中央付近の 81と81区の境に検出し

た桁行 3間、梁間 l間の南北棟の掘立柱建物

である。建物の南端に中世の溝

322が横切っている。建物規模は

桁行467cm、梁間344cm、床面積

16,1面である。桁行の柱間は東

西柱列とも約140-160cmの間

に収まる。柱穴はほぼ円形で直

径40-60cmである。深さは15-

30cmで、底部レベルで10cm程

の差が見られる。柱穴は西側柱

列の北端が重複し、南端で近接

して同程度の柱穴が位置するこ

とから建物の建替えの可能性が

ある。柱痕跡は確認していない。

建物の棟方向は、N-8度ーEで

ほぼ南北方向である。

遺物は柱穴内より甕•高杯の

破片が出土している。甕 (17)

は口縁端部が上方に肥厚し、端

部外面に数条の沈線を施してい

る。体部内面の上部は圧痕、下

端はヘラ削りを施している。底

部片 (19・20)はいずれも平底

~ 
; ¥ .. 

0 14 10cm /"_三〔言

13..!km. 

瓢
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2m 

第16図建物302、同出土遺物
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第3章発掘調査の概要
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第18図建物303出土遺物

である。

建物の時期は、出土士器の器形特徴から弥生時代後期の百・後 ・Nと考えられる。

建物304 (第19図、図版 4)

調査区南端付近のllQ区に検出した桁行 2間、梁間 1間の北西に棟方向の掘立柱建物である。建物

の中央を溝311が横切っている。建物規模は桁行361cm、梁間299cm、床面積10.8而である。桁行の柱間

“ 
N 

□ 

゜一5cm 

二瓢瓢鵬瓢疇こ
0 2m 

1. オリーブ灰色 (2.5GY5 / 1)粘質土

2. 灰色 (7.5Y6I I)粘質土（黄色プロック混じる）

3. 淡黄色 (7.5Y8/3)粘質土（灰色プロック混じる）

第19図 建物304、同出土遺物
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第 1節当麻調査区

は170-190cmの間に収まる。柱穴

はほぼ円形で直径25-40cmである。

深さは、北側がやや削平され残存

深さ10cm程度の柱穴である。柱穴

の底部レベルは10cmの差に収まる。

柱穴の断面観察では四隅柱穴のい

ずれにも直径10cm程のオリーブ灰

色粘質土をなす柱痕跡が確認され

た。埋土は主に灰色粘質土である。

建物の棟方向はN~70度ー Wを測

り、建物305・306と棟方向が近い。

遺物は柱穴内より土器の細片と

石器が出士している。図化可能で

あった敲石 (S1) は完形品で両

端部に使用痕跡が残っている。建

物の時期は、柱穴の埋土や出上土

器の器形特徴等から弥生時代から

古墳時代初頭と考えられる。

建物305. (第20図、図版4)

調査区中央付近の 91区に検出した桁行 2

間、梁間 l間の北西方向を棟にする掘立柱建

~I~~1s3 

瓢 I

。

雪

こ161~)—|
2 l 

2m. 1. 淡黄色 (2.5Y8/ 3)砂質土

2. にぶい赤色 (7.5R4I 4)砂質土

第20図建物305

ovz 

物である。建物の東側半分は東側調査区（米

田遺跡 3)に位置しているために、北西と南

東隅の柱穴は調査区境の側溝の掘り下げによ

り削平され、南東隅の柱穴がわずかに残存し

ていたのみである。建物規模は桁行330cm、梁

間242cm、床面積8.0m'である。残存柱穴はほ

ぼ円形を呈し直径35-45cmである。桁行は、

150-167cmで柱穴の大きさ程度の間隔差で

ある。埋士は淡黄色とにぶい赤色の砂質士で

ある。柱穴の深さは、南西側桁行の中央がや

や浅く深さ10cm程で、他は同程度である。建

物の棟方向はN-62度ー Wを測る。この棟方

向の角度と類似する建物は桁行 2間、梁間 1

間の同規模の建物306が該当する。

出土遺物はいずれの柱穴からも皆無で時期

の確定に乏しいが、埋上や建物の規模等から弥生時代から古墳時代初頭の時期と考えられる。

3
3
2
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C

C
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。
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第21図建物306
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第 3章発掘調査の概要

建物306(第21図、図版 2)

調査区の中央付近の BJ区に

検出した桁行 l間、梁間 1間の

建物305と同様の北西方回を棟

にする掘立柱建物である。建物

規模は桁行335cm、梁間240cm、

床面積8,0面である。柱穴は直径

45-55cm、深さ25cmとほぼ同形

同大で柱痕部がやや深く 2段の

掘り方をなしている。建物の棟

方向はN-60度ーWを測り、前

述の建物305の棟方向と同じで

ある。

出土遺物はいずれの柱穴か

らも皆無で時期の確定に乏し

いが、埋士や建物の規模等から

弥生時代から古墳時代初頭と

考えられる。

建物307(第22図、図版 2)

調査区中央付近の 7H・J区に

検出した桁行 l間、梁間 2間の

掘立柱建物である。建物の中央

を東西方向に近世の溝322が通

り西側桁行の中央柱穴が削平さ

れている。規模は桁行全長529cm、

こ,.-,3-JJ 
2m 

゜― 褐色 (10YR4/6)粘質土（黄橙プロック混じる）

第22図建物307、同出土遺物

梁間310cm、床面積16.4面である。柱穴は一部重複しているが円形から若干楕円形を呈し長径60-65cm

である。深さは10-25cmと差がある。北東隅の柱穴は、柱痕部が深くめり込んでおり最大深さ35cmを

測る。柱穴の埋士はいずれも黄橙色ブロック混じりの褐色粘質土で、柱痕跡は確認できていない。建

物の棟方向は、 N-7度ーWで他の同時期の検出建物といずれも異なる。

遺物は 3本の柱穴から細片が少量出士している。時期は出土土器の器形特徴や埋土等から弥生時代

後期頃と考えられる。 • (山磨）

(3)井戸

井戸301 (第23図）

7D区南端部で検出した井戸である。近世以降の溝が南端部をかすめて東西に流走している。掘り

方の平面形は、やや東西に長い楕円形の形態を呈し、深さは検出面より約110cmを測る。底面の海抜

高は一30cmである。断面形は、上端部では逆「ハ」字型で緩やかに立ち上がっているが、途中から垂

直に落ち込んでいる。底面はほぼ平坦である。埋土は、全体を通じて灰黄色のやや粘質性を帯びた砂

-28-



第 1節当麻調査区

質土であるが、下層にゆくに従って士層

のグライ化が顕著である。

遺物は、下層を中心に出土しており、そ

の中でも弥生土器の甕片24-26を3点図

示している。 26の底部からは、黒斑が認

められた。その他に上層の 1層からは、

ガラス製の管玉片が出土している。最大

長 8mm、最大幅5.0mm、最大厚1.5mmを測る。

通し穴の口径は2.0mm、重さは0.37gで、明

緑色の色調を呈す。

遺構の時期は、出土している弥生土器の

口縁部がわずかに上部に拡張しているこ

とから百•中. IIの古相の状況を示して

いる。 （根木）

井戸302.(第24図）

調査区中央付近の 7G区に検出した。

ローぐ

且

＼ 
25 

＼ 
26 

。
1Qcm 

R口：＇
G1 

。
lm O 2cm 一1. 灰黄色 (2.5Y7I 2)砂質土 3. 黄灰色 (2.5Y6/1)砂質土

（青いガラス出土） 4. 灰オリーブ色 (5Y5/2)砂質土

2. 暗灰黄色 (2.SYSI 2)砂質土 5. 灰色 (5Y5/1)砂質土

第23図井戸301、同出土遺物

溝306と重複しているため西半の上面が

削平されている。平面形は円形を呈し、規模は直径65-70cm、最大深さ53cmを測る。断面は逆台形状

を呈し、若千丸みのある底面である。埋土は 5層に分層でき、第 4層の黄灰色弱粘質土からまとまっ

て遺物が出士している。

出土士器には壺・甕•高杯・鉢等がある。甕は口縁端部を内傾気味に上部に肥厚させ、外面に数条

の凹線を施している。高杯は口縁端部が大きく外反している。鉢は口縁端部を上方に引き出している。

0 50cm 一1. 浅黄橙色 (lOYR8/ 4)砂質土

2. 明褐灰色 (7.SYR7 / 2)砂質土

3. 灰黄褐色 (lOYR5 / 2)砂質土

4. 黄灰色 (2.SY5 / 1)弱粘質上

5. 灰黄色 (2.5Y6/ 2)砂質土

三ロニ`27 28 

―‘ 

, 9 、

29 

30 

O・ l(lcm 

二〖 --1
32 33 

31 

f
 

34 

第24図井戸302、同出土遺物
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第 3章発掘調査の概要

なお、当遺構は井戸の項目で取り上げたが、底面が湧水層

の砂層面まで達してなく井戸以外の可能性が強い。時期は出

士土器の器形特徴や遺構の切り合い等から弥生時代後期の

百・後・ mと考えられる。

井戸303(第25・26・27図、図版10)

7G区の北端部から検出された井戸である。南北に流走する

溝302に埋没後、肩口を切られている。当初、 2基の土堀が切

り合っているものとして調査を行っていた。しかし、出土し

た士器片をはずしながら掘り下げを行ったところ、その下層

（山磨）

面にも土器片が多数出士しており、断面形も深くなっていた

ので、井戸として調査を続行した。平面形は、南東側に不整

形に広がった掘り方をもつ楕円形の形状を呈す。深さは、検

出面からおよそ95cmを測る。底面の海抜高は約20cmである。

=I 

且函B'

1. 浅黄色 (5Y7/3)砂質土

2. 灰黄褐色 (lOYR6 / 2)砂質土

3. 褐灰色 (lOYR5 / 1)砂質士

4. 黒褐色 (lOYR3/ 2)粘質土

5. オリープ黒色 (5Y2/2)粘質土

6. 貝層（二枚貝）
拿

n3ト
・ m

 
．．
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冒

．．．
． 

ー
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二二晨

41 

42-=~ 
第25図井戸303、同出土遺物く 1〉
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第 1節当麻調査区
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53 
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＼ 
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第26図井戸303出土遺物く 2〉
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第 3章発掘調査の概要

断面形は上層で緩やかに「S」字状を呈しており、下層に下がるにしたがって垂直に掘り下げられてい

る。底面はほぼ平坦で、その形状は南北に広くなった長楕円形を呈す。埋土は 3層までの上層では、

総じて黄灰褐色の砂質土の中から若干の木質を含む弥生時代後期末の土器片が多数出土している。 4

65 

64 

66 

67 

69 

70 

--==-_:=-.~ 

71 

72 

68 

。
10cm 

73 

第27図井戸303出土遺物く 3〉
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第 1節当麻調査区

~ 

。
lm 

1. 灰黄色 (2.SY7 I 2)砂質上

2. 暗灰黄色 (2.5Y5 I 2)砂質土

3. 黒褐色 (2.SY3 /1) 粘質土（炭•土器含む）
4. 灰オリーブ色 (7.5Y4/2)砂質士

5. オリーブ灰色 (lOY4 / 2)砂質土

6. オリープ黒色 (lOY3 /1)弱粘質土

79 
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＼
 74 
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84 
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O. 
81 

第28図井戸304、同出土遺物 (1〉
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第 3章発掘調査の概要
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第29図井戸304出土遺物〈 2〉
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第 1節当麻調査区

層以下の下層では、黒褐色の粘質上の中から土器片と共に、また最下層の 6層の中央部分には二枚貝

の貝殻を含む貝層がおよそ15cm堆積しており、断面にかかっていた完形の甕の内部にも貝殻が入って

いる状況が確認された。 遺物は、前述の上層から壺や甕、高杯など多くの土器片が出土している。器

種を概観してみると、甕が圧倒的に多く、続いて高杯、鉢などで構成されている。 41の甕は口縁部に

凹線文を有し、最大径のあたりに煤が付着していた。また47の甕は底部に穿穴があり、 41同様に最大

径のあたりに煤が付着していた。

遺構の時期は、出土した土器から百・後 ・Nと考えられるが、 48の甕や52から60の高杯などに古墳時

代初頭の様相が看取される。

井戸304(第28・29・30図、図版 7)

81区と 91区の調査区境から検出された井戸である。南北にのびる現代の暗渠に遺構上面を切られて

いる。掘り方の平面形は、ほぼ円形で、断面形は、やや南側に開いた「U」字状である。断面形態は、

緩やかに開く逆「ハ」字状で、底面はほぼ平坦である。深さは検出面からおよそ90cmで、底面の海抜

高は30cmである。埋上は 1・2層の上層と、 3層の中層、 4-6層の下層に分けられる。上層は総じ

て灰黄色の砂質士で、埋土中の遺物が最も少なかった。中層は黒褐色の砂質土で、遺物の出土が顕著

であり、土器片とともに多くの炭が認められた。下層はオリーブ色の砂質士で、底面に近づくほど土

質は粘性を増す。

~ 
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-0- •三--,翠 ／ ¥ti 115 
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第30図 井戸304出土遺物く 3〉
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第 3章発掘調査の概要

~ 

1. 灰黄色 (2.5Y7I 2)砂質土

2. 暗灰黄色 (2.SYS/ 2)砂質土

3. 灰オリーブ色 (SYS/2)砂質t
（淡黄白色のブロック含む）

4. オリープ黒色 (5Y2/2)砂質土

5. 暗オリープ灰色 (2.SGY3 / 1)弱粘質土

6. オリーブ灰色 (2.SGY5 / 1)粘質土

ー
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-
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第31図井戸305、同出土遺物く 1〉
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第 1節当麻調査区
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第 3章発掘調査の概要

遺物は、検出時から多くの土器片

が認められたので、徐々に掘り下げ

たところ、中層から南側の壁面に貼

り付くように弥生時代後期後半の士

器片が整理箱で 1箱程度出土した。

各器種が出土しているが、主に甕と

高杯がもっとも多い。 76の長頸壺は、

頸部に縦方向のハケメの後に沈線が、

また沈線の下に刺突文が巡っている。

78の広口壺は、頸部から肩部にかけ

てハケメの後に不定方向のヘラケズ

リが認められる。その他の遺物に、

出土層位は不明ではあるが、鉄鏃 (M

1)が1点出土している。法量は最大長28.0mm、最大幅12.0mm、最大厚2.0mm、重さ1.76gを測る。また

製塩土器の脚部112• 117が2点出土している。

遺構の時期は、出土している土器が中層では弥生時代後期末のもので、上層は古墳時代初頭の様相を

151 

こ
153 

喜
154 

152 '11 
。

l(}cm 155 

第33図井戸305出土遺物く 3〉

呈するものが混在することから百・後.IIIから Wにかけて埋没したものと考えられる。

井戸305(第31・32・33図、図版 7)

8]区北端で、前述の井戸304の南約 4mに位置する井戸である。肩口が現代の用水路跡によって切

られている。掘り方の平面形は、東西方向にやや長い楕円形状を呈するものと推定される。深さは、

検出面から約125cmを測り、底面の海抜高は Om付近である。また断面形は、上部が逆「ハ」字状に広

がり、下部がほぼ垂直に下がっている。埋士は、 1・2層では灰黄色の砂質土で、 3層以下はオリー

ブ灰色もしくは黒色の砂質土で、底面に近づくにつれて粘性を増す。

遺物は、上部の 3層までに出士したものが大半である。各器種が出土しているが、中でも甕と高杯

の数が比率の大半を占める。 118は小型壺の口縁部である。内外面に縦方向のヘラミガキが施され、ロ

縁端部には 3条の沈線が巡る。 123から129の甕は、口縁部を上部に拡張しているが端部に凹線は認め

られず、肩部は「く」字状に大きく外反する。 152は台付鉢の底部である。低く安定した上げ底を丁寧

にユビナデなどで調整が施されている。その他に製塩土器153 ,-.,J 1 55が3点出土している。

遺構の時期は、出土している土器から百・ 後 ・illと考えられる。

井戸306(第34図、図版 7)

61区の北東部に位置する井戸である。西側の肩口が近現代の用水路跡によって切られている。

掘り方の平面形は、遺構検出面では東側に浅い段状の窪みが認められて東西方向にやや広い不整円状

ではあるが、下部の本体部分はやや南北に広がった楕円形状を呈している。深さは、検出面からおよ

そ100cmを測り、底面の海抜高は約15cmである。断面形は、上部が逆「ハ」字状に広がり、下部がほ

ぼ垂直に下がっている。埋土は、遺構の検出時に中央部分から焼土塊が出土したことから炉等の可能

性が考えられた。しかし、断面観察によって暗緑灰色土層の上面窪みに堆積している状況が看取され、

炉の痕跡は認められなかった。また下層の堆積土ほどグライ化が顕著であり、その土質は粘性を増し

てくる。
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第 1節当麻調査区

如

157 

158 

159 
160 

O- 10cm 

゜
lm 

1. 暗緑灰色 (lOGY4 /1)粘質土（焼土を含む） 5. 紫黒色 (5RP2/1)弱粘質土

2. 暗緑灰色 (lOGY4 /1)粘質土 6. 明緑灰色 (5G7/l)弱粘質土

3. オリープ灰色 (5GY5 / 1)弱粘質土 7. 緑黒色 (lOGZ/1)弱粘質土

4. 暗青灰色 (lOBG4 /1)砂質土 8. 明オリープ灰色 (5GY7/1)弱粘質土

第34図井戸306、同出土遺物

遺物は、さほど多くは出上していない。 156は壺の口縁部である。垂直に上部への拡張は著しいが、

下方へのそれはほとんど認められない。外面には凹線が 4条とヘラガキによる鋸歯文が巡っている。

158の長頸壺の口縁部は、外面には凹線は確認できない。 160の高

杯は、内外面共にヘラミガキが施されており、脚柱部の最短化が

-

O

c

m

-

¥
T
'ー

1

9／／
 

ヅ[[□ /＼ 

。
lm 

著しい。

遺構の時期は、出土している土器の器形特徴から百・後 ・illか

らNと考えられる。

井戸307(第35・36図）

SH区の南端部分に位置する井戸である。検出時に遺構の東側

上面は、河道によって削られていた。掘り方の平面形は、東西に

広がった楕円形状を呈していた。深さは、最上面の検出面からお

よそ90cmを測り、底面の海抜高は約ー10cmである。断面形は、逆

「ハ」字状に上部に向かって広がる。埋土は、全体的に粘上質で

グライ化が著しく、 1層の灰色上層には角礫や木質と共に黄灰色

や灰白色のブロック状の粘土塊が混人した状況が看取された。
1. 灰色 (N4 /1)粘質土（黄灰色・灰白色の

土混じる） 遺物の出土量としては、さほど多くはない。 161は小型の直口壺
2. 暗青灰色 (10BG3I I)粘質士（粘質強い） ． 

である。口縁部はほぽ直立し、上部への引き上げは大きくない。

第35図 井戸307 体部内面には指頭圧痕が顕著に認められる。 164の甕は、口縁部が
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＿三三＼

~~"7>
167 

166 

170 

。
10cm 

第36図井戸307出土遺物

鋭く「く」字状に開き、端部外面の凹線は認められない。 169は大型の鉢である。体部の器壁は全体的

に厚く、内外面共に横方向のヘラミガキが施されている。口縁部は下方に拡張が見られ、端部には凹

線が 3条巡っている。 170は器台の脚部である。外面には縦方向のヘラケズリが、内面にはハケメが施

されている。また筒部と裾部の境に方形の透かし孔が認められる。

遺構の時期は、出土した土器から百・後 ・illと考えられる。

井戸308(第37図、図版 5)

SE区で検出された井戸である。前述の井戸301の南東約10mに位置する。掘り方の平面形は、ほぼ

円形に近い。深さは検出面からおよそ130cmを測り、底面の海抜高は約ー10cmである。断面形は、ほ

ぼ平坦な底面から逆「ハ」字状に上部に向かって緩やかに広がる。埋土は、比較的粘性を有さないが、

下層になるにつれてグライ化が顕著になっている。

遺物は、 1点の完形品を含め、少量の土器片などが出土している。 173は底面に張り付いた状態で出

土した完形の甕である。外面は、肩部から胴部にかけてはハケメの後に荒い縦方向のヘラミガキが肩
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第 1節当麻調査区

部を越えてなされており、胴部から底部にかけても縦方向のヘラミガキが施されている。内面はヘラ

ケズリで、底部付近には指頭圧痕が明瞭に看取される。口縁部外面には櫛描きの沈線が 6条認められ

る。その他の遺物として土錘D1が上部から 1点出土している。最大長67.0mm、最大幅33.0mm、最大厚

31.0mm、孔径13.0mm、重量78.75gを測る。

遺構の時期は、 173の土器の体部が全体的に丸みを持っているものの、底部は球形ではなく面を有し

ていることから百・ 古.Iと考えられる。

・1 ,,,------- ／
ばI」

1

1

1

 7
 

ー一 176 

13Qcm 

Cl・ 

1. 灰白色 (2.SY7 /1)砂質土

2. 黄灰色 (2.SY5 / 4)砂質土

3. 灰オリーブ色 (5Y6/2)砂質土

4. 灰白色 (5Y7/2)砂質士

5. 暗黄灰色 (2.SY5 / 2)砂質土

6. オリープ黒色 (5Y3/2)砂質土

◎ 
Cl 

174 

゜
5cm 

゜
Wern 

175 

第37図 井戸308、同出土遺物
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第 3章発掘調査の概要

井戸309(第38図）

6H区で検出された井戸である。

住居302の南側柱穴に肩部を一部

切られている。掘り方の平面形は、

東西に広い楕円形状を呈し、底面は

不整円状で平坦な面である。深さは、

検出面からおよそ110cmを測り、底

面の海抜高は Om付近である。断面

形は、上部を除いてほぼ垂直に下

がる。埋士は、比較的粘性を有さな

いが、下層になるにつれてグライ化

が顕著になっている。

遺物は少量出土しているが、そ

の中で 2点のみ図示した。178は甕

の口縁部である。端部には櫛描き

の沈線が 8条認められる。179は浅

鉢である。口縁部が緩やかに内反

179 

。
10cm 

1. 灰黄褐色 (lOYR5 / 2)砂質士

（土器含む）

2. にぶい黄褐色 (lOYR4 / 3)砂質土

3. 灰色 (5Y6/1)砂質土

4. 灰オリーブ色 (7.5Y6/ 2)砂質土

5. オリーブ黒色 (10Y3/1)弱粘質土

6. オリープ灰色 (2.5GY6 / 1)粘質土

7. 暗オリープ灰色 (5GY 4 /1)砂質土

゜
lm 

第38図井戸309、同出土遺物

している。外面は縦方向のヘラケ

ズリの後に底部と肩部付近を横方向のヘラケズリが施されている。

遺構の時期は、出土した土器片の器種や器形特徴等から百• 古.Iと考えられる。

井戸310(第39・40図、図版 8)

61区で検出された井戸で、前述した井戸306の北東約 3mの地点に位償する。検出時から土器片が

多数出土していたので、土壊と認識して掘り下げを行った。しかし、

遺物の出土は上面だけに留まり、遺構の底面が比較的に深くなった

こともあり、井戸として調査を行った。掘り方の平面形は、やや東

西に広がった楕円形状を呈す。深さは、検出面からおよそ75cmを測

り、底面の海抜高は約35cmである。断面は、ほぼ平坦な底面から逆

「ハ」字状に上部に向かって緩やかに広がる。埋土は、全体的に粘

性が強く、上下 2層に分かれる。上層の黒褐色土層からは遺物の大

半が出土しており、下層を含め全体的に土層のグライ化が著しい。

遺物は、上層からほぼ一括して土器片が出土しており、その内容は

一部弥生土器が混在しているものの、総じて土師器の甕が多く出土

している。

遺構の時期は、弥生時代後期最終末の土器と古墳時代初頭の土器

が混在していることから、上流の沢田遺跡等にみられる洪水砂に

よって埋没した頃の百・後 ·Nから百•古. Iと考えられる。

井戸311 (第41・42図、図版5.6) 

8H区と 81区の境で検出された井戸である。当該遺構の残存状況は

立

0 50cm 一1. 黒褐色 (10YR3/ 2)粘質土

2. 暗緑灰色 (lOGY3/1)粘質土

第39図井戸310
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第40図井戸310出土遺物

きわめて悪く、西側を現代用水と撹乱によって、また北側と南側の肩口を古墳時代の粘土採掘穴によって切ら

れていた。掘り方の平面形は、南北に角張った長方形状を呈している。深さは、検出面からおよそ110cmを測り、

底面の海抜高は Om付近である。断面形は、平坦な底面から僅かに段を形成しながら、逆「ハ」字状に上部に

向かって緩やかに広がる。埋土は全体的に緑灰色土で、グライ化が顕著である。

遺物は、土器と木器が 1層以外からその大半が出土している。掘り下げに伴って 2層の底面からは

甕の完形品196• 197• 198が3点、中央に落ち込むように出士していた。さらに196・197・198の下面

に接するようにクスノキ製の盤状大型製品W4とコナラ製の加工木材wsが認められた。用途につい

ては不明である。木製品の中で特筆されるものとして、 3層中段の甕の底部199の内部から、最大長

117mm、最大幅116mm、最大厚18mmを測る大型の紡錘車W3が1点出土している。形状としては、ほぼ

円形状を呈している。材質はヒノキで、両面とも丁寧に調整が施されており、中央には一辺23mmの正
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第 3章発掘調査の概要

方形の孔が空けられていた。上面の端部は、回転効率を良くするためにエ具によって厚みが調整され

ていた。また付近からは木錘Wlも出土しており、古墳時代初頭における紡績技術の一端が垣間見ら

れる。

遺構の時期は、出土している土器から百•古. Iと考えられる。 （根木）

-~ 

ー
八
凡

t

130cm 

1. 明緑灰色 (5G7/l)弱粘質土

2. 暗赤褐色 (7.5R3I 2)弱粘質土

3. 暗緑灰色 (5G4/l)砂質土

196 

199 

198 

第41図井戸311、同出土遺物く 1〉
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第42図井戸311 出土遺物 (2〉
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第 3章発掘調査の概要

(4)土壊

土壊302(第43図）

調査区北端の 6・7D区境に土壊318と130cmの間

隔を罹き検出した。平面形は長方形を呈し、規模は

長辺150cm、短辺110cm、最大深さ44cmを測る。底面

は海抜55cmを測り、ほぼ平坦である。掘り方は逆台

形をなす。

出土遺物は土師器の細片以外に須恵器、瓦片、近

世陶磁器等を含んでいる。時期は出土遺物や埋土等

から見て古墳時代以降の可能性が強い。

なお当士壊は、土壊318と並列する位置関係や両土

壊の南側に、東西に掘削された近世以降に使用され

た用水路に規制されて設けられた可能性が強い。

土堀303(第44図、図版10)

遺構密集区北端の 8F区に、建物308の柱穴と重複

し下部に検出した。平面形は不整形な台形状を呈す

且

O・ lm 

第43図土壊302

が、下方に向かうにしたがい隅丸の方形に近い形状

である。規模は長辺73cm、短辺68cm、残存深さ45cmである。底面の海抜高は80cm程である。断面はU

字形を呈し、底面はやや丸みを持つ。埋土は 3層に分層でき、第 2層の黒褐色砂質土中から大形の土

器片が出土している。

出士土器は壺•高杯の器種がある。土堀の時期は遺構の切り合いや出土土器の特徴から弥生時代後

期の百・後 ・IDと考えられる。

土壊304(第45図、図版 9)

調査区中央の 7G区に検出した。井戸302とlmの間隔を置き、溝306の下部で溝302を切り込んでい

る。平面形は円形を呈し、規模は直径55-60crn、深さ20cmを測る。断面は逆台形を呈し、平らな底面

n3ト

204 

。
10cm 

第44図 土壊303、同出土遺物
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である。底面の海抜高は80cm程で

ある。埋土は 4層に分層でき、第

3層の浅黄橙色砂質土の下部から

最下層である第 4層のにぶい黄橙

色砂質士にかけて土器が出上して

いる。

ーロニ
206 

出土遺物は甕•高杯・鉢等の器

種がある。土城の時期は出土上器

の器形特徴や切り合いから、弥生

時代後期終末の百・後 ・Nと考え

られる。

土堀305(第46図）

調査区中央付近の 8G区に検出

した。弥生時代中期の溝302と重複

し、上面に位置する。平面形は楕円形を呈し、長径105cm、短径80cm、底面直径40cm、深さ50cmを測

〇,一50cm 

1. 灰黄色 (2.5Y7/ 2)砂質士

2. 暗灰黄色 (2.5Y5 / 2)砂質土

3. 浅黄橙色 (lOYRSI 4)砂質土

4. にぶい黄橙色 (lOYR7 I 3)砂質土
207 

。
10cm 

第45図土壊304、同出土遺物

る。断面は揺鉢状を呈し、ほぼ平坦な底面である。底面の海抜高は70cm程である。底面のやや西寄り

には、長さ40cm、幅 3cm、深さ 5-6 cmの細い溝状の窪みが認められた。埋土は 4層に分離可能で第

l層の明黄褐色粘質微砂と 2層の灰黄褐色粘質微砂から土器片が出土している。

出土土器には壺・ 甕•高杯・椀等の器種がある。甕210• 213は、口縁端部を内傾気味に肥厚させて

外面にヨコナデのみを施す。鉢は小形の台付きである。これらの出土土器の特徴や遺構の切り合いか

ら、土堀の時期は弥生時代後期の百・後・皿と考えられる。

120cm 

□口
¥ 

210 
212 

211 

O-
lm 

。
10cm 

213 

1. 明黄褐色 (lOYR6 / 6)粘質微砂

2. 灰黄褐色 (10YR5/ 2)粘質微砂

3. 黄褐色 (2.5YR5I 6)粘質微砂

4. 黒褐色 (10YR3/ 2)粘質微砂

第46図 土堀305、同出土遺物

土壊306(第47図、図版 9)

調査区中央付近の BG区の東端に検出した。溝302の底面で検出したものの遺構の切り合いから土壊

の方が新しい。平面形はやや不整形な円形であるが底面ではほぼ円形である。規模は直径65cm、深さ
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1. 緑灰色 (lOGY5 I 1)砂質土（土器・炭含む）

2. 白灰色 (lOY8I Z)粘質土

3. 暗緑灰色 (lOGY4 /1)粘質土

（土器・炭•白色プロック含む）

4. 暗緑灰色 (lOGY4 /1)粘質土

ーーロ:
217 

218 
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220 
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224 

。Ii
1fcm 

222 

第47図土堀306、同出土遺物
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35cmを測る。溝302の上面からの検出では約55cmである。断面は逆台

形の形状をなし、ほぼ平らな底面をなす。埋土は 4層に分層でき、い

ずれも粘質土の堆積である。第 1層の炭を含む緑灰色粘質土からまと

まって土器が出土している。第 3層の暗緑灰色粘質上には白色のブ＇

ロックを含み、第 l層と同様に炭、土器片も含んでいる。

出上土器には、壺• 甕• 高杯・鉢などの器種がある。壺215は、頸部

がハ字に開く長頸壺で口縁端部を上方に拡張し、数条の沈線を施す。

高杯は短脚で、口縁部を大きく外反する。盤217は、口縁端部を真上に

拡張させ、ヨコナデの調整のみである。出土土器の特徴から土壊の時

期は弥生時代後期の百・後 ・illを示す。

土堀307(第48図）

調査区中央の 81区に検出した。土堀の西半分を現代の用水路により

削平されている。平面形は削平前には、円形もしくは楕円形の形状で

あったと推定される。現存規模は長径120cm、短径60cm、深さ20cmを

測り、平らな底面である。底面の海抜高は100cm

程である。埋土は 2層に分層でき、いずれも

砂質土である。

出土遺物は、土器の細片が多く図化不可能

である。士壊の時期は、埋土や出土土器の器

形特徴等から弥生時代～古墳時代初頭と考え

られる。

土壊308(第49図）

調査区中央の 81区の建物303の東側に検出

した。土披は柱穴と重複し、さらに南北方向

の現用水路に一部削平されている。平面形は

隅丸の長方形を呈し、規模は長辺100cm、短辺

70cm、深さ10cm程である。断面は逆台形を呈

し、ほぼ平らな底面をなす。埋上は褐色粘質

微砂土の 1層のみで若千炭を含んでいる。柱

穴との切り合いは不明瞭である。

遺物は甕や高杯の細片が出土している。土

堀の時期は、出土土器や埋士等から弥生時代

後期から古墳時代初頭頃と考えられる。

土塘309(第50図）

調査区中央の 6J区で、西側の調査区境の

側溝中に検出した。平面形はほぼ円形を呈し、

規模は直径60cm、深さ45cmを測る。断面はU

字形を呈し垂直に近い掘り込みで、底面には

亨

ー 彦

0 50cm 一

/
 ／

 

rー
1
9
9
1

ノ．

Y`
ー
し
ー

9
ー
ド

ー

ー

1
ー
ー

L

¥1
)
I
I
 

130cm 
""""""""""""' 

12~ 

nuト
・ m

 

ー
．．
 

＇ 

1. 灰黄褐色 (10YR5/ 2)砂質土

2. 灰黄色 (2.5Y6/ 2)砂質土

第48図土堀307

“ー-:-!0 5cm ー・0 5cm 一L 褐色 (lOYR4/ 4)粘質微砂

第49図土壊308、同出土遺物

0 50cm 一

226 

D
 

1Qcm 

1. 灰褐色 (7.5YR5/ 2)砂質土

2. 灰黄褐色 (lOYR4/ 2)砂質士

3. 褐灰色 (lOYR5 / 1)砂質土

4. 黒褐色 (10YR3/ 1)砂質土

第50図土壊309、同出土遺物
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第 3章発掘調査の概要

凹凸は無い。埋土は 4層に分層でき、

いずれも砂質土の堆積である。

出土遺物は細片が多く図化可能なも

のは 1点である。土壊の時期は埋土や

出土土器等から弥生時代後期と考えら

れる。

土堀310(第51図）

調査区中央やや南よりの 8J区に建

物306に接するように検出した。掘り方

の中央を東西に現水田の暗渠により一

部削平されている。平面形は長方形に

近い不整形な形状である。規模は長辺

80cm、短辺65cm、最大深さ25cmである。

断面はU字形を呈し、底面は北西部が一段浅く、

贔
寧

冨
1. 褐色 (lOYR4/ 4)粘質微砂

（黄橙色土含む）
n
}
 

m
 

ー・

1

1. 暗灰黄色 (2.SY5 / 2)砂質土

第51図土撰310• 311 

南東に向かって深くなる。埋土は黄橙色のブ

ロックを含む褐色粘質微砂土の 1層のみである。

出土遺物は細片で図化不可能であるが平底の

底部片がある。土壊の時期は埋土や出土遺物の

特徴から弥生時代後期から古墳時代初頭と考え

られる。

土堀311 (第51図）

調査区中央やや南よりの 8J区に検出した。

平面形は不整形な形状を呈し、規模は長径95cm、

短径80cm、深さ10cm程を測る。断面は浅い1IIl状

を呈し、底面はほぼ平らである。埋土は暗灰黄

色砂質土の 1層のみである。

出土遺物は土器の細片がある。土壊の時期は

埋土や出土土器の器形特徴等から弥生時代から

古墳時代初頭と考えられる。

土撰312(第52・53図、図版 8)

調査区中央付近の 7F区に検出した。北から

西側が削平されて全体は不明瞭である。残存部

は不整長楕円形をなす。規模は長さ290cm、現存

輻180cm、深さ20cmである。検出当初は竪穴住

居を想定したが断面が皿状をなし、底面にも若

干凹凸があり竪穴住居とは認められなかった。埋土は灰褐色砂質土の一層のみである。土器が土壊の

ヽ~o

軍

麟
。

lm 

1. 灰褐色 (7.5YR4/ 2)砂質土

第52図土壊312

中央付近でかなりまとまって出土している。

出土土器には、壺• 甕•高杯•製塩土器等の器種がある。壺は、口縁端を上方に垂直に拡張したも
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第 1節当麻調査区
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第53図土堀312出土遺物

の228、く字に外反し端部が若千肥厚したもの

227がある。二甫口縁の甕232は、口縁端部がほ

ぼ垂直に立ち上がり、端部外面に櫛描沈線文を

施す。これらの出土土器の器形特徴や埋土等か

ら土壊の時期は古墳時代初頭の百•古. Iと考

えられる。

土塘313(第54図）

調査区南端のION区で西側の未調査区との

境に検出した。検出部分の平面形態は楕円形に

近い形状をなす。検出規模は東西210cm、南北

270cm、最大深さ15cmである。断面は浅い皿状

を呈し、ほぼ平らな底面をなす。底面海抜高は

95cm程である。埋土は褐灰色砂質土の 1層のみ

である。

遺物は埋土中から土器の細片が出土してい

る。土堀の時期は明瞭でないが、埋土や出土土

器の器形特徴から弥生時代から古墳時代初頭

の間と想定される。 （山磨）

／
 

｀ 

12如

lm 

1. 褐灰色 (7.SY4 / 1)砂質土

第54図土堀313
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第 3章発掘調査の概要

(5)溝

溝301 (第55・56・57図、図版11)

調査区の北端、 7・8E区に検出した東西方向の溝で、現代用水路と並行し重複しているため、北

側の大半が削平されている。調査区内の検出全長14m、現存幅2.3m、深さ35cmである。東側調査区

（米田遺跡 3)の溝101に繋がり、総延長74m程となる。西側は現代用水路や中近世の溝が横切り切断

されて不明瞭である。ただ西側調査区（当麻遺跡 2)の弥生時代から古墳時代の重複した溝群のうち

の溝 5の北端がやや東にカーブしており、この溝と接続する可能性がある。溝の形状は残存良好な東

端の溝断面では、緩やかな掘り方から中央部がさらに一段深く掘り窪められて 2段掘りの形状をなし

ている。断面観察部分の埋土は、暗灰黄色砂質土の 1層のみで分層できなかったが、埋土上層には東

側の調査区（米田遺跡 3) においても認められた土器溜まりが形成されていた。

出士士器は溝の肩口上面に集中して、いずれも掘り方 l段目の底部より若干浮いた状況であった。

溝の埋没過程の最終段階の遺物と考えられる。土器は弥生時代後期後半から古墳時代初頭の時期のも

のが出土している。特に、二重口縁に櫛描き沈線文を施す甕 (242-245)が比較的多く出土している。

溝の最終埋没時期は百•古・

I期と考えられる。

溝302(第58図、図版11)

調査区中央付近の 6-8G区に

ほぼ東西方向に検出した溝で、西

端は溝320・321及び現水路で切断

されている。また、途中に土城304・

306、および井戸303・310及び中

世以降の溝306・316が切り込んで

いる。規模は検出長25m、幅 2-

＼
 

。
lm 

第55図溝301土器分布

c- c·~ 

。一
D'寧

。
1m 1. 暗灰黄色 (2.SY5 / 2)砂質土

2. 明赤灰色 (2.SYR7 / 1)粘質土

第56図溝301 断面
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第57図溝301 出土遺物

2.2m、深さ40-50cmである。溝断面の観

察では 2段の掘り方を呈す。 1段目の掘り

方はやや緩やかな傾斜をなして、幅20cmほ

どのテラスをなし、 2段目は幅70-90crn、

深さ15-20cmほどの椀状の形状をなす。溝

底面はほぼ平坦である。埋土は残存良好な

場所で 3層に分離可能で、いずれも粘質微

砂土の堆積である。底部レベルは東端で海

抜70cm、中間で海抜73cm、西端で海抜66cm

を測り、総体的に東から西への流走が考え

られる。なお当溝は西側調査区（当麻遺跡

2)で検出した溝 6・7に接続すると考え

られる。また、東側調査区（米田遺跡 3)

の溝102に繋がり、これらを合わせると総

延長120mに逹する。

E
一

E'~ 

F
一

F'寧

6_ 
G'110cm 

量゚ー・lm 1 褐色 (lOYR4/ 6)粘質微砂

2. 黄褐色 (lOYR5 / 6)粘質微砂

3. 黄橙色 (lOYR7 / 8)粘質微砂

第58図溝302断面
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第 3章発掘調査の概要
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第59図溝302出土遺物

出土遺物は弥生上器のみである。ただ、遺構の切り合いが激しく、弥生時代前期の可能性のある沈

線文、中期の櫛描波状文の土器片や後期的な土器片も含んでいる。溝の時期は弥生時代後期の土器片

も含むものの大半の土器の器形、胎士、色調等の特徴や、埋土、切り合い等から弥生時代中期の段階

の溝と判断した。

溝303(第60図）

調査区中央付近の BG区に検出した東西方向の小規模な溝である。途中を現用水路や中世の溝313等

に切断されて中世の溝305付近で終わっている。規模は検出長 Zm、推定全長6m、幅30-45cm、深さ

10-lZcmである。断面は浅い皿状を呈す。溝底部レベルは西端で海抜108cmを測り、若干東に向かっ

て低下している。なお、当溝は東側の調査区に検出の溝103に接続し、総延長20mほどとなる。

出土遺物が無く時期の確定がしがたいが、埋土や遺構の切り合い、□方向等から弥生時代の可能性が

強い。

溝304(第60図）

調査区中央付近の 8F区に検出した小規模な溝で、途中を水路等により削平されている。溝302と50

--70cmの間隔を置きほぼ並行している。形状は若干蛇行しながらほぽ東：西方向に流走し、井戸310付

近で終わっている。規模は全長8.Sm、幅30cm、深さ15cmである。断面は

椀状を呈し、平坦は底面をなす。埋土はにぶい黄褐色の粘質微砂土の l

層のみである。溝底面のレベルは東端で海抜113cm、西端で100cmを測り、

西に向かって低下している。東側調査区（米田遺跡 3) に繋がる溝で総

延長16.Smの西半部に当たる。

遺物は土器の細片が少量出土しているのみで時期の確定がしがたいが、

埋土や流走方向、土器の器形特徴等から弥生時代～古墳時代初頭の間と

考えられる。

溝305(第61図）

血 S
N冒

一 且畑

N髯菖
し一,11111:Jcm

1. にぶい黄褐色 (lOYR5 / 3) 

粘質微砂

調査区中央付近の 8G区にほぼ南北方向に検出した溝状の遺構である。第60図 溝303• 304断面
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1. にぶい黄褐色 (lOYRS/ 3)粘質微砂

第61図溝305断面、同出土遺物

弥生時代から古墳時代の溝302・303・304、

竪穴住居301の上面に位置する。南端は

溝315・316に接続する可能性がある。

規模は全長10.5m、幅210-230cm、最大

深さ20cmである。北端は建物308付近で

途切れているが、 lmほど北側の長さ 2

mの浅い窪み状の土壊に続く可能性が

ある。断面は浅いllIL状を呈し、底面は

平坦である。埋士はにぶい黄褐色粘質

微砂土にブロック状の混じり上の 1

層のみの堆積である。溝底部レベルは

海抜95-lOOcm前後で高低差は不明瞭

である。

出土遺物は少量の土器片がある。溝

の時期は出土遺物に土師器片を含むが、

埋土、切り合い、方向等から古墳時代

以降の可能性が強い。

溝306(第62図）

調査区中央付近の 7F-H区にかけ

てほぼ南北方向に検出した。溝305と

3mの間隔を置きほぼ並行している。

北端は削平により建物308付近で消失

している。南端は建物301と重複する位

置で丸く終わっている。溝302や井戸

302・303、土壊302・304と重複してい

る。検出全長21.5m、幅170-250cm、最

大深さ25cmである。断面は浅いllIL状を

呈し、ほぼ平らな底面である。埋土は、

溝305と同様のにぶい黄褐色粘質微砂

士にブロック状の混じり土の 1層のみ

--=: 

。

130cm 

。
lm 

1. にぶい黄褐色 (lOYRS/ 3)粘質微砂

J づ二3
258 

lOcm 

259 

260 

第62図溝306断面、同出土遺物

且 H'~ 

冒
上 1・ 寧

。
lm 

1. にぶい黄色 (2.5Y6/ 4)粘質土

2. 暗灰黄色 (2.5Y5/ 2) 粘質土（炭•土器含む）

3. 浅黄色 (2.5Y7/ 4)粘質土

4. 黄灰色 (2.5Y6/ 1)粘質土

第63図溝307断面
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第64図溝307出土遺物く 1〉
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第66図溝307出土遺物く 3〉

の堆積である。溝底部レベルは海抜92-lOlcm前後で高低差は不明瞭である。

出土遺物は細片が多いが、備前焼、土鍋、須恵器、弥生土器の器種がある。溝の時期は本項目に掲

載したが、遺構の切り合い、出土土器、方向から溝305と同様の中世前半の鎌倉時代と考えられる。

溝307(第63-66図）

調査区南半の 8・9K-lOL区にかけて弓状に検出した。途中を現用水路と中世の井戸群により削

平されている。規模は検出長24m、幅 2-3.Sm、深さ25-40cmである。西側は調査区外に延び、東側

は前調査区（米田遺跡 3)の溝111に繋がり南東に流走し、総延長で128mほどの溝となる。断面は皿

状を呈し底面は平らである。 2カ所の土層断面の観察では第 2層下部で上下 2層に大きく分層できる

ことから、改修に伴う溝がほぼ中央の上面に存在していたものと考えられる。堆積土は粘質土を基調

として、第 2層の暗灰黄色土に土器や炭を含んでいる。また井戸313・314に挟まれた付近の溝の最終

面に土器溜まりが形成されていた。溝底部レベルは井戸313及び中間付近で海抜72cm、東端で79cmを

測り、緩やかに西に向かって低下している。

出土遺物は、土器溜まりを形成した遺物が多量で整理箱 9箱分にのぼり、それ以外では少ない。そ

w冒言冒` w 
゜

1m 

JL K亙饂’ 1. 灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土

292 

0 5cm 一
第67図溝308断面 第68図溝309断面、同出土遺物
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の他に、石器片や製塩土

器片が出土している。土

器は弥生時代後期の長頸

壺や口縁部に鋸歯文を施

した壺、短脚の高杯等と

古墳時代初頭の口縁部に

櫛描文を施した甕が認め

られる。当該溝の最終時

期は甕に施した櫛描沈線

文の特徴等から古墳時代

初頭の百• 古.Iと考え

られる。

溝308(第67図）

調査区のやや南よりの SK区に検出した。規模は検出長5.5m、最大幅75cm、深さ20cmである。北

上

M_ 

。

ヽ

M 90cm ',  ___ ,,, 

1m 

1. 褐灰色 (7.5YR5 / 1)砂質土

2. 灰黄褐色 (10YR4/ 2)砂質土

3. 黄灰色 (2.5Y5 /1)砂質土

U迎皿且 N'l~ 証

。一
o'130cm 

1. 灰黄色 (2.5Y6 / 2)砂質土

2. 暗灰黄色 (2.5Y5 / 2)砂質土

第69図溝310・311断面

端は現用水路に削平されている。南側は切り合いは不明瞭であるが、溝307と接している。断面は浅

い皿状をなし、底面はやや凹凸がある。溝底部レベルは96-104cmの間で、溝の流走方向は不明瞭で

ある。

出土遺物が皆無で時期の確定がしがたいが、中世段階の可能性もある。

溝309(第68図、図版12)

調査区南半の10・llM区に溝307と2-3_mの間隔を置き、南側にほぼ平行に検出した。溝の中間付

近は 2本の溝が重複している。西端は撹乱により削平されている。東端は浅くなりながら東側調査区

（米EE1遺跡 3)境まで続いている。ただ、東側調査区では直接繋がる溝は未検出で、やや離れるが溝

110・112等の溝群に繋がっていくものと見られる。規模は全長13.5m、最大幅 lm、最大深さ15cmで

ある。断面は浅い皿状を呈し、平らな底面である。埋土は砂
・・・-・ 

旦

質土の 1層のみである。溝底部レベルは東端で海抜76cm、中 w 

間部及び西端で79cmを測り、明瞭でないが若干西に向かって

低下している様である。

遺物は土器の細片が少量出土したのみで時期の確定に乏し

いが、出土遺物、埋土や流走方向から弥生時代から古墳時代

の初頭までに収まるものと見られる。

溝310(第69図、図版12)

調査区南半の 9・lOM区に溝309と3mほどのの間隔を置き、

東西方向にほぼ平行に検出した。規模は検出長16m、幅90-

160cm、最大深さ25cmである。西側は調査区外に延び、東側

は前調査区（米田遺跡3)の溝105に繋がり総検出長は75m程

になる。断面はfill状をなし、底面はほぼ平らである。

埋土はレンズ状の堆積で東寄りで 2層、中間部で 3層に分層

冒
nu 

lm 

293 

O-
10cm 

可能である。溝底部レベルは西端で海抜62cm、中間部で71cm、 第70図 溝312断面、同出土遺物
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第71図柱穴301-310出土遺物

東端で74cmを測り、緩やかに西に向かって低下している。

遺物は少量の土器の細片が出土しているのみである。時期は埋土や出土遺物の器形特徴等から古墳

時代初頭までに収まるものであろう。

溝311 (第69図、図版 4)

調査区南端の10-130区にかけて検出した。溝の東半付近がかなり削平を受けており、途中で途切れてい

る。西側はさらに調査区外に延びており、東側調査区（米田遺跡3)では溝113に繋がる。検出長19m、幅70-

80cm、最大深さ30cmである。断面はやや浅い逆台形状もしくはU字形に近い形状をなし、ほぼ平らな底面であ

る。埋土は残りの良い西側では 2層に分層可能で、いずれも砂質土が堆積している。溝底部レベルは海抜85

-91cmで、溝の流走方向は総体的に若干西に向かって低下している様である。

出土遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、埋土や流走方向から弥生時代から古墳時代の範疇と考

えられる。
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第72図 遺構に伴わない遺物く 1〉

溝312(第70図）

調査区北西端の 3A·B 区にかけて南北方向に検出した。規模は検出長 Sm、幅so~100cm、深さ 10

-15cmで若干蛇行している。断面は1IIl状を呈し、平坦な底面である。溝底部レベルは海抜95cm前後で

高低差は明瞭でない。溝の中間付近で土器が若千集中した状況で出土している。この溝は、南西側調

査区（当麻遺跡 2)の弥生時代の集合した溝群の溝 7に繋がる可能性がある。出土遺物は溝の中央付

近の底面より、体部上端にタタキを施す甕293がある。百•古・エの時期と考えられる。 （山磨）

(6)柱穴及びその他の出土遺物（第71-74図）

柱穴内からの遺物は、弥生時代中期から後期後半の上器が出土している。器種は壺·甕• 高杯等で

ある。特に柱穴303・304からは、弥生時代中期中葉の櫛描波状文を外面に施したやや大き目の破片が

認められた。

遺構に伴わない遺物では、弥生土器、土師器、須恵器等が出土している。北側の微高地下がりの斜

面堆積から弥生時代前期の土器片が若干出土している。古墳時代後半では、少量だが須恵器の杯• 高

杯が認められる。その他に、埴輪片、土製勾玉が出上している。埴輪片は、西側調査区の（当麻遺跡

2) の丘陵上からもかなり出土しており、丘陵部にかって存在していた古墳から流入したものと考え

られる。石器では近・現代の用水路等に混入し石斧•石包丁等が出土している。 （山磨）
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4 古代以降の遺構と遺物

(1)建物

建物308(第77図、図版13)

第 1節当麻調査区

調査区中央付近の BF区に検出した方形もしくは隅丸方形の掘り方を持つ掘立柱建物の一部である。

検出した柱穴は東西方向の 3本の柱列のみである。柱穴の残存掘り方が深さ10cm程と浅く、北側及び

西側では掘り方の底部より深く後世の水田造成等で削平されている。東側にも中世以降の遺構が重複

しているため全体の規模、棟方向等不明である。ただ柱穴列より南側では検出面が同ーレベルにもか

かわらず未検出である。このため 3本の柱列が南北棟の南側梁間か東西棟の南側の桁行の可能性が強

い。柱穴掘り方は西側の 2本がいずれも一辺90-lOOcmの方形である。また柱痕跡が西端の柱穴では

掘り方のほぼ中央に、中央の柱穴ではやや北寄りに直径20-25cmの規模で認められた。柱痕跡部はい

ずれも掘り方底部より若干窪んでおり明瞭に残存している。柱穴の埋土はいずれも明黄褐色粘質微砂

土で柱痕跡部は黄褐色土である。西側2本の柱穴の柱間は236cmである。柱列の東西方向はE-12度一

Sを測る。

遺物は中央の柱穴が弥生時代の土堀303と重複して、土壊のちょうど上面に位置しているために主に

弥生土器片が混じり出土している。時期は建物の規模、構造や柱穴の掘り方等から奈良時代を中心と

する古代の建物群の一部と考えられる。なお、奈良時代と想定される掘立柱建物308は、今回の調査区

では唯一当該期の建物遺構である。

らl ＼ 

ビ〗"
~1 

220--fぃ
叫 uf 

2 

瓢

゜
2m 

1. 黄褐色 (lOYRS/ 6)粘質微砂

2. 明黄褐色 (lOYR6I 6)粘質微砂

第77図 建物308

建物309(第78図、図版2)

調査区の中央付近の 7I・J区に検出した桁行 1間、梁間 4間の南北方向を棟とする掘立柱建物であ

る。本来は梁間 2間の可能性があるが、建物中央を南北に溝316が流走しており柱穴が存在したか否か

は不明瞭である。規模は桁行850cm、梁間380cm、床面積32.3面である。柱穴はいずれもほぼ円形で直

径20-30cm、深さ10-35cm前後である。柱痕跡は認められなかった。桁行柱間は163-240cmと若干ば
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第 3章発掘調査の概要

らつきがあるが両桁行間はほぼ

冒 対応している。棟方向はN-8

L9t 

量 が出士している。器種は、図化を

行った土師質小illl328~330以外

N 

月 胃 に土師質椀、土鍋、瓦質土器等がC 

゜ ある。時期は出土土器の器形特徴

I 曇、等から中世の掘立柱建物と考え
I 

(s) ◎ られる。 （山磨）
I l 

― (2)井戸
I 

冒N -゚N 
Cヽ』 井戸312(第79図、図版14)N ， 

調査区の北端、 3B区で検出さ

れた井戸である。平面形は、やや

角が崩れた正方形の掘り方に、角

礫を中心とした石を八角形に組

一 C) Iみ合わせている。深さは、検出面.... ゚ CD 

｀ 

·— 

~ し
からおよそ110cm測り、底面の海

抜高は一10cmである。断面形は、

孟

~ 11 
I後に、底面付近から角度を内傾さ

せ、底面は水平となっている。埋
。
ヽ

瓢―｀ 380 

も 冒流れ込んだ土が暗灰黄色の粘質

一 土で、下層ほど灰色が濃密となっ

I I I I ていた。裏込めの埋土は、立ち割
寧

り断面の観察によって、構築され

る際に三度に分けて埋め込まれ

ていることが認められた。

遺物は、少量の土器片と金属器

l点、木製品が 1点出土している。

331は、土師質土器の鍋脚部であ

る。 332は、亀山焼の甕である。

2点とも上位面から出土してい

た。 M2は、銅製の煙管である。最大長129.0mm、最大幅18.0mm、最大厚1.0mm、重量66.29gを測る。 W

6は、曲物の底板である。材はヒノキで、最大長82mm、最大幅95mm、最大厚 7mmを測る。両面ともT

馴
一三7

゜
2m' 328 

ご
330. 

第78図建物309、同出土遺物

—·-—-• 一—ーク
329 

゜一!icm 

寧に調整が施されている。
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第 1節 当麻調査区

1. 暗灰黄色 (2.SY5 / 2)粘質土

2. 黄褐色 (2.SY5 / 4)粘質土

3. 灰色 (5Y4/1)粘質土

1. 灰黄色 (2.5Y6 / 2)砂質土

2. 暗灰黄色 (2.5Y4 / 2)砂質土

3. 灰黄褐色 (lOYR4/ 2)砂質士

4. 黄灰色 (2.5Y5 / 1)砂質土

5. 灰オリープ色 (SY6/2)砂質土

6. 灰色 (5Y4/l)粘質土

第80図 井戸313
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井戸312、同出土遺物
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遺構の時期は、出土している遺

物から近世には廃絶したものと考

えられる。

井戸313(第81図、図版14)

9K区の西側から検出された素

掘りの井戸である。当該井戸が東

流する溝24の肩口を切っている。

掘り方の平面形は、南北にやや長

い不整形の長楕円形状を呈す。深

さは、検出面からおよそ140cm

字状に広がつて、底面は平面形

を

測り、底面の海抜高は一30cmであ

る。断面形は、上面から逆「ハ」

せと



第 3章発掘調査の概要
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第81図井戸313出土遺物

同じく南北にやや長い不整形の長楕円形状を呈す。埋土は 1-4層の上層と、 5・6層の下層に大別

できる。総じて、上層は灰黄色の砂質土で、出土した遺物の鼠は多く':よなかった。下層は灰色の砂質

土で、図示した遺物のほかに多くの遺物が出土している。また 5層の底面からは土師器の椀をはじめ、

角礫や木材片がまとまって出土している。
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第 1節当麻調査区
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1. 暗オリーブ灰色 (5GY 4 / 1)粘質土

2. 明オリーブ灰色 (5GY7 / 1)粘質土

3. 灰色 (5Y4/1)弱粘質土（灰白色微砂との互層）

4. 暗緑灰色 (10GY4/1)粘質土

5. 緑灰色 (7.5GY5 / 1)粘質土

6. 緑灰色 (5G6/l)粘質土

7. 緑灰色 {IOG5 / 1)粘質土

8. オリーブ灰色 (5GY6 /1)弱粘質土

9. オリーブ黒色 (10Y3/ 1)粘質土

10. 暗オリープ灰色 (2.5GY3/ 1)粘質土

11. 暗オリープ灰色 (2.5GY4 / 1)弱粘質土

12. オリープ灰色 (IOY4 / 2)粘質土

13. オリーブ灰色 (5GY5 I I)粘質土

14. オリープ黒色 (5GY2 / 1)弱粘質土

第82図井戸314、同出土遺物く 1〉
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第 1節当麻調査区

遺物は、 333から340が、土師器の椀である。そ

...,7 「C の中でも上層から出土した底部338には、高台の裏

面に「X?」の墨書が認められた。 347から353は

瓦器の椀と皿である。椀は、いずれも体部下半に

は指頭圧痕が明瞭に看取される。 356から359は、

A "'' /jjこール刊 /I 広 五
白磁の碗である。口縁端部が玉縁状に垂れ下がり、

灰白色の色調を呈す。その他、曲物の底板W7や、

砥石S12が出土している。砥石は流紋岩製で、最

大長42.0mm、最大幅36.0mm、最大厚14.0 IIllil、重量36.54

gを測る。遺構の時期は、出土した土器から鎌倉

山」----し一｀ 時代には廃絶していたものと考えられる。

i 戸’
井戸314(第82・83図、図版15)

8L区と 9L区の境で検出された素掘りで井筒

を伴う井戸である。前述の井戸313の南西約 4mの

r ］ 
地点に位置し、西側の肩口が溝24を切っている。

B 8' 
L 

一A , .If ..... ,. 

；一 凰 』 ゴ ~w 
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....」 し- ~~ ~ 
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~ "---~- T 二＝
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鬱f
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゜
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。
Im 

1. 褐灰色 (1QYR4/1)粘質土

2. オリーブ灰色 (2.5GY6 / 1)砂質土

3. 暗オリープ灰色 (2.SGY4 / 1)砂質土

4. 灰白色 (lOYR7 /1)砂質土

5. 褐灰色 (lOYR5 / 1)砂質上

6. 黄灰色 (2.SY4 / 1)粘質土

第84図井戸315< 1〉、同出土遺物く 1〉
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掘り方の平面形は、隅丸の正方形

状を呈する。深さは検出面より井

筒の上面までがおよそ140cmを測り、

最下層までが165cmである。底面の

海抜高は一55cmである。断面形は、

検出面よりほぼ垂直に掘り下げら

れており、底面の中央部分に井筒

が設置されていた。井筒W9は二

段重ねで、薄く切られた木片に縦

方向の刻み目を施し、円形に組め

るように加工されていた。また調

査時点でも井筒の底から常時湧水

が認められた。埋土は、全体的に

灰色か、黒色に大別される。中段

4層には廃棄した際に投入された

とみられる角礫が認められた。

遺物は多くはないが、土師器の

椀360,..,,365を中心に瓦器、須恵器

等が出土している。椀は口径14cm

強を測り、内面に粗いヘラミガキ

調整の残るものが多く、高台が比

較的退化している。さらにその他

の遺物として、転用材と思われる

加工板材waが井筒の中に奥深く

差し込まれていた。

遺構の時期は、出土した土師器

の椀などから14世紀の初頭と考え

られる。第85図井戸315< 2〉

井戸315(第84-87図、図版16)

9L区で検出された石組みの井戸である。前述の井戸313の南東約2mに位置する。掘り方の平面形
は、径およそ150cmの円形状を呈していた。深さは、検出面からおよそ215cmを測り、底面の海抜高は
-115cmである。掘り方の断面形から構築法を推定すると、ほぼ垂直に掘り下げて湧水点に達すると、角
材を 7本一組にした井桁を中心部分に据え付けた後に、褐灰色の粘質土によって裏込めが埋め込まれ
る。その埋め込まれた上面に方形に組まれた石組が据え付けられている。調査時点では石組みは下の
二段分のみ認められた。埋土から、井桁内部に堆積した土がほぼ同じことであることで、洪水のよう

な一度に埋没したものと考えられる。

出土した遺物の量は、多くはない。井桁内部から出土した土師器の椀386は、この井戸から出土した
土器の中で唯一の完形品である。 397の瓦器椀は、体部外面に放射状の指頭圧痕が明瞭に看取され、退
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第86図井戸315出土遺物く 2〉

化した高台の内側に「た々（た）ら？」の墨書が明瞭に残存している。その他に、木器として箸Wll・

12や漆椀W13、曲物W14、刀形木器W15が出土している。漆椀は、最大長122mm、最大幅163mm、最大

厚 9mmを測り、トチノキをくり抜いて作られている。保存処理に伴ってひずみが顕著となっているが、

口径16.2cm、底の径9.8cm、器高5.7cmを測る。また載台の内側に「銀川？」の墨書が認められる。刀形

木器は、 6層の中程に落ち込むようにして出土していた。全体的に湾曲しており、切先とみられる部

分が欠落していた。柄頭から12cmのところに目釘穴が貫通している。刀身部分の最大幅は27mm.で、最

大厚17mmを測る。

遺構の時期は、出土した土器から13世紀の中頃には洪水等で廃絶したものと考えられる。 （根木）

(3)土壊

土壊314(第88図i 図版10)

調査区中央の遺構密集区の 71・・J区境に検出した。土城の北端を溝322が東西に走り一部削平され

ている。南東端では柱穴と重複している。平面形は不整楕円形をなし、規模は現存長径170cm、短径

120cm、深さ25cmである。断面は浅い皿状を呈し、底面は若干凹凸がある。埋土は 2層に大別可能で、

下層の灰黄褐色砂質土の底面から須恵器の甕片が出上している。
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第87図井戸315出土遺物く 3〉

戸 ―g
會 W15

遺物は須恵器の甕片と杯蓋の曲折する端部片、鉄滓 l点が出土している。土壊の時期は遺構の切り

合いや埋土、出土土器等から奈良時代と考えられる。

土壊315(第89図）

調査区北西端の 3B区に井戸312とlmほどの間隔を置き北西側に検出した。平面形は楕円形の形状

に溝状の掘り込みが付随する。土城本体の規模は長径250cm、短径170cmを測る。底面は 2段になって

おり東側で一段深く 40cmを測る。溝状部は長さ80cm程で底部レベルは土堀底部東側と等しい。東側の

段付近で直径20cm程度の角礫 1個を検出している。

出士土器は皆無で時期の確定がしがたいが、埋土等から中世以前の土城の可能性が強い。

土壊316(第90図）

調査区北端の 7D区に検出した。平面形は西端を暗渠により切られているが楕円形をなす。規模は

長径約170cm、短径105cm、最大深さ25cmを測る。底面は若干凹凸があり東側が少し深くなる。埋土は

オリーブ黒色弱粘質土のみの 1層である。

出土遺物は近世陶磁器、近世瓦の細片がある。時期は出土遺物の特徴や埋土から見て近世以降と考
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1. にぶい賛橙色 (IOYR6/ 3)砂質士

2. 灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土
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第88図 土壊314、同出土遺物
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第 3章発掘調査の概要

えられる。

土堀317(第91図、図版17)

調査区北端の 6C区に検出した。土堀の西半分は現用水路に

より削平されている。検出部は半円形に近い形状をなし、規模

は南北径345cm、東西径165cm、深さ75cmである。断面は播鉢状

もしくは逆台形状をなし、底面は平らである。埋土は 4層に分

転

。
1m 

1. オリープ黒色 (5Y3/l)弱粘質土

第90図土壊316

層可能で、いずれも砂粒を含む粘

質土が堆積している。

遺物は比較的多く、埋士中から

備前焼揺鉢・甕、須恵器、土師質

椀（早島式）・皿、瓦器、瓦、青磁、

士師質鍋、瓦質鍋、鼈、磁器等の

細片が出土している。時期は埋土

や出土遺物等から中世後半期以降

と考えられる。

土塘318(第92図）

調査区北端の 6D区に検出した。

土堀の西側を現用水路により切ら

れているが方形の掘り方をなす。

規模は南北200cm、東西現存120cm、

最大深さ20cmを測る。断面は皿状

に近い形状をなす。

出土遺物は備前焼、須恵器、近

世陶磁器の細片がある。時期は出

土遺物や埋土から見て近世以降と

考えられる。

|
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1. 灰白色 {lOY7 /1)粘質土（砂粒含む）

2. 明緑灰色 (lOGY8 / 1)粘質土（砂粒含む）

3. 灰色 (7.SY6 /1)弱粘質土（砂粒多く含む）

4. 暗オリープ灰色 (2.SGY4 / 1) 

第91図土壊317、同出土遺物
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第92図土塘318 第93図土壊319、同出土遺物

土堀319(第93図）

調査区南端の110区に南北に 4基連なる土城群の北端の±壊である。平面形は楕円形を呈し、規模

は長径129cm、短径90cm、深さ15cm弱である。断面は皿状をなし、ほぼ平らな底面である。埋土は褐

色、黄色、灰色の混じった粘質土の 1層のみである。

遺物は埋土中から土師質椀・ 皿、土鍋、須恵器等の土器片が出士している。土城の時期は埋土や出

土した土師質椀の形態等から中世前半の鎌倉時代と考えられる。

土塘320(第94図）

調査区南端の110区に南北に 4基連なる土壊群のうちの 1基である。溝311と重複している。平面形

は、楕円形に近い形状をなすが、北半分が15cm程削平されている。規模は長径180cm、短径130cm、最

大深さ20cmである。断面はJIIl状をなし、底面に若千の凹凸がある。埋土は一連の土堀群と同様の褐色、

黄色、灰色が混じった粘質土の l層のみである。

遺物は埋土中から土師質と瓦器の椀が出士している。土壊の時期は埋土や出土遺物等から中世前半

鎌倉時代の12世紀末-13世紀と考えられる。

土壊321 (第95図、図版18)

調査区南端の土堀群の 1甚で110区に土城322・323の間に検出した。平面形はやや不整長方形を呈

し、規模は長辺130cm、短辺90cm、深さ30cmである。断面は逆台形に近い形状をなし、底面はほぼ平

らである。埋土は土城322-324と同様の褐色、黄色、灰色の況じった粘質土の 1層のみである。

遺物は土堀内のやや北よりの埋土中（図示）からほぼ完存する土師質椀が出土している。この他に、

土師質JIIl、土鍋、白磁、須恵器等が出土している。土壊の時期は埋土や出土遺物等から中世前半鎌倉

時代の12世紀末-13世紀と考えられる。
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1. 灰黄褐色 (10YR6/ 2)粘質士
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第94図土堀320、同出土遺物
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第95図土堀321、同出土遺物

土壊322(第96図）

調査区南端の土堀群の 1基で、 110区に土壊321とlmの間隔を置き

南側に検出した。平面形は隅丸方形を呈し、規模は長辺70cm、短辺60cm、

深さ10cmである。断面は浅いfill状を呈し、底面はほぼ平らである。埋

土は土城323-326と同様の褐色、黄色、灰色の粘質混じり土の 1層の

みである。

出土遺物は土師器椀、土鍋、須恵器杯の口縁部小片がある。時期は

埋土や出土土器の器形特徴等から中世の士壊群の 1基と考えられる。

土堀323(第97図）

調査区南端の100・N区境に検出した土猿群の 1碁である。土壊324

-326と同様に浅い掘り方を持つ 2段掘りである。平面形は北端の一部

が削平されているため、やや歪んでいるが長方形に近い形状である。現存規模は長辺130cm、短辺100

蜘

璽
~-一-い_:Jan

1. 灰黄褐色 (10YR6/2)粘質土

（灰白粘質土混じる）

第96図土城322

cm、最大深さ35cmである。断面は浅い 1段目から逆台形の深い掘り方に続く。底面はほぼ平坦である。

埋土は一連の土壊324-326と同様の褐色、黄色、灰色の粘質混り土である。

出土遺物は皆無で時期の確定かしがたいが、埋土や形状等から土城324等と一連の中世の土壊群と想

定される。

土壊324(第98図）

調査区南端の100区に検出した土堀群の 1基である。平面形は長方形を呈し、南半が浅く 2段の掘
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第 1節当麻調査区

り方となっていて35cmの高低差がある。規模は長辺170cm、

短辺110cm、最大深さ45cmである。埋土は明瞭な分層は認

められず褐色、黄色、灰色の粘質土の混じり土で、南側の

浅い掘り方の埋土は若干黄色士が多い状況である。

出土遺物は、土師器の細片と土錘が 1点ある。土壊の時

期は、埋土や出土遺物の器形特徴から判断して中世頃と考

えられる。

土壊325(第98図）

調査区南端の100区で土壊324の南側に25cmの間隔を置

き検出した。平面形は不整円形を呈し、長径100cm、短径85

cm、深さ50cmである。断面は逆台形をなし、底面で若干凹

凸がある。埋土は土壊324と同様の褐色、黄色、灰色の粘質

土の混じった土層で、下層の10cm程度が黄色土が主体のた

めに 2層に大別している。

出土遺物は、少量の土器片のみで図化不可能である。土

城の時期は、埋土や出土土器の器形特徴等から判断して中世頃と考えられる。

~ 

寧

゜
1m 

1. 灰黄褐色 (lOYR6 / 2)粘質土

第97図土壊323

土壊326(第99図）

調査区南端の100区に土壊325に接するように検出した。土壊324と同様に浅い掘り方を持つ 2段掘

りの形状をなすが、調査区境のため全貌は不明瞭である。検出規模は東西長120cm、南北長110cm、最

大深さ45cmである。断面は浅い皿状の掘り方に逆台形状の深い掘り方が続く。埋土は土壊324・325と

同様の褐色、黄色、灰色の混じった粘質土である。

出土遺物は皆無で時期の確定かしがたいが、埋土や形状等から土壊25・26と同様の中世頃の土掘群

と想定される。

土堀327(第99図）

調査区南端の100区に士堀325・326と40cmの間隔を置き検出した。土城325・326と同様に浅い掘り

土塘324

--=:::::: フ← 土堀325

~ 

尋＼ヽ9

＼ 
/ 

CJ 

゜一
3cm 

1. 灰黄褐色 (10YR6/2)粘質土

2. 灰黄色 (2.5Y6I 2)粘質土 ゜
lm 

第98図土壊324• 325、土壊324出土遺物
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第 3章発掘調査の概要

方を持つ 2段掘りである。平面形はやや不整形な長方形を呈し、規模は長辺165cm、短辺90cm、最大深

さ80cmである。断面は土堀326と同様に浅い掘り方の 1段目から、逆台形の深い掘り方に続く。埋土

は土壊324と同様の褐色、黄色、灰色の粘質土の混じり土である。

出土遺物は皆無で時期の確定かしがたいが、埋士や形状等から土壊324・325等と一連の中世頃の土

壊群と想定される。

底

。
lm 

1. 灰黄褐色 (10YR6I 2)粘質土

2. 灰黄褐色 (10YR6I 2)粘質土

（プロック状の混合士層）

第99図土壊326・327

土塘328(第100図、図版18)

調査区南端の11Q区に溝323と平行するように検出した。平面形は不整形な形状をなし、長径250cm、

短径140cm、深さ20cmである。断面は浅い皿状をなし、底面は細かい凹凸がある。土堀内東半の底面か

ら完形の土師質小皿 1点が出土している。

出土土器は掲載以外では細片である。時期は埋土や出士遺物の器形特徴から中世前半の鎌倉時代と

考えられる。

土壊329(第101・102図）

調査区北端の 4C区に溝321と接して検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は長径290cm、短径195cm、

深さ70cmである。断面は深椀状を呈し、底面は若千凹凸がある。埋土は 2層に分層でき、第 1層の赤

褐色砂質土は大小の礫、焼土、土器片等を含むブロック状の混じり士である。第 2層の底面に近い場

所から長径20cm程の礫が出土している。

遺物は瓦が比較的多く、その他に陶磁器、古銭、多量の焼土塊が出土している。時期は埋土や出土

遺物等から近世以降と考えられる。

土堀330(第103・104図、図版17)

調査区北端の 5D区に位置し、溝320・321と重複している。平面形は不整円形を呈し、規模
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第 1節当麻調査区

は長径330cm、短径290cm、深さ95

cmである。断面はやや播鉢状を呈

し、ほぽ平らな底面をなす。埋土

は 5層に分層可能で、第 3層の浅

い黄色砂層中から墨書痕跡のある

塔婆片が出土している。

ー遺物は比較的多く、塔婆以外に

備前焼、須恵器、古式土師器、東

播系須恵質鉢、瓦、土師器椀、鼈

と近世陶磁器類の細片が出土して

いる。

土壊の時期は、中世の遺物が多

いが遺構の切り合いや掲載した備

前焼揺鉢の特徴から判断して近世、

江戸時代以降と思われる。

第100図土堀328、同出土遺物 （山磨）
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第 3章発掘調査の概要
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第 1節当麻調査区
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第104図土堀330出土遺物〈 2〉

(4)溝

溝313(第105図）

調査区中央付近の 8F・G・H区にかけて検出した南北方向の溝で、南半と北半では溝幅が異なる

が一連の溝と把握している。中央を現水路と撹乱により削平されている。規模は北半部が全長8m、

幅 1-l.2m、深さ20cm、南半部が全長8.5m、幅l.6-l.8m、深さ10cmと30cmである。北半部の断面は

浅い椀状を呈し、平らな底面である。南半部の断面は浅い皿状を呈し、中央付近で北側が一段深くな

り段が付く。底面は若干凹凸がある。埋土はいずれも l層のみで、灰黄褐色粘質微砂土である。底部

レベルは北半部が海抜I.Omほどでほとんど高低差が無い。南半部は海抜1.15mで中央付近で北側がさ

らに20cmほど深くなる。

遺物は少量の土器片が出土している、器種は備前焼、土鍋、白磁、青磁、土師質椀等が認められる。

当溝の時期は出土遺物の特徴や埋土、溝の方向等から中世前半の鎌倉時代と考えられる。

溝314(第105図）

調査区中央付近の BG区のほぼ中央に検出した。南北方向の溝状の遺構で南半部がやや細くなる。

平面規模は一部途切れているがほぼ直線で両端は丸く終わっている。全長9m、北半幅60cm、南半幅

35cm、深さ10cmを測る。断面は皿状を呈し、平らな底面をなす。埋土は 1層のみで、灰黄褐色の粘質

微砂土である。溝底部レベルは、北端で海抜1.2m、南端で約10cmほど低下している。

出士遺物は少量の土器片のみである。当溝の時期は図示した土師質椀の特徴や埋土、流走方向等か

ら中世前半の鎌倉時代と考えられる。
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第 3章発掘調査の概要

溝315(第106・107図）

調杏区中央付近の 8H区に検出した南北方向の溝で中央付近で途切れている。溝316と重複し上面に

位置する。北端は溝305に繋がる可能性がある。南側はIライン付近で不明瞭になる。検出全長10m、

幅40-70cm、深さ10cm程である。断面は浅いJIil状を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土は暗灰黄色粘

質微砂土の 1層のみの堆積である。溝底部レベルは北端で海抜110cm、中間付近で114cm、南端

で120cmを測り、徐々に北に向かって低下している。

遺物は少量の上器片が出土
A'丑

している。器種には備前焼、

瓦器、土鍋、土師質椀、弥生

土器、須恵器等が認められる。

当溝の時期は出土遺物の特徴

や埋土、溝の方向等から中世、

鎌倉時代の13世紀前後と考え

られる。

溝316(第106・108図）

調査区中央付近の 8H・J 

区-71・J区にかけて南北に

縦断する様に検出した。溝315・

A_ 313 

b m
 

ーゴ

1. 灰黄褐色 (10YR6/ 2)粘質微砂
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322と重複し、その下層に位掴

する。南端は調査区外に延びて、北端は溝305に接続する。検出全長

第105図溝313・314断面、同出土遺物

29m、幅80-90crn、最大深さ25cmである。溝の方位はNIO度Eである。断

面は逆台形もしくは椀状を呈し、底面は平らである。埋土はにぶい黄褐色

の粘質微砂土の 1層のみである。溝底部レベルは海抜100-llOcmの間

を上下しており溝の流走方向は不明瞭である。

出土遺物は土師質椀．杯.Jill、土鍋や瓦器、青磁、白磁等がある。

溝の時期は出土遺物や埋土、切り合い等から中世前半の鎌倉時代、

13世紀前後と考えられる。

溝317(第109図）

調査区中央付近の 6G区で竪穴住居 1の北側に検出した。溝の東

端は削平されているが、掘り方の形状から端部に近いと考えられる。

西端は溝318と60cmの間隔を置き、北側に少し膨らんで丸く終わっ

ている。若干蛇行しているがほぼ東西方向を示す。規模は検出長 3

m、幅90-lOOcm、最大深さ10cmである。断面は浅い1I11状を呈し、

平らな底面をなす。溝底部レベルは中央で海抜105cmを測る。

遺物は弥生土器らしい細片や、須恵器の口縁部の細片が少量出土

しているが、埋土や形態等から中世の時期と考えられる。

溝318(第109図）
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1. オリープ褐色 (2.5Y4 / 3)砂質土

2. にぶい黄色 (2.5Y6I 3)砂質土

第106図溝315・316断面
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調査区中央付近の 6G区に検出した南北方向の小規模な溝である。 第107図 溝315出土遺物
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第 3章発掘調査の概要

H_ 
H 
， 
,＿ 

。
2m 

1. 灰黄色 (2.SY7/ 2)砂質土

2. 灰白色 (7.5Y7/ 1)砂質土

3. 灰色 (5Y6/1)砂質土

4. オリープ黄色 (5Y6/3)砂質土

5. 黄灰色 (2.5Y6/1)砂質土（貝殻を含む）

6. 黄灰色 (2.5Y5 /1)砂質土

7. 灰オリープ色 (7.SY6/2)砂質土

8. 緑灰色 (lOGYS/1)砂質土

9. 灰褐色 (7.5YR5I Z)粘質土

10. 暗緑灰色 (7.SGY4 / 1)砂質土

11. 緑灰色 (5G5/1)砂質土

12. 暗青灰色 (5BG 4 /1)砂質土

13. 赤灰色 (5R6/1)砂質土（礫を多く含む）

14. 緑灰色 (5G6/1)粘質土

15. 灰オリーブ色 (7.5GY5 / 2)弱粘質土（下層ではグライ化）

16. 灰色 (10Y6I 1)砂質土（やや粘質化）

17. 緑灰色 (5G5/1)粘質士（炭を含む）

18. 礫層

19. 青灰色 (lOBG6 / 1)粘質土（グライ化）

20. 明青灰色 (lOBG7 I I)粘質土（やや砂質）

上 I'堕駐墾

土 J'180cm ，一

。
2m 

1. 灰オリーブ色 (5Y6/2)礫混り粘質土

2. 灰褐色 (7.5YR5/2)粘質土

3. 灰褐色 (5Y6/2)粘質土

4. 褐灰色 (5Y5/l)粘質士

5. 灰赤色 (2.5Y5 / 2)粘質土

6, 灰色 (lOY5 / l)粘質土

7. 褐灰色 (lOYR5 / 1)粘質土 (1cm大の小石含む）

8. 褐灰色 (10YR4/1)粘質士

9. オリーブ黒色 (7.5Y3 / 1)粘質土

10. 灰褐色 (7.5YR5/ 2)歴混り粘質土

11. にぶい褐色 (7.5YRSI 4)粘質土

12. 灰色 (7.5Y5 /1)粘土

13. 褐灰色 (lOYR5/ 1)礫混り粘質土

14. 灰色 (N4 /)粘質土

第110図溝320• 321 断面
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第 1節当麻調査区

規模は検出長2.7m、幅20-30cm、最大深さ 6cmほどである。北端は途中で削平され、南端は竪穴住居

1の柱穴P-5と接する付近で終わっている。溝底部レベルは南端で海抜107cmを測り、北に向かっ

て若干低下している。遺物は弥生土器らしい細片が出土している。時期は埋土や形態、方向等から弥

生時代以降と考えておきたい。

溝319(第109図）

調沓区中央付近の 9I・J区に南北方向に検出した小規模な溝である。残存状況が悪く途中で消失し

た場所があるが、全長12m、幅20cm前後、最大深さ 7cm程で若干蛇行している。溝は両端部とも調査

区内で終了している。ただ北端については、東側調査区（米田遺跡 3)の 9mほど北側の同一延長線

上に同規模の溝状遺構が存在してをり、これに繋がる可能性がある。断面は浅いIlI1状を呈し、ほぼ平

らな底面である。溝底部レベルは海抜115cm前後で、高低差は明瞭でない。

遺物は土師器の細片が少量出土している。時期の確定に乏しいが古墳時代初頭前後の可能性も考え

られる。 （山磨）

溝320• 321 (第110-120図、図版19)

調査区北西端の 3A・B区から 5C-H区にかけて、く字状に検出した当調査区最大の遺構である。

北西端部では新旧 2本の溝に分離可能であったため、上層を溝320、下層を溝321とした。北西の調査

区外は、既に低水路改修工事により掘削され不明であるが、当溝は恐らく当麻丘陵の北端裾部を巡り、

岩間調査区の旧河道付近に達するものと見られる。大溝320・321が南北方向を向く調査区南半では、

現用水路と東側半分程が重複しながら並行している。南側はさらに調査区外に延び、調査区南端の溝

323から東側調査区（米田遺跡3)の運河状の大溝に繋がると想定される。今回の検出規模は総延長88m、

幅4-4.Sm、深さ 80-130~m である。

北西端部に当たる 3A・B区付近の北西から南東に流走する区間でも、現用水路と 1-3mの間隔を

置きほぼ並行している。平面

形は若干s字状に蛇行して

おり、この間の全長は41mを

測る。大溝中間付近の士層浙

面の観察では、新旧 2本の溝

が上下に重複している。上層

の大溝320は、幅4.lm、深さ

90cmである。下層の大溝321

は溝320と比較して lmほど

南側によって20cmほど深く

掘削されている。溝321の幅

は北側上面を溝320により削

平されているが現存幅4.5m

を測る。断面の形状は下層の

大溝321は逆台形状を呈し、

ほぼ平らな底面をなす。上層

の大溝320は掘り方が下層よ
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第 1節当麻調査区

りやや緩やかでU字に近い形状をなす。 2本の断面観察では埋土は上層で 6-8層、下層で 2-3層

に分層できる。また、上層の大溝320の最下層には最大で直径25cmを測る多量の角礫の廃棄が認めら

れた。なお、大溝のコーナー付近で検出した士壊330は、下層溝321の肩部埋没後に掘削されており、

新旧の関係が把握できる。

一方、 5C-H区のほぼ南北方向に流走する区間は、調査時に新旧が把握できなかったために溝320、

321と両番号を併用している。この区間は現用水路と平行しているため東側の肩口付近が削平されてい

る。検出全長47m、深さ 1-1.3m、幅3.7m以上である。掘り方はやや緩やかな傾斜をなし、底面はほ

ぼ平らである。埋上は 5-7層に分層可能で、粘質土主体の堆積である。北端コーナー付近の東側に

幅 3m、深さ1.2mほどの枝溝を検出した。この溝は西側調査区（当麻遺跡 2)の建物18の東に検出の

溝状遺構に接続するもので、全長10m程であることが確認できた。溝底部レベルは 5C-H区付近で

ー／
500 
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第115図 溝321 出土遺物く 4〉
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第 3章発掘調査の概要

494 

495 

海抜0-20cm程度を測り、 3A区

付近で下層が海抜10cm程を測る。

流走方向は不明瞭であるが総体

的に南に向かって低下している

様である。

447-451は溝320出上遺物であ

る。 449は右巻きの二巴文軒丸瓦。

451は平瓦で、凹面は布目を残し、

凸面は大型の格子タタキの後、刷

毛状工具で調整している。時期は

13世紀頃であろうか。

452-495は溝321出土遺物であ

゜
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第116図溝320・321 出土遺物く 1〉

る。 452-457は土師器小皿で、底

部に糸切り調整を行う。 458-460は土師器皿。 461・462は士師器鍋。 463は亀山焼の甕。 465は須恵質

土器で、底部と思われる部位に墨書がみられる。「升」か又は「廿」と考えられる。 466・467は須恵質

土器。 468-475は備前焼である。 468は水差しと考えられ、底部にヘラ描きあり。 469-475は揺鉢。

475の底部には窯印がみられる。 476-478は肥前系の陶器碗、 479は美濃・天目茶碗である。 480,...,.,482

は肥前唐津の陶器1IIlで、底部に墨書「X」がある。内面に、 480・481は砂目、 482は胎土目を有する。

483,...,.,488は肥前系の磁器碗。 486は初期伊万里である。 489,...,.,495は瓦。 489は左巻きの三巴文軒丸瓦で、

巴文の周囲に珠文を配し、その外側に圏線を一条巡らす。 490・491は唐草文軒平瓦で、顎は段顎の形
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506 /
:
/
 

7
 ゜

5
 

介

―

_
-i

5
0
5
5
0
8
1
5
0
9
 

ロ
512 

510 

、/

f

、

ll/i.
j
愚
f.

.ji”
か
亙

］
 

ロ519

◎
[517 

冑
518 

514 

10cm 

第117図溝320・321 出土遺物〈 2〉

-93-



第 3章発掘調査の概要

態をとり、平瓦部とは曲線をもって接合する。 492.....,495の平瓦は、いずれも凸面を大型の格子タタキ

で調整している。以上のように、溝321からは、 14世紀-18世紀までの時期幅を有する遺物が出土して

いる。 溝320と溝321は、調査区の設定上、南西部において 2条同時に遺物を採り上げており、細分す

ることが不可能であった。よってここでは、南西部出土の遺物を［溝320・321出土遺物］と称して報

告する。 496.....,498は土師器皿で、 498は底部に糸切りを行う。 499-503は土師器鍋、 504は羽釜である。

501-503には内耳がつく。 505-519は備前焼で、壺・甕．揺鉢．杯・ 灯明fill. 水差しなど時間幅のあ

る多くの器種が見受けられる。 520は灰釉陶器の灯明皿、 521は関西系の陶器皿である。 522-525は肥

前唐津の陶器皿で、 522と523の内面には砂目がみられる。 526-530は陶器碗。 526・527・529は肥前唐

文＿＿
520 

文 一
521 

口〕
文

522 

ご
523 

524 

ー ー

525 

゜
° ゚°
゜oO 

526 

527 

'CD 
528 

529 

530 

＼ 
が唸~;

1・ミ~ー一書一
540 

刃
泊
稔
醤
巽
箋

1
r

・，

t:・ぶ
・・if
．．
 
ー・
r

.' 

.. l_

;` ．． ，
 

.•• 

鴫●

5
.
'
.
.
.
.
.
 `」

9
;
'

•. 

＂．をク・
{
n
i•• 

r
t
 
•• 

、一
r
・・・

・イ・
i
b
••• 

；ぶ
9

＇ 

¢
沼
ぉ
社

ー4
 

5
 

冨
冒
閾

つ褐

A
J

疇

~ 

532 

や

533 

妥

534 

9蕊

ヽ

536 

.,--'一-

／ 
ヽ

'(  
•一へ、、

¥ ( 
＼ 

＼ 
＼ノ I 
- I 

...__ __..., 

~ 
ど：

538 

三

応
525 

539 

゜
ll_ltm 

第118図溝320• 321 出土遺物〈 3〉

-94-



第 1節当麻調査区

津、 530は内山系である。 531-539は磁器の酒杯・碗• 小鉢• 蓋で、肥前系、京・信楽系などがある。

540-542は近世瓦。 541は丸瓦で、凸面にヘラ状工具で文字が刻まれている。経文の可能性が高いが、

判然としない。

土器以外の遺物としては、金属製品・木製品・土製品・石製品が出土している。 MSは、溝320出土

の鉄製品である。用途は不明。 W17は溝320から、 W18-W29は溝320・321から出土した木製品である。

W17は断面形が長方形を呈し、一方の面のみを溝状に加工している。 W18-W22は用途不明の加工板

材。 W23-W25は曲物の底板で、 3点ともヒノキが材として用いられている。 W26は漆塗りの椀。 W

27は刀形で、多数の穿孔がみられる。 W29は上部が欠損しており、ほぼ中央で割れているが、舟形で

あると考えられる。 C6・C 7は溝320出土、 C8-C11は溝321出土の土製円板である。士器を打ち

欠いて作られたものと、元から土製円板として作られたものの 2通りがある。 S14-S 19は石製品。

S14は五輪塔の一部で、宝珠形の空の部分。 S15・S16は滑石製の石鍋。 S17は流紋岩製の砥石。 S

18・S 19は石錘である。 S18は長辺の周囲を溝状に打ち欠いて縄かけとし、 S19は4方向を打ち欠い

て縄かけとして使用している。 （山磨、松尾）
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第 1節当麻調査区

溝322(第121・122図）

調査区中央付近の 7・8I区の南

端に東西方向に検出した溝状遺構

である。遺構の中央付近が1.4m程

大きく途切れて、西側も 2つの掘

り方が中央で接しており、 3カ所

の溝状遺構が連続した状況である。

中世の溝316や古代の土壊314の上

面に位置する。規模は東側で全長

7.5m、幅110-150cm、最大深さ37

cm、西側で全長が2.2mと2.5m、最

大幅110cm、最大深さ20-25cmで

ある。断面はいずれも逆台形の形

状を呈し、底面はほぼ平らである。

埋土は東側で 2層に分層でき、西

側では 1層のみで砂質土が堆積し

ている。溝底部レベルはいずれも

海抜90cm前後である。

出土遺物は器種が豊富で中世か

ら近世の瓦、陶磁器、土師器、砥石

片や弥生土器もある。掲載遺物のう

ちで備前焼の揺鉢（内面全面がカ

キメ）と水差し、肥前系の椀、染め付

けが近世のものである。土師質の小

皿や布目の平瓦・丸瓦は中世であ

る。その他、白磁や瓦器、土師質椀

等概して中世の遺物が多い。溝の

時期は遺構の切り合いや埋土、出

士陶磁器の特徴等から近世、 17世

紀後半以降と考えられる。

（山磨）
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第 3章発掘調査の概要

だ場所で溝の断面形状が不明瞭であるが、東側の調査区（米田遺跡3)においても同様の溝の扶れた

部分が認められる。埋土はこの付近では大きく 2層に分層可能である。いずれも灰色系の粘質微砂土

が堆積している。溝底部レベルは海抜45cmほどで、検出長が短いため高低差は不明瞭である。

溝323からは、時期幅を有する土器が出土してるので、おおまかに古いものから順に掲載する。 552

-554は須恵器。 555-563は土師器。 555・556は椀、 557-561は皿、 562・563は鍋で、 563は脚部のみ
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第 1節当麻調査区

残存。 564は瓦器椀。 565は瓦質土器鍋の把手。 566は土師器ffilで、底部糸切り。 567・568は須恵質土器。

569-579は備前焼。 580-583は白磁碗。 584・585は龍泉窯系の青磁碗。 586-588は平瓦で、凹面には

布目が残り、凸面を大型の格子タタキで調整している。 589・592は土師質の火鉢。 590・591・593・

594は備前焼。 595-598は陶器。 595は肥前唐津の皿。 596は肥前系刷毛目唐津の碗。 597・598は肥前

系刷毛目唐津の鉢である。 599-602は磁器。全て肥前系で、 602の蓋内面にはコンニャク印判が見られ

る。 603は美濃焼の陶器大皿。 604は丸瓦。若干時期の古い土器も掲載しているが、大多数の土器が有

する特徴から、溝323は13世紀-18世紀までの時期幅を有する溝であると考えられる。

土器以外の遺物としては、土製品・木製品がある。 C12-C14は土錘。 W30は棒状木製品、 W31は

曲物の底板、 W32は漆塗りの碗である。 （山磨、松尾）
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第 3章発掘調査の概要
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(5)柱穴及びその他の出土遺物（第127-131図）

柱穴内からは主に中世の土器が出土している。特に土師質の椀• 皿・杯等の出土が多い。

包含層、近世以降の暗渠等からは、古代から中・近世の土器、鉄器、木器等が出土している。古代

の遺物の内（第128図）、 633は内外面共に丹塗りの土師器で、 634は面取りの土師器高杯脚部である。

中世では備前焼、土師質椀•皿・杯、格子タタキに布目の瓦647-651等が出土している。 （山磨）
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第 1節当麻調査区

5 小結

百間川米田遺跡当麻調査区は、1978・79年度調査区ぼ］）と1983-85年度調査区ぼ 2)に挟まれた低水路改

修部分にあたり、百間川遺跡群の中では最も下流に位置する。遺跡の範囲は当麻の丘陵部から東側に弧

状に広がっており、今回調査を行った地区は、遺跡範囲のほぼ中央付近から北側の微高地斜面付近まで

である。今後調査予定の未調査区を残すもの、図上では1978年度以降の調査区が繋がった状況である。

検出遺構は縄文時代から近世、近代にかけての遺構を検出している。このうち特に遺構の密度が高

い時代は、弥生時代から古墳時代初頭の時期と中世から近世の 2時期が顕著である。

当遺跡で最も古い時期の遺構は、微高地の北側斜面で検出した縄文時代のドングリの貯蔵用と考え

られる土堀301である。ドングリ以外に出土遺物が無く時期の確定はしがたいが、百間川上流部の百間

川沢田遺跡等で検出の同様の土堀等との比較から、縄文時代晩期に近い時期と想定される。遺構に伴

わない土器は、少量であるが縄文時代晩期中菓から後半期のものが微高地の北側斜面部や微高地上か

ら出土している。前回の調査区においても縄文土器の細片の出土を見ているものの、報告書に掲載可

能な土器片は今回が初見である。ドングリ出土土壊以外に明瞭な遺構は無いが、当調査区の微高地が

縄文時代晩期にまで潮り利用されていたことが明らかになった。

次に弥生時代から古墳時代初頭の時期は当調査区で遺構密度の高い時期の一つである。既報告「百

間川当麻遺跡2』で報告されている当調査区西側の当麻丘陵裾部の調査では、弥生時代前期の遺構が

かなり検出されている。前回検出の溝等の延長部が今回の調査区に延びる可能性があったが、調査区

境の中世後半期の溝320・321を境に東側では削平が著しく、今回の調査区では遺構の検出はできなかっ

た。ただ、調査区北側の微高地斜面の堆積層から土器片が散見されている。弥生時代中期では、溝302

が東側調査区（米田遺跡3)の溝102の続きで、中期の中薬まで潮ると考えられる。この他、柱穴等か．

ら土器片が出土している。

弥生時代後期から古墳時代初頭の時期が最も遺構密度が属い。検出遺構は、竪穴住居、掘立柱建物、

井戸、土堀、溝等で弥生時代の大半の遺構はこの時期である。ただ遺構の残存状況は、井戸が比較的

良好なものの竪穴住居、溝等はかなりの削平を受けている。検出した 2基の竪穴住居の床面はいづれ

も削平されていた。井戸はいずれも素掘りの掘り方のものを 8基検出している。井戸内最下層の完形

の土器や埋土中の一括土器など豊富な資料が出士している。特に古墳時代初頭の井戸311では一部削平

を受けていたものの土器以外に木錘、紡錘車等の木製品が出上している。検出した竪穴住居 2基のう

ち住居301は、調査当初には粘土採掘の土堀群の集中した遺構と認識していた。その後、図面接合や写

真撮影時の状況等から、直径約10mの範囲に等問隔に集中している士堀群であることが判明した。ま

た、壁体溝の一部の検出等から竪穴住居内に設けられた土堀群であることも判明した。既報告米田遺

跡3の竪穴住居103も同様な状況を呈しており、壁体溝内の柱穴掘り方位置に土堀群が掘り込まれてい

る。いずれも竪穴住居の廃棄後の早い時期に士堀群が掘り込まれたと想定される。今後類例を含めて

構造等検討する必要がある。その他に掘立柱建物を調査区の中央付近で 5棟、南端で 1棟の合計 6棟

検出している。

古墳時代後半期の時期の遺構は、今回の調査区では確認していない。わずかに包含層からの須恵器

が出士しているにすぎない。

古代の遺構は、方形の掘り方を持つ建物308の柱穴3本を検出したにすぎない。なお、今回の調査区
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第 3章発掘調査の概要

は奈良時代の倉庫群が検出された調査区の東側に位置する。このため同時期の建物群の検出が大いに

期待されたが、溝320・321を境に検出面が60cm以上低かったために、かなりの建物群がすでに削平さ

れた可能性が強い。この他に須恵器を伴う土壊314がこの時期である。遺物は包含層中より須恵器、丹

塗り土師器杯、面取りの土師器高杯等が出士している。

中世の遺構は、調査区全体で検出しており遺構密度の高い時期の一つで、出土遺物も豊富である。

検出遺構は井戸、建物、土堀、溝等で、ほぼ調査区全体に広がっている。このうち中世前半期（平安

時代末～鎌倉時代）では、 3基の井戸が調査区のほぼ中央に集中して検出した。いずれも中世前半期

の相前後する時期で、豊富な出土遺物が認められる。特に井戸315は、井桁に石組みを設け、井側に縦

板を方形に組み込んだ方形隅柱横桟縦板型と呼ばれる井戸で残存状況も良好である。底面には井筒を

設けている。出土上器には土師質土器、瓦器、須恵質士器、白磁等がある。土器以外には木製品も豊

富で、曲げ物・椀•箸等が出土している。建物は調査区中央付近で 1 棟検出している。中世後半期

（室町時代）では溝320・321・323が挙げられる。調査区南端の溝323は前回調査の大溝112の西側の続

きで、さらに西に延びている。北端で検出の溝320・321は当麻の丘陵部の北側を巡り、東側ではほぼ

南に直進し、さらに調査区外に延びている。いずれの溝も中心は15・16世紀の遺物が中心で、最終堆

積は江戸時代である。検出状況から調査区外の南西部で、溝320・321と東側調査区の大溝112の一部で

ある溝323が交差もしくは接続すると推定される。運河と考えられている大溝112は溝320・321と繋が

りさらに上流部に掘削されて続いている可能性が強くなった。この他、中世後半期では調査区北端部

で石組みの井戸312を検出している。

註

(1) 井上弘他「百間川当麻遺跡2」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J52 1982年

(2) 岡本寛久他「百間）II米田遺跡3」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 74 1989年
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第 2節岩間上調査区

第 2節岩間上調査区

l 調査区の概要

当調査区は百間川改修計画の低水路掘削内の右岸側に当たる。 1990年度の確認調査までは発掘調査

の対象となってなく、調査区の北側は既に改修工事が行われていた。岩間上調査区は総延長660m強に

のぼる岩間調査区全体の西側 2/3に相当し、広野樋門調査区を境としている。グリッドラインでは、

41から84ラインである。地形的には63ラインを境として東側に微高地が広がり、西側は検出遺構最大

の古代末から中世の河道 1が大半を占めている。調査区西端付近では、操山丘陵の一部が北に延び、

その裾部を河道 lが巡っている。

検出遺構は古代末から中世の河道 1を中心として、近世から近代に属するものまである。調査区東

側の微高地上では、遺構は希薄であったが中世以前に潮る可能性のある小規模な溝群を検出している。

西側の調査区は、大半が河道 1でほぼ東西方向に総延長210mにわたり検出している。当河道は、旭川

の古代末から中世段階に於ける操山山塊の東側から児島湾に注ぐ東分流の 1本と想定されるものであ

様に近世以降の溝群が掘削されている。

惚弩~1995•96年度調査区（岩間上） 杉Z彦召 1996年度以降調査区（岩間下） 苔又-:-:-心に 1977• 78年度調査区
(1 ,.,_. 5区）

第132図 グリッド設定、岩間上調査区・確認調査位置 (1/4,000) 
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2 確認調査・広野樋門調査区の成果

(1)概要

百間川米田遺跡岩間調査区では、 1990年 9・10月に右岸低水路部分の遺構の有無、範囲等を把握す

るための確認調査を実施し、引き続き11月には広野樋門の排水路部分の全面調査を実施した。調杏合

計面積は619面である。

当調査区のT度南側に位誼する右岸用水路の部分では百間JII長谷遺跡の調査が行われている。さら

に上流部には百間川今谷遺跡、下流部には百間川米田遺跡（当麻調査区）が位置している。これらの

遺跡に挟まれた右岸側の低水路改修部分に当たる。

(2)確認調査（第133図）

確認調査は、下流部のG38ラインより上流部G74ラインまでの総延長400m間に幅l.Om、長さ5.0mの

トレンチ13本と同区間の右岸側の既に掘削されている低水路法面の清掃による断面観察を行った。 ト

レンチの掘削及び法面の観察は平均して表土より 1.0-1.Sm付近まで、海抜 0-50cm前後までの土層観
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第133図確認トレンチ断面
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察を行っている。ただ、グリッド47ラインより西側では、既に改修工事により海抜1.4m付近までの表

土から中世の包含層までの土層が削平されていたために堆積状況が若干不明瞭である。

基本層序は44ライン付近までのトレンチ及び法面の観察では、改修前の水田面が海抜1.8-2.0m前後

で、部分的には百間川改修工事の盛り土が認められる。削平を受けている47ラインより西側の現水田

面は改修前の岡山市都市計画図等では、海抜2.l-:......2.2mを示しており東側とほぽ同様な地形を呈してい

たと考えられる。第 2層には黄褐色ないし灰黄色の水田層が鉄分、マンガンの分離集積層を含みなが

ら堆積している。第 3層は灰黄色ないし灰色の砂質土で場所により分層可能である。この第 3層は中

世段階の包含層の可能性が強い。堆積層下部が海抜1.2m程である。海抜80cm付近からは砂やピート層

混じりの互層の堆積となる。確認調査に於ける検出遺構の状況は、全般的に遺構の希薄な地区で、中

世以降の貝の堆積した溝を含む数条の溝状遺構を検出したのみで柱穴等は確認されなかった。

なお、西端のトレンチ10-13は、全面調査で検出された河道 1内に丁度設定されており、河道堆積

層に当たると考えられる第 5-7層の上面付近まで掘り下げているものの、この時点では大規模な河

道との認識が明瞭でなかった。

その他、 トレンチ 8で断面に観察される溝状の落ち込みは、全面調査における 4区の溝24である。

断面の観察状況では、第 7層下部で検出されている。中世の遺構検出面が第 7層上面付近までと考え

られることから、溝24は遺物等の出土が明瞭でないが中世以前に潮る遺構の可能性がある。溝24検出

の海抜I.Om前後が最終の遺構検出面である。

(3)広野樋門調査区（第134図）

米田遺跡岩間調査区のやや東より G41ライン付近の右岸低水路調査区に位置する。広野樋門から続

く排水路の調査区で、岩間調査区の確認調査に引き続き全面調査を先行して行った。調査区では 5区

と6区の間に位置する。調査面積は128面である。

・基本層序は確認調査と同様に現表土が海抜1.8m前後で、改修前の水田層に当たる。第 3-5層は近

世から中世までの包含層と考えられる。最終的には、第 9・10層除去後の海抜1.0m付近の第11層の上
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第134図広野樋門平面 (1/500)、同東壁断面 (1/100) 
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第135図 広野樋門・トレンチ出土遺物

面まで掘り下げを行ったものの遺構は確認されなかった。

(4) 出土遺物（第135図）

確認調杏及び広野樋門の調査区でコンテナ l箱ほどの遺物が出土している、いずれも包含層内から

の出土が大半である。時期的には弥生時代の土器から中世、近世までのものを含んでいる。 659-665

はトレンチ内， 666-677は低水路右岸， 678・679は広野樋門調査区からの出土である。

678は弥生土器の底部、 661・662・665・667は古代の須恵器、 663・664・669は底部糸切りの須恵系

土器、 659は白磁椀、 660・675・676は備前焼播鉢， 677は同壺、 671・678は東播系の鉢、 666は土師器皿

, 668は椀、 670は鍋、 673は瓦器皿， 674は瓦質羽釜等が出土している。 （山磨）
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第 2節岩間上調査区

3 古代末～中世以降の遺構と遺物

(1)井戸

井戸 1(第138図、図版31)

2区、 73K区の古代末～中世の河道 1の北側肩口に近い河道底面に井筒のみを検出した。検出時に

は、河道の埋土を底面に近いレベルまで掘り下げていたために、井戸の掘り方や掘削面等に不明瞭な

点が多い。ただ井戸の掘削は、河道がかなり埋没して流路が大幅に・変更したか、もしくは縮小した後

で行われたと考えられる。検出時の掘り方は直径70-90cm、深さ60cmまで確認している。井戸埋土は

砂と砂質土である。井戸の底面はほぼ平らで、中央に直径43cm、高さ30cmの曲物の井筒を設置してい

る。曲物は厚さ 2-3 mm、幅 5cmほどの檜板を折り曲げて輪を作り、樹皮で綴じ合わせている。上下

端部には檜板を二重に巻いて補強している。井戸底面は海抜55cmを測る。

遺物は、掘り方内の井筒J::面付近から瓦器椀の完形品が 1点出土している。瓦器椀680は、口径14.6

cm、高さ5.0cmを測り小振りな高台を付している。外面は押圧を施し、内面は丁寧なナデ後にヘラミガ

キを施している。旧当麻遺跡井戸 3出士の椀に法量、調整が近似している。井戸の年代は、検出状況

等から出士椀の年代より下る13世紀代の範疇と考えられる。 （山磨）
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2. 灰色 (7.5Y5 /1)砂質土
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4. 灰色 (7.5Y4 /1)砂質士

5. 灰オリープ色 (7.5Y4 / 2)砂質土

A' A_ 

白

゜一50cm 
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。
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第138図井戸 1、同出土遺物

井戸 2 (第139図、図版33)

大きな河道の北岸、微高地に接する位猶に検出した。井戸は、長径が140cm程の穴を掘り、掘方の

底面はほぼ水平である。その中央に曲げ物を利用して井筒として埋めるものである。曲げ物は、 2段

分が残存していた。曲げ物の接合部分には、曲げ物がずれないように薄い板が数力所に差し込まれて

いた。井筒の直径は48cmを測り、検出した高さは、 27cmを測る。伴出遺物がないために、明確な時期

は不明であるが、周辺の遺構などから推定すれば、 14世紀を前後する頃と想定される。

井戸3 (第140図、図版33)

井戸 2の東約 9mに検出した。井戸 2と同じく河道の肩口、微高地に接する位置に所在するもので
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I I 
60cm 

＼
 

三
~ 

i 

第140図井戸 3

m
 

1
 

•.• 
I
 

第139図井戸 2

ある。この井戸も、長径140-lSOcmの穴を掘りそのほぼ中央に井筒を置くものである。掘方の底面は

水平であり、井戸 2と同じく砂層を底としている。この井戸も、井筒として曲げ物を使用するもので

ある。曲げ物は、北から南に少し倒れてはいるが、底面では正円形を保っていた。底面での曲げ物の

直径は48cmを測る。検出した高さは20cmである。 1半出遺物がないので、明確な時期は不明であるが、

井戸 2と同時期と考えられる。 （井上）

(2)土堀

土壊 1 (第141図）

4区西端、 63J区南端の調査区境に位置する曲物を伴う土堀で

ある。士壊は西半分を近世以降の溝22により削平され、さらに半

分程度は調査区外である。したがって遺構は推定直径2.0m、深さ

25cmの掘り方の一部と掘り方の東端に直径35cm、深さ 5cmほど

の曲物の半分程度を検出したのみである。 出土遺物は皆無で時

期の確定がしがたいが、遺構の切り合いや埋士等から近世以降と

考えられる。

土塘 2 (第142図）

4区中央の56G区のやや北よりに位置する。平面形はほぼ円形

r "' 
‘
 
ヽ

0 50cm 一1. 灰黄色 (2.5Y7I 2)粘質土

2. 浅黄色 (2.5Y7 / 4)砂

3. 明黄褐色 (2.5Y7 / 6)粘質微砂

第141図土壊 1

を呈し長径2.2m、短径2.0m、深さ45cmを測る。底面は、ほぼ平ら

でU字形の断面を呈す。埋士は 4層に分層可能で第 1層にはオリーブ褐色、第 2層にはにぶい黄褐色

のいずれも粘質土、第 3層にはにぶい黄褐色粘質微砂、最下層には黄褐色砂が堆積している。

遺物は土師質土器の細片、土錘、土製円盤が出土している。土壊の時期は埋土や検出面、出土遺物

等から中世以降と考えられる。

土堀3 (第143図）

5区の西端部，48E区に位箇する。溝28とI.Sm程の間隔を置いて西側に検出した。平面形はやや不整

形な円形で、長径95cm、短径85cm、深さ15cmを測る。断面は浅い皿状を呈す。

出土遺物は皆無で時期の確定はしがたいが、埋土や検出状況等から中世以降と考えられる。 （山磨）
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C24 瓢

＼ 
＼ ¥ I C25 

I. I I— ゜
5an 

t—仁

681 

゜
5cm 

1. オリープ褐色 {2.5Y4 / 3)粘質土

2. にぶい黄褐色 {10YR4/ 3)粘質土

3. にぶい黄褐色 {lOYR4/ 3)粘質微砂

4. 黄褐色 {2.SY5 / 4)砂

5. 黄灰色 (2.SY4 / 1)砂

100cm 

｀ ゜
lm 。

lm 

第142図土壊2、同出土遺物 第143図土壊 3

(3)溝

溝 1・2・3 (第144図、図版24)

東から西に流れる大きな河道 1の南岸に平行するような位置に検出した。しかし、溝は河道 1が完

全に埋没した後のもので、埋積した河道1に掘り込まれたものである。溝3はその南岸を河道 1とほ

ぼ同じくするものである。北岸は、溝 2と重なるためその幅は不明であるが、溝の断面観察からすれ

ば2m程度と推定される。溝の断面形は碗形を呈するもので、部分的には河道の岸と共通する場所も

ある。検出面からの深さは38cmを測り、全長35mを検出した。溝 2は溝 3とほとんど平行して約150

cm北側を流れるもので、溝3の北岸に重なるものである。この溝も溝 lと重なっているため正確な輻

は不明であるが、 90cm前後と推定される。遺存状態の良好な部分での深さは55cmを測り、検出した全

長は34mである。この溝の西端は、溝1と重なるため検出した全長は短い。溝 1も溝 3と平行して流

れるもので、ほぼ溝2の北岸付近に位置する。溝の幅は120cm、深さ34cmを測り、検出した全長は45

mである。これら溝の時期は、中世末ないし近世初頭と考えられる。

溝 4 (第14~図）

東西方向に延びる溝のごく一部を検出したものである。溝のほとんどは後世に削平されているため
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量
C26 

B-
100cm B' 

。
lm 

゜一
3cm 

1. にぶい灰色粘質t
2. 黄橙色粗砂

3. 橙褐色粗砂

4. 青灰色粘上

第144図溝 1-3 断面、溝 3 出土遺物

に、検出した最大長は約 5mである。最も良好に遺存する部

分でその形状を見ると、断面形はU字に近い形状を呈してお

り、溝の底面はほぼ平坦である。検出面からの深さは、最も

深い部分で26cmを測る。溝の時期は、伴出する遺物に軒平瓦

が見られ、その文様、形状から近世瓦と考えられることから、

近世以降と考えられる。

溝 5 (第146図、図版24)

溝 4の東約 4mの位置に検出した。同じく東西方向を向く

ものである。溝のほとんどは削平されているため、検出でき

たのはその一部である。検出した最大長は約llmを測る。遺

存状態の良好な部分での輻は、140cm、検出面からの深さは、

11cmを測る。断面形は、浅い皿状を呈している。出土遺物と

しては、磁器、備前焼、士師質椀などがある。溝の時期は近

世以降と考えられる。

溝 6 (第147図、図版24)

溝 5の東端部に接するような位置に検出した。ほぼ南北方

向を向くもので、検出した全長は約llmを測る。二本の消が

捐複するもので、土層断面図の21層がその一部であり、古い

溝は新しい溝によりその殆どを削平されている。新しい溝の

幅は、 208-218cmを測る。また、検出面からの深さは、最も

深い部分で68cmを測る。溝の底部は、南に浅く北に深い状況

100cm _ 

N冒ニニ~こ,.s
。

lm 

1. 黄褐色微砂滉じり粘質土

2. 黄褐色砂

3. 灰褐色粘質土

4. 淡黄褐色粘性砂質士

5. 淡灰褐色粘質土

·--~, ーと芦亨ピ(・ニた;':c鳴さ冒
682 

。
10cm 

第145図 溝4断面、同出土遺物

』

s.。
Im 

683 

。
1Qcm 

を呈していた。出土遺物として、土師質椀、小JIIl、備前焼揺 第146図溝5断面、同出土遺物

り鉢等がある。溝の時期は中世に属するが、中葉以降に使用

されたものと考えられる。

溝 7 (第148図）

溝 6の東約 4mの位置に検出した。溝 6とほぼ並行するもので、南北方向を向くものである。検出

した全長は、約 9mを測り、溝 6と同じく南から北に流れるものである。溝の幅は、検出面で 3mを
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_k_ 80cmC 
ヽ

"'—• 一—•

。―
→ 90cm D 

， 

。
1m 

1. 淡茶灰色粘質土

2. 茶灰色粘質土

3. 淡灰色粘質土

4. 明黄灰色粘性砂質土

5. 明灰色粘性砂質土

6. 灰色粘性砂質土

7. 淡黄灰色粘質土

8. 淡黄灰色粘性砂質士

9. 橙灰色粘性砂質土

10. 灰色砂質土

11. 灰茶色粘性砂質土

12. 暗灰褐色粘質土

13. 灰褐色粘質土

14. 暗灰色粘土

1_5. 淡灰褐色粘質土

16. 淡黄灰色砂質土

17. 黄茶灰色粘性砂質土

18. 明茶灰色粘質士

19. 黄灰色粘性砂質土

20. 淡黄茶色粘性砂質土

21. 明茶灰色粘質土

詈゚~-
3cm 

＼ 
684 

ー-685 

686 

゜
10cm 

第147図溝6断面、同出土遺物

測る。溝の断面形を見ると、全体的に弧を描くもので、底面もほとんど平坦面が見られない。検出面

からの深さは、最も遺存状態の良好な場所で、 70cmを測る。出土遺物としては、掲載する銅銭「寛永

通賓」二枚がある。溝の時期は近世に属するものと考えられる。

溝 8 (第149図）

溝 7の東約 7mの位置に検出した。この溝は、ほぼ東西方向を向くものである。溝は、良く削平さ

れているものと推測され、残存するのはその一部である。検出した全長は350cmと短い。検出面での

90cm 

。
lm 

1. 明茶褐色粘質土

2. 茶灰色粘性砂質土（粗砂多く含む）

3. 黄灰色微砂

4. 茶灰色粘性砂質土

5. 黄灰褐色粘性砂質土

6. 灰色粘性砂質土

7. 淡灰茶褐色粘質土

8. 淡茶褐色粘質土

9. 茶灰色粘質土

0 3cm 

一M21 

第148図溝7断面、同出土遺物

-117-



第 3章発掘調査の概要

溝の幅は、 61cm、深さ、 10cmを測る。

溝の断面形は浅い皿状を呈するが、底

面は、緩やかな凹凸がある。溝からの

出土遺物がないため、明確な時期につ

いては不明であるが、中世末～近世初

頭と推測される。

溝 9 (第149図、図版24)

溝 8の北約 5mの位置に検出した。

溝 8に並行するもので、ほぼ東西方向

を向く。検出した全長は約13mを測る。

検出面での溝の幅は、 80-96cmを測る。

溝の断面形は， U字形を呈するもので、

70cm 

N量 S

明茶灰色粘質土

上 70cm E' 

z
 

。

'二ニ』りじ

5

混

土

土

砂

質

土

質

砂

土

6

粗

粘

質

粘

粗

質

蝉

腿

醗

醗

蝉

鱈

茶

茶

灰

茶

茶

灰

暗

明

淡

淡

明

暗

1

2

3

4

5

6

 

F-

粘

土

三

s.lm記色

質

灰

粘
茶

色

明

灰

1[
？i

 

検出面からの深さは、 28cmを測る。溝

の東端は明瞭に検出できたが、西端は

不明である。溝は、西から東に流れるものである。溝の時期は、中世末

第149図溝8・9・10断面

から近世初頭と推測される。

溝10(第149図、図版24)

溝 9の北側に一部接して検出した。溝9と同じく東西方向を向くもの

で、より東西方向に近い。検出した全長は約15mを測る。溝 9との重複

部分の検出状況からすれば、溝10の方が新しい。溝の西端は、溝 7と接

しているが、検出状況からすれば、溝 7が新しい。検出面での溝の幅は、

96cm、深さ36cmを測る。溝の断面形は、逆台形を呈するものである。

溝の時期は、中世末から近世初頭と推測される。

溝11 (第150図）

溝 9の東約 1mの位置に検出した。南北方向を向く溝で、検出した全長は約13mを測る。検出面で

—溝11 80cm 

w冒贔三.i冒
明茶灰色粘質土

ー 溝12 應匡s

N冒言冒冒冒言言冒
0 50cm ヒー

第150図溝11・12断面

の溝の幅は、 50cm、深さ12cmを測る。

溝の底面は、一方向に向けて深くなるのではなく、検出した中央部から両端に向けて深く掘られて

いる。そのため、流路方向は不明である。溝の時期は、埋土や検出面等から中世末から近世初頭と推

測される。 （井上）

溝12(第150図）

2区西端の75・76L区に東西方向に位置する溝状遺構である。残存状況が悪く東は調査区内で終了

して、西側の 1区では未検出である。検出長8.5m、最大幅1.4m、深さ 5cm以下で浅い。平面形は若干

蛇行し底面に凹凸がある。溝底部レベルは海抜90cm前後である。

遺物は備前焼の小片が出土している。時期は埋土や検出面等から近世以降と考えられる。

溝13(第151図）

2区の中央74K・-L区に南北方向に位置する。南側は現用水路に接続するあたりで終了している。

北側はさらに調査区外に延びている。検出長21.0m、幅2.5-3.5m、最大深さ90cmでほぼ直進している。

溝南端には人頭大から直径40cmほどの石材をやや乱雑に数段積み重ねて、さらに両側肩部にもハ字形
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。
2m 

1. 浅黄色 (2.5Y7I 4)粗砂

2. 黄橙色 (lOYR7 / 8)砂礫

3. 明橙褐色 (2.5Y6 / 6)粗砂

4. 明橙褐色 (2.5Y7 / 6)粗砂

5. 浅黄色 (2.5Y7/ 4)粗砂

｀さ翠／
687 

689 

• 令

~ 
688 

6. 暗青灰色 (5BG 4 /1)粗砂（グライ化）

7. 黄褐色 (lOYR5 / 6)砂質上

8. オリーブ灰色 (lOY4 / 2)砂質土

9. 褐色 (lOYR4/ 4)砂質士

10. 灰黄褐色 (10YR4/ 2)粘質土

＠

、
り＼』、‘
M24 

M四

゜~: 
3cm・: 

D 

10cm 

l........,......Jcm 

第151図溝13断面、同出土遺物

M25 

に配列している。南端部の幹線水路からの取水位置に設けられた

石組と考えられる。溝断面は椀状をなし、埋土は 2層に分層可能

で粘質微砂土が堆積している。溝底部レベルは北端で海抜30cm、

中間部がやや高く海抜46cm、南端部で海抜 Omに近い。流走方向

は調査区内では不明瞭である。

遺物は埋土中から近世陶磁器、瓦等が出土している。時期は埋土や遺構の切り合い、出土遺物等か

ら近世以降と考えられる。

I;§、、~、＼＼＼

W35 

0 5cm 一
~ 
C28 

゜一
3cm 

溝14・15(第152・153図）

2区の南端75L・M区から 3区の69K・L区にかけて中世河道 1の上面に東西方向に検出した複数の

溝である。 76L・M区より上流では未検出である。溝群は 2本の流走方向に大別でき、このうち溝15は

長方形の掘り方が連続して掘削された形状を呈している。平面形は緩く蛇行し、規模は検出長38.0m、
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幅l.0-1.7m、最大深さ70cmである。長方形の掘り方も西端では、 2列掘削されていることから溝15の

改修が行われていたと考えられる。埋上は粘質微砂及び粘質士である。溝の底部レベルは海抜20cm-

-30cmほどで高低差は不明瞭である。

上 100cm 1' 

...L 100cm J' 

k_ 
90cm K' 

゜
5m 

1 (灰白色 (5Y7/l)砂質土

2. 灰白色 (5Y7/2)粘質徴砂

3. 灰色 (5Y5/l)粘質土（グライ化）

4. 暗灰黄色 (2.5Y4 / 2)粘質微砂

5. 灰色 (5Y6/l)砂と粘質微砂の互層

6. 暗オリープ褐色 (2.5Y3 / 3)粘質微砂

7. 黒褐色 (2.5Y3 I 2)粘質土

8. 黄褐色 (2.5Y5 I 6)砂質士

9. 褐色 (lOYR4/6)砂質土

10. 暗オリーブ褐色 (2.5Y3I 3)粘質微砂

11. オリープ褐色 (2.5Y4 / 3)粘質微砂

12. 褐色 (lOYR4/ 4)砂質士

溝14は溝15と74L区付近で交差し、貝塚 1

の上面を通過し、途中途切れるが湾曲しなが

ら69L区付近で南側の調査区外に延びる。西

半部では複数の溝が重複している。検出長

70.0m、幅1.0-3.0m、深さ40-50cmである。

埋土は粘質微砂土を基調としている。溝底部

レベルは海抜20-30crn前後である。ただ東半

部では溝15と同様に底面がさらに一段深く掘

削された部分が存在し高低差がある。 遺物

は備前焼、近世陶磁器等が出土している。時

期は埋土や遺構の切り合い、出土遺物の器形

特徴等から近世以降と考えられる。

M26 

一゚
3cm 

’’ ＇ 
M28 

-~ 笏

13. 暗褐色 (10YR3I 3)粘質微砂

14. 中世包土

15. にぶい黄褐色 (10YR5/ 3)粘質微砂

16. 黒褐色 (2.5Y3I 2)粘質土

17. 黒褐色 (2.SY3 I 2)粘質土（礫含む）

18. 暗褐色 (10YR3/ 3)粘質微砂

~cm 

M27 

—,, ... —~ 

ー・・一箆

W36 

゜― 5cm 

第152図溝14.....,16断面、溝14・15出土遺物〈 1〉
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第 3章発掘調査の概要

『
705 

708 

--r ＼ 706 

▽三二

＼ 
709 

/I~ 

710 .::~713 

゜
1Qcm 

もしくは粘質微砂土の堆積である。溝底部レベルは北

端の貝塚内が海抜 Om、屈曲付近で最も深くー30cm、

中間でー20cm、東端で一10cmを測る。

遺物は備前焼、土師質杯• 皿等が出土している。時

期は埋土や遺構の切り合いや出土遺物の器形特徴等か

ら貝塚 lと一部重複する13世紀後半から14世紀代と考

えられる。 （山磨）

溝17(第156図、図版32)

溝16の北約 5mの位置に検出した。溝16と一部平行

するように東西方向を向くものの、緩やかに南に曲が

る。検出した全長は約25mを洞る。検出面での溝の幅

は、 l.lm、深さ32cmを測る。溝の底は、一部に土橋状

に浅く掘り残されている部分が見られる。出土遺物は、

土師質小皿・椀、備前焼などが見られる。時期は、中

世後半から近世の初頭と推定される。

＼冒瓢

巴゚しし一1
3cm 

A 

’
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••• 

,|． ¥rり

1
 

... 

S26 
、』

゜一5cm 

⑤
呻

bーi,,1, I I 和cm

第155図溝16出土遺物〈 2〉
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第 2節岩間上調査区

溝18 (第156図、図版32)

溝17と一部交差する状態で検出した。溝

17の土橋状の部分であるため、その前後関

係は不明である。検出した全長は約15mを

測る。南北方向を向くもので、溝の底面は、

南に向けて緩やかに下っている。検出面で

の溝の幅は、 1.7m、深さ38cmを測る。出土

遺物は、備前焼甕、土師質椀、小皿、瓦器

椀、土鍋などが見られる。時期は、中世の

後半以降に属すると推定される （井上）

溝19(第157図、図版38)

4区の西端641・J区境に検出した逆L字

形の平面形をなす小規模な溝である。検出

長7.5m、幅30-40cm、深さ 5cm前後で、両

端は調査区内で終了している。溝断面は浅

い皿状をなし、底面はほぼ平らである。埋

土は明黄褐色粘質微砂土の一層のみである。

溝底部レベルは中央付近で海抜95cm前後

で高低差は明瞭でない。

出上遺物は皆無で時期の確定がしがたい

が、中世以前の可能性が強い。

溝20(第157図、図版38)

4区の西端641・J区-63]区にかけて溝21

とほぼ平行に検出した小規模な溝である。

南端は近世溝に削平されて、北端は浅い窪

み状の落ち込みで終了している。検出長

10.5m、幅20cm、深さ10cmほどで若干蛇行している。溝断面は椀状をなし、底面はほぽ平らである。

s一

。

70cm N 

lm 

È
 

ー

2
 

w

.

 

1. 灰黄褐色粘質土（土器・獣骨含む）

2. 黄褐色粘性砂質士

ー

715 

01 

'C:Ld 

O 5cm 一1. 灰茶褐色粘質土

2. 灰黄褐色砂混じり粘質土

lm 

:ニエ三-
716 

714 

70cm 

。

717 

10cm 

第156図溝17・18断面、同出土遺物

s青置

明黄褐色 (2.5Y7 / 6) 

粘質微砂

w一← 血叫

冨

灰黄色 (2.5Y6/2)

砂質土

-~ 
W E 
莞
0 30cm 
i...........i' 

灰黄色 (2.5Y7/2)

粘質微砂

第157図溝19-21断面

溝底部レベルは海抜93-96crnで流走方向は明瞭でない。

出士遺物は皆無で時期の確定はしがたいが、中世以前の可能性が強い。

溝21 (第157図、図版38)

4区の西端641・J区-63]区にかけて溝20とほぼ平行に検出した。溝北端はやや膨らんで浅い窪み状

の落ち込みで終了している。南半は途中で途切れて近世溝の手前で終了している。規模は検出長8.0m、

幅10-20cm、深さ 5cm以下である。溝断面は浅い1IIl状で、底面はほぼ平らである。溝底部レベルは、

海抜95cm前後で流走方向は明瞭でない。

出土遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、中世以前の可能性が強い。

溝22(第158図、図版38)

4区の西端63H-J区にほぼ南北方向に検出した溝である。規模は検出全長24.0m、幅2.7-3.4m、深さ

70cmを測り、南北両方向ともに調査区外に延びる。溝断面は逆台形に近い形状をなし、底面はほぼ平
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第 3章発掘調査の概要

100cm 
w 

1. 褐色 (10YR4/ 4)粘質微砂

2. 褐色 (lOYR4 / 4)粘質微砂

3. 褐色 (IOYR4 / 6)砂（貝層）

4. オリープ褐色 (2.SY4 / 4)粘質微砂

。
1m 

第158図溝22断面

坦である。埋土は 2層に分層可能で下層に貝層の堆積が認められた。溝底部レベルは、中央付近で海

抜60cm前後を測り高低差は明瞭でない。

出土遺物は下層に厚さ10cm程度の貝層の堆積が認められ、中世の土師質椀、土鍋、瓦器等の士器を

包含していた。ただ、下層の埋上中には近世の陶磁器や、近世以降の遺物も含んでおり、貝層及び貝

層中の遺物は混入であろう。溝の最終埋没は近世以降と考えられる。

溝23(第159図）

4区西半の61H・I区に検出した小規模な溝である。北端は浅い窪み状の落ち込みで終了し、南端は

途中で終わっている。規模は検出長7.0m、幅25-30cm、深さ 5cm以下で若干蛇行している。溝断面は

浅い皿状をなし、底面はほぼ平らである。埋士は灰黄色粘質微砂土の一層のみである。溝底部レベル

は95-lOOcmで流走方向は明瞭でない。

出土遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、埋土や検出状況等から中世以前の可能性が強い。

溝24(第159図、図版38)

4区やや西よりの60・61H-59・601区で、調査区を斜めに横断する溝である。両端部とも調査区外

に延びる。｀規模は検出長33.0m、幅30-SOcm、深さ10-15cmを測り、緩やかに蛇行している。溝断面

は浅い椀状を呈し、ほぼ平らな底面である。溝埋土は浅黄色とオリーブ黄色の粘質土である。溝底部

レベルは北端で海抜83cm、中間で92cm、南端で81cmを測り、中間部が高く南北に低下している。

出上遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、埋土や検出面等から中世以前の可能性が強い。当溝24

は1990年度に行った岩間調査区の確認調査トレンチ 8(133図）の断面に検出した溝に該当する。

溝25(第159図、図版38)

4区やや西より59-61H区から58・591区に溝24と同様に調査区を斜めに横断する溝である。途中浅い窪み状の

落ち込みで途切れるが南端では調査区外に延びる。北端は調査区境近くで終了する。検出長32.0m、幅15-30

cm、深さ 5cm以下を測る。平面形状はほぼ直線的で、

調査区を斜めに横断している。溝断面は浅い皿状

をなし、ほぼ平らな底面である。埋土はオリーブ灰

色粘質土の一層である。溝底部レベルは北端で海

抜82cm、中間付近で97cm、南端で101cmを測り、北

に向かって20cmほど低下している。

出土遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、

埋土や方向等から溝24と同様に中世以前の可能

性が強い。

w— ill!!m. 
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s瓢 N

辛
S N 
笏＿＿笏禰謬

オリーブ黄色 (5Y6/3) オリーブ色 (5Y6/2)

粘質土 粘質土

しぃi,,,_.:jcm

第159図溝23~27 断面
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第 2節岩間上調査区

溝26(第159図）

4区ほぼ中央の56G-57H区に調査区を南北に横断する溝である。北端は浅い窪み状の落ち込みで終わ

り、南端も調査区内で終了している。途中 2カ所で途切れるが、検出長17.0m、幅20cm、深さ 5cm以下である。

断面は浅い皿状をなし、底面はほぼ平らである。溝底部レベルは海抜l.Om前後で高低差はほとんどない。

出上遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、埋土や検出状況等から中世以前の可能性が強い。

溝27(第159図）

4区東半の62-64G区に調査区を斜めに横断する溝である。溝の南北両端は、調査区内の浅い窪み

状の落ち込み付近でともに終了している。規模は検出長27.0m、幅25-50cm、最大深さ10cmを測り、

緩く蛇行している。断面は浅い皿状を呈し、底面はほぼ平らである。溝底部レベルは海抜90-95cmと

ほとんど差がなく流走方向は不明瞭である。

出土遺物は皆無で時期の確定がしがたいが、埋上や検出状況等から中世以前の可能性が強い。

溝28(第160・161図）

5区西端の48E-G区にかけてほぼ南北方向に位置する。溝の南端は二股に分かれたような状態で調

査区境で細くなりほぼ終了している。溝の中央付近から北側は溝幅がl.Omほど広くなり、北端は調査

区外に延びている。規模は検出長25.0m、輻4.0-5.0m、深さ60cmである。断面は肩口から緩やかな傾

斜で下がり、下半ではU字形もしくは逆台形を呈す。低面は流水で扶れたように凹凸がある。埋土は

中央付近の断面観察では 2層に分層可能で、第 1層も明瞭な分層はできないが上下層で若干異なる。

溝底部レベルは北端が海抜40cm、中間付近が30cm、南端が45cmと中間付近がやや高い状況をなしてお

り、調在区間では溝の流走方向は不明瞭である。

遺物はコンテナ 5箱にのぼる多量の遺物が出土している。大半が備前焼の各器種と瓦が占めている。

その他では土鍋、土師質の椀．杯•皿や東播系の鉢等である。時期は埋土や出土遺物の器形特徴等か

ら室町時代(15世紀代）を中心とするものと考えられる。 （山磨）

(2.5Y6/3)粘質土
1. にぶい黄色 /4)粘質土
2. 黄褐色 (2.5Y5

..、、,,,,,,,,1////2グ‘“”

゜
2m 

c一国）― -0-

゜C30 
鳳

口
W38 

5cm 霊
C33 

W39 
同出土遺物く 1〉

5cm 

第160図溝28断面、
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第3章発掘調査の概要
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第161図溝28出土遺物く 2〉
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第 2節岩間上調査区

(4)貝塚

貝塚 1 (第162-170図、図版27-29)

位誼と範囲

2区、 72・73K・L区、古代末～中世の河道 lの埋没過程で形成された貝塚である。岩間上調査区に

72K十

も‘・
|

|

＼

＼

-

.f 

急

72L 
W+5m ＋ 

゜
5m 

--二!

第162図貝塚 1平面 (1/80) (網目貝の範囲）
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第 3章発掘調査の概要

検出の貝塚3基のうち最上流部に位置する。貝塚は河道の左岸側の肩口より2.0mほど内側から、河道

中央に向かって細長く形成されている。貝廃棄の方向と堆積は、詳細には後述するように流路の変更

と河道の士砂の堆積状況から貝塚の中央付近までは東側から西側の低位部に向かって、先端部では南

側に向かって行われている。貝層上面には、人頭大から一辺10cmほどの石材が散在し、これらに滉じ

るように上師質椀の完形品が点在して出土している。貝塚の最終堆積の範囲は南北16.0m、東西最大幅

4.3m、最大厚さ70cmである。

貝塚形成前の状況

貝塚 1は、河道の埋没がかなり進んだ段階に形成されている。貝塚の東側肩口は貝塚の形成前には、

少なくとも河道の肩口と同程度の海抜I.Om付近まですでに埋没していたと考えられる。後述する貝塚

堆積前の石組み護岸施設が機能していた時点では、北側の護岸と東側の肩部の間がL状に窪み、河道

が北から南に向かって蛇行しながら流れていたものと考えられる。その後の流路の変更により護岸等

の施設が機能しなくなった後に、椀状に窪んだ地形に北側の河道肩口に近い付近より西側の窪地に向

かって、徐々に貝等が廃乗されて、最終的に南北16.0m、東西4.0mを越す規模の貝塚の形成となった

ものと考えられる。貝層除去後の北端の石組み護岸施設付近には、他にも石材がかなり散在しおり数

段の石組みが設置されていた可能性が強い。

また前述のL字状に大きくカーブする溝16については、埋土中に貝の堆積が認められることから、

貝塚の形成時もしく tょ形成途中で掘削されたものである。溝16の掘削は恐らく河道 1の流路の変更に

より護岸付近の排水が悪くなり、護岸等の施設が機能しなくなる前後に新たに排水用の水路として設

けられたと考えられる。

なお、溝16は同一場所の下層で検出した井戸 lとの関連を持つ排水路の可能性も考えられる。

堆積と断面

貝塚の土層観察用の畦は、当初貝塚 1の存在を確認した南北方向のトレンチと貝の廃棄の方向に沿

い北東から南西方向に設定した 3本の合計 4本で行った。貝塚の形成前の状況は、断面図Aラインの

10-13層、同Bラインの 26層、同Cラインの32層までの各層が河道内にすでに堆積している。 Aライ

ン10層上面、 Bライン26層上面は、貝層の堆積前にはすでに河道の肩口と同程度まで埋没している状

況である。堆積前の微地形は西側並びに南側に向かって傾斜をなしており、特に西側ではかなりの急

傾斜をなし、最大90cm程の高低差が認められる。この斜面部に向かって継続し鹿棄されている。

貝の堆積は中央付近での堆積が最も厚く、 Bラインでは23層で厚さ70cmを測る。 Aラインでは貝層

の最大厚さ40cm強を測る。 Aラインではレンズ状の堆積を呈し、西に向かって徐々に薄くなる。第 4

層の貝層下部の 5-7層は、礫を含む砂層で石組み護岸等が崩壊し埋没したものと考えられる。下層

堆積の状況等から石組み等の護岸施設が機能しなくなった以降の貝層の堆積である。 ~Bラインの堆

積層のいずれも貝層は、間層を挟まない単一貝層である。また、貝層上面には数層の粘質土もしくは

粘質微砂層の堆積が認められる。これらの堆積層は河道の最終の堆積層と想定される土層で、貝層の

形成が河道の埋没過程の終末に近い途中で形成された状況を示している。

石組護岸施設

貝塚 1の北端にて貝堆積層の除去後に石列と石段状の配石を検出した。石段の一部は、貝塚上面の

検出時に北端の貝層の及ばない付近ですでに検出していた。石列は河道の埋没途中に河道の肩口より

5.0mほど内よりに、北東から南西方向に全長3.5m検出した。石列は一辺最大60cm、平均50cm程の大
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第 2節岩間上調査区

きさの石材を用いてほぼ一直線に一段配列している。石列上面の海抜高は60-70cm前後を測る。この

石列の東端に取り付くように、北側の河道肩口付近より緩<s字状に一辺35-60cm程度の 5個の石材

を等間隔に配石し石段を設けている。高さは河道の肩口付近で海抜1.2m、北側 3個の配石で、海抜l.Om

前後で高低差がほとんどなく、 4番目で海抜90cm、南端の配石が海抜65cmを測る。河道肩口からは55

72K十

ゃ
||~\_ 

効

＞’ 

¢/ 
72L 
W+sm ＋ 

。
5m 

第163図貝塚 1平面＜貝除去後〉 (I/80) (網目石段）
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第 3章発掘調査の概要
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第3章発掘調査の概要
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第168図貝塚 1出土遺物く 4〉

種が多い。調整は簡略化されたものが大半で、外面は口縁部横ナデ、体部が指頭圧痕であるものが多

い。外面圧痕は、口縁部まで施したもの739もある。出土数は少ないが高台部を持たない748-751は、

胎土、色調や外面体部に施す圧痕調整も高台付と同じである。土師器杯類では、口径11.0-12.lcm、高

さ2.5-3.0cm程度のやや小形のものが多い。 765は、口径に対しやや深い形態である。小皿類は、口径
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第 2節 岩間上調査区

7.0-8.4cm、高さl.5-l.9crnである。底部調整は、大半が回転ヘラ切り後に板目圧痕であるが、 766は、

糸切り調整である。

大形の炊事用具としては鼈、土鍋、羽釜の類がある。土鍋は、口縁部がく字に外反する器種と外反

後に上方に立ち上がる器種がある。体部外面に煤が付着し黒色を呈しものが多い。 774は、外面取手付

で穿孔がある。

須恵系の遺物には、備前焼、亀山焼、東播系須恵器が出土している。備前焼には、播鉢が比較的多

く、 789-791• 793は、貝層から， 792• 794は貝層の上面からの出士である。 779は灰色を呈す須恵質の

甕、 783• 784は、須恵質の椀， 778は小皿で、いずれも備前焼と考えられる。 777は、底部外面に格子

目のタタキを施し、やや瓦質の焼成で亀山焼である。東播系の須恵器では、鉢780-788が顕著である。
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第169図 貝塚 1出土遺物く 5〉
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第170図貝塚 1出土遺物く 6〉

外面底部に糸切りの痕跡が残り、片口が残存するものもある。

輸人陶磁器では、いずれも中国製で大半が青磁、白磁である。他に黒釉陶器（天目）が 1点出土し

ている。白磁は壺．椀• 皿•小形壺の器種等である。椀類は、口縁端部が玉縁のものと外反する器種

がある。壺so2~so4は、四耳壺の一部と見られ、底部片には「日乗房？」の墨書がある。 798は、小形
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第2節岩間上調査区

壺の底部と見られる。青磁は椀.fillの器種があるいずれも龍泉窯系の青磁である。 805は、体部内面に

劃花文を施している。 806• 807は、いずれも体部外面に鏑連弁文が施している。

その他、土器以外では瓦が出上している。 810は、やや古相の軒丸瓦で瓦当面が良好に遺存している。

平瓦では上面に布目、下面に格子タタキを施している。木器では、櫛W40• 41• 42、卒塔婆W44• 45、

曲物容器の板底W47、編み具W46、両端に扶り加工の棒状製品W43が出土している。石製品では砥石

S27と石鍋の底部細片 S29が出土している。鉄器では、貝塚の貝の選別中に検出した釘•刀子等の細

片が多い。古銭M31は宋銭の元祐通宝であろう。

貝塚の形成された時期は、土師質椀の口径の縮小や内外面 lo 
の調整の簡略化、備前焼揺鉢の器形特徴等から13世紀後半か

ら14世紀代に形成されたと考えられる。 （山磨）

貝塚2 (第171-174図、図版35)

溝18の東約17mの位置に検出した。河道の左岸側の岸辺に

位置する。岸から川底に向けて貝殻が堆積するが、貝塚の端

部は川底までには到っていない。貝殻の堆積する範囲を平面

的に見れば、隅丸長方形と言った形状を呈している。貝塚の

最大長は780cmを測る。幅は、最小で340cm、最大で510cmを

測る。貝殻の最も厚く堆積する部分で、 55cmを測る。貝塚の

堆積する方向は、河道の流れる方向が東から西であるため、

それに直行する方向の北から南に向けて延びている。貝塚の

主体を成す貝はハイガイであり、ハイガイのみの貝塚とも思
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第173図貝塚 2出土遺物く 2〉

えるほどに全体に占める割合は大きい。次に多い貝は、シジミである。それも全体量の数％あるなし

の量である。その他には、カキ、ヘナタリ等の巻き貝の類がみられる。貝塚の形成過程を見ると、断

面図 7層の貝層が造られる。それも、分層できないことからすれば短時間に形成されたと考えられる。

この南北に長く形成された貝層の東肩部、西肩部に数度に分けて貝殻が廃棄される。最終段階は、第

4層の貝層がほぼ全体を覆うように形成される。この第 4層の貝層であるが、この層もハイガイであ

るが、完全な形をした物は皆無と言った状態である。そのほとんどは、数mm大に破砕された物である。

他の貝層にも破砕されたハイガイの貝殻は見られるものの、この層は、ほとんど破砕されたハイガイ

の貝殻で形成されていた。貝塚の底面は、海抜 0-10cmである。

遺物としては、土師質椀、須恵質甕、上鍋、銅銭、鉄釘、木製品などが出土している。 814から826

は、土師質椀である。ただし、 825・826は、高台のつかない種類である。 814は、これらの中にあって

高台が比較的しっかりとした種類の物である。外面の上半はヨコナデ、下半は指などによる押さえが
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第174図貝塚 2出土遺物く 3〉

見られる。 816・818は、これに近い形状を呈している。 815は、製作技法はほとんど同じであるが、ロ

径、器高共に小さくなり、高台もほとんど痕跡的に貼り付けられている。 817・819-822は、 815に比

べて高台が少し明確な輪郭を見せるものである。 827-836は、皿である。 832は、瓦質で、その他は土

師質である。 839は、瓦質土器で、三足羽釜である。 840は、須恵質の甕で、外面に格子目のタタキが

施される。 841は、瓦質の甕で、同じく格子目のタタキが施される。 842も、須恵質の甕である。この

3点は亀山焼と考えられる。 843は、鉢で、口縁端部外面に少しの膨らみを持ち、全体に灰色であるが、

その部分のみが黒く発色している。東播系の土器と考えられる。 M61は、細長い板状の銅板を巻いた

ものである。 M62-87は、鉄釘である。 W48は、

櫛， W49は、椀、 W50は、賽子、 W51・52は、箸で

ある。 S29は、石鍋である。貝塚 2の時期は、土

師質椀から14世紀初頭から前半の頃に形成された

と考えられる。

貝塚 3 (第175~181図、図版36)

貝塚 2の東約 6mの位置に検出した。この貝塚

も貝塚 1と同様に、河道左岸の岸辺に形成されて

いる。貝の堆積は、岸から川底に向けて貝殻が堆

積する。貝塚の平面形を見ると岸辺から川底に向

けて大きく膨らむ状況を呈している。貝塚の最大

長は、 990cmを測る。幅は、北端の肩部で310cm、

南端の最も広がる部分で740cmを測る。貝層の最

も厚い部分で55cmを測る。貝塚を形成する貝の構

成は、その主体がハイガイであること、出土する

貝の種類、比率共に貝塚 2とほとんど同じである。

I'"' 
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第175図貝塚 3平面 (I/150) 
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第 3章発掘調査の概要
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第177図貝塚3出土遺物〈 1〉

ある。 863の底面には箆起こしの痕跡が見られる。 871は、土鍋である。外面にはハケ目と指頭圧痕が

見られる。 872-876は甕である。 873は、格子目のタタキ、 874は、平行タタキの施されるものであり、

亀山焼きの可能性がある。 875は、格子目のタタキ、 876は、平行タタキの施されるもので、亀山焼き

と考えられる。 877は、須恵質壺の胴部下半である。 878は須恵質鉢で、東播系の物である。 879は、瓦

質の鉢である。 880は、瓦質の羽釜で、口縁部は直立する。内面は、全体にハケメによる調整が見られ

る。 88_1は、瓦質の三足羽釜である。口縁部は、少し内傾する。 882は、土師質の三足羽釜である。ロ

縁部の立ち上がりは低い。 C38,..,,43は、土錘である。 883-886は、青磁の小皿である。 885・886の底

部内面にはカキメによる文様が施されている。 887,..,,890は、青磁の碗である。 887,..,,889は、外面に鏑

蓮弁文見られる。また、 889の内面底部には、花文が施される。 890も青磁碗である。 887,..,,889の体部

は、高台付近から直線的であるのに対して、 890は、底部に少しの膨らみを持っている。口縁端部は、
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第 3章発掘調査の概要

何れも丸く収められている。 891は、平瓦である。厚さ約14mmを測り、裏面に格子のタタキが施され

る。 W53・54は、箸である。 W55・56・58は、加工木である。 W59は、毬状に加工された物である。

W60は、漆器である。 W61は、曲げ物の底板である。 W62は、舟を模した舟形である。 W63-65は、

櫛である。 S30は、硯である。陸の中央部分は使用によると考えられる窪みが見られる。材質は、粘

板岩である。 S31は、石鍋で、材質は滑石である。 M91-100は、鉄製の角釘である。 MlOl-103は、

方形の棒状の鉄製品である。 M104は、細長い板状の物で、少し湾曲している。機種不明の鉄製品であ

る。 M105は、鎚の可能性のある製品である。 M106も両端が欠損している。中程がやや太く、両端に

細くなる。 M107は、刀子で柄の部分に木質が残存している。貝塚 3は、貝塚 2より新しいと考えられ、

14世紀前半から後半に掛けての時期に形成されたと考えられる。 （井上）
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第 2節岩間上調査区
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第 3章発掘調査の概要
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第181図貝塚 3出土遺物く 5〉

(5)河道

河道 1 (第182図、図版26-34)

概要 岩間上調査区のうち西側の大半を占める遺構である。検出総延長210m強、幅約30m、深さ2.0

-2.Sm前後の旧河道で中世後半期には完全に埋没している。当初計画では、 1995年度内に米田遺跡岩

間調査区の全ての調査を終了の予定で、調査範囲の西端部であった地区を旧 1区 (2区）と地区設定

ニーー 区

第182図河道 1位置 (1/1,500) 
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第 2節岩間上調査区

し調査に着手した。しかし、確認調査では未検出であった河道が西半地区の大半を占めて、さらに上

流部にも延びていることが判明した。このため同年度の調査工程を若干手直しし、河道の東側の 3区

及び新たに判明した上流部 1区（旧 4区）については次年度の調査と変更した。したがって、発掘調

査中の調査区の設定は変則的でやや細切れの調査となったことは否めない。河道 1は調査区名では、

2区・ 4区の一部 (1995年度）・ 3区・ 1区 (1996年度）の順に調査を行った。河道内では、橋梁 1箇

所、井戸 3基，杭列、貝塚3箇所、石組み護岸、溝18本を河道底と埋没途中や埋没後の上面で検出し

ている。

なお、河道 1出土の膨大な量の遺物の整理（コンテナ300箱）については、各調査区ごとに上層と下

層遺物とに大別して掲載している。記述についても同一河道であるが便宜的に上流部 (1区）より調

査区ごとに説明を加えている。 （山磨）

1区（第183-192図、図版31)

この調査区の最上流部に当たる。調査範囲のほとんどは、河道によって占められている。西端部で

は南からの丘陵が張り出しており、西から東に流れるこの河道もその影響を受けて、丘陵の先端部に

突き当たると流を変えて少し北に振り、北北東に流れて行く。この丘陵の端部が、河道の右岸の一部

を形成している。その部分においては、岩盤が露呈している所も見受けられた。また、調査範囲の東

端においては、東側に接する調在範囲において検出されている微高地に続く部分が、左岸の一部とし

て検出されている。しかし、調査範囲内においては、左岸と右岸が対面する部分がないため、この河
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4. 暗灰色粘質土

5. 暗灰褐色粘質土

6. 灰色粘質士

7. 黄褐色と青灰色の砂質土（植物遺体少し含む）

8. 黄褐色微砂と暗青灰色粘士の互層

9. 淡灰色粘±

10. 明灰色細砂

11. 淡青灰色粘上

12. 暗灰色粘土

第183図 河道 1断面く 1〉 (1/80) 
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第3章発掘調査の概要

道の正確な幅については、計測することは出来なかった。河道は、ほとんどが粘土、もしくは粘質土

で埋まるものであるが、一部に砂と粘土が互層に堆積する層も見られた。この区における河道の底面

の標高は、おおよそー 2mである。

出土した遺物は大変多く、種類も色々とある。士師質時、瓦器、陶器、磁器、鉄製品、木製品など

がある。 892-916は、河道の底部とそれに近い位置から出土した土師質椀である。 916のみが極端に小

さい。 892は、内面に入念なヘラミガキ、外面にもヘラミガキ調整の施されるものである。 893・895、
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第 2節岩間上調査区

896• 900·901• 902 も同様である。 894• 897は、外面にヘラミガキ調整も見られるが、一部に指押さ

えの痕跡を残すものである。 903は、内外面のヘラミガキが少し雑なものである。内面には、板状工具

によるナデの痕跡が僅かながら見られる。 904• 905も同様であるが、外面に指押さえの痕跡が見られ

る。また、 904には、底部外面にはヘラ描きの記号が見られる。 907-915は、内面の調整にナデ、もし

くは板状工具によるものである。外面も、上半がナデ、下半が指押さえによる調整が見られる。 915の

底部裏面には墨書が見られる。 916は、内面に入念なヘラミガキが施される。 917-944は、土師質皿で

ある。 943は、底部中央に穿孔が施される。 945は、土鍋である。内外面ハケメ調整が施される。 C44

は、上錘である。 946• 947は、須恵質碗で、底面に糸切りが見られるもので、備前焼である。 948・

949は、須恵質鉢である。体部は、直線的で、口縁部においても同じ器壁の厚さで、片口が見られる。

950は、瓦器の小1IIlである。 951.....,956は、瓦器椀である。 951は、体部の内外面は丁寧な横方向のヘラ
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ミガキ、内面底部にも一部ヘラミガキが施される。 952は、内面底部以外に丁寧なヘラミガキ、外面は

上半はヘラミガキ、下半は指押さえによる調整が施される。 953からは、ヘラミガキは内面のみとなり

それも少し雑となる。 957は、白磁の小皿である。 958は、白磁碗で、口縁部が玉縁に造られる。 959・

960は、白磁碗の高台部分である。

961-976は、河道の上層から出土した上師質椀と、土師質皿の類である。 961・963は、内面の調整
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に板状のエ具を使用するものである。外面は、上半はナデ、下半は指押さえによる調整が成される。 962•

964-966は、内面はナデ、外面はヨコナデと指押さえによる調整が成されている。 967は、高台が痕

跡的に貼り付けられるものである。上層から出土した土師質椀は、下層に比べて全体的に小形化する

傾向が見られ、 967は更に小さくなる。 MlOS-111は、古銭である。「熙寧元賓」、「至道元賓」、「寛永

通賓Jである。「寛永通賓」は、河道の上層、もしくは、上面からの出土である。 M112は鉄斧、 Ml13 

は鉄釘である。 M114は鉄鏃、 M115は刀であり、河道の下層からの出土である。 977,.._,981は、土鍋で

ある。何れも口縁部は斜め上方に開きながら立ち上がるものである。内面は、全体にハケメ調整が成

される。 983・984は鼈である。 985-987は、須恵質碗で、備前焼である。 989-991は、須恵質鉢で、

東播系のものである。 1000は、瓦質の羽釜で上面からの出土である。木製品は、櫛、玉、曲げ物底板、

漆器、卒塔婆などが出土している。河道の時期としては、 11世紀の中頃には流れており、近世初頭に

は完全に埋没していたと推定される。 （井上）

2区（第193-203図、図版37)

1995年度の 7月に最初に調査に着手した地区である。 2区は河道 1の中間部に位管し、この調査区

の掘り下げにより大規模な河道の存在が確認された。調査区北端に検出した左岸肩部は中央付近が若

干北に膨らむものの、ほぼ直線的に東西方向に向いている。南側肩部はこの調査区では未検出である。

総検出長45m、最大幅23m、最大深さ2.0mである。

調査区中央付近の上層断面の観察では、粘質土と砂層が互層をなす堆積土層を24層確認している。

河道法面は、肩部よりやや急傾斜をなし、 4.6m内側の検出面より深さ1.3m付近で、河道底面がさらに

一段と深くなっている。底面は平滑で南に向かって緩やかな傾斜をなしている。河道底の海抜は一
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第 3章発掘調査の概要
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第195図河道 1(2区）出土遺物く 2〉

1.2mを測る。堆積断面の南端付近に 2カ所認められる帯状の第 5層（灰白色砂層）はいずれも南側が

若干上向きの堆積状況をなしており、ほぼこの付近が河道の中央付近と考えられる。

調査区中央やや東よりに南北に検出した貝塚 1は、前述の如く貝塚東側がほぼ河道の肩口と同程度

に埋没した段階以降に形成された貝塚である。貝塚 lと河道 1の土層断面の観察では、貝塚堆積層下

部は河道断面の第 7層の青白色砂暦上面に該当する土層と考えられる。貝塚 l周辺では貝塚形成前の

護岸状の石列と貝殻の堆積した溝16と肩部で井戸 lを検出している。

この他、河道 1中央付近の底面で規則性は認められないが河道の流走方向を仕切るように直径 5cm 

前後の杭を15本ほど検出している。

出土遺物

2 区河道内からは、土師質椀（早島式土器）．杯•小11I1 ・鍋・鼈、瓦器椀・ 1]]l、青磁、青白磁、白磁、

施釉陶器、備前焼、亀山焼、東播系須恵器、瓦等の多量の土器、陶磁器等の他に木器、鉄器、獣骨、

魚骨、種子、鉄滓等の多種多彩な遺物が出土している；

当調査区では、上面の調査終了後に遺物の少なかった上層の粘質土層（第 3層付近まで）を重機に

より掘削を行っている。このため上層付近の堆積等の充分な把握ができていない。また、河道内の埋
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第196図河道 1(2区）出土遺物 (3〉

1044 

没の過程が一様でなく場所により異なるため層位的な詳細な把握が充分とはいえない面がある。した

がって出土遺物については、貝塚 1堆積層の出上遺物と河道 1内を大きく 2分し、最下層とそれ以外

の土層とに分類し説明を加えている。
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第 3章発掘調査の概要

最下層出士遺物

河道断面2の第14層の最下層を中心に河道底出土の遺物を取り上げている。土器類の中で多く占め

る早島式土器と呼称されている土師質椀1017-1020では、口径14.5-14.8cm、深さ5.5-5.8cmを測る。

口径に比較して器高が若干高く形状が深椀状をなし、内外面ともナデ調整の上に横方向のきめの細か

いヘラミガキの調整を施している。土師器の杯類1023-1026では、口径15cm強のものが多く、深さ
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第199図河道 1(2区）出土遺物く 6〉

3.5cmと大形のものが多い。底部はヘラキリ後に板目押圧である。小皿は口縁部をつまみ出し外反し

ている。 1014• 1015の皿状の器種は、いずれもやや丸底気味の器形で指頭圧痕が顕著でやや薄手であ

る。鍋類は、基本的にはく字形に外反する口縁部に内外面ともにハケメ調整を施している。体部外面

に煤が付着したものが多い。 1028は長胴化の傾向がある。黒色土器1012・1013は、いずれも古相で河

道以前の可能性が強い。

この他、最下層中には弥生士器、古式土師器等もかなり混人している。これらの士器は、いずれも

表面がかなり摩滅しており上流部から流入したものと考えられる。

須恵器系の遺物については、椀、皿、甕、壺、鉢等の器種がある。皿1033、椀1035• 1036は備前焼、

椀1034は東播系須恵器と見られる。いずれも底部は糸切りである。 1037は亀山焼、片口鉢1138は底部

糸切りである。

瓦器椀1043• 1044はやや深めの椀状をなし、内外面ともに丁寧なヘラミガキを施し、口縁部内面に

1本の沈線を施す。楠薬型の瓦器と見られる。輸入陶磁器では、口縁部に玉縁をなすやや小振りの白

磁椀が出土している。

出土遺物の年代は土師器椀の編年にもとづけば12世紀代の前半、河道の機能開始時期は11世紀代に

さかのぼる可能性も考えられる。

下層出土遺物

1区断面の第11層の砂層付近までの中間層の遺物が中心となる。 1区では上層部の 3層付近までの

堆積上は重機で排土しているため、上層部の遺物は明確に確認していないが中央の貝塚 lの堆積時以

降の遺物も取り上げている。

土師質椀1047-1049は、最下層と比較し口径14.5cmほどで、若千口径が小さい傾向にある。磨き調

整の見られない個体1050も出土している。 1051・1052は貝塚の西側堆積層で、貝塚の形成以降の埋土

で河道埋土では上層部に該当する遺物である。小形化しており、口径ll.4-ll.6cmを測る。杯1063は

中層で口径15.0cmである。 1062• 1 064・-1 065は貝塚西の上層堆積で、小形化と体部の立ち上がりが強

くなる。皿1058が貝塚西の上層堆積で、口縁部の内湾するものである。底部の調整は基本的には回転
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第 3章発掘調査の概要
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第203図河道 1(2区）出土遺物く10〉

ヘラキリ後に板目押圧である。鼈1074は、中層付近出土で唯一全体が復元可能である。取手付鍋1070

は河道上面出土でやや後出であろう。

須恵系遺物では、椀、壺、鉢の器種がある。底部糸切りの備前焼の椀1071,..,,1077は、最下層の土器

と比較して口径、器高ではほとんど変化がないが、 1073では底部の削り出しがほとんどなくなり、ロ

径に対し器高が若干低くなる。 1078• 1079は須恵質の壺， 1081・1082は須恵質の鉢で前者は東播系と見

られる。

1 083,..,, 1 085は瓦器で、 1084は内外面とも細かいミガキを施し、口縁端部内面に沈線を施しており畿

内産の楠菓型である。

1088,..,,1113は輸入陶磁器である。出土層位は中層から下層が大半で貝塚形成以降では1083・1101・

-166-



第 2節岩間上調査区

1106程度である。いずれも中国製の白磁、青磁、青白磁である。

白磁は大半が無文であるが， 1094-1097は内面に櫛目文， 1092は外面に櫛目文を施している。皿1088

-1090、椀1091-1104、壺1105が出土している。椀は口縁端部が直立もしくは若干内湾気味のものと

大きく外反するもの及び玉縁をなすものとに大別される。削り出し高台は扁平なものと直線的に高い

もの、中間的なもの等がある。なお、 l096・l 097は底部に墨書の文字「いぬ」と「X」印がある。

青磁は椀と皿が出土している。 1107は内面に片彫りの花文、外面に櫛描目文を施す同安窯系の椀で

ある。 1109-1112は釉薬壺でこのうち1110は四耳壺である。 1109の壺口縁部は灰オリープ色の色調の

褐釉である。 1113は合子の蓋で頂部に花文を施している。輸入陶磁器は12世紀代から13世紀代に生産

されたもので白磁が青磁に比較し出土量が秀でている。

その他、軒丸瓦1114が中層から出土している。 1086・1087の備前焼揺鉢は後出のもので河道埋没以

降であろう。

河道 1下層の下限の年代は、士師質椀の編年に甚づけば12世紀末頃が考えられる。河道上層は貝塚

1の形成以降の堆積層に相当し、 14世紀代を中心とする時期が考えられる。河道 1は、 14世紀後半代、

遅くとも15世紀代には河道の大半が埋没して機能が失われていたと考えられる。

木製品も各種多様に出士している。 W86• 87は陽物形、 W88• 89 ・ 116は曲物の底板、 W90• 97は鋤

先か、 W91-95• 115は札、卒塔婆か、 W107は編み具、 Wl05• 106は毬打の毬か、 W109は箸状のもの、

Wll0-114は横櫛、 W118は木槌、その他に加工材等が出土している。

鉄器には釘と見られるM120• 121・122・123、板状のものMl26• 127が出土している。 M119は板状

の銅製品。銅銭M116は延喜通宝（初鋳907年）で河道東端の肩口最下層から出土している。この他に

土錘C45-57、石器S32-36が出土している。

さらに、獣骨、魚骨等、鉄滓、フィゴの羽口、各種の種子等も出土している。これらの遺物につい

ての鑑定や同定については付載に報告文いただいている。 （山磨）

3 区（第204~222図、図版34)

北北東方向に流れていた河道が、この部分で流れる方向を変えて南南西方向に流れて行く。検出し

た河道の岸は、左岸のみである。河道の北側には、微高地が存在するものの、調査範囲内にはその他

の遺構は検出されなかった。河道も左岸の岸から、底部に向けての傾斜部の調査がほとんどである。

そのため、河道の最深部の調査は、一部分に止まっている。その最深部と考えられる部分の標高は、

おおよそー 2mである。

この調査範囲においても出土した遺物は、多く種類も様々である。椀、皿、鍋、竃、壺、甕、鉢、

瓦、古銭、鉄製品、木製品等がある。 1115-1133は、河道の下層、もしくは底面から出土した土師質

椀である。 1115は、底部裏面に墨書が見られる。 1116は、内外面に僅かにヘラミガキが認められ、底

部裏面に「十」の墨書が見られる。 1117・1118は、「奉」と読める墨書が見られる。 1119は、平仮名の

「と」と読める墨書が見られる。 1120も墨書が認められるが、解読できない。 1121-1123は、内外面

にやや雑ではあるがヘラミガキ調整が見られる。 1124-1130は、内面に板状工具による調整の認めら

れるものである。外面は、上半はヨコナデ、下半は指押さえの見られるものである。 1134-1156は、

河道の下層から出土したJIILである。皿の底面には、回転ヘラ切りの見られるものと、板目の痕跡の見

られるものがある。 1160・1161は、寵である。罐は、正面から見ると、長方形であり、焚き口もその

様に造られる。外面には輪積みの痕跡が、• 内面にはハケメが見られる。 CSS-69は、細長い土錘であ
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第 2節岩間上調査区

る。 C70も土錘であるが、形状は球形を呈しており、外面には一本の溝がある。 C71• 72は、羽口で

ある。 1162-1180は、須恵質碗で、備前焼である。河道の下層および底部からの出土品である。底部

裏面は、平坦で、糸切りが見られる。体部は、緩やかに湾曲しながら立ち上がり、端部は丸く収めら

れる。 1179には「かな」と読める墨書が見られる。 1181-1185は、須恵質皿である。何れも底部は糸

切りである。 1186・1187・1189は、胴部外面に平行、もしくは格子のタタキの施される甕であり、亀

山焼と考えられるものである 。 1188• 1190-11 93は、須恵質の甕である。胴部外面には、格子もしく

は平行タタキが施される。 1194は、須恵質鉢で、片口に造られる。 1195-1197• 1199・1200、は、須

恵質鉢で東播系と考えられる。 1201は、須恵質鉢で、片口と高台が付く。 1203-1208は、瓦器椀であ

る。 1203• 1204・1205は、内面ヘラミガキ、外面ヘラミガキと指押さえによる調整が見られる。 1206

は、内外面共に丁寧なヘラミガキ調整が成される。底部外面には、墨が付着する。 1207は、内面ヘラ

1199 

1194 

1200 

第209図河道1(3区）出土遺物く 5〉
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第 3章発掘調査の概要
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第 2節 岩間上調査区

ミガキ、外面指押さえ調整が施される。 1209

は、瓦器小fillである。 M128-M142は、河道

の上面、もしくは上層から出土した銅銭であ

る。「永楽通賓」「天福通賓」「開元通賓」「皇

宋通賓」「祥符元賓」「景祐元賓」「元符通賓」

「元祐通賓」 I元豊通賓」「熙寧元賓」「宋通

元賓」等である。 B1は、弓明と考えられる

もので、材質は鹿骨と推定される。 1210-

1221は、白磁である。 1210は、口縁端部が丸

く収められるものである。 1211は、口縁端部

が細く外に引き出されるもので、上面に少し

平面を持ち、高台は高く削り出される。 1215・

てニビ望
1305 

1306 

第217図 河道 1(3区）
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第 3章発掘調査の概要

1216は、口縁部が玉縁に造られるである。 1222-1224は、青磁である。 1223は、外面に鏑蓮弁の見ら

れるもの、 1224は、クシガキの文様が見られるものである。 1226は、軒平瓦である。 1227は、丸瓦で

釘穴が見られる。ー1229は、丸瓦で、外面E格子のタタキが見られる。 1230-1244は、河道の上層から

出土した土師質椀である。 1240-1242は、器形が小形化し高台は痕跡的に付けられるものでる。 1243•

1244は、形成は前記と同じであるが、高台が付かない。 1261-1266は、土鍋である。内面外面共にハ

ケメ調整が成される。 1261は、三本の足が付く。 1267は、須恵質碗で、備前焼と考えられるものであ

る。 1268は、亀山焼きの壺である。 1274-1276•1278は、須恵質鉢で東播系のものである。 1284-1287

は、瓦器椀である。内面は、ヘラミガキ、外面に指押さえが見られる。 1303は、天目茶碗である。木

製品は、櫛、漆器、箸、匙、宝珠形、下駄などがある。鉄製品として、轡が一式出土している。時期

としては、中世の初頭に始まり、―終末には機能していないと考えられる。 （井上）
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第 2節岩間上調査区
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第 2節岩間上調査区
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(6)橋梁

橋梁 1 (第223図、図版25)

1区に検出した。河道に直行するため、南北方向に橋脚の杭列を検出した。河道のこの部分は、調

脊区の北端は、岸に近いが、南端は河道の最も深い部分に相当する場所である。杭は、河道の上層を

掘り下げ中から検出していた。 3本ないし 4本を一つの単位とし点々と列を成す状況である。単位ご

との間隔は、 3m前後の間隔を置くものである。掘り下げる過程に於いて、橋脚 1本 1本についての

堀方は、当然のこととして見られなかった。また、石敷き等橋脚を保護、補強するものも見られなかっ

た。橋脚の柱は、その下端部を先細りに削り太い杭に仕上げている。このことは、橋脚は、河道の中

に打ち込み、川底の土層に支持されることにより橋脚としての強度を維持したものと考えられる。橋

脚の位置には、数本の柱が見られるが、それを単位として脚としたものか、 1本を脚としたものかに

ついては、調査においては確認できなかった。

断面図であるが、断面図の実線が河道の底部であり、斜線の入った部分はその甚盤である。この図

に見られるように、橋脚の杭は河道の最も古い河底に届いていないものがある。届いていても深くて

1 m程度打ち抜くものである。これでは、橋脚を維持することは不可能であることを考えれば、河道

-185-



第 3章発掘調査の概要

の初期の段階に造られた可能性はないと考える。また、溝10の断面図に見られる木質は、この橋脚で

あり溝が新しく、中世末には橋として機能していなかった。橋脚が造られた時期として最も可能性が

高いのは、貝塚が形成された頃と考えられる。そのころの川底の標高は Om前後である。断面図Bラ

インからすれば、杭も 2m前後打ち込まれることになり、橋脚としての強度も一応保てるのではと推

測される。そのことから、橋脚は、 14世紀を中心とする時期に機能していたと考えられる。 （井上）
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第 2節岩間上調査区

4 小結

米田遺跡岩間調査区の調査の経緯と上調査区の調査概要を前節にて述べた。本項ではこれらの要約

と今後の問題点、課題と若干の考察を含めて小結としておきたい。

契機 百間川米田付近は、 1976年度に実施された第 1次確認調査においては遺跡は未確認であった。

その後、 1978-1981年度に実施された右岸用水路区や当麻丘陵部での調査で遺構が検出され、旧当麻

遺跡の範囲が徐々に拡大していった。さらに、 1983-1985年度に調査を実施した低水路にも微高地の

確認がなされて遺跡範囲の大幅な拡大を受けて遺跡名称の変更を行ってきた。（百間川米田遺跡 3)

上流部の今回調杏を行った岩間調査区付近は、低水路工事により既に幅60m程度が掘削され、右岸

側20m程の低水路未掘削区が神下橋から下流米田橋付近かけて残存している状況であった。この間の

未掘削区部分においても遺跡の有無の再確認の必要が課題となってきていた。このような状況のなか

で、 1990年度の広野樋門排水路の調査並びに低水路の確認調査となった次第である。

遺跡名称（呼称） 1989年度刊行の百間川米田遺跡 3において遺跡名称の変更に伴い、同じく大字米

田に所在する旧岩間遺跡も米田遺跡岩間調査区と呼称変更することが凡例に記載されている。

ところが、 1990年度の確認調査時には岩間遺跡と呼称して調査が実施されており、やや麒鮨をきた

していた。このため、今回の報告書において改めて遺跡名称を米田遺跡とし、調査区を岩間調査区と

呼称することを再確認しておきたい。

ただ今回の岩間調査区は上・下・広野樋門の各調査区を合わせると総延長660mに達する。また小字

名も大字米田の池ノ本、岩間、大字今谷の五の坪さらに大字神下の荒神田一部等にまたがり、調査区

を厳密に大字、小字名で区分すると遺構が細分され不具合を生じる状況であった。

したがって、当該調査区は既調査遺跡名である岩間遺跡の呼称を生かして調査区名として使用して、

なおかつ広野樋門調査区で上区と下区に大きく 2分した調査区の設定を行っている。

検出遺構岩間上調脊区は、総延長450m、幅24m、約10000吋強の調査の内約 1/2が古代末～中世

の河道 1が占めている。建物等の遺構は未検出であるが河道内から貝塚が複数検出されたことや多量

の出土土器、鉄滓などから河道縁辺部にはある程度まとまった村落が想定される。

検出遺構の大半を占める河道 1は、最大幅約30m、最大深さ2.5mを測りかなり大きな河道である。

この河道 1は、一端南側の調査区外に出て東進し、岩間の丘陵部裾から北側に屈曲北上し岩間下調査

区の橋脚遺構の存在する河道へ繋がるものと考えられる。河道は出土遺物等から中世後半期には完全

に埋没しているようである。ただ埋没過程での堆積は一様ではないようで、埋土上層では、流量の減

少と河道の縮小によりかなりの蛇行を生じていたようである。特に、 2区内の貝塚 1付近では、河道

1の埋没がかなり進んだ時点で河道流路が南北方向に向いたようである。この流れを防ぐために L字

状に石組み護岸が設けられたものと考えられる。さらに埋没が進行し護岸の機能が失われた時点で貝

塚lの形成が開始された状況である。

河道内には護岸施設以外に橋梁、杭列、井戸等が設けられている。 1区検出の橋梁遺構は南北両岸

がわづかに調査区外で未検出であるが、幅30m近い河幅一杯にかけられていたと推察され、橋梁の架

設遺構としてはかなりの規模を有している想定される。橋梁の位置は交通の要でもあり道路の復元や

集落の立地、構造等多方面の検討が可能となろう。

河道内に 3カ所に形成されていた貝塚は、いずれも河道左岸（北側）からの廃棄が行われており、
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第 3章発掘調査の概要

北側のあまり遠くない場所にある程度の集落が形成されていたことは確実であろう。いずれの貝塚も

河道 1が半ば以降埋没した段階で形成されたもので、ハイガイ、ヤマトシジミを主体とする貝で形成

されている。特に貝塚 lは全長16.0m、最大厚さ70cmもの貝層の堆積が認められ、かなり長期にわたる

大量の貝が投棄された様子が窺われた。

この他、河道 1埋没後の上面には河道位置を踏襲する様に、中世以降の東西方向に数条の溝を検出

している。最終的にはこの河道 l上面が近世以降近現代までの用水路として受け継がれている。

調査区東半部は、明瞭な遺構が希薄な地区で、河道が機能していた同時期の断定できる遺構は確認

されなかった。溝状の不定形な落ち込みが調査区全体に認められるが、いづれも自然の流路や微地形

の凹凸、水田の耕作痕跡等と考えられる落ち込みであった。 4・5区付近は水田城等集落周辺部であっ

た可能性が強い。

出土遺物岩間上調査区のみで貝殻を除いてコンテナ300箱以上にのぼる膨大な量である。このうち

大半が古代末～中世の河道 1内からの出土である。古代末から中世前半期のありとあらゆる出土遺物

が河道 1内に凝縮したようである。このうち、時期の変化が把握しやすい土師質椀を未掲載の土器を

含めて法量の比較を行って見ると、河道 1内の下層では口径13.0-16.lcm、器高4.1-6.3cm、このうち

内外面ヘラミガキ調整の器種では、口径13.8-16.0cm、器高4.8-6.lcmである。 12世紀初頭前後から下

限が当麻井戸3,助三畑井戸 4と同じ範疇に入る12世紀末の時期が考えられる。

上層では口径10.5-12.7cm、器高2.9-4.4cmと調整の省略と法量の縮小傾向が顕著で、無高台の椀も

出現している。山本編年m — 3·Nの範疇で13世紀後半代が中心で14世紀代が考えられる。貝塚もほ

ぼこの範疇であるが、口径が13cm台に入る器種が含まれるのと出土量のピークが若千異なる。

次に輸人陶磁器については、上調査区の河道内から総数1144点（復元後、小片まで）出土している。

その内訳は下層 (665点）では白磁が90%、（椀が大半で、 1Ill・壺がある、椀は Il・ill・N・V-1-

3・V-4・VI・VJI・VIII類がある。）青磁6% (主に同安窯系の椀、皿に龍泉窯系の椀が少し）、その

他4%である。上層（貝塚含む） (479点）では白磁61% (IX類追加）．、青磁33%(同安窯系、龍泉窯系

I・ill類有り）、その他 5%の比率である。ただ貝塚 3基のみ (204点）では、白磁40%、青磁51%、

その他 9%と青磁の比率が高くなる。

最後に河道内の出土土器類の器種構成を出土遺物の破片数量 (3・4区上層と下層）で比較してみ

ると、土師器椀が29-42%、杯、皿が25-41%、鍋等が12-25%、須恵器椀、 IlILが1-2%、鉢、甕

等が 3-5%、瓦器 5-14%、輸入陶磁器 1-2%である。このうち椀のみの比較では、土師器椀70%、

瓦器椀24%、須恵器椀 4%、輸入陶磁器椀2%である。ただ硬質の須恵器を、輪人陶磁器と単純に比

較できないが、加味しても比率順位の変動はないと考えられる。 、 （山磨）
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第 3節岩間下調査区

l 調査の概嬰

岩間下調査区は 40-20ライン、 X-Fライン間に位置し、岩間上調査区の東続きである。調査区東

端部には南の操山山塊から北方へ舌状に延びる低丘陵先端が位置する。この丘陵先端部は百間川改修

工事によりすでに削平されているが、本来は標高約17mで、丘陵西側は岩盤が露出する崖状を呈して

いた。その丘陵西側で、南西から北東方向へ流れる旧河道を検出した。層序的には造成土の下に現代

の水田耕作土があり、その直下が河道堆積土になる。この河道は岩間上調査区で検出された河道 1が

一旦南に下がった後、丘陵によって方向を転ぜられ、再び北上してきたものである。主な遺構は、河

道部分に集中し、奈良時代の道路、平安時代の堤防・埋立遺構、中世の橋梁など長さ40mを越える巨

大な遺構が軍なって検出された。この重なり部の通し断面を第225図に示した。第13層は奈良時代の道

路に伴う埋め土・盛士、第 9層が埋立遺構 1の埋め土、第 5層が橋梁 2に伴う埋め土であり、それら

の間に第 4・6-8・10-12層の河道自然堆積層が間層として確認される。便宜上、第12層を河道2、

第10・11層を埋立遺構施工直前の河道として河道3、第 8層を埋立遺構施工直後の河道として河道5、

第 7層から橋梁 2が機能停止するまでの堆積層を河道 6、第 4層上半部を中心とした橋梁 2機能停止

以後の堆積層を河道 7とする。岩間上調査区では、奈良時代と考えられる河道 2に相当する下がりは

検出されていないが、おそらく河道 1と重なった状態と推察される。

岩間下調査区の調査は上記のような大規模構造物の相次ぐ発見で調査期間の延長を余儀なくされた。

橋梁 2の様相が明らかになるにつれ、その重要性から土木学会や県の都市計画課による移築・ 切り取

区岩間下調査区 匿岩間上調査区 ［ロロ］概報告調査区

第224図．岩間下調査区位置 (1/4,000) 
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第 3章 発掘調査の概要

り保存の話が起こり、橋梁2の調査を約 1年間中断した。そのため、下層の遺構調査を部分的に先行

する結果となった。また、農繁期の降雨、満潮による増水で調査区が度々水没した。調査も終盤の平

成10年10月、台風10号は県下に甚大な被害をもたらした。旭川ダムの放流量は毎秒2500tを越え、旭

川放水路である百間川にも濁流が流入し、調査区をのみ込んだ。このため、埋立遺構の調査の一部を

断念せざるを得ない状況に陥ったが、出来る限りの調査を行い、同年11月調査を終了した。翌平成11

年度に岡山地方振興局都市計画課により橋梁 2は百間川河川敷内の緑地に移築復元された。

遺構説明の用語について若干触れたい。埋め土・盛土中にイネ科植物などの草本類や小枝の層が多

数確認されたが、これは大阪府狭山池の堤防でいわれる「敷葉工法」と同種のものと理解され、「敷

葉」の用語を使用している。その中で特に小枝が分厚く敷かれているものは「粗染」と記載する。ま

た、「むしろ」という用語はイネ科植物を簡単に編んだものという意味で使用し、厳密な意味での筵を

指すものではない。「柵」は「しがらみ」のことである。それから、橋梁2基礎施設に使用された石材

について、並べてあったり、石垣に積んであるものを「石組み」または「石積み」、平面的に単に広

がっているものを「石敷き」「捨て石」と表記する。また遺物では、古代末～中世に属す白色を呈する

土師質の椀に「早島式土器椀」の名称を一部で使用している。
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第225図 断面位置 (1/2,000)、柱状断面 (1/60)、通し断面（縦 1/60、横 1/300) 
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2 古墳時代以前の遺構と遺物

(1)溝

溝28(第226・227図、図版71-2) 

溝28は調査区の西端部に位置し、南北方向に流

走する溝である。溝は北側から中央部分にかけて

徐々に広がりを見せ、南側では二分化している。規

模としては北側で幅約 3mを測り、南端部分では
＋
 

［
f

＿
 

＋ ~-0 

約1.6mと狭くなっている。検出面からの深さは、

北側50cm、南側30cmであることから、南から北へ

の流れが推定できる。

遺物は、弥生土器と士師器の甕が出土している。 ー

時期は、出土している土器から古墳時代初頭と考 第226図 古墳時代以前の遺構配置 (1/800) 

えられる。 （根木）

＋ -E 
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l 灰褐色弱粘質微砂

2 淡青灰色粘土

3 茶灰色粘質微砂

4 暗灰色弱粘質微砂

80cm 
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三
1309 

▽ニ―ニニニ／
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＼ 1311 
゜
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10cm 

第227図溝28断面、同出土遺物

3 奈良時代の遺構と遺物

(1)河道

河道 2 (第228-230図、図版71-1) 

この河道は、調査区の東端に右岸側の一部が検出された。河道の西側は河道3・5によって切られ

ているが、調査区北側ではその東側に幅約10mが残存していた。南側では、丘陵の裾部が肩部となっ

ている。河道の左岸側は、後世の河道によって削平されているため規模については不明であるが、河

道5・ ・5よりは西側にはいかないため河道幅は約30mを越えないものと推定される。河道は、後世の

河道と同様におおむね南西方向から北東方向に流走すると思われる。河道の堆積は、第229図の断面図

の状況を示しており、この堆積状況からみて河道の肩部は大幅に削平されていると考えられる。河道

の深さは、調査では約250cm前後まで確認でき、底部海抜高は約ー250cmを測る。出土遺物は、第

229・230図の遺物が検出された。検出された遺物は、 1313-1316などの須恵器、土師器、 C74の転用

硯、 C73の土錘、さらには大量のW168-W181の木器が出土した。転用硯は、須恵器の甕腹を利用し
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たものである。 W169は、挽物の漆器で底部

外縁には断面三角形の低い高台が付く。杯

と考えられるが、 JIIl.の可能性もある。挽物

食器の出現時期は 8世紀中頃以降とされる

が、ここで共伴している1313-1316須恵器

の時期とも一致する。 W178・179は、箸お

よび茅葺き屋根の止めぐしとされているも

のであるが、ここでは箸として報告する。

W178は、長さ23.4cmを測る。このような木

製食器の使用は、この時期では一般集落へ

の普及は考えられず、周辺域に公的施設な

どの存在が想定される。 （中野）

(2) 道路（第228・231-239図巻頭

図版4、図版43-45-1)

道路は、河道2右岸に長さ40mに渡って

検出された。道路南西部は調査区外にさら

に延びている。当初、設岸と考えられたが、

その立地は、河道2右岸が、丘陵北西面の

岩盤に接している部分であり、最も護岸の

必要のない場所であることから、道路と理

解された。道路の基本的な構造は、河道斜

面に割り木による土留めを作り、その上部

に草木類を敷き込みながら、盛土するもの

である。盛土の上部は河道2埋没過程で流

水による削平を受けていると考えられ、少

なくとも、埋立遺構の築造が始まる平安時

代中期頃までにはその機能を失っていると

考えられる。調査は、主に 3本のトレンチ

において解体しながら精査した。以下、築

造順に従って説明したい（第238図）。 1.河

道斜面に河道と並行する浅い溝を掘る。丘

陵先端部では基盤層内部の岩盤が高く、こ

の部分では掘り残している状況がみられた。

次に溝の下半部に土と礫を盛る。断面図で

は第235図第15層、第236図の第17-22層に

相当する。礫を粗く積んでいる箇所も確認

された。そして、2.溝下半部の盛土上面に

_̀ 
必
r

”
4. 

第231図道路全体配置 (1/200) 
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第 3節岩間下隅査厄

第232図道路（上空から）下が北

第233図道路 （南から）
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第 3章発掘滋査の概要

-B' 

100~m 

もたせながら割り 木を隙間無

く並べてゆく 。割り木はツブ

ラジイをミカン割りにして端

部2面を簡単に加tし尖らせ

たもので、残存長は1.5-0.4m

である。割り 木を杭状にしな

がらも打ち込まず敷き並べて

いると判断されるのは、ほと

んどの割り木が埋め土内に収

まっていると考えられること、

割り 木上部の埋め上層、特に

第236図第14屑砂礫層が割り

木の上面に沿って t方に上

がっていること、また、 トレ

ンチ部分のみではあるが割り

木先端部が潰れたものが全く

無かったことを根拠とする ，

この割り木の帯は幅90cmある

が、その設誼には次のような

作業 I程が観察された。盛土

” 4 2 6 / ,/ にもたせかけながら、割り木
※ 1-6は埋め土

' , ; /  , 多, y// \ ~· ~ : : : : 、る'. 穿「:: : くふ:J二 .I: 面の根本に土と供に礫を詰

l 灰褐色砂質 t 5 暗褐色粘質土（小礫を多く含む） め、上部に横木または礫を筐
2 灰褐色砂質 t(やや粘質） 6 灰色粘質土（敷葉を含む・下半は砂質）

3 灰褐色砂質 t(敷葉を含む） 7 I天色粘質上 く，これを 3度操り返して分

4 灰色粘質± 8 暗灰色砂質土（小礫を多く含む） 厚い割り木帯を完成させてい

第234図道路北東部 (1/60) る。ただし、この入念な構造

が見られるのは丘陵岩盤の北西側であり、丘陵先端部北側の道路北東部では碁盤が高いため簡略化さ

れ、割り 木は1列のみとなり、輻も減少する。第237図は割り木帯（頭部）を河道側から水平に見た側

面図である。これを見ると、 ti王による沈み込みと小規模な崩れがあるもののほぼ標高 Omのライン

で割り木帯が水平に延びていることがわかる。道路南西部（第236図）は甚盤である沖J道肩部が大きく

えぐれた窪み部であるが、ここでも同様であり、地形の凸凹を巳分に計算に入れた構造といえる。、そ

して、 3.割り木帯と河道斜面によって出来た V字形の空間を、まず礫を詰め、その上に枝築や草本類

を敷きながら坪めていく 。が木類は 2-8面が確認さ れ、全体として枝華は 8割程度の比率で多く使

用されている。草本の中には 3-5cm輻で格 f状に編まれているものも確認された。枝槃はサカキや

ヤプツバキ、草本はイネ科植物という鑑定結果を得た。 4. 最後に上部を杓色の細石滉じりの黒色粘質

上で盛り完成である。この粘質上は固く締まり、叩き締めてある可能性がある。包含される細石は石
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第 3節 岩間下調査区

G
 

0
 

し
0

100cm 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

10 
11 

暗灰黄色砂質±(礫を含む）（河道6〉

オリープ黒色粘質土（青灰色砂層を含む）〈河道6〉

オリープ黒色粘質土（砂がブロック状に入る）〈河道6〉

黄灰色砂質土

灰黄色砂

暗灰黄色砂質土

オリープ黒色粘質土

黒褐色粘質土（小礫を多く含む よくしまっている）＜盛土〉

灰色砂質土（敷菓•小礫を少々含む

黒褐色ブロックを含む）〈盛土〉

灰色砂質上（やや明るい）．く盛上〉

灰色砂質土（やや暗い）（盛土〉

12 

13 

14 

15 

18 

19 

20 

黒褐色粘質土（礫を含む）＜盛土〉

オリーブ黒色砂質土（杭の上面に小礫がある）＜盛土）

オリーブ黒色粘質土く盛土）

オリープ黒色砂質±（小礫を含む

杭の下側には大きめの石あり）＜盛土）

16 黒褐色粘質土（拳大以下の砕石状の小礫を

多量に含む よくしまっている）＜盛土）

17 オリーブ黒色粘質土（拳大以下の礫を含む

下方は少ない）

灰色粘質土（小さな白い 1mm大ほどの石を含む）

オリープ黒色粘質土（礫を非常に多く含む）

オリーブ黒色砂質土（大きな礫を含む）

第235図 道路中央部 (1/60) 
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第 3章発掘調査の概要

＼
 o~ -0' 

冒

1 暗オリーブ褐色砂質土（赤褐色砂質土を線状に含む）＜河道6〉 13 オリーブ黒色粘質土（砂、敷葉、黒褐色粘質土プロックを含む）

2 黒褐色粘質土（礫を多く含む）＜河道6〉 14 灰色砂礫

3 暗オリーブ褐色砂質土（黄褐色砂質土を部分的に含む） 15 黒褐色粘質土（砂を含む）

4 灰色粘質土（赤褐色砂質土を線状に含む） 16 黒褐色粘質土（礫を多く含む、敷莱を含む）

5 黒褐色粘質土（赤褐色砂質土を線状に含む） 17 灰色粘質土（砂•黒褐色プロックを含む）
6 黒褐色粘土（赤褐色粘質上を上部に線状に含む） 18 灰色砂質土（砂を多く含む）

7 オリーブ黒色粘土 19 灰色粗砂（粒のそろった 1-Zcm大の細石を多く含む）

8 暗オリープ灰色粘土（オリープ黒色砂質土を線状に含む） 20 オリープ黒色粘質士（黒褐色粘質土ブロックを含む）

9 オリープ黒色粘質土（黄色砂礫を多く含む） 21 オリープ黒色粘質土

10 灰色砂質土（黄色砂礫を多く含む 敷葉 5-6陪みられる） 22 灰色礫（黒褐色粘質土プロックを含む）

11 オリーブ黒色粘質土（黒褐色粘質土プロックを多く含む） 23 オリープ黒色粘質土礫（白く小さな細石を多く含む）

12 砂礫層 24 灰色粘質土（礫を含む）

1-8河道6堆積 9-22盛土・埋め土

第236図道路南西部 (1/60) 
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第 3節岩間下調査区

a
 

b
 

e 
i 100cm 

: ー ク 。~
崩れ

c
 

d
 

t 
崩れ

土圧による沈み込み

。
20m 冒

第237図道路割り木帯側面（縦 1/200、横 1/400) 

0cm 

l 溝を掘り、下半に土と礫を盛る。

‘‘ 
W184 

W183 

。
50cm 

0cm 

-100cm 

2 盛土にもたせながら割材を隙間無く並べる。

Dem 

4 さらに小礫混じりの土で盛土する。

Otm 

~100cm 

第239図道路使用木材 (1/20) 

を砕いて混ぜている可能性も考えられる。また、中

央部では割り木帯の1.5m上方の盛り土下に約70cm間

の
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の幅員がどれほどあったかは推定とならざるを得な

い。ただ、丘陵南西面の岩盤は崩状を呈し、傾斜が

・きついことから、盛土を厚くすれば幅員は 0に近く

なる。標高 1m付近で輻1.5m前後、標高1.5mで幅 1

m前後と計算され、，おおよそ前者の値程度が適当では

ないかと思われる。また、河道斜面の下方には河道底に

向けて徐々に厚さを増す礫を多量に含む層（第235図第

17-20層、第236図第23・24層）がある。これは道

路建設当初に人為的に投入されたものである可能性

も十分考えられたが、確証が得られなかった。道路

からの出土遺物は無い。河道2の遺物からすると道

第238図 道路遺構築造模式図（約 1/100) 路築造は 8世紀中頃以前と考えられる。 （物部）
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4
 

平安時代の遺構と遺物

(1)河道

（第240-242図、図版75-1) 

後述する堤防・埋立遺構が築造される以前の流路である。士層としては埋立遺構 1埋め士直下に粗

砂あるいは小粒の砂利を含む粗砂の堆積層として厚さにして10-20cm程度が確認される（第241図4. 

5層）。南西から北東方向へ流れる 1条の流路が埋立遺構下でそのまま北東に延びる河道3-1と、そ

の西隣にあり、北へと向きを変える河道3-2、そして河道3-1から派生して北へ延びる河道 3-3と

河道 3

A
 

0cm 

B
 

1

2

3

4

5

 

橋梁2に伴う土層

粗砂

埋立遺構

粗砂＜河道3・1堆積〉

粗砂＜河道3・2堆積〉

第241図
。

10m 

河道3-1-3. 5断面（縦 1/150、横 1/300) 
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第 3節岩間下調査区

に分流する。さらに北、調査区外でこれらの流路が

河道として独立してゆくのか、それとも幅の広い河

道の河床に見られる幾筋かの流路にとどまるのかは

不明である。各流路の底面の標高は、 3-1がー2.0m、

3-2が一2.4m、3-3が一1.8mで、 3-2が深い。河

道 3肩部と 3-2の西側は埋立遺構築造以後の河道 5

や河道6に削平され、正確には不明と言わざるを得

1318 

。
10cm 

第242図河道3-1・2出土遺物

ないが、河道 5・6と甚本的に大差ないものと考えられる。出土遺物は僅かである。 1317は須恵器の

杯で、河道 3-1から出土。 1318は灰黄色を呈する土師器の椀で、河道3-2から出士。時期は遺物量が

少なく決めがたい。1318は10世紀後半と考えられる。 （物部）

河道4 (第240・243・244図、図版49-1・75 -1) 

河道3から分岐する河道である。分岐点から一旦北へ延びるが、大きく湾曲して北東へ向きを変え

る。肩部は調査区北端では明瞭でなくなった。最大幅は南側で15m、北側でllmを測る。検出面から

の深さは約1.2-l.7m。底面の標高は深いところで一 1mで、河道 3底面より 1m程高い。埋土の大半

c
 

100cm 
C' 

100cm 
D' 

゜
101m 

ー・•一..'ー. ・- - . 

＝ し――・
,_ 

二 ご― )乞ご．

， 

1323 

~B'~-―一言
.. , .. 

1320 

又
1327 

~ 

1331 

1329 

。
10cm 

1322 1326 

第243図河道4断面、同出土遺物く 1〉
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＼叶三／
1333 1336 
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第244図河道4出土遺物く 2〉
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は砂であった。分岐部には堤防復旧施設群が立地する。出土遺物としては、土師器・須恵器• 黒色士

器などの土器類と共に、木製品や土製品が出土している。 1319......,1337は土師器の椀と杯である。椀の

口径は12cm前後で、 1321だけがおよそ20cmを測る。杯は底部を回転ヘラ切りの後にナデと押圧がなさ

れている。 1340は携帯用の土師器鼈と考えられ、平城宮 SK234・238、SB236・248や長岡宮 SE

17805出土遺物に類例がある。木製品や土製品の土錘ははすべて河道の下層部分から出土している。

河道の埋没時期としては、おおむね10世紀後半代と考えられる。 （根木）

河道5 (第240・241・245-248図、図版75-2. 76 -1) 

土層において河道 5は埋立遺構の礫群直上に見られた砂層（第241図第 2層）を指し、河道6の最下

層に相当するが、埋立遺構の築造後の河道の変化を示すものとして、河道 6から分離した。河道 5の

砂は河道底全域に堆積しており、河道南西部では薄いが、埋立遺構の周囲では厚くなる。特に、埋立

遺構 1の西部では、河床が窪んでいることもあり、厚さ1.4m以上堆積している。埋立遺構 1・2の裾

周りの標高約ー 1m以下の礫群はこの砂によって覆われている。出土遺物は大量にあり、岩間下調査

区全体の総量の約4分の 1に相当する。縄文時代後期から古代までの土器が確認されるが、その中で

新しいと考えられるものを抽出した。 1343-1360は早島式土器椀で、口径14-15cm、器高4.8-6,3cm、

高台径は6.0-7.lcmを測る。内外両面または片面にヘラミガキが施される。 1360の内面もヘラミガキ

と考えられる。 1353-1358はより白色を呈し器壁は厚いが軽いもの。 1347には墨書「の」。土師器杯の
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第 3節 岩間下調査区
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河道5出土遺物く 3〉
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底部外面の調整は全てヘラ切りかヘラ切り後ナデである。胎上に

は比較的砂粒を多く含むもの1361-1365・1371と、精製なもの1366

-1370があり、前者は白っぽい色、後者は橙色を呈するものが多

い。小皿の胎土も同様で、 i372-1373は砂粒を含み白っぽい。ロ
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゜径は8.1-9.Zcm。1384-1389は灰白色を呈する須恵器椀。1390・1391

は内黒の黒色土器。 1391は和泉産瓦器椀。 1392-1394は土師器鍋。 1395は器種不明。砂粒を多く含み、

にぶい黄橙色を呈する。 1396は鼈。 C76は唐草紋が見られる不明小片で、焼成良好。 W187はモミ属製

人形で、全長52.5cm、厚さ 7mm 。 M154は鉄製品で258g、木製の柄が差し込まれてぃる。 M155• 156は

ほぼ同形。大形の鉄製ヤスで、 155は119gある。これらの鉄製品は比較的近い場所から出土しており、

M154が中央に M155• 156が両側に組合わさって 1本の二股のヤスになる可能性がある。骨製品B2は

10cm 

残存長7.8cm、幅1.2cm、最大厚 6mm、加工痕が粗く残り、表面、特に先端部はツルツルしている。へ針か

秤の可能性を考えている。第248図は埋立遺構 lと2間の底部礫直上に堆積した砂出土の遺物である。

ほぼ同様の特徴を持つ上器類であることから一連の堆積砂と考えられる。河道 5の時期は、鹿田遺跡

第 1次調査井戸21出上上器より 1段階新しいものを含み、12世紀前半と推定される。 （物部）
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第 3節岩間下謂査区

に盛り土をして堤防が構築さ れている。その内部構造は全体にわたって規則的な状況を里している。

堤防盛土は肝いとこ ろで約40cm残存し、築造当初の盛土上部は削平されている。盛土直Lの砂質上か

らは早島式土器椀1419や灰黄色を星する土師器杯1420が出土しており、おそらく、 12世紀前半以降に

ーぞ

や 呼 ／

-. 

-------―― 

や

ゃ，や
B34 復I日施骰 5 034 

)-

第249図堤防遺構全体配置 (1/250) 
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第 3章発掘項査の概要

第250図堤防（北東から）

第251図堤防イメージ図 （河道側から）

河道の西岸がやや西へ広がっていく事で削平を受けたものと考えられる。中央部の構造を築造順に

従って説明したい（第253図）。まず、直径 8cm前後の杭を幅 2mの範囲に列をなして打ち込んでいく。

杭には半数以上がマツ、その他ツプラジイ・シイ屈・ナッツバキ属・ユズリハ屈などを使用している。
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第 3節 岩間下調査区
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暗灰黄色ーオリープ褐色粘質士

黄灰色～暗灰黄色砂質土（粘土プロックと砂を含む）
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第252図 堤防中央部く 1〉 (1/60) 
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第 3章発掘調査の概要

杭を深く列状に打ち込み、

柵（しがらみ）を組む。

↓
 

川側に横木を敷き詰める。

↓
 

柵列間は横木を絡ませな

がら、川側は草本や枝を埋

め込みながら盛り土する。

W188 . WJ89 W190 W191 

0 50cm 

第253図堤防中央部構造概念模式図（約 1/80)、同出土杭 (1/20) 

この杭列は部分的には 7-8列確認されるが、先端部や復旧部まで通っているのは 3列で、約 1m間

隔になっている。縦杭は残存長l.2-2.9mあり、地下に0.8-2.Sm、平均で1.7mも深く打ち込んでいる。

腐ってしまった杭の頭部の長さを考え合わせると、全長3mを越える長い杭を多用していると考えら

れ、おそらく、梯子を組んで足場をこしらえたか、差し上げて落とすような器具を使うか、あるいは

別の方法で打ち込んだものと推測される。次に、直径2-3crn程の細い横木を杭列に絡めていく。そ

の横木の中には杭列の杭を交互に縫っている状況が確認されるものがあり、柵（しがらみ）を作って

いる。第248図の黒塗りの杭が確実に柵と判別されるもので、柵 1-4がある。、このうち、柵 1・2・

4が先に述べた基本となる杭列である。しがらみの横木は 8本前後が束になっており、両手でつかめ

る程度を絡めていったものと思われる。さらに杭列と河道肩部の間に同様な細い横木（ヤブツバキ・

ヒサカキ属など）を杭列と平行に敷き詰める（第254図第13面）。杭列に直行方向の横木も少ないが見

られる。それらの横木の間に点々と、 W195の様な短い枝切れが、突き刺さっているのが確認された。

横木が横に広がらないように止め釘として突きき立てたものと推測される。そして、全体に盛り土し

ていく。杭列群では横木を杭に絡ませながら、河道側では何枚もの草木類を埋め込みながら、砂質土

や粘質土を盛っている。川側盛土の草木類の状況を精査したのが第254図である。残存する厚さ40cm

の盛土の中に12の草木類の面が確認された。各面ごとに杭列に平行・直行・斜行と方向を違え、また、

斜格子状に編んだり、より紐で簾状に編んだりしているものも確認された。この編み物の一つの単位
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第 3節 岩間下調査区
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第254図

R@  @ 6) @ @:I; 

゜

堤防中央部築造過程く第 3-..,13面〉 (1/60) 

として確認できた大きさは2.5-4 X 

1.2mである。そして、それらを横木

で押さえている。第 4面の植物を鑑

定した結果、稲藁である可能性が高

いという報告を受けた。堤防中央部

の南西側では、復旧部に堆積した砂

を除去すると、盛上の断面が露出し

た。

゜一20cm 

Il a-b間部分拡大 (1/20) 

この部分で、堤防に使用されて

いたと考えられる杭（第255図、黒塗

り）が 2本倒れたまま、盛土内部に

埋め込まれている状況が観察された。

また、北東端部でも同様の状況があ

このことから、中央部の堤防は

少なくとも一度、改修されていると

考えられる。盛土直下、基盤の粘質

る。

土直上に部分的ではあるが、砂層が

これが洪水の堆積層に相当

するのかもしれない。中央部での堤

防の規模は、残存盛土が少なく裏法

りを解明できなかったため推定とな

る。杭列群のすぐ北西側に杭列と並

見られ、

行して走る浅い溝があり、これは堤

防の裏法りを水が流れた痕跡である

可能性が高く、 このことと、盛土検
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第 3章発掘調査の概要

三―ー~~c·
l 褐灰色粘質土（微砂がスジ状に入る）〈盛土〉 2 暗灰黄色粘質士（旧盛土） or (基盤） 3 暗灰黄色砂質土 (1と同）
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゜ ゜

゜ ゜メ
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-0 

--50cm 

E
 

4 暗灰黄色粘質土（微砂がスジ状に入る）

5 灰色粘質土（敷葉層•横木を含む）（盛土）
6 灰色粘質土（敷葉層• 横木を含む・白•黒色粘土プロックを含む）
7 灰色粘質土（敷菓層を含む）（盛土） ＜盛士〉

8 黄灰色粘質土

9 黄灰色砂質土

10 オリーブ黒色粘質土

三犀疇翌二
i 

年 E'

~ ・--
。

m
 

2
1
1
 12 暗灰色粘質土（横木を含む）＜盛土〉

13 オリーブ黒色粘質土

14 オリープ黒色粘質土（敷葉層を含む）＜盛土）

15 暗灰黄色～明灰黄色砂層

第255図堤防中央部 (2〉 (1/60) 
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第257図 堤防盛土直上

出土遺物

出範囲をもとに、敷き輻約 6m、高

さは復旧部における良好に残存する

しがらみの高さを参考に約1.2m程

度と考えられる。中央部から出土し

た遺物は僅かである。盛土中から土

師器椀1417のほか丹塗り土師器細片

が少量。横木に混じってW192・・193な

どの加工木があり、 W193は未使用の

火切り臼。材はスギ。人形W198は、河

道側盛土の第11面上（第254図）で検

出され、全長74.6cm、最大幅38.5cm、厚

さ6mmを測る。材はヒノキ。その他は盛

土下の砂層から出士。1418は土師器甕、

W194はヒノキを細く割いたものを樹皮

状の紐で留めている。 W196はヒノキ製

の人形で、全長18.1cm、幅3.6cm、厚さ2.5mm。W197は杓子形木製品。砂層出土の木製品は流されてきた遺物

と考えられる。盛上中から出土した人形W198も堤防に改修・補修の痕跡が見られるので、堤防の築造

に伴うと一概に言い難い。土器の特徴は10世紀後半示していると考える。

先端部（第249・251・258・259図、図版48)

河道が北へ向きを変える部分に位置し、堤防は主軸を変えることなく、直線的に延び、河道内に乗

W197 

0 3cm ― 。
10 cm 

第256図 堤防中央部出土遺物
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第 3章 発掘調査の概要

り出すように短く突き出して終わっている。中央部から続く杭列は先端部末端まで確認される。河道
の斜面部から河道底にかけては比較的盛土が残存し、内部には草本類が埋め込まれている。表法下半
には30-50cm大の石が多数見られた。遺物は、堤防先端部の先端が下がりかける肩部付近で、木製品
2点が出土した。 W199は小形の卒塔婆で、「阿弥陀佛」の墨書が見られる。厚みのある立体的なもの
である。頭部は円錐形で 2条の溝を巡らし、墨で塗りつぶしている。残存長20.5cm、最大幅2.3cm、最

大厚1.2cm。材はヒノキ属。 W200は鋤先形の木製品で、厚さは 5mm。簡単に刃部を両面から作り、片
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1

2

3

4

5

6

7

8

 

青灰色粘質土（粗染・敷葉•砂・黄木を含む）＜盛土）
青灰色粘質土（粗染・敷葉•砂・黄木を含む）＜盛土）
白一淡褐色砂＜洪水砂）

黄白色砂

暗灰色砂質土〈盛土）

黄白色砂

灰褐色砂質土～暗灰褐色粘贋：土（盛土〉

灰色砂

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
 

黄白色砂

暗灰褐色粘質土く盛土〉

灰色粘質土（敷葉層を含む）＜盛土）

灰色粘質土（小礫• 基盤土塊を含む）
暗灰色砂質土（砂を多く含む・暗灰色塊を含む）＜盛土）
暗灰色粘質士（灰色砂を含む）

暗灰色粘質士（基盤土の崩落層）

第258図 堤防先端部 (1/60) 
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第259図堤防先端部出土遣物

W199 

゜

方の耳の端部には樹皮状の紐を通した穴が 2つ開

く。材はヒノキ。実用品ではなく、祭祀用、ある

いは様（ためし）のようなものかもしない。どち

らも盛土と直下の河道の堆積層と考えられる薄い

砂層との境から出土したため、流されてきた可能

性もあり、堤防の築造もしくは改修に伴う遺物と

断定出来ない。 （物部）

復旧部（第249-251·260図、巻頭図版 5~2 、図版49)

今回検出された復旧部は、河道 3の左岸側に検出されたもので、先述した堤防の上流部にあたる。

5cm 

河道 3の流路は、奈良時代の河道 2以来橋梁を破壊した近世初頭に至る間、その堆積状況を見るとき

常に厚い砂層の堆積が認められ、度々大きな洪水に見舞われてきた状況を示している。河道 3もまた、

強固に構築された堤防を苦もなく破壊してしまうほどの洪水に幾度となくあっていることが明らかで

ある。まず、堤防を破壊した洪水、復旧施設 3を破壊した洪水「洪水 l」、さらに復18施設 1・2・4

を破壊した洪水「洪水 2J―ーと大きく 3回の大洪水に見舞われている。この大洪水は、常に同一地点の

河道左岸を決壊させている。この地点では、西から東方向に流走してきた河道が丘陵にさえぎられて

流路を北東方向に変えており、このことが丘陵対岸の堤防を決壊させている起因となっている可能性

も考えられる。

検出された復旧部は、「洪水 1・2」によって大きく破壊させられた堤防の復旧施設で、復旧施設は

構築時の現状を留めているものはほとんどない。しかしながら、洪水で押し倒されながらも部分的に

長大な杭、横木、小枝で杭に縫った柵、さらには小枝を押さえた石などで構築された復旧施設が検出

され、当時の構築技術をある程度復元できる状態であった。また、復旧部は同一地点のため、当初の

堤防施設や前段階の復旧施設が部分的に残存しており、その残存部も再利用されているとも考えられ

複雑な状況を呈していた。

以下の報告では、おおむね「洪水 1」によって破壊させられたものを復旧施設3, 「洪水 2」よる

ものを復旧施設 1・2・4とした。
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l!_ 

-復旧施設 5

I
I
-
1
 

｀
 

（洪水 2) / / 

,,.,...--
/ ---- ""' 河道 3

---- り-

A 
~--、

＼ ｀ 
＼ヽ 、• 復旧施設2

―... , ... ー・ —ヽ—·------
=,,,=,  クク／グク,,,,;;,竺三~........ー，.......一，ー， 誓；

“~ 

。
10m 

第260図堤防復旧施設配置 (1/200)、断面・見通し（縦1/100、横 1/200) 

復旧施設 1 (第249・.251・260-262図、図版50)

この復旧施設は、復旧施設 2・3の間に検出された。検出された施設は、以前の洪水で堤防が押し

切られた「堤切所」を復旧した施設が、再び「洪水 2」によって破壊された状態と考えられる。しか

しながら、第262図のように杭列、柵列が一定方向ではなく複数方向に存在することなどから単一の復

18施設ではなく、時期差が生じる施設が複雑に絡みあっていることも考えられる。検出状況は、杭、

小枝、むしろ状のもの、石などが散在し、特に杭は堤防が決壊した方向に大きく押し倒された状態で

あった。第261図は、「洪水 2」よって生じた河道4の肩部付近の検出状態であるが、当初の堤防、復
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..1!l.m!_ H' 

l 灰オリープ色砂質土

（横木を多く含む）

2 灰オリープ色砂質土

（横木を多く含む）

3 オリープ黄色砂質土

~ Ocm 

--100cm 

--200cm 

4 オリーブ黒色粘質土 6 暗オリーブ粘質 I:.

5 オリープ黄色砂質土 7 オリープ黄色砂質土

I- 亨 I'

:n -Oan 

--100cm 

0
』

＿一

暗青灰色粘質土

オリープ黄色微砂

オリープ黄色微砂（粗桑を多鼠に含む）

灰白色微砂

暗灰色粘質土（粗呆を含む）

暗灰色粘質土

オリープ黄色微砂（杭痕跡）

第261図堤防復旧施設 1 (I /60) 

18施設 3などの施設の杭などが残存しており、その判別は困難であった。施設の検出された状態を見

ると、河道側には杭列が数条打たれており、その杭には小枝を束ねたものを縫って柵を構築しており、

柵と柵の間には小枝を大量に埋め込んでいた。これらの上部にはむしろ状の断片も認められ、むしろ
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第262図 堤防復旧施設 1概念図 (1/200) 

状のものを敷きながら盛り上げていたと思われる。また、柵列の北側には石が列状に集積しており、

これは崩れやすい決壊部の補強に投げ込まれたものと考えられる。

復旧施設 2 (第249・251・260・263図）

この復旧施設は、復18施設 1の南西に隣接す

るもので「洪水2」によって「堤切所」された

最深部に位置する。この施設は、堤防の中心軸

の延長上に約 6mにわたり杭が密集して押し阻

された状態で検出された ）杭は、径10cm前後で、

長さは 2m前後を測り、マツ材が使用されてい

た。これらの杭群は、隙間もないほどに密に打

たれており、 「堤切所」の最深部を根固めする H

的としての施設と考えられ、復旧施設 lに接続

すると思われる。

復旧施設 3 (第249・251・260・264図、巻頭図版 6-1、図版51)

この復18施設は、堤防残存部の L流側に隣接して検出された。施設が検出された地点は、当初の堤

防が洪水によって鮫初に「堤切所」された部分にあたる ，堤防が決壊したのちその部分が復18され、

さらに 「洪水 2」によ って決壊は免れたものの相当の被害を受けた状況を示していた。確認された状

況は、第264図のように約 5mにわたり施設が検出され、 L流側はのちの 「洪水 2」より大きく削平を

受けている 残存していた施設は、堤防中央部は欠落しており、河道側の堤防端部から法面であった＾

堤防と平行に約 2m以上の杭をほぼ等間隔に深く打ち込み、小枝を束ねて杭を縫って柵を組んでいた。

この柵を組んだ杭列は 5列は確認でき、杭列の間には小枝、石を埋め込んでいた。その上部には、堤

防の構築段階でも認められたむしろ状に編んだものや斜格f状に編んだものが何枚も確認でき、これ

らのものを敷きながら土を人れることを繰り返して盛っていき復18していったと考えられる第264図

の第 1-3層は「洪水 2」にあたり、第 -1-13層は盛上にあたる。盛土の附と層の間、および層中に

は、むしろ状のものが敷多く認められた。

復旧施設4 (第249・251・260・ 265・266位l、図版52-1 -7) 

復18施設 4は、復IB施設 2の南東に隣接する位貯に検出された。復18施設 2を覆っている洪水砂層

第263図 堤防復旧施設 2 (東から）
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1 暗灰色砂質土

2 暗灰色砂質士

（オリーブ黄色砂を

スジ状に含む）

3 オリーブ黄色砂

4 暗灰色粘質士

（灰オリーブ微砂を

スジ状に含む）

5 黒褐色粘質土と黄灰色

粘質土の混合層と砂の互層

（敷葉を含む）

6 黒褐色粘質上と黄灰色

粘質土と砂の互層

（敷葉を含む）

7 黒褐色粘質土と黄灰色

粘質土と砂の混合層

（敷葉を含む）

8 黄灰色砂

9 暗灰色砂質土

（灰オリープ微砂を

スジ状に含む）

10 オリープ黒色粘質土

（黄灰色粘質土と砂をプロ

ック状に含む 敷葉を含む）

11 黒灰色粘質土

（灰色粗砂を含む）

12 灰色粘質土（敷葉を含む）

13 オリープ黒色粘質土

（黒色粘質土を

ブロック状に含む）

第264図堤防復旧施設3(1 /60) 

の上部に構築されており、「洪水2」の中でも時期差のある洪水に見舞われたことが明らかである。検

出状況は、他の復旧施設と同様に杭などが洪水によって押し倒された状態でありながらも、比較的良

好に残存していた。この施設を復元してみると第266図のような構築工程と考えられる。まず、長さ約

2m数十cm、径7,8cmの木を縦方向の両端に置き (1)、その上に横方向に数十cm間隔で方形状に組

み (2)、その木組みの上部に径数cmの枝を縦方向に並べ、その上に横方向にやや細い枝を敷いてい

る (2,3)。上部の小枝は一面に敷くのではなく束ねたものを木組みに固定したと思われ、紐で小枝

を束ねた状態も確認されている。さらに、その組み物の上に押さえとして大きめの石を乗せている (3)。

この組み物は、今回の調査では他には検出されていない施設で、「堤切所」の最深部に設置された復旧

部の基礎施設と考えられる。構築工程では、 (1,2, 3)と順次築くのではなく石を除く (3)の組み

物を別の場所で作り堤の切口部に置いたものと思われる。このような施設は、江戸時代には「屏風返
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堤防復旧施設4築造工程 (1/60) 
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し」と呼ばれているエ法で、堤防の欠所や切口部の深くて軟弱な部分の基礎部修復法として用いられ

ており、今回の木の組み物は「屏風返し」の粗形となるような施設とも考えられる。次に、河道側に

その組み物に絡めるようにほぼ50cm間隔に杭を数列打ち込み、その杭に束ねた小枝を縫って柵を組ん
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第 3節 岩間下調査区

(1)木を組む。 (2)枝を並べて敷く。 (3)細い枝を敷き、部分的に

石で押さえる。

第266図

(6)洪水により盛土が

流される。

堤防復旧施設4築造工程と洪水時の概念模式図

でいる。さらに、柵列の間にも残存しているものは少なかったが小枝を埋め込んでいるのが認められ

た。このような構築部の上に、むしろ状のものを敷きながら土を盛り上げ堤防を復旧したと考えられ

（中野）る。

（第249・251・260・267図）

河道4の最下層部分から検出された遺構である。

河道底面やや東寄りに位置し、流れに対し直交す

復旧施設 5

るように設置されている。縦杭を 3列打ち込み、

その間に横木を置く。上部には人頭大の岩石が見

られる。この構造は、縦杭に細い横木を絡ませた

しがらみかどうかは不明であるが、復旧施設 4の

嘩
¢

玉 り屈

0 lm 一後半の行程に類似していることから、堤防埋め土

の土留めとして機能したと考えられる。 （根木）

洪水 1・2 (第251・260・268・269図、図版52-8. 74 -2) 

復旧施設を覆う砂層は砂と灰色弱粘質微砂とが交互に堆積し、バームクーヘン状を呈していた。

第267図 堤防復旧施設5

こ

れは洪水後の再堆積層と理解されるが、切り合いが見られ、少なくとも 2度の洪水があったと考えら

れる。古い方の砂堆積を洪水 1、新しい方の砂堆積を洪水 2とする。洪水 lは幅約25m、深さ1.7m。

洪水 2は幅約20m、検出面からの深さ0.8mで河道 4と接続する。洪水 lからの遺物は主に砂層下部か

ら出上し、弥生土器や古墳～奈良時代の須恵器•土師器も含まれるが細片が多く、平安時代の土器は

破片が大きく、完形品も見受けられた。 1421-1423はにぶい黄橙色を呈する上師器椀で、 ・1423は底部

に押圧が顕著で足高の高台が付く。 1424-1426は9世紀前半の須恵器を意識した器形と考えられる丹

塗り土師器杯。 1425の底部外面中央には押圧が見られる。 1427-1442は土師器杯で、底部外面調整は

大きく、ナデ・周辺ヘラ切り中央押圧・押圧・ヘラ切りの 4種類があり、数量としては底部外面に広
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第3章発掘調査の概要
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第268図堤防復旧部洪水 1出土遺物

く押圧の見られるものが多い。 1427• 1428の2点のみヘラ切りである。 1435は油煙が付着し灯明皿に

転用されている。 1442の底部内面には墨が付着している。 1443・1444は高台付き杯。 1445は平高台の

皿で底部外面はヘラ切りである。 1446~1448は土師器甕。 1449 ・ 1450は 9 世紀段階の黒色土器（内黒）
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第 3節岩間下調査区
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第269図堤防復旧部洪水 1・2出土遺物

で、 1450は高台の付かない杯である。 1449は外面ヘラケズリがみられる。木製

品にはW201・202曲げ物の底板、 W203編み具、 W204加工材、 W205ヒノキ製の

杓子形木製品がある。土製品には円～楕円形の土錘C77-79があり、溝を巡ら

すものである。洪水 1の時期は古いものも含まれるが、おおむね 9・10世紀が

中心であり、上限すなわち洪水 1の時期は10世紀末-11世紀初頭と考えられる，

洪水 2からの出土遺物は僅かである。 1452は土師器杯で油煙が黒く付着し灯

明11Ilに転用されている。 1453は士師器高台付き杯。木製品にはW206曲げ物の底

板、 W207人形がある。人形は残存長98.5cm、残存幅5.8cm、厚さ0.4-0.6crnを測

る大型品である。半身および手と足先を欠損している。頸部の切り込みは上方

が長く、下方が短いので怒り肩である。材はツガ。 1451早島式土器椀が 1点出

土している。これは混人と考えたいが、あるいはその時期の砂の堆積層がL部

に存在したのかもしれない。洪水 2の時期は、洪水 lの上器と差はなく、期間

をおかずして相次いで洪水に見舞われたものと解釈する。 （物部）
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第 3章発掘調査の概要

(3)埋立遣構（第240・241・270-284図、巻頭図版 6-2. 7、図版53-57-1-4) 

河道の下部、橋梁遺構の下層において検出した大規模な遺構である。調査区をこえて広がる巨大な

遺構であるため、その機能について完全に解明できたとは言い難い。また、埋立遺構 lの調査中に大

規模な洪水の被害を被ったため、当初企図した断面図のいくつかを断念せざるをえなかった。

第240図に示すように河道 3が丘陵から離れていくのが本調査区付近であるが、この部分で河道は北

～北東方向へむかう複数の流路に分かれる。これらのうち主流であったのは流下方向を同じくする河

道3-1とみられる。埋立遺構 1は河道 3-1を中心にその分流である河道 3-2・3-3の上に築かれた

遺構であり、さらにその東側には埋立遺構2が築かれる。これらは河道3北岸の堤防、埋立遺構2東

側の「護岸」と一体となって河道の制御を行い、河道群を河道 5のみにまとめる施設であると考える。

埋立遺構 1 (第240・241・270-282図、巻頭図版6-2. 7、図版53-55・76-2) 

検出範囲で遺構は東西35m、南北17m以上の長方形の平面形をなす。南端は丘陵先端から始まるた

め弧状を呈し、西端はほぼ直線をなして北へ下降し河道5底面付近に達する。北端は西隅がやや北に

突出するとみられ、中央以東は既掘調査区および調査区外に遺構が広がっている。東側は確認できた

範囲を示しており、北東の河道部の埋め土を介して埋立遺構2に接続する形となるが、掘り下げがす

でになされていた部分を考慮に入れればもとは全体が埋立遺構 2に続いていた可能性があると考える。

丘陵先端部に接する南端中央が最も高く（海抜0.30m)、そこから北へはやや下降しながら高まりが

のびる。高まりは西側、 27ラインの東4m付近に肩をもち、そこから角礫の広がりとなる北西端（一

2.20m)にむかって下降する。なお、肩部の南半は橋梁 2によって削られている。

第270図 埋立遺構・護岸全体配置 (1/200)西半
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第 3節岩間 f濁≪[X

O 10m 一第271図埋立遺構 1・2 護岸地形 (1/600) 

遺構の東西方回の術血形は、丘悛先端付近では1オ字形をなす＾北側はそれとl司じか、あるいは東に

も斜血をもち、台形になると推定される，-北東ー南西に軸線をもち西に長い斜面をもつ堤防ないし護

岸というべき形である 最終的な外形は一0.75mより tがtで狛われ、それよりも Fは石組み、端部

は角礫の広がりとなる なお、第270図の南西半 ・C断面以南の範囲のうち、西半の礫のない部分はこ

の最終埋め Lの t面をホしており、東'¥-はそれを除去した状態である ，

遺構が最も原い部分は河道 3を埋める遺構中央付近で1.8m、南の丘陵に近い部分で1.25mを測る

遺構は上砂• 石材・ 木材・稲秘などを用いて築造されている 大'¥-の坪め tは水中への埋め tであっ

たようで埋め土中に堆積砂層を挟むことも多く、通常の盛tにくらべ、人為的な上脳かどうか判断が

)'-
25 24 

ミ ． 
宅°喝 -/--

};o 
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記尽八

／
ぐ
i

------c、

,,,--

o .. 

東半
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第 3章 発掘濁査の概安

第272図 平安時代の遺構配置 （上空から） 下が北

※埋立遺構2 • 護岸 2は調査区の水没防止のため埋めもどしている。

第273図 平安時代の遺構イメージ図（北西から）

むずかしい場合が少なくなかった。 大規模な遺構であるため築造過程は—様ではないようで、不明な

点も少なくないが、判明した構築顛に記載する。

当初になされたとみられるのは1. 丘陵先端部斜面への巨岩を含む石材の投入（第275図B30層）、 2.

河道 3-1北東部への大獄の木材の投入（第278閃 ・279図10層）、 3.河道 3-2および 3-1西端の角礫

-226-



第 3節岩間 F潤ft[,{

第274図埋立遺構 1 (北西上空から）

による埋め立て（第275同 A22層）である，—こ者の先後関係は不明であるが平行してなされたとみても

支障ないと思われる このうち 3では詞時ないし先行して多数の杭が打ち込まれており、石組みの間

に太い杭が散見される状態であり 西端部では帯状の杭群とそれにからむ丸太材が礫群の先端に設け

られておりこれで礫を止めているようである。 一方、 2では木材附中-fに大小の杭が見られたが、

基盤に達しないものもあり、杭を打って木材を投入し、上部は杭にからませながら木材を設留したと

みられる。絞いて4.河道 3-1東半～北西部の埋め立てがなされる， 卜記 2の部分よりも西側では敷

躾を介在させて粘質 tによる埋め立てがなされ、その問に粗染や角礫を含む（第275図B18-27培）の

に対し、東側では敷菓を用いず角礫• 砂礫の使用が顕苫であった（第279図Dfi・7層） e また、 [i:i]時

に河道 '.i-3の埋め立てもなされたとみられる（第279図E)。

これによって河道 3-1は中央部が埋められ、溝状になった河道が南の丘陵側に寄せられる。（第281

図）埋め立てられた部分のうちの東半部 (27ラインよりも東側）ではさらに6. 杭を打った後、巨石・

角礫による埋め立てがなされる（第280図 8層）（第279図D5層）が、それに先行して丘陵先端のF断

面付近では5. 長さ Smにわたって、交差させて打ち込んだ杭列を 2条設け、 6のr:程でそれに斜めに

架けた横木を固定するという工作が行われている（第280・281図） c そして、 7. この木組み部分の面

面には多数の横木を渡し｀それを縦方向の相染で覆った後、溝状部分の全面に搬大厚さ 12cmの相染層

を敷く（図版53-3)。この後、 8. 溝状に残った部分を敷華を繰り返しつつ埋める（第280図 3層）。

敷築にはおもに藁が使用されており、それを編んだかとみられるものも一部に見られる

この溝状部分の西部、 28Aの東 4mとそれの東側 6mの 2ヶ所において、幅 7cm、長さ2.3m前後、
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第 3章 発掘調査の概要

第278図 埋立遺構 1木材による埋め立て (1/400) 

D
 

D' 

20cm . -—. 

1

2

3

4

5

 

褐色粗砂

黒褐色砂質土（盛士？〉

オリープ褐色粘性砂質士（盛土〉

オリープ黒色粘質土く盛土〉

灰色砂（礫を含む）

11 

12 

13 

14 

15 

褐黄色粗砂

茶色粘質土

青灰色細砂

褐黄色粗砂

青灰色粘土

。
ー

6

7

8

9

 

灰色粘質土（砂を含む）

灰色砂質上

灰色粗砂

灰色粘質土

青灰色細砂

E
 

-60cm ... -・―-

E' 

200cm 

褐灰色粘性砂質土

灰色粘質土（黄色砂を縞状に多く含む）

黄褐色砂礫層

灰色粘質～砂質土（下半に小枝・黄色砂

を多く含む）

5 暗灰～暗褐灰色粘質～砂質土

6 黄一青灰色砂礫～砂（礫を含む）

※ 2・4・5は埋め土

1

2

3

4

 

第279図 埋立遺構 1 断面D• E (1 /60) 

2では多用され、いずれも埋め土工程の区切りに用いられていることが判明しており、同じく埋め土

作業の区切りを示すと考えてよい。西側の檜垣は東に下降していることから、西側を埋めた後に檜垣

を證き、

られる。

さらに東の檜垣までの部分を埋め、最後に東側の残り部分を埋めるという工程をとったとみ

この作業によって低い部分はなくなり、 9.さらに若干の埋め土がなされて遺構が完成する。

以上のように埋立遺構 lは溝を作り出しながら埋めるという複雑な工程をとって河道の埋め立て・

切断を行っている。 この工程がなぜなされたのか推定がむずかしいが、流水を制御しながら埋め立て

るために、 こうした工程をとったと考えざるをえない。遺構の築造は丘陵先端にあたる D・F断面付
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第 3節 岩間下調査区

近が常に最も入念になされており、 ここが中心線になるとみてよい。担当した調査区の埋め土の形状

からみて、 このラインの西側に河道 5の東肩部を形成するのがこの遺構の目的であったと考える。

遺構西裾の石材間から出土した土師器椀1454• 1455が10世紀後半に位置づけられ、埋め立てられた

河道 3-1堆積層の最も新しい遺物1318の年代も同時期を示している。 さらに、遺構西斜面上に堆積す

t
 

三

F
 

100cm 
F' __ ,_ 

※2-6・8・9は盛土

nリ卜
m
 

2
l
 

-100血一

1

2

3

4

5

 

褐灰色粗砂

黒褐色砂質士

暗灰色粘質土（敷葉層を含む）

黒灰～黒茶色粘質土（礫を含む）

灰～暗灰色粘質土

第280図

-0 

6

7

8

 

暗灰ー黒灰色砂質～粘質土（砂層を含む）
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第 3章発掘調査の概要

¥
 

＼
〉

l
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4 岸部を埋めず溝状に残す。 5 交差させて杭を 2列打つ。

6 杭の間に礫をつめ、横木を渡し石でおさえる。 7-8 溝部を粗染筵で丁寧に埋める。

第281図 埋立遺構 1築造工程概念模式図（番号は227頁文中の番号に対応）

第282図 埋立遺構 1基部溝状構造 (1/400) 

る河道5堆積層出土遺物が12世紀前半であることから、この遺構の築造は10世紀後半になされたとみ

られる。W208は工程6の角礫を含む埋め土の上部から出土した木製塔婆である。 （宇桓）

埋立遺構2 (第240・270-273・283-285図、図版56・57-1 -4) 

埋立遺構 2は埋立遺構 1と護岸 2の間に位置し、河道3-1右岸から河道底に向けて北へ延びる。調

査区外にも延びており、おそらく河道3-1をやや斜交して横断しているものと推測される。検出され

たのは埋立遺構2が河道右岸に取り付く部分である。断面土層観察およびトレンチ部分での解体調杏

の結果、埋立遺構2の築造行程は、つぎのように考えられる。埋立遺構 2直下の基盤となる河道斜面
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第 3節 岩間下調査区
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第283図 埋立遺構2 (1 /60) 
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第284図埋立遺構 2出土遺物

はlOXSm程の範囲が深さ60cm前後の窪地状になっている。流水によって大きくえぐられたものと考

えられるが、埋め立てはまずこの窪地に東岸より礫と砂を投入することから開始されている（第283図

第8-10層）。その後、埋め土をある程度した段階で丸太杭を多数打ち込み、さらに杭の間に直径3cm 

ほどの横木を敷き詰めて、埋め土上面を覆い、その上に礫を載せる。この行程を繰り返すことによっ

て、埋立遺構自体の厚さ（高さ）を増しながら東から西へ埋め立てていると理解された。礫層に当たっ

て先端が潰れた杭（図版57-4)が多数みられたことからも、上記の行程を繰り返していることが肯

定される。埋め土は粘質土塊を多く含み、草木類を部分的に埋め込む。埋め土中に純粋な砂層もみら

れるが、埋め土なのか堆積層なのか判別できなかった。埋め立ての中心軸として機能したと想定され

る、基盤まで深くうちこまれた割り木杭の列（第283図黒塗り）が確認された。木材の樹種は丸太杭は

マツが多く、割り木杭はツブラジイ、細い横木はコナラ属アカガシ亜属・サカキ・ナッツバキ属など

であった。出土遺物は少ない。埋め土中から出土したのは、 1456丹塗り土師器杯と1457土師器鼈、 W

209加工木である。土師器杯の底部外面の調整は周辺ヘラ切りで中央押圧である。 W210ヒノキ製人形

とC80,._,86管状土錘は最上部の礫層の間から出土したもので、本来は河道 5の砂層に伴うものかもし

てない。埋立遺構 2の時期は河道 3-1の時期と、最上部礫層を覆う 12世紀前半代の早島式土器椀を含

む砂層（河道5)との間であり、より河道 3-1の時期に近い10世紀後半と考えられる。 （物部）

(4)護岸

護岸 1 (第240・273図）

河道 3東岸部に約14mにわたって杭列がみられる。木杭は径約 8cmで23本確認される。若干の埋め

土を伴う。埋立遺構 1と一連の造作である可能性もあるが確証はつかめなかった。 （物部）

護岸 2 (第240・270-273・286・287図、図版57-5. 58) 

この護岸は、河道 3の右岸側にあたり、橋槃 2の北西約40mの位置に検出された。河道 3は、ほぼ

南西から北東方向に流走するが、この護岸が検出された地点は河道肩部が東方向に扶れるように窪ん

でいる。このような状況は、おそらく洪水によって肩部が東側に浸食された地点に護岸が構築され、
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第 3節岩間下濁li.fを

第285図埋立遺構 2 (西から）

＼ヽJ
`
 

第286図護岸2 (北西から）
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第 3章 発掘頌査の概要

河逍府部を復IBした状況示していると考えられる。護岸が検出さ れた地点の河道 6の右岸肩部は、河

道 2の堆積層となっているため流失しやすい状況でもある。また、河道肩部は、杭等の検出状況など

からみて後世に削平を受けていると思われる。

護岸は、杭、粗染、枝菓およびむ しろ状の草本類によ って構築されている。検出状態は、杭が一様

にH部方向にi頃いており 、粗染などが不定方向に乱れてお り、 さらに構築部が部分的に欠損していた。
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第287図護岸 2

6 灰色砂質上 (ffl砂• 黒褐色土プロックを多く含む）／盛t
7 灰色砂竹土（砂 • 黒褐色上をすじ状に含む）＜盛±)
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13 黄I穴色砂代土（粗砂を含む）ヽ碁盤／
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16 オリープ烈色粘質± 碁盤）
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(1 /60)、同 出土遺物
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第 3節 岩間下調査区

この状況は、一度復旧した護岸 x

I 
さらに洪水よって洗われて、• 復

旧部が部分的に崩壊した状態を

示している。この護岸の残存状

況は、第287図のように杭を数列

ほぼ直線的に打ち込み、護岸肩

部側では杭列に平行に粗染、枝

葉を杭列間に埋め込んでいる。

第278図の断面図のように厚さ

約60cmも埋め込んでいる。また、

他の地点で多用されている柵は

ここでは認められなかった。西

側の護岸下部では、むしろ状に

草本類を杭列と直交方向に敷い

て、その上部を杭列と平行に小

枝で押さえ込んでいた。

出土遺物は、ほとんどなく W

211が中に出土したのみで、その

形状から卒塔婆と考えられる。

護岸の構築時期は、河道6の

出土遺物などから古代末である。

また、ここでは、護岸は河道3

の復旧部と報告したが、第270、

271図でみるように先述した埋

立遺構1,2と報告している突堤

状の付け根部にあたる可能性も

（中野）考えられる。
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古代末～中世の遺構と遺物
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(1)土壊

土堀4 (第288・289図、図版71-3) 

調査区の西端部に位置する土堀である。平面形は東西に大

きい隅丸長方形である。規模は長軸3.4m、短軸2.2mで、検

出面からの深さは、およそ30cmを測る。断面は南側がほぼ直

角に立ち上がっているが、北側では緩やかである。埋土は 5

層認められるが、遺物はほぼ 1層からの出土である。

出土遺物は、土師質土器椀と丸瓦片、曲物の底板が出上し
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第289図土堀4、同出土遺物

ている。土師質土器椀は、高台部分を貼り付けたものや、口縁部分が湾曲しているものが多く出土し

ている。時期は、土師質土器椀から14世紀後半を考えられる。

土堀 5 (第288・290図）

土堀 4の東約40mで検出された土城である。平面形は北側に突出したような楕円形状を呈し、南部

分は検出時にトレンチで確認したが、明瞭としなかったので現状でまとまっていたかもしれない。規

模は東西方向1.6m、南北方向におよそ1.3mで、検出面からの深さは75cmを測る。

遺物は出土していないが、埋上の状況から平安時代末から鎌倉時代初頭と考えられる。

土壊 6 (第288・290図）

~~\-

60cm 

0 1m 
~ 

土城 5 1 灰色粘質微砂

2 淡灰色粘質微砂

3 灰色粘質士

4 暗灰色粘質士

土堀6 1 淡灰褐色粘質土

2 淡褐色粘質土

3 暗灰色粘質土

4 淡灰白色粘質微砂

土堀 6 三：／ご::、¥

50cm 

瓢
0 lm 一第290図土堀 5• 6 

土壊 5の南側に接して検出された士城である。

平面形は東西方向に長い隅丸長方形状を呈し、長

軸をほぼ東ー西にもつ。規模としては長径およそ

3.8m、短径1.2mで、検出面からの深さは25cmを

測る。

遺物も先述の土壊 5同様に出士していないが、

埋土の状況から平安時代末から鎌倉時代初頭と考

えられる。

土壊 7 (第288・291・292図、図版72-1. 76 -3) 

調査区中央部分北端の溝32と土城 8に隣接して

検出された土壊である。平面形は不整形の楕円形

状を呈し、東西両方向には緩やかな段を有してい

る。規模としては長径6m、短径3.2mで検出面か

らの深さはおよそ50cmを測る。土壊の一番深い底

面一面にはウシ・ウマ・イヌなどの骨や、一緒に
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第292図土壊7出土遺物く 2〉

投げ込まれたと思われる拳大から人頭大の岩石が多数散乱していた。（付載 2参照）

出土遺物は士師器・須恵器・士師質土器椀•白磁皿・備前焼・瓦などと共に、土製品や渡来銭•小

刀が出土している。土師器はJfilや椀と一緒に小杯1480• 1481が出士している。 1481は底部中央部分に

穿孔が施されており、上部に土師質士器椀などを掴く台の可能性が考えられる。 1477の白磁皿は体部中

程で内側に「く」字状に屈曲し、内面の見込みはほぼ平坦で口縁部を上方向に引き上げている。内底

の見込みには草花文と思われる文様の一部が認められる。上堀の最下層から出土した小刀M160は全長

34.1cm、平造りで柄がほぼ完存している。

遺構の時期は、若干古い時期の土器片が混在しているが、14世紀の前半が考えられる。

土横8 (第288・293、図版71-4・5) 

前述の土壊 7の東側に接するように検出された土城である。調査当初には溝32の拡張部分として認

識していたが、南北に網代状に薄く割ったへぎ板を組み合わせたものが検出されたために単独の土堀

として調査を継続した。平面形は90度屈曲した溝状を呈しており、遺構の東側は湧水と砂層によって

不明瞭であった。土壊に直行するように配置された板組みは、東側にある不自然に残存する高位部を

延長させるような形で向かい合って設置されていた。検出面からの深さはおよそ75cmを測る。

調査時点においては板組みが検出されたことで漁猟に伴うものといった認識を得ていたが、次年度

に調査を行った橋梁 2軸線を西側に延長した地点に当該土壊が立地しており、橋に通じる道の補修部

分ではないかと推測される。板組みは埋め土の受けとして機能したものと推測される。
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3 暗灰色粘質土

4 淡灰色粘質微砂

5 灰色微砂

6 暗灰色粘土

7 暗灰色細砂

8 灰褐色粘質土

9 暗灰色粘質微砂

10 暗灰色粘質土
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第293図土壊 8、同出土遺物

遺物は 5点ほど細片が出土しており、うち 2点を図化した。 1486は土師質土器椀で、北側板材の下面か

ら出上した。土堀 8の時期はこれらの遺物から13世紀後半と考えられる。

土堀 9• 10 (第288・294・295図）

調査区中央部分の溝32に近接した地点に位置する 2基の土壊である。

土壊 9は溝32によって南側と東側を切られており、平面形は東西方向を長軸とした不整形な楕円形

状を呈している。規模は推定で長軸3.3m、短軸2.2mを測り、検出面からの深さは約30cmである。底面

はやや段状の窪みを有し、壁は緩やかに立ち上がる。埋士は上下 4層あるが、色調としては全体的に

灰色で下層になるほど粗砂が混じった粘性を帯びてくる。

土壊10は溝32の南側に位置し、平面形は「L」字状に屈曲して東側は調査時に設定したトレンチに

よって検出できなかった。規模は東西方向が現状で 4m、南北方向は最大 3mを測る。検出面からの

深さはおよそ40cmである。底面は西側に小規模な袋状を呈した比較的平坦な面から東に向かって細い

溝状の窪みが確認された。埋土は 3層確認できたが全体的に色調は灰色で、粘性を帯びていた。

出土遺物は双方から出土しているが、図化できたものはいずれも土壊 9からのものである。図化し

た土師質土器椀 (1488-1490)は若千の時期差が惑じられるものの、高台が退化してくる時期のもの

である。 1494の平瓦は残存長8.1cm、残存幅6.8cm、厚さ2.4cmを測る。またW213は箸で全長約24cmを測
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土猿 9

l 明灰色微砂と黄褐色微砂

2 暗灰色粘質土

3 淡灰褐色弱粘質微砂

4 灰色砂まじり粘質土

溝32

2 灰黄褐色粘質微砂

3 灰色弱粘質微砂

4 淡灰白色弱粘質微砂（黄褐色砂）

第294図土漿 9• 10• 溝32(部分）

士堀10

l 暗灰色粘性砂質土

2 淡緑灰色弱粘質微砂

3 緑灰色弱粘質微砂

文
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こ二写
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゜
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第295図 土壊9・10出土遺物

- 111- 0 

—~- -0 

W213 

り、両端を若干欠くものの完存していた。

遺構の時期としては、出土した遺物から13世紀末葉から14世紀初頭が考えられる。 （根木）

(2)溝

溝30(第288・296図）

調査区の西側、35-38ライン、 C-Dライン間で検出された溝である。ほぼ南西方向から南東方向に

流走する。規模は幅2.5m、検出面からの深さは25cmを測る。

遺物は土師器と須恵器の杯が出土している。 1495の須恵器は口径11.4cm、底径8.0cm、器高3.6cmを測
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る。体部から口縁にかけては逆「ハ」字状に外傾し、

そのまま立ち上がる。 1496土師器杯は灰白色を呈し、

胎土に細砂を含む。口径約11.8cmを測る。遺構の時期

としては、出土している遺物から11世紀末葉から12世

紀前半以降に埋没したものと考えられる。

溝31 (第288-297図）

溝30の東約10mで検出された溝である。やや東方向

に偏っているが南北方向に流走する。断面において、

東側は緩やかに立ち上がるが、西側は部分的に段を有

し、さらに深くなっている。規模は幅3.5m、検出面か

らの深さはもっとも深いところで90cmを測る。埋士は

全体的に最上層に褐色土であるほかは灰色で、下層ほ

ど粘性を帯びてくる。遺物土師器や須恵器などが多い。

しかし時期幅の長い遺物群が図化しなかったものを含

めても多数混入しており、正確な時期を見出し難い。 1497 

w 

90cm 
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｀ ゜
2m 

l 淡褐色粘質微砂

（淡黄色砂が縞状に堆積）

2 淡灰色粘質微砂

3 淡灰色粘質微砂

（黄色砂含む）

4 灰色粘質微砂

5 淡灰色粘質土

6 淡灰色粘質土 (5よりやや猥い）

80cm 
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第296図溝30断面、同出土遺物
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第297図溝31断面、同出土遺物

埋没した時期は新しいと見られる土師器椀• 皿から13世紀末から14世紀前半と考えられる。

溝32(第288・295・298図）

調査区北端の30-34、Y-Aライン間で検出され、東西方向に流走する溝である。東端部分はトレン

チによって検出することができなかった。断面において北側は緩やかに立ち上がるが、南側は鋭角に

なって若千深くなっている。規模は幅l.Sm、検出面からの深さは最も深いところで40cmを測る。埋土

は比較的明るめの灰色土で、粘性はさほど帯びてはいない。

遺物には土師器や土師質土器椀•黒色士器をはじめ、土製品や木製品がある。加えて、ウシ・ウマ・

イヌ・スッポンなど多量の骨が出土した。 C90土製円盤は、白磁の転用品である。 W215は鼠返しと考

えられる。遺構の時期としては、出土している土器から14世紀初頭頃が考えられる。
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第298図溝32出土遺物

溝33(第288・299図）

32-33、A-Bライン間で検出された溝33は、溝32の南側7mの

地点に位置する。溝の北端は明瞭ではなく、全体的に下場など

判然としなかった。規模は現状で幅2.5m、検出面からの深さは

70cmを測る。埋土は検出面での明瞭な差巽はあったものの、掘

り下げによって周囲との違いが明確なものではなくなっていった。

遺物は図化していないが、細片が若干出土している。時期と

しては13世紀初頭頃が考えられる。 （根木）

溝34(第288.・300図、図版76・4)

河道6西岸に位置し、溝33の南東端部付近から始まり河道6

に注ぎ込んで終わる検出長5.5m、幅約1.6m、検出面からの深さ10-30cmの小規模な溝である。溝の

NW 

NW 

90cm —.. 一•—. "' 
SE 

100cm 
SE 

0- 2m 

第299図溝33断面

始まる北西端部は浅い窪み状を呈しており、この中に灰白～淡黄色を呈する薄手の小皿完形品10枚w
1519-1528が散乱した状況で検出された。口径7.l-7.3cm、底径5-5.4cm、器高l.2-l.4cmを測る。

口縁部が小さく欠けるものが半数あるが人為的なものかどうかは不明。底部外面は糸切り。時期は15

世紀頃以降と考えられる。推定となるが、河道内またはその周辺で何か作業に人る前に御神酒を飲ん

で容器を捨てる様な行為があったのではなかろうか。作業には漁の仕掛け、護岸、橋槃 2の補修など

の可能性が考えられる。 （物部）
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(3)貝塚

貝塚4・5 (第288・301・302図）

貝塚4・5は橋梁3の中央付近の上流側約 lmに隣接する。河道 6上層のほぼ中央付近に位置する。

貝塚 4は径60cm前後の僅かなものである。貝塚 5は貝塚 4より間層を挟みさらに下層にあり、範囲は

20cm 
’’—•一，．．．．．．．一

貝塚5
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＾ ー`・
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｀
 

゜ 3m 

0 貝塚4.~~~·· 
l 灰色粘質土 2 明黄褐色砂 3 オリープ灰色粘質土

第301図貝塚4・5 (1 /80) 
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第 3章 発掘調査の概要

約llX3 mと推定され、厚さは20cm程である。両者とも上部

は現代用水路によって削平を受け、貝塚 5はさらに北東側半

分を洗掘状の窪みによって削られている。貝塚4はシジミを

主体とする。貝塚5はおよそシジミ：ハイガイ：カワニナ=2・・

1 : 1の割合である。その他少量のマツカサガイやカキが見

られた。貝塚 5貝層中には早島式土器椀や士師器片の小片が

含まれていたが時期を断定できない。ただし、貝塚 5は橋梁

／鴎
、マ

1532 

゜

二1531 

~ 
1533 

10cm 

第302図 貝塚5出土遺物

2N期 (16世紀と推定される）の埋め土より上層であり、同じく橋梁 2N期に伴うと考えられる古銭

を含む砂礫層によって切られていることから、 16世紀代に形成されたものと思われる。 （物部）

貝塚 6・7・8 （第288・303・304図、図版72-2) 

これらの貝塚は、橋梁の下流北東約25mに検出された。貝塚は、いずれも河道 6の右岸側の肩部上

層に形成されていた。

貝塚 6は、貝塚8の西側に隣接して検出されたもので、第303図の断面図第 1層にあたり、貝塚 8と

は同一面に存在するがブロックを異にする。検出した範囲は、南北約6.6m、東西約4.6mで、さらに北

側に広がる。貝塚 8は、貝塚 6の西側に検出され、範囲は南北約 4m、東西約 Smでまだ北側に延び

る。厚さは、貝塚 6.・8とも約10-20cmであった。

貝塚 7は、貝塚 6・8とは間層を挟んで、貝塚 6の下部に形成されていた。 範囲は、 3.4Xl.2mで、

|
|
＼
、
―

Y24 
＋ 

1

2

3

4

5

 

6

7

 

゜

貝層＜貝塚6〉

オリープ黒色粘質土

貝層＜貝塚 7)

貝層く貝塚8)

黄褐色砂礫彫（粗砂・

円礫）

黒色粘質土

オリープ黒色弱粘性砂

質土｛粗砂を多く含む）

3m 

第303図 貝塚 6-8 (1 /80) 
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第 3節岩間下調査区

厚さ約15cmを測るが、貝塚 6・8に比

べると小規模なものであった。

貝塚を形成している貝は、それぞれ

のブロックによって差異はなく、シジ

ミがその大半を占める。その他には、

ハイガイ、小形のマキガイがあり、ハ

マグリ、マッカサガイ、カキなどが少

量含まれる。

出土遺物は、それぞれのブロックとも貝以外にはほとんどなく、図示した第304図の1534,1535など

少量の上器が出上した。 B3は、岡山理科大学 富岡先生から骨製品であるとの教示を受けた。貝塚

第304図貝塚6出土遺物

6・8は、貝塚7とは層位を異にするが、出土遺物からみてさほど時期差はなく貝塚が形成されたと

考えられる。出士遺物は、鎌倉時代前半期の特徴を示す。 （中野）

(4)河道

河道6 (第288・305-312図、図版73)

河道6は、埋立遺構直上に堆積した12世紀前半の砂層（河道 5)より後の河道である。堆積土は灰

色系の粘質あるいは砂質土に一変する。後述の橋栗 2はこの時期に架橋され機能している。河道が北

に向けて大きく幅を広げる直前の南西部分では堆積土の色調が比較的明瞭に変化し、遺物を層ごとに

取り上げることが出来た。識別できたのは第305図の第 7-9層で、河道の中層部分である。ちなみに

第13層が河道5の堆積砂である。第 7層からは士器片約90点が出土した。 1536-1539は早島式土器椀

で、 1539は口径10.9cm、器高3.7cm、高台径4.8cmを澗る。第 8層からは約30点の土器片が出士した。早

島式土器椀片が多い。 1542の法量は、口径12.1cm、器高3.8cm、高台径5.8cmを測る。木製品W216は曲

げ物の側板と考えられる。「果」または「巣Jと、直角に曲がる直線、その内側に「十八」の墨書があ

る。第 9層出上遺物は土器片15点である。 1548は瓦器椀で和泉型と考えられ、外面は押圧のみ、高台

は非常に小さい。 1549青磁椀、 1550鼈である。これらの遺物の特徴から第 7層は13世紀末頃、第 8層

は13世紀中頃、第 9層は13世紀初め頃と考えられる。第307図は第10層の遺物である。ヘラミガキの見

られない早島式士器椀1553• 1554がある。 B4骨製品は黒漆塗りの唄（ゆはず）で、弦をかける部分

A
 

1.2 ,11 
A' B

 

B' 
100cm 

。
10m 

1 オリーブ褐色砂質土

2 暗灰黄色粘質土（礫を含む）

3 暗灰黄色砂質土

4 灰ー暗オリープ褐色砂質土

（黄色粗砂層を含む）

5 オリーブ黒色粘質土

6 オリーブ黒色砂質土

（粗砂を多く含む）

7 黄灰色砂質土

8 灰色粘質土

第305図河道6断面 (1/160) 
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9 灰色砂質土

10 灰色砂質土（粗砂を含む）

11 灰オリープ砂質土

12 暗灰黄色粘質土

13 灰色砂
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第307図河道6出土遺物く 2〉

に擦痕や漆の剥落も無いので、使用されなかったか、装飾品の可能性がある。土器の特徴から第10層

は12世紀後半に比定できそうである。以上のように遺物数がやや少ないきらいはあるが、下層になる

にしたがい、遺物も古くなる傾向が見られ、このことは、河道 5の砂層堆積以後、川の流れが相対的

に緩やかになり、徐々に埋没したこと示唆する。河道 6 平面においては第288図で示すように、•第10層

の段階では下部に存在する埋立遺構の影響を受け、河道底が蛇行する状況を呈す。第 7層以降では堆

積により埋立遺構の凸凹が解消され、浅くなった河道底は東に若干寄りながら直線状になる。河道 6

出土遺物の中でも特に以下のものが注目される。

東大寺瓦（第208-209図、巻頭図版 8-4、図版84-2. 85) : 貝塚 6-8の南西約 2mの地点で、直

径 2m前後の範囲からまとまって出土した。層位的には貝層直下の粘質土にあたる。全部で 9片あり、

個体数としては 8枚で、全て平瓦である。 1564凹面には「東大寺」の刻印がある。長41.1cm、幅33.0、

厚2.8cmを測る。 1566は、幅35.8cm、厚2.0cm。焼成は良好で表面は灰色、断面は灰白色を呈する。調整

1563 

1562 
0 10cm 
~ 

第308図河道6出土遺物 (3〉 (1/6)
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第 3節岩間下調査区
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第310図河道6出土遺物く 5〉
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W217 

は基本的に、凹面は布目のちナデ、凸面はタタ

キのちナデで、ナデの前に板状工具によるケズ

リが部分的に入るものもある。タタキの文様は、

斜格子文と、菱形文と横線を交点で交差させた

ものの 2 種類ある。また、 1565• 1567以外の凸

面には砂が付着しており、 1562・1568の凹面、

1564の下側面にも付着する。ナデ調整やケズリ

によってタタキ痕や布目はおぼろげである。側

面部は切り離し後、鋭角部分を凹面側に折り返

しナデて丸くしている。

短刀（第310図M161、図版73-2) : 河道下層

の粘質土から出土。木製の柄まで完存する。全

長38.66cm、刃部長26.9cm、幅3.4cm、茎部長約9

cm、柄長13.3cmを測る大形品である。茎部は柄

に打ち込まれていると考えられる。柄の元の部

第311図 河道6出土笙(1/80入同部分拡大模式図、は半円形で 2条の植物質の紐を巻いている。時

周辺出土遺物 期は層位から12世紀後半から13世紀前半。

21)cm 
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第 3章発掘調査の概要

笙（第311図W217、図版73-4) : 東

岸に近い河道斜面下層粘質士から出土。

幅 3cm前後の針葉樹の樹皮状の帯と幅

5 mmの草本の茎を編んだもので、時期

は12世紀後半から13世紀前半。

（物部）

ウシ遺存体（第312図、図版73-5): 

埋立遺構 lによって形成された河道 6

の東岸斜面部、 28ライン中央付近で牛

骨を検出した。本遺跡では堆積層や遺

構埋土中からかなりの量の牛・馬骨が

出土しているが、それらがいずれも断

片や各部分であるのに対し、本例は前

肢をのぞいて完存する骨格である。そ

の評価は付載富岡報告に詳しいが、堆

積層の遺物から13世紀に年代を特定で

きる点も重要である。それぞれの骨は ／ 

ほぼ関係を保っており、背が下になっ

た状態であった。頭骨の横からは緩や

かなカーブをなす加工木218が出土し

た。大まかな面取り加工が行われてお

り、その形状から牛に装着する頸木の

可能性が考えられる。 （宇垣）

(5)橋梁

，．遥臨

勿1111/~¥~
゜

1m 

第312図河道6出土ウシ遺存体 (1/30) 

周辺出土遺物 (1/6)

橋梁2の概要

河道を東西に渡る橋梁遺構を検出した。遺構は橋の基礎施設と橋脚の下部からなり、検出時の形状

はベルト状に角礫群が広がり、その間に巨岩や橋脚とみられる太い木材、杭列、板材などが見られる

というものであった。このうち基礎施設は、東側が近世の用水路によって削平されているが全長39m、

最大幅10m以上を測る大規模な遺構で、東西両端にのびる杭列を含めた長さは46mに達する。大小の

礫• 木材・埋め土によって構築されており、このうちの埋め土は、河道堆積土とは異なり暗褐色粘質

土など異なる性状の土をブロック状（斑状）に多数含む土層である。

基礎施設は当初の予想以上の厚みと広がりをもつ立体的な構造物であり、その大部分が水中への埋

め土によって形成されていることが判明するという大きな成果があった反面、この種の遺構の調査例

がほとんどなかったこともあり、そうした理解に至るまで、またそれらから度重なる改修と複雑な築

造過程を読み取るのは簡単なことではなかった。さらには遺構が低く水没しがちであったことや期間

の問題もあり、調査は実に困難であったと言わざるをえない。

橋梁は東南東ー西北西に軸線をとり、以下に述べるようにきわめて長期間にわたって用いられたに
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第313図橋梁2 (上空から）上が北

ー
八
外
,_+ 

河f
第314図橋梁2イメージ図（南東から）

もかかわらずその位判はほとんど動いていない この位省は条里の坪境にあたっており、それにそっ

て東西にのひる道がここで川をまたぐことになるためとみられ、若 f軸線が振れるのは河道に対して

直交するためであろう 河道は輻35mを測るcM床は橋が構築された中世初頭でほぼー Zmであった

が、埋め立て作業と堆積のため、廃絶に近い中世末には一O.,;jmに t昇する，

遺構の時期と変遷 （第288・313-330図、巻頭図版 1-2. 2・3、図服59-67)
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第 3章 発掘潤査の概要

I 褐灰色粘質土（礫含む）＜上層捨石〉

2 淡者灰色粘質土（下部に細石層がある）

3 青灰色砂質土（埋め土〉

4 甘灰色粘質土＜埋め土‘

5 背灰色砂質土（埋め土＞

6 褐灰色粘質土（細石～小形の石を多く含む）

7 褐灰色砂質土

8 褐灰色砂質土（黄色砂礫を多 く含む） (t層捨石〉

9 ~ 灰色砂質土く土墳16埋土）

10 紗礫く土墳16埋土〉

11 ti灰色砂質土（小枝片を少量含む）＜土墳16埋土〉

12 淡黄色砂く土墳16埋±>

13 肖灰色砂質土（土煽16埋土〉

14 淡青灰色粘質土（小枝片を少量含む） (t墳lfi埋土）

15 f4・ 灰色粘質土〈土濃16穴埋土〉

16 黄褐色砂礫く土壊16埋土）

17 灰色砂質t(粗砂を含む）

18 小礫・ 粗砂

19 灰色粘質土（小礫を含む）

20 I火色砂質t(粗砂を含む）

21 f.A色粘質 t(小礫を含む）

22 百灰色砂質土（やや褐色をおび礫を多く含む）＜埋め t>
23 ff灰色砂質土（やや粘忙あり）＜埋めじ

24 灰色砂質t(ffl砂を含む）

25 褐灰色粘質土＜埋め土〉

26 灰色粘質 t 埋め土＞

27 暗褐9火色粘質土（粗染を含む）

28 粗呆

29 灰色粘竹微砂質土 ＜埋め t>
30 灰黄色砂質土（砂の薄層が入る、礫を一部含む）＜堆積〉

31 暗訂灰色粘質上＜埋め土、

32 青灰色砂質土 (A)<埋め土〉

33 灰色砂質土（礫•板切れを含む）
34 肖灰色粘質t
35 淡黄色砂質±(淡黄色白灰色砂がスジ状に入る）＜堆積〉

36 暗青灰色砂質上（黄色微砂層をスジ状に含む）〈堆積〉

37 青仄色砂質上く下附捨石を包含）

38 暗青/Ji.色砂質土（黄色砂がスジ状に入る ・Al'埋め土〉

39 黄褐色砂と灰色粘質Lの斤層〈堆積？）

40 灰色砂質上（黄色砂を含む）

41 黄色砂と灰色粘質土のh層堆積？〉

42 暗青灰色粘質土（砂礫を含む ・A)<土墳21埋土〉

43 黄褐色砂礫,_t壌21埋土〉

44 灰色粘質土（枝を多く含む）（土墳21埋土〉

45 黄褐色砂礫〈土壌21埋土〉

46 甘仄色砂質 t(黄色砂を含む）

47 淡付灰色砂質土 (C)<埋め±l
48 ~ 灰色粘質 t(黄Fl色粘土プロックを含む）＜埋め土〉

49 暗青灰色粘質土

50 淡青仄色砂質土（黄色砂を含む.C) <埋め土）

51 炊色砂質土（黄色砂を多く含む）

52 :ii反色粘質t(C・D)'埋め土

53 黄色砂

54 青9穴色砂質土（黄―淡灰色砂を多く含む）

55 者1火色砂質土（黄色砂がすじ状に入る） 埋めt
56 廿9火色砂質 ±(D) 埋め土・

57 肯)Ji.色砂質±(Al<埋め上〉

58 青I天色粘質±(AJ
59 灰色粘質土

60 I火色砂質土（小礫・黄色砂を含む）

61 月灰色砂質土（淡黄色砂を含む）

62 灰色粘竹砂質土

63 灰色粘質土（砂を含む）

64 淡I火色砂質 t(砂を多く含む）

65 青灰色砂質.±(黒灰色砂質土プロックを含む）

66 IJi. 色砂質土（砂•小枯を含む）（埋め t>
67 暗I火色粘質 t
68 淡灰色砂質土（貨色砂を多く含む）

69 灰色粘質土（小枝• 砂を含む）（盛土．，

70 者灰色砂質 t(ところどころ褐色・白色の

砂層を含む・枝• 木片少量含む）＜堆積層〉

71 月9火色砂質t(70層より砂を多く含む）

72 灰褐色砂 (3-IOcm大礫を含む） 堆積＞

73 者I火色砂質±(やや粘性あり• 砂・ 相染を少は含む）

74 i!i"灰色粘質±（粗染を少塁含む） 埋め土）

75 灰黒色粘質±（下部に相砂を含む）

76 灰色砂質土（粗染を含みやや粘性が強い）＜埋め土

77 灰色砂質土（黄色砂・粗染を含も）＜埋め土）

78 灰色砂質土 (Cl<埋め上〉

79 灰色砂質土（粗染を少塁含む）

80 灰色砂（やや黄味）

81 灰色砂質土（多塁の粗染を含む）＜埋め土

82 W灰色紗質土（やや暗い）

83 灰色粘質土（粗染を含む）

84 灰色粘質土 (ffl呆．筵を含む）＜埋め土

85 灰色粘質土 (ffl染を含む A) <埋め上〉

86 灰色粘質土 (ffl染を多く含む）

87 暗一青灰色粘質土 (C)<埋め土〉

88 苔灰色砂質土（黄色砂を含む）

89 者1火色砂質土

90 灰色粘質土 (A) (黄色砂・粗呆を含む）＜埋め土）

91 灰色粘質±(砂粒 •細石が少は人る）
92 灰色粘質土（相染・礫を含む A), 埋め土

93 灰色粘質±(ffl染を含む A) <埋め七〉

94 灰色粘質±(3-!0cm大の黒色粘質tプロックを多く含む）

95 ff灰色粘質土 (C)<埋め土）

96 黄色砂

97 灰色砂質土（黄色砂を含む）

98 灰色砂質土（黄色砂を含む Al <埋め土〉

99 灰色砂質±(A-D)<埋め土〉

100 灰色粘質土（粗染を少a含む）

IOI 灰色砂質土（小枝• 砂をスジ状に含む

・下部に黄褐色砂層あり）（堆積？ ヽ

102 苔灰色砂質±(雄積＞

103 黄色・淡灰色砂 J堆積〉

104 暗灰色粘質上（砂• 小枝を含む）

105 暗灰色粘質±(砂• 小枝を含む）

106 暗灰色粘質土（砂を多く含む）

107 暗I火色粘質士（砂• 小枝を含む）

108 行1->c色粘質土（小枝を多く含む） 堆積）

109 -R灰色砂質土（淡灰色砂を多く含む）＜堆積〉

110 IJi. 色粘質.f:(下部に行色砂あり） 堆積）

111 淡灰色砂＜堆積〉

112 灰色砂質上（黄色砂を含む） 堆積）

113 l'i灰色砂質±(淡灰色砂を多く含む）（堆積＞

114 黄灰色砂〈堆積〉

115 黄褐色砂レキ 堆積〉

116 暗灰色粘質土＜堆積〉

117 l:i灰色粘質±(淡仄色砂を多く含む）＜堆積）

ll8 淡灰色砂＜堆積〉

ll9 ffll<. 色粘質t 堆積）

120 淡仄色砂＜堆積〉

121 ti・ 灰色粘質±<堆積J

122 淡名灰色砂＜堆積）

)23 者1火色砂質J:(堆積＞

124 暗灰色粘質±（堆積）

) 25 祓訂灰色砂＜雌積＞

126 ~ 灰色砂質土（小枝を少口• 項色

• 白色粘質土プロックを多く含む）’埋めt
127 肖灰色砂質土（粘性がやや強い・窯色

- 254一

• 白色粘質土プロ・Jクを多く含む）、埋め土〉

A 黒灰色粘質 tプロックを含む

B 褐色土プロックを含む

c 暗I火色粘質tプロックを含む

D 淡灰色粘質tブロ.,クを含む
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第 315図

①上層基礎樟設

②堆積層

③下附基礎施設

④埋め土 (2層以上）

⑤埋め土 （西岸側）

⑥堆積層

(: 埋め土

O 5m 
~ 

橋梁2平面 〈検出時〉(1/100) 、同断面•土層解釈 （縦 1 /50、横 1/100) 

-100cm 

-200cm 
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15 灰色砂竹土（有機物多い）

16 褐色砂質土

17 黄灰色砂買t
18 褐灰色砂質士（小礫を含も）

19 礫層＜下附捨石）

20 淡黄色砂（液青灰色粘質土プロックを少し含む）（盛土〉

21 淡青灰色粘質土（県褐色粘質土プロック黄色砂を含む）＜盛土）

22 淡黄色砂

23 21と同様の土く盛土〉

24 暗青灰色砂質土

25 暗青灰色粘償土

▲・ 字気 -~ 亨~-ご-,...、
-!."凌~_.- <尽、ヘ.,. l': 

ム公・- ・,. - ● :-- -, 衷ぷぷ｀...--., .- -;'I; '. -'  
疇~．

ベー 笠心｀ぷ

•一互 `̀— 和----- -~ ヽ ノー

100cm 

50cm 

0cm 

第 316図 橋梁 2上層基礎施設 (N期）・下層墓礎施設 (Il期）(1 /100)、同 断面 (1/40) 
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第 317図 橋梁 2橋脚・杭列平面 (1/100)、同側面見通し （縦 1/50、横 1/100) 
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第 3節む問下濁査区

R
 

D
 

0cm D' 

t~ . = 
' 

＇、
，ヽ

※C徴字は第313図土層解釈の番号と対応

_, 
＇ 

第327図k断面参照 1571-1579 

F
-

_4 ~ • ,J 0cm F' 

ニ〗
~ -----ー／

2m 
※網掛けは埋め土

第318図橋梁2断面 (1/60) 

梢の構築は13世紀前半、廃絶は17世紀前半と推定され、約400年間にわたって使用されたとみられる

この間、改修が繰り返しなされており、最終の改修時には初期とはかなり異なる形状を見するものに

なる 以F、把据できた変遷の過程にそって記載する なお、検出時点で認められた橋脚は太さ20数

cmの丸太材であるが、遺構の掘り Fげに伴いその数は増加し、最終的に21ヶ所のまとまりをなし、そ

れぞれが 2-10本以上の、いわば束状の景観を呈することが明らかとなった（図版67-1) これらは

I-ill期のたび喧なる改修の結果、累積したものと考えるが、個別の橋脚すべての先後関係や組み合

わせについては解明するに至らなかった。

I期 橋梁の最も早い段階の施Iを示すのは第315図 t層⑦である ）西岸からなされた部分的な埋め

土で、以後の埋め t施tの始まりとみることができ、橋改：の構築時ないしそれに近い時期になされた

と考えられる この層の形成時点の河道底から土師質椀他1571-1579が出土している これらは13世

紀前半に位誼づけられ、またこれよりもF位の河道堆積層には12世紀後半を上限とする遺物が含まれ

-255-



第 3章発掘謂査の概要
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-I 
l と考える。橋脚の特定はむずかしい。
I 

→ n期 続いて埋め土群⑤、 ④がなされ、 そ
I 

I の後西岸に長方形の石積み③が形成される。
./ 

！ このうち⑤や④が③に先行する施設の下部
／ 

J であった可能性も否定はできないが、後述

のように③の年代が上記⑦の年代から大き

＜隔たらないことや、横断面Cの④が③と
-I 

l ょく対応することから見て、一連の構造物
I 

→ であった可能性が強いし埋め土群のうち⑤
I 

l では沖I逍隋を埋めた後、沖J逍西肩付近で杭
./ 

l を打ち、それに持たせかけるように菱形に
／ 

J 組み編んだ板組み「檜垣」 (229頁参照）を

緩く弧を描くように設樅し（図版66-1)、

その内（西岸）側を大形の礫をまじえて埋

めている（第315図89層）。これよりも西側

の埋め士は粗染が用いられることが多く、

さらに t記檜垣の西 Smにも檜垣が設置

されており、人念に川岸の埋め立てがなさ

れたとみられる なお、この檜垣は後の橋

脚によって打ち抜かれていた。埋め立てが

河岸からではなく、河道側から河岸へむ

かっているのは先の埋め立て遺構 lと同

様である

※量号は第313図の

20m 土層解釈と対応一

ており、 橋の構築は鎌倉時代前半にあった

石組みは長さ 12m、高さ50cmを測り（第

316図）、南北幅は 7m前後と推定される。南

側面には 2ないし 3段の粗い石積みをなし、

内側は角疎で充填される。石積みにそって

杭列が設けられるが、石梢みに先立って杭

が打たれているように見受けられる 先端

ー河道側はなだらかに F降し、その先には

長さ 4mの舌状の平面形を屋する礫敷きが

設けられている 礫敷き下には浅いくぼみ

（第337図 t壊23)があり、流水による凹部

を礫で埋めて捨石面を形成している可能性

がある。礫敷き t面はほぼ水平をなし、完

形の土師質椀等1580-1590が出 tした。こ

第319図 橋梁 2基礎・埋め土の変遷模式図 (1/500) れらのうちのいくつかは橋脚にひっかかっ
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第 3節岩間凡悶介区

たかのような状態で出tしており、石組み

が橋脚に伴うこと、そしてそれらの年代が

13世紀中頃であることをポしている

東岸側では I. IJ関）の施設はほとんど品

められないが、 IV期の方形石組みドで檜垣

を検出した（第324図ab L板材は短く 、

IV期の改修時に削平されたと推定されるが、

この付近に人念な埋め tがなされたことを

示している ，この檜拓・埋め tに伴う逍物

がなく｀時関Iを限定することができなtヽが、

1]期あるいはm明にある程度の施設が設け
1571-1579 出土状況
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一
られていたと考えてよい II期に西岸と同様の石組み施設（橋台）が設けられ、それがW期に改修さ

れた可能性もありうると考える

m期 0期に統＜橋梁基礎施設は.lfi柑紀 (IV期）に拉樅づけられ、それまでの間一14・15世紀の様

相は明確でない この時期の遺構の可能性があるのは西端部で検出した t壊11(第329図） があるに

すぎない 径1.9mの t壊を掘り込み、 2本の柏脚を設置している 陪を多用して埋め戻しているが、

その間から14柑紀前半の車f丸瓦1609が出tしている。

追加された埋め上が後に流出あるいは削平された可能性もあるが、むしろ、さほど大規佼な改修は

なされず、 II期・ 13世紀の橋台を踏襲し橋脚のみの改修が継統されていったと推定する

w期（上層甚礎施設） 16世紀にゼり大規模な改修がなされ、上層の枯礎施設が形成される部分によっ

て構造がかなり異なるため東岸から顧に出載する
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第322図橋梁2 "N期基礎施設 （北北東上空から）

第323図橋梁2 N期基礎施設断面 （西北西から）
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灰色粘牧土 (A少）

6 淡灰色粘'i1t-. (A少）

7 暗灰色粘質 t(A) 

8 灰色粘質土

9 灰色砂質土 (A)

10 灰色粘質 t(BJ 

II 灰色粘質 t:.(C・D) 

12 褐色粘質 t:.(Cl 

13 暗仄色徴砂質t(C) 

14 灰黒色粘上／以前の埋めL
2 -7・9・II・12は埋め t、I・13は堆積

0
」

A: 粘質土プロックを含む

B: 粗桑を含む

c: 砂を含む

o: 礫を含む

第324固 橋梁 2 N期基礎施設方形石組みと下部検出の板組み (I/60) 

東岸 薄く訂き土をした後に残仔長さ8.9m、幅4.2mの突提状に方形の石組みが構築される（第324図）

側面は大形の石材を用いた石垣である＾

その前端から泊I道中央但1)7.Smまでの間には埋め士と敷槌・檜厄を用いた幅広い枯礎施設が形成され

る（第325・326図）（この部分の構築は I. 橋梁軸線の下流 （北）側に埋め I::.をおこない（第327図k

③)、 2. それの上流（南）側に杭を打った後に横木を置き、怜垣を設罪する 3. 続いてその t流側を

埋める 埋め tには東半部を中心に多星の礫を入れてあり、その途中には最大限さ 10cmの粗呆層を設

けているJ:.,ffl染には結や実がついた状態のマツ、センダンなどの枝が用いられており、厄い敷葉を

なす， 4. 3で形成された埋め上の上流側に檜垣を誼いた後に横木、杭列を設沼する，この設留,,傾は 2

の逆である，また、柏垣は 2ではよく編まれた状態で、板材 F端の数ヶ所に小flがあり、転用してき

た部材をそのまま用いたかに見えるのに対し、 4では板を改めて組んだようなやや乱雑な状態である J
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青灰色砂質土 (B少） 24 黒灰色粘質土く置き土）

青灰色砂質土 (B少） 25 黄色粗砂く自然堆積）

灰色砂質土 (B少） 26 暗灰色粘質土 (A)

明灰色砂質士 (C少） A: 粘質士プロックを含む

明灰色砂質土 B: 粗桑を含む

(Cクロスラミナ状） c: 砂を含む

第325図 橋 梁2N期基礎施設埋め土部く 1〉 (1/60) 
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第326図 橋梁2N期基礎施設埋め土部く 2〉板組み「檜垣」 (1/60) 

5. さらに上流側に敷葉をおこないつつ埋め土がなされる⑤。敷葉には竹が用いられる。

以上のようにこの部分は下流から上流にむかって、檜垣で区切りながら 3段階の埋め土作業がなさ

れている。檜垣の断面は 2・4ともにノ字形で上流側に下がるが、第318図E断面中央に示すように 4

（南列）西端に限り逆向きになる。これはこの部分に先行して橋脚が所在したためとみられる。また、

k
 

K' 

0 2m 

し—•一
←A 

第327図 橋梁2方形石組み・埋め土部の断面模式図 (1/100) 

-262-



第 3節 岩間下調査区

粗染層は北側の橋脚に乗り上がっており、他では切断された橋脚の上部を覆う状況も見られた。

中央部 基礎施設が最も低くなる中央付近、約 4mの間は上記とは様相が異なり、礫が広がる。

礫層の下には土壊13-20の8基の土城が設けられている。径2-lm、深さ70-15cmで、いずれも

礫によって埋められている。土壊16は東側の埋め立て工程 3の下層埋め土を切り、土壊上層東部に同

工程 3上層の粗染層が人り込んでいる。また、土壊15上部にはエ程 4の檜垣の西端材が入っており、

-T 

~ 

土壊20も盛り上がるように入れられた礫を工程 3上部埋め土と粗

染が覆い、礫の下に工程4檜垣が人る。これらのことは、土壊の

掘削と礫の投入はエ程3後半-4に平行してなされたことと、中

央部に近い部分ではエ程 3と4がほぼ同時になされたことを示し
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第328図 橋梁 2y期基礎施設下の

土堀配置 (1/160) 第329図 橋梁 2 土堀11断面 (1/40)、同出土遺物 (1/5)
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明褐色砂（小レキを含む 15-5cm大）＜堆積〉
褐色レキ（砂•小レキを含む）
明灰褐色レキ（明灰色砂質土が入る）
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灰色粘性砂質土

暗灰色砂質土

暗灰～灰褐色砂質土

（褐黒色粘土のプロックを多く含む砂層が入る）

20-5cm大）

第330図 橋梁2 土漿12-18断面 (1/40)、土堀20出土遺物 (2/3)

ている。一方、北端では下面では土壊18と浅いくぼみ状の土壊17に分かれるが上部は一連の礫層であ

り、東西6.2mにわたって礫で埋められた状態であった。 この礫層の肩部は中央の土城14-16よりも約

30cm高い位置・埋め土最上部にあり、 この層はより後の工程で構築された可能性がある。なお、土壊

20からのみ銅銭が 6点 (M164-169)出土した。

西岸 I1期に形成された石積みを東に約3.8m拡張する

拡張前の西岸の堆積層は南（上流）側が高く、緩やかに北側に下降する状態であったようである。

（第316図）。
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この面の南西部、 II期の石積み施設東端にあたる付近では幅 1m、長さ3.7mの溝状の掘削がなされ、

その北側に石積みが形成される。下部の埋め立てには砂質土ないし砂を用い、その上に石を積んでい

る。前端斜面は斜めに下降して中央の礫群に接続する。石積みの南縁には長さ80-50crnと他よりも大

形の石材が配されており、全長7.5mにわたる石列として中央部の礫群の南縁中央に達している。この

石列の西端では長さ80cm前後の大形の石材が二段に積まれているが、その設置に先立って敷葉がなさ

れ、さらにこれらの石材の南面まで覆うように敷菓をおこなった後に、南に接する上記の溝状掘削部

分を埋め戻している（第316図B断面 1-4層）。また、この時期にはII期の石積みの南側面は完全に

埋没しているが、その堆積土の上面にも礫が広がっており、南側へ礫敷きをおこなって広い礫敷面を

西岸に形成したとみられる。

一方、中央部に近い北東端では長さ1.8mにわたって乱雑な作りの「檜垣」を検出しており、東岸と

同様に下流側からの埋め土がなされたことを示している。

以上に述べたN期の基礎施設は河道の両岸に突堤状の橋台を設け、東の河道部には入念な埋め土に

よる基台部を、流水の影響を最も受ける中央部には土壊を用いて分厚い捨石部を形成するものである。

先に示したようにこの基礎施設に先行する橋脚は所在するが、確実に関連をもつ、あるいは後に設け

られたとみられる橋脚はない。したがって、この施設は杭状の橋脚に関係するものではなく、前年度

の調査の初期に検出された巨石群（図版59-2) を据えることを目的としたものとみられ、巨石を礎

石としてそこから立ち上げられる橋に変わったと考える。この基礎施設を覆う砂礫層の遺物は17世紀

前半に位置づけられ、 W期の橋は1654(承応3)年の大洪水によって廃絶した可能性が考えられる。

その後、放水路・百間川の構築によって交通路も変化し、橋梁 3に縮小したと推定する。 （宇垣）

橋梁2N期基礎施設に伴う遺物（第321・331-335図、第 3表、図版91-93)

橋梁 2N期に伴う遺物には柿経、木簡、銅製品、古銭がある。それぞれの出土位置は、第331図に

示す。柿経W221-223と木簡W224、そして銅製品M170-174は河道底東部の埋め土内に設置された南

側檜垣や方形の石組みの上流側に引っかかったような状態で検出された。 W225• 226は上流側埋め土

投
＼

，
 

---

゜
5m 

第331図 橋梁 2N期基礎施設に伴う遺物の出土位置 (1/150) 
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第332図橋梁2IV期基礎施設出土遺物く 2〉

の粗染上の堆積土中から、 W227は西側の拡張された石積み中から出土した。銅銭は河道底に構築され

た捨て石部と埋め土部そして埋め土部の上流側にかけての限定された範囲から出土した。出土層位は、

捨て石・埋め土直上からその上に堆積した砂礫層下部である。これらの遺物は出土状況から、 N期の
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第 3節岩間下調査区
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第335図橋梁2N期基礎施設出土遺物 (5〉

第 3表 N期基礎施設出土銭一覧表

銭貨明 国名 初鋳年 枚数

開冗通賓 唐 621 12 
太平通賓 北宋 976 6 
淳化冗費 北宋 990 1 
咸平元賽 北宋 998 4 

漿徳元費 北宋 1004 3 

祥符元齊 北宋 1009 8 
祥符通賓 北宋 1009 2 
天諮通費 北宋 1017 5 
天聖冗賓 北宋 1023 4 

皇宋通齋 北宋 1038 15 
嘉祐元齋 北宋 1056 1 

嘉祐通賓 北宋 1056 3 
治平冗賓 北宋 1064 4 
熙寧冗賓 北宋 1068 10 
元豊通賽 北宋 1078 ， 
元祐通賓 北宋 1086 ， 
紹聖元賓 北宋 1094 ， 
冗符通賓 北宋 1098 3 
聖宋冗賓 北宋 1101 6 
大観通賓 北宋 1107 2 
政和通賓 北宋 1111 3 
紹熙元贅 南宋 1190 1 
嘉泰通賓 南宋 1201 1 
皇宋冗賓 南宋 1253 1 
景宗冗賽 南宋 1260 2 
大中通賓 明 1361 1 
洪武通賓 明 1368 7 
永楽通贅 明 1408 18 
朝鮮通賓 李氏朝鮮 1423 I 
判読不明 31 

合計枚数 182 

大改修工事以後に橋梁上から上流側へ投入されたか、

ごく近い河道上流から流れてきた可能性が高く、特

に古銭は前者と考えられる。 3本の柿経はいずれも

厚さ0.5mmと薄いもので、「妙法蓮華経」の片面写経

である。 W22l・223の頭部は山形に裁断されている。

材はヒノキである。 W221は巻第三化城喩品第七の一

節「勝如来所千道場菩提樹下坐師子坐諸天」、 W222

は巻第1i分別功徳品第十七の一節「男子善女人不須

為我復起塔寺及作僧坊」、 W223は巻第六随喜功徳品

第一八の一節「築之具皆給与之――衆生与満閻浮提

金」の断片である。全長は28cm以上あるものと推定

される。 W224はスギ製の木簡で、「無」のみ読める

が、内容は不明。 W225は上下両端を欠損している。

厚みは 1-2mm。「軌」 4文字と考えられる。 W226

は 2つの断簡で直接は接合しないが出上状況や木簡

の形状から同一木簡と考えられる。上端は不均等な

山形に裁断されている。「是Jの連続が確認できる。

W225• 226は習書と考えられ、文字の線の引き方が

少しずつ異なる。 W227は「な□□け□いつ」で、内

容は不明。銅製品は全体の形状がわかるものが少な
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第 3章発掘調査の概要

い。 M170は細長く平たい針状を呈する。 M171は小さな円形の蓋状を呈する。 M172は球形をを呈する

ものか。突帯が 2条巡る。 M173は把手。 M174は板状を呈し、端部が曲がり非常に薄い。仏具の可能

性を考えているが確証はつかめなかった。銅銭は合計182枚出土した。残存状態は比較的良好で 8割強

が判読できた。内容については第 3表のとおりである。これらの銅銭は橋の上から投げ入れられたと

考えられるが、 I-III期の土層からはまったく出土を見なかったことから 1V期の改修以後に初めて為

されたものである。しかし、それが一度に投入されたものか、ある程度の期間の累積であるのかは不

明である。これらの遺物の時期に関して、まず、 W期基礎施設とその直上に堆積していた砂礫層出土

遺物（第321図）を見たい。基礎施設の埋め土や石積みからは土師器など小片が少量出土するのみであ

る。 1591は備前焼揺鉢で粗染の上部から出土した。また、基礎施設の基盤と考えられる河道西岸付近

の堆積層から1592ro.J1594備前焼揺鉢が出土し、これらは15世紀後半から16世紀前半に比定される。こ

＼
 

• ・． 

~ 
第336図橋梁2 1I期基礎施設下の土壊配置 (1/160) 

NW  

土21

SW  
土22

NE 
50cm NE 

NW  

土23

SE 
-10cm 

, " __ ,.,.,,, 

下層捨石暦

2 暗青灰色粘質土

3 灰色粘質土（枝を多く含む）

4 黄褐色砂礫

SW 
-10cm 

赤灰褐色砂質土

暗灰色粘質土 (A)

暗灰色粘質土

小礫

7 青灰色粘質土 (A)

8 青灰色粘質士（小礫を含む）

9 礫まじり砂

A: 黒色土プロックを含む

。

第337図橋梁2土堀21,...,23断面 (1/40) 
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第 3節岩間下調査区
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第338図 橋梁2土堀23出土遺物

のことから W期基礎施設の築造時期は16世紀前半代と推定される。基礎施設直上の砂礫層は巨石群を

覆う厚い堆積層である。 1595,._,1598は糸切りの皿、 1599・1600は橙～赤色を呈する皿、 1601,_, 1 603は

備前焼。 1604は胎土目の見られる唐津の皿、 1605巴瓦、 1607• 1608は鬼瓦、 W219• 220は卒塔婆状の

木製品、 M162• 163は「寛永通賓」である。これらの遺物は上限が17世紀前半を示していると考えら

れ、橋梁 2の機能停止時期をそのころに当てたい。柿経の年代は平安時代末期から室町時代末期 (16

世紀）までとされており、今回出土した 3本の柿経は16世紀代として麒鋸はないように思う。銅製品

や銅銭についても16世紀前半から17世紀前半のなかで考えたい。 （物部）

Il期遺構下の土堀群（第336-338図）

I1期に西岸に設けられた石積み施設の下部から 3基の土城を検出した。土城22は径1.4m、深さ90cm

を測る深い上堀で下部には礫をまじえながら埋めてあり、通常はそのままとする橋脚をなんらかの理

由で抜き取っている可能性がある。一方、土壊23は浅く不整形で、洗掘によって形成された可能性が

ある。土師質椀1610、瓦器椀1611・1612、青磁椀1616などが出土しており、上方の礫敷き（捨石）上

出土遺物と同じく 13世紀中頃に位置づけられる。 B5は用途不明骨製品である。 （宇垣）

橋脚・杭列（第317・339・340図、巻頭図版3-2、図版66-2 -4. 67 -2 -4) 

直径15cm以上の橋脚（橋脚の補助材も含む）と考えられる杭は122本検出された。橋脚の多くは丸

太材で、残存長 l-3m、直径は25cm前後が多く、最大は33cmを測る。樹皮はきれいに剥かれ、枝打

ちしてある。先端部は丁寧に削って尖らせてあり、幅 7-10cm、長さ 5-10cm程度のエ具痕跡が見ら

れる。削り全体の長さは 1m前後で、この部分の斯面は円形や多角形あるいはほぼ四角形を呈するも

のがある。また角材が 9本使用されており、大きなものでは断面30X23cmの長方形を呈するものや24

X24cmの正方形を呈するものなどがある。これらにはほぞ穴などの細工は見られなかったが転用材の

可能性が指摘される。また、橋脚材の輸送時に縄を掛ける「筏穴」が残存しているものが 3本ほどあっ

た。材はマツとコナラ属クヌギ節の 2種類がある。橋脚の配置は第317図で示すようにA・BN-KS
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第339図 橋梁 2橋脚 (1/20) 

まで21箇所にまとまりが見られ、 Aを除く他の20箇所は10箇所ずつ北側と南側で対になる。 1箇所に

つき 2-10本前後の橋脚が束状に打ち込まれている。これは前述したように度重なる補修や改修の結

果、累積したものと考えられるが、このことは橋脚の上部に切断痕が残るもの 5本、橋脚の頭部に後

に述べる杭列の杭が突き剌さっているもの（図版66-3)が確認されることからも肖定される。橋梁

2 は河床に施された埋め土や礫•木材を使用した基礎施設から、 I-N期の 4 つの段階に分けられる。

検出された多数の杭材がどの段階に所属し、どう組合わさるのか分析を試みた。橋脚の大半は上流側

ゃ下流側へ傾いて検出された。これらを出来るだけ元位償に戻すため、橋脚先端部の位置に直したも

のが第340図左側の図である。黒塗りは、 21箇所のそれぞれのまとまりの中で、打ち込まれた先端部の

標高に高い低いの違いが見られたものの内、低い方の橋脚である。打ち込まれた深さは通常あまり参

考にはならないが、橋梁2については約400年の存続期間が考えられており、その間に、河道は厚いとこ

ろでは約2mの堆積が認められ、橋脚の打ち込み面に相当差があったと推定されることから、この分

類は有効と考える。図で示すように、大枠ではあるが黒塗りの橋脚を主体とする長さが短く幅の広い
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※黒丸は、各グループの

中で先端が特に低位

にあるもの

橋梁と、幅の狭く長い橋梁に

分離できる。前者を橋梁 2a. 

後者を 2bと仮称する。橋梁

2aは2本 1対の橋脚が 7列

あり、幅3.2m、基本的なスパ

ン4.5m、両端の橋脚から川岸

までの長さを含めると全長は

推定約30m。橋梁 2bは2本

1対の橋脚が 8列あり、幅2.2

m前後、 スパン 4m、両岸へ

の取り付き部の長さを加える

と推定全長約36mとなるが、

西端部にある 2本の杭（まと

まり A、土壊11)を2bに伴

うものとすれば40m近くにな

ると考えられる。橋脚先端の

深さから考えると 2aが古く、

2 bが新しいと推定される。

また、第340図の右図のように

2 bはW期橋梁の基礎施設で

ある方形の石組みや埋め土部

のちょうど中央を通っている

ことからも新しい段階のもの

といえそうである。ただし、

W期の碁礎構造はI1期、

れ、

III期

の基礎構造をほぼ踏襲してい

ると考えられるので、 2 bは

II-N期のなかで考えた方が

よいように思う。橋梁 2aは

I期である可能性は高いと考

える。

橋脚以外に直径10cm前後で

橋梁の埋め土や石積みなどの

基礎施設に伴う杭が約180本

あり、多くは列状に打ち込ま

8列確認される

340図参照）。

（第317・

これらの杭は樹

第340図 橋梁 2橋脚復元（左 l/150、右 1/200) 皮が付いたまま使用されてい
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る。杭列 1 はW期橋梁の基礎施設に伴うもので、北側檜垣•横木と組み合わせて土留めとして機能す

る。約16mに渡って検出され、並びは両側が僅かに下流側へと曲がり、全体として緩い弧を描く。河

道の中央部にあたる部分では直径20cmのクラスの杭も使用されている。材は橋脚と同様マツとコナラ

属クヌギ節。杭列 2はW期橋脚の東側方形石組み下で検出され、土留めとして打ち込まれたものであ

る。「遺構の時期と変遷」の項で述べたように II期あるいはm期になされた埋め土に伴うと推定される。

杭冽 3は河道底から西岸方向に約llm直線的に延びる。杭は直径は 5-10cmで比較的細く、打ち込ま

れた深さも浅め。材はコナラ属クヌギ節やツブラジイ。この杭列はちょうど橋梁W期に継ぎ足された

西岸の石積みと捨て石の下流側に沿っていることから、 N期の基礎施設に伴うものと推定される。杭

列 4は全長 7mで杭列 3と対をなすと考えられる。杭材は細く、下層にある II期の石積みに当たって

先端が潰れているものも確認される。杭列 5は河道東岸部分に約 6mに渡って検出された。杭列 4の

延長上にあるのでW期の可能性があるが確証はない。橋の東岸への取り付き部分または道の造成と

いったものに関連するのかもしれない。杭列 6は杭列 1と対をなす橋梁W期の土留めである。状況は

杭列 1と同様であるが、杭列両端部は杭列 1と逆に上流側へと湾曲する。杭列 7は橋梁西部から河道

西岸にかけて約18m延びている。 I1期の西側石積みに伴うものと判断される。西岸部の杭列には横木

が杭列の下流側に設置されていたことが確認されており、橋の西岸取り付き部に盛り土がなされた可

能性がある。杭列 8は橋梁上流側の河道中央部で検出された。杭は直径5cm前後の細いものである。

この杭列は橋梁W期の基礎施設である上流側埋め土の範囲と一致する事から、竹などを敷きながら埋

め土した部分に杭を打ち込むことで河床の碁盤に固定する目的があったのではなかろうか。 （物部）

6 近世以降の遺構と遺物

(1)土壊

土堀24(第341-343図、図版72-3) 

土壊24は溝35の北東端部に位猶し、溝35を切っている。平面形は 1辺約5mの不整方形を呈し、検

第341図 近世以降の遺構配置 (1/800) 
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。
10cm 

W233 

一ー、―---- -- '--''一ー ーー 。． 
W234 

にぶい黄色微砂（暗灰色粘質土を含む）

暗灰色粘質土（暗褐色砂質土を含む）

暗灰色粘質土（炭を含む）

暗灰色粘質士（暗褐色砂質土を含む）

暗灰色粘質土（明黄褐色砂を塊状に含む）

黒色粘質土（暗褐色粘質土を含む）

暗灰色粘質土（炭を含む）

黒色粘質土（暗褐色粘質士を含む）

灰色粘質土（明赤褐色粗砂を塊状に含む）

暗灰色粘質土（黄褐色粗砂を含む）

灰色粘質土（黄褐色砂を含む）

暗灰色粘質土（黄褐色砂を含む）

黒色粘質土（暗褐色砂を含む）

出面からの深さは約1.2mを測

る。断面は逆台形を呈し、埋土

は粘質土で上部は粘質土や砂質

土の塊を含み、下部は砂を含む。

上半部は人為的に埋められた可

能性がある。土堀内部の周囲に

は崩れ落ちた多量の礫がドーナ

ツ状に検出された。原位置を

保っていたのは北東側と南西側

のみであったが、おそらく方形

の石垣が築かれていたと考えら

れる。また、上堀の北側肩部上

面に階段状の敷石がある。 この

士壊と敷石は農業用水の水溜と
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第343図 土壊24 出土遺物〈 2〉

そこに降りる階段と推定される。遺物は投栗されたものと思われ、木製品が多い。 W237番傘の部品、

W238位牌立て、 W234-236は漆塗りで重箱あるいはお膳の台の部分と考えられる。時期は1618灯明皿

などから18世紀以降と推定される。

土堀25(第341・344・345図、図版72-4) 

土城25は土城24の東約12mに位置し、幅を減じた河道の河川敷か水際に立地すると考えられる。橋

梁 3東部にある礫群を切って掘り込まれている（第348図の第 4層）。平面形はl.7Xl.4mの不整円形を

呈し、検出面からの深さは約40cmを測る。 (1)底面には小礫と厚さ約1.5cmの繊維状の炭化物が直径

約20cmの範囲にみられ、周囲に 2-8cm大の焼土塊と骨片が散らばっている。その上に 5枚の薄い板

2
 

※黒塗りは骨片

※破線は繊維状炭化物

／三 1

2

3

 

灰色粘質土（小礫．粗砂を含む）

灰色粘質土（小礫．粗砂を含む・繊

維状の炭化物・骨片を含む）

黄褐色砂質±(砂を多く含む・繊維

状の炭化物・焼土塊·骨片•礫を含む）

第344図 土壊25(1 /40)、同出土ござ状編み物拡大模式図 (1/4)
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第345図 土壊25 出土遺物

を載せており、うち 4枚は重なった状態で検出され、片方の端部を鈍角の山形に切断し、釘穴がみら

れる。墨書はない。そして、 (2)土堀底面やや北寄りに65X55X20crnの土嚢を置き、 (2,-.;3) ござ

状の簡易な編み物で士堀全体を覆いながら埋めている。骨片は 5cm以下の小さな破片ばかり50点ほど、

白色硬質で、被熱していると判断される物も数点ある。頭頂部の骨片が少量あり、人骨と考えられる。

4枚の板は卒塔婆あるいはお堂や祠に供えるお札の一種と推定される。以上のことから土猥23は火葬

に関連する遺構である可能性が強く、拾い上げられなかった小骨片を埋葬したのではなかろうか。時

期は土壊上部を現代用水路が削平しており限定しがたいが、近世と考えられ、当時、一般的な埋葬方

法が土葬であったことからすると火葬にされたのは僧侶であった可能性も大きいが、土嚢を置いてい

ることからあるいは疫病患者の可能性もある。

(2)溝

溝35(第341図）

（物部）

溝35は南西から北東にに向かって入ってくる現代用水路の西側に約 3m離れて平行して検出された。

士壊22によって北東部を切られている。幅約3.5m、深さ約0.6mを測る。埋上は礫を含む砂質士である。

現代用水路に先行する用水路と考えられる。時期は近世以降。 （物部）

(3)石列群（第341・346図、図版72-5) 

石列群は河道堆積士最上部に構築されており、橋梁 2の東西にある石積みの直上およびその北部に

位償する。現代用水路に先行する用水路の護岸と考えられる。石列 1・2は用水路の西壁、

南壁、 4-8 は北壁で、用水路が合流•分岐するため、壁を補強したものと思われる。

3は東～

（物部）

(4)橋梁

橋梁 3 （第341・347・348図、図版68)
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第346図石列群 (I/160) 

橋梁 3は橋梁 2の南約 4mに位置し、主軸をほぼ東西にとる。橋脚は腐って皮だけになっているもの

や抜け跡を含めて37本検出された。橋脚の配置から樹皮付きのマツを使用した橋梁 3Aと、クリの角

材を使用した橋梁 3Bとに区別され、両者は主軸を 5度程違えてほとんど重なることから、改修され

たものと考えられる。また、 1箇所に 2本の杭が検出される所があり、部分的な補修も確認される。

橋梁 3Aは、幅約1.7mの杭が 2本 l対で 5対並ぶ。橋脚のスパンは1.9m前後、全長は7.2mを測る。

橋梁 3Bは、幅約I.Omの杭が 2本 l対で 7対並ぶ。橋

脚のスパンは1.3m前後であるが、東から 2-4対目の

間隔は0.75mと2.35mで変則的である。全長は8.2mを

測る。橋梁3A・Bは東西両端の橋脚から岸辺へと渡

る長さを橋脚のスパン程度と仮定すると、両者とも橋

自体の全長は約llmとなる。橋梁 3の東西両端部の河

床には石群がみられる。西側の石群は橋梁 3A西端の

橋脚を取り囲むように径約1.5mの範囲に広がる。その

石の下には束ねたようなエノキの枝（粗染）が多数検

出された。また、この石群に取り付くように検出長 4

m、幅約 1mの小石の帯が北西方向から下がってくる。

これらは橋梁 3Aを架橋する際の土手から降りるI

事用道路と河床の足場固めと推測する。石群の約 Im・

西には橋梁 3Aの主軸と直行する面を持つ50cm大の

石列が残存する。これは橋が西岸に取り付く部分の護

岸と考えられる。東側の石群はその上部から橋梁 2に

'口且
／ 

/II—働
レ‘

じll
レ

r間
仙

un¥>W244 

W246 
-U 

50cm 

第347図橋梁3橋脚 (1/20) 
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第348図 橋梁3 (1 /120) 

伴う古銭が多数出土することから、橋梁3よりも古いものと考えられる。時期を特定する遺物は無い

が、河道幅がllm前後まで狭まっていることから橋梁 2魔絶後に架橋されたものと思われ、 17世紀と

推定する。

(5)樋門

（物部）

3基の樋門碁礎を検出した。西から東にむかって流下する用水路「百間川ー海吉用水」の水量調節

のため設けられた樋門で、北東に分岐する水路への排水量の調節を目的とするものである。両山の樋、

あるいは前田入り口の樋と呼ばれていたという。用水の上流• 南西側から樋門 1•-2• 3の順に近接

して遺存する。用材の鑑定は一部であるが、

樋門 1 (第341・349-352図）

樋門 2と掘り方の切り合いはないが、上流側に所在することから 3基のうち最も古いものと考えた。

細長い掘り方に長さ3.85mの板材W247が埋設されている。側面に浅い柄や段、上面に長方形の柄穴が

穿たれており、他の材が組み合って樋門基礎を形成していたと考えられる。板材の東西両端に掘り方

1・2がツガ、 3はマツとの結果が得られている。

が見られないことからすれば、後述の樋門 2のような二つの柱材が基礎を受ける構造ではなかった可

能性が考えられる。板の南面には手斧とみられる痕跡、北面には鋸引きの痕が見られる。

樋門 2 （第341・349-352図、図版69・70)

全幅6.32m、奥行き60cmを測り、巾央に箱形に突出する部分を設ける。掘り方の東西に一段深い掘

さらに大形扁平な石材を置き、それが 2本の角柱を受ける。角柱は一

辺38cmを測る大形の材で、先端をやや尖らせる。角柱の東西両側面には柄を設け、そこに中央248・東

り込みを設けて石材を充填し、
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コンクリート

褐色粗砂

暗褐色粘土

粗砂

黄色粘質土（粗砂を含む・「タタキ？」）

黄色砂（ピンを含む・近世の石垣間の堆積）

暗灰色砂質土（黄色の粗砂•小レキを含む）
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暗青灰色粘質土

（用水路

下流へ）
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樋門

3A 3 B 
-4 
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褐色砂質土

青灰色粘性砂質土

粗砂

黄褐色粘質土

暗褐色粘質土

明灰色粘質土

灰褐色粘質土

（黄色小レキを多量に含む）

暗灰色砂質土

暗灰青色粘質土

10 暗褐色粘質土

11 灰黒色粘質土

12 灰黒色砂質土

13 褐色粘質土

14 灰黒色砂質土

（小角レキを多く含む）

15 暗灰色粘質土

16 暗灰色砂質土

第349図 樋門 1-3 (1 /60) < 1〉

-280-



第 3節岩間下調査区

.
3
 |
 

`
3

ー

樋門 3 (掘り方と基礎石）
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e~ 

樋門 2{掘り方と基礎材）

矢印—墨書位置

。
2m 

第350図樋門 1,..., 3 (1 /60)〈2〉

250および西と、 3枚の板材をはめ込んでいる。この板材の上面にあたる部分よりも上側には角柱を

貫通する方孔が設けられているが、廃絶時にこの部分で切断されているため、柄穴になるのか樋板を

落とす溝が角柱を貫通する作りで、それがここまで達しているのか不明である。

東西両側の板材に接続して 3枚の板材で箱形構造が設けられている（東辺ー249、西辺ー251)。板の

上下幅は北辺の 3枚よりも狭いが、南辺は北辺よりも15cm高くなる。

これらの板材の上面に柄穴が設けられており、上側に別材がくるとみられ、樋門 1の場合と同様に

板材側面の数ヶ所に縦方向の幅広の柄も認められる。構造は復元しかねるが、樋板を受け、また、手前

の洗掘を防ぐために板張りがなされていた可能性が考えられる。角柱と板材、板材間の結合には釘も
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第351図樋門 1,.., 3 出土遺物

用いられるが (M321• 322)、おもに大形の鎚 (M323• 324• 327• 328) が用いられている。

北辺中央材248の北中央には「、」と「宗板」、北辺東板250の南側に「0」「東下一」、東短辺249内側

には部材の位置を示す略図とみられる門字状の記号がそれぞれ墨書されている。

樋門 3 (第341・349-352図、図版69・70)

昭和51年にはじまる百間川改修工事まで使用された樋門で、石材の間にはセメントによる補修も残

る。上部が撤去されており、東には折り取られた 2基の石柱の下部が残るが西側のそれは失われてい

る。よく似た構造の樋門基礎が接して遺存しており、北側の施設を 3A、南側を 3Bと呼ぶ。 3Aは

掘り方中央に長さ5.76mの木材257を置き、それを甚礎にして石柱を設置し、その間および東西に板材
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第352図 樋門 1-3 使用部材 (1/30)、墨書拡大 (1/15) 
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第 3章発掘調査の概要

を立てる。中央ではその上に長さ2.72mの石材を設置するのに対し、東側では豊島石製の板石 2個を

置き、さらにその東外側には板材を縦に打ち込んでいる。また、西側では北に角材を添え、板材254の

上に浅い剖り込みをもつ枕木状の材を償く構造となっている。石柱および中央に水平に置かれた石材

が樋板を受ける施設である。石柱は外側にも内側と同様の溝が彫られてはいるが、基礎はこの 2本以

外の石柱を受ける構造にはなっておらず、多連の樋門用に加工された石材を用いたと推定する。また、

東西両外側の板材は石柱外側への漏水を防ぐために設置されたとみられ、おそらくは埋め込まれてい

たものであろう。西側に立てられた板材254は南面に「右ー」「天□山下」の黒書がある。

3 B は 3A とほぼ同様の規模• 構造であるが東西両側に他の材にくらべてかなり薄い板255・256が

立てられる点が異なる。また、基礎となる木材235は3Aのそれよりも短く、上側に設置されている。

ABの石材の南北両側は洗掘防止のため石畳状に角礫が敷き詰められており、それが樋門 2を覆って

いる。したがってABが同時に存在したのは確実であるが、樋門が二重になることは考えにくく、 3

Aを残したまま樋門の改修がなされ、 3Bが新たに設置されたと考える。

3A·B ともに部材の結合には釘 (319• 320) 、鎚 (325• 326)が使用される。特に 3A基礎は南北

両側に長い角材を添わせるが、それらは長い釘で打ち付けてある。

M329-341は主に石敷きの間から出土した遺物で、脱落した鎚329・330、キセル331・332、網の錘

333・334、鳶口335、寛永通宝337-341などがある。樋門 3の年代の下限は明確であるが、 1・2を

含めて築造年代は明確にしがたく、江戸時代以来の築造・改修を示すと言わざるをえない。 （宇垣）

(6)河道

河道 7 (第341図）

橋梁 2が機能を停止したと考えられる17世紀前半以後の河道は、その直後に設置されたと推定され

る橋梁 3の全長が示すような幅約10m前後の細く浅いもの（第341図網掛け部）になったと思われる。

その後さらに堆積が進み、ほとんど埋没した頃に溝35や石列群から推定されるいわゆる用水路そして、

現在まで見られた用水路へと様相を変えたものと推察される。 （物部）

7 遺構に伴わない遺物（第353-383図、巻頭図版 8、図版74・77-94)

この項で扱う遺物は、おもに古代末から中世の河道に流入して出土したものが大半であり、それら

のうちの図示可能な、または所属時期決定が可能なあるいは特殊な、そして特徴的な形態・胎土をも

つ遺物について取り上げた。

縄文土器（第353図）は調査区全体で10数片出土している。図示したもののうち、 1620,.._, 1625は縄文

後期、 1626-1630は縄文晩期である。磨消縄文系の1620は中津式、浅鉢の1612• 1622と縁帯文系深鉢

の1624は津雲A式併行、条痕調整を残す鉢ないし深鉢1623と胴部に縄文を留める1625は彦崎KII式併

行期くらいであろうか。頸部に爪形文を施す深鉢1627は典型的な谷尻式の特徴をもち、口縁部下に突

帯文をもつ1629・1630はそれぞれ突帯出現後の前半・後半に比定されようか。浅鉢1626は内外面共に

ていねいなミガキが施され、晩期後菓と思われる。

弥生土器（第354-355図）は古代～中世の土師器以外では一番多く見つかっており、中でも後期土

器が大半を占める。前期土器は数点しかなく、壺1631のように口縁内面を突帯で装飾するタイプは百

間川遺跡群でも希有な存在である。 1632,.._, 1637は中期前半の壺、 1638-1648は中期後半の壺・甕• 高
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第353図遺構に伴わない遺物く 1〉

杯等、 1649-1681は後期の長頸壺・ 壺・甕• 装飾高杯•高杯· 特殊壺• 製塩土器等である。後期土器

のうち、 1673は暗褐色を呈し角閃石を含む胎土で小形特殊器台の口縁部とみられ、 1674は特殊壺の胴

部破片である。後者は胴部に高く突出する突帯を2条もち、上側の突帯の上下には櫛描き沈線、その下

には櫛描波状文が施される。施文•突帯形状ともに楯築遺跡出土特殊器台 (A·C類）のそれに酷似し

ており、足守川流域からもたらされたとみてよい。近年、岡山市津寺遺跡や矢部南向遺跡などの沖積地

集落から特殊器台等が出土する例が知られてきたが、そうした一例として今後検討を要する資料である。

また、 C90• 91の分銅形土製品は、文様、形態の退化度からすれば後期前半の時期とみられる。

古墳時代の遺物（第356・357図）には、つぎのものがある。土師器1682-1700は、古墳時代前期

（下田所式～川人大溝t層式）の壺．甕•高杯・用等である。 5 世紀代に降る可能性のある 1685·

1692・1695のほかは、下田所～亀川上層式である。そのうち、搬入品かどうかの区別はつかないが、

壺1683が瀬戸内西部、鼓形器台1699が山陰の影響化の土器である。古墳時代後半期は、須恵器1701-

1709・ 円筒埴輪1710・ 製塩土器1711・1712がある。埴輪は 5世紀代であろう。 （柳瀬）

古代の須恵器（第358-361図）のほとんどは10世紀後半の河道 5砂層に混入していたもので、奈良

時代と考えられる河道2堆積層から出土したものは少ない。器種のわかる破片数は2300片程度あり、

全出土土器量の約 1割を占める。時期は一部 7世紀代を含むが、 8世紀から 9世紀初め頃までが中心

になる。 1718は杯蓋の内面を利用した転用硯である。 1727....,1734杯の底部外面はヘラ切りで、 1733・

1734には中央部に押圧が見られる。 1750は高杯の脚で、鳳内面にヘラ記号がある。 1751-17541II1は高台
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第 3節 岩間下調査区

の付くものとつかないものがある。 1772-1774平瓶は体部が

稜角をなす。 1772はやや大形、1774は小形である。 1775-1781

は甕か横瓶の体部片で各種車輪文が見られる。 1782• 1783は

稜椀と考えられる。.1784は灰白色を呈する風字硯である。硯

は転用硯 2 点1718• C74を含め、計 3点確認された。 1785-

1789・1792は糸切りの須恵器椀と小ID1で、 12世紀代と考えら

れる。 1790椀は灰白色を呈し、重ね焼きの痕跡がある。高台

の付け根に水平な突帯を持つ。 1792の椀はナデによる凹凸が

著しい。

第362-367図は早島式土器椀出現までと考えられる古代土

師器で、大半は河道 5や河道 6の堆積層中に混入したもので

ある。量は全出土土器片の 1割を少し越える。時期は 8世紀
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から連綿と見られ、量的には10世紀から11世紀にやや中心がみられる。第362図は土師器椀である。

1793• 1794は丹塗りの椀で 9 世紀代に属する。 1796は押圧が著しく、後述する杯1845• 1846と同様の

形態である。 1797-1799は足高の高台を持つもので、 1795の内面底部にヘラ記号がみられる。 1804は

内外面に細く細かなヘラミガキが施され、器壁が薄く、非常に丁寧な作りである。 1805-1808は底部
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第 3節 岩間下調査区
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外面が糸切りで、直線的に開く凸凹が著しい体部を持つもので、色調はにぶい黄橙～灰黄色を呈する。

第364図の1852杯も同様な特徴を持つが、 これより深さが深いので一応椀として取り扱った。 1809-

1813は平底の椀で1809-1811は底部外面がヘラ切り、 1812・1813はナデ。 1814は白色を呈し、非常に

T寧な作りである。 1815-1857は土師器杯である。 1815-1818は暗文のみられるもの。 1818は丹塗り

である。 1819-1824は底部外面がヘラ切りのもので、 1824には高台が付く。 1819の胎土は精良、それ

以外は細かな砂粒を含む。 1825-1837は底部外面が周辺にヘラ切り、中央に押圧がみられるものであ

る。胎土は全て細かな砂粒を含む。 1838-1844は、・底部外面が周辺ヘラ切り中央部押圧で、底部が丸

みを持つものである。胎土は細かな砂粒を含むものが大半である。 1845·1846~よ底部の広範囲に押圧

がみられるもので、胎土は精良である。 1846内面には煤が付着している。 1847-1851は底部外面がヘ

ラ切りのもので、胎土に細砂を含む。 1852は糸切りである。 1853-1857は杯部の深さが浅く、高台付

きの杯と判断されるものである。 1854底部外面は周辺ヘラ切りで中央押圧である。 1858-1898は土師

器1Illである。 1858は高台付き1lllで内面に暗文がみられる。 1858・1859の胎土は精良。これらは 8世紀

代と考えられる。 1863-1874は底部外面に押圧が残るものである。 1863・1871・1872の胎土は精良、
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第365図遺構に伴わない遺物く13〉

これら以外は砂粒を含む。 1866の底部外面には刺突痕が円形に配され、 2条の沈線が上方に伸びてい

る。 1875-1878は底部外面がヘラ切りである。口径は 8-10cm。1880,.._,1891は高台付き皿である。 1880

は底部外面の周辺に 2条の沈線がみられ、高台が剥離していると考えられる。口縁部が屈曲して外傾

して立ち上がる1880-1884と、口縁部が底部からそのまま直線的に延びて終わる1885,.._,1891との 2種

類みられる。 1892-1898は「て」の字口縁の京都系皿と考えられる。これら以外に小片が 2-3片確

認された。色調は灰白色を呈し、胎土は精良である。口径は8.2-約10.7cm。1899,..,,.1904は土師器高杯

である。 1900には暗紋風のヘラミガキがみられる。 1901は長脚と考えられ、 1902-1904は短脚である。

1905-1917は土師器甕あるいは鍋である。 1905-1907は器壁が薄く、ゆるやかに外湾しながら外傾し

て延びる口縁部を持ち，端部は上下に僅かに拡張される。 1908-1911は器壁がやや厚く、口縁端部上面

がナデにより窪む。 1913,.._,1917は口縁端部が丸くおさまるもので、器壁は総じて厚い。肩部が無くス

トンと落ちるものもみられる。 1913• 1914• 1916は口縁部が内湾気昧である。 1919・1920は土師器羽

釜。鍔が口縁端部付近に着くものと、やや下がった位置に着くものとがある。 1921・1922は鍋の把手

で平た＜薄手のものである。 1923は大形の移動式鼈で、全体にハケメ調整され比較的丁寧な作りであ
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第367図 遺構に伴わない遺物〈15〉

る。にぶい黄橙色を呈し、胎土は大きめの砂粒を含む。上面の最大径は49cmを測る。器高は土器片に

接点が無く 39cm以上である。

黒色士器（第368図）は破片数であるが360片以上確認された。河道 5砂層から大半が出土。ほとん
ど全て内黒で、両黒の可能性のあるものが 1点あったが、小片のため断定できない。器種には椀と杯
があり、確実に杯と判断されるものは前掲の1450だけである。椀の形状はいわゆる曲線的な丸い椀が
ほとんどで、 10-11世紀に比定されると考えられる。調整はヘラミガキが主体であるが、外面ナデ調
整も比較的多くみられる。外面ヘラケズリが前掲1449の1点ある。 1925内面には多角形のっヘラミガ

キが施され、口縁部外面にヘラ記号がみられる。 1937内面には漆が付着してる。

第369図1938-1944は緑釉陶器、 1945-1948は灰釉陶器と考えられる。河道 5砂層および河道 6下半
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第368図 遺構に伴わない遺物〈16〉

部から出土した。緑釉陶器は合計 8点が確認された。大半は士中の水分との化学変化で器壁表面が黒

色に変化している。釉の残り具合も概して悪い。 1938は 9 世紀代の京都産、 1~39は 9 世紀代の東海産

の可能性がある。 1940• 1941は10世紀代の東海産か近江産、 1942は10世紀代の輪花椀、 1943は輪花椀、

1944は糸切り、有段輪高台で三角トチン痕がある。 10世紀後半の近江産である。図化できなかった小

片は、断面中央が黒色を呈し、 10世紀代の周防産の可能性が高い。

第370図は早島式土器椀である。また、第371図は早島式士器椀と並行する時期以降の上師器と考え

られるもので、ここに掲載したのは河道6堆積層中に混入したものである。両者の出土量は破片数で

はあるが、総出土土器片数の約 5割を占める。そのうちの半数は椀で、その中でもヘラミガキのみら

れる古手のものが多い。 1949-1960は内外両面あるいは片面にヘラミガキがあるもので、器壁が薄く

ヘラミガキが密なもの1949-1954と、器壁が厚くヘラミガキが粗いもの1955-1960の2種類がある。

口径は14.2-15.Scrn、底径は5.6-7.4cm、器高は5.2-6.2crnを測る。 1961-1992はナデ調整で、口径は

14.7cmから10.9cmまで、底径は6.8-3.Zcm、器高は4.8-3.Zcmまでのものが隙間無く確認される。 1993

-1999は土師器杯で、 1993-1997は底部外面が

.... . ・"Jl 
1938 

三
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g
 

-7 
\I/~1 

1942'r=三
1944 

二一ー

1945 1946;f 

—~ 
1947 

二之
1948 。
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第369図遺構に伴わない遺物く17〉

ヘラ切り、 1998・1999は糸切りである。古代の

士師器杯がやや白っぽく、砂粒を含む胎土が一

般的であったのに比べ、色調は橙色を呈し、胎

土は精良なものが多い。小皿は色調が橙色のも

のと白っぽいものがあるが胎土は大半が精良

である。 2006• 2007はにぶい橙色を呈し、底部

が丸いもの、 2008は底部糸切りである。士師器

鍋は深さがあり、口縁端部に面を持つものが多

くみられた。

瓦器（第372図）は河道 6から出土し、破片数

は900点を数える。時期は12世紀前後から13世紀
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第372図 遺構に伴わない遺物く20〉
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中頃までのものがみられる。 2015-2017は口縁端部内面に沈線を持つ。内外面には密なヘラミガキが

施され、 2015・2016の外面ヘラミガキは分割性がみられる。これらは楠薬型と考えられる。 2018-2022

の外面には雑なヘラミガキがみられるが、 2023・2024では省略されている。 2025・2026は小皿である。

備前焼（第373図）は主に河道 6上半部や現代用水路から出土し、量は少なく 180片程度である。時

期的には13・14世紀に遡るものは僅かで、大半は15世紀から16世紀代に属すると考えられる。 2029-

2032は壺、 2033-2035甕、 2036-2040鉢である。 2036鉢は灰白色を呈し、重ね焼き痕が残る。底部外

面には木葉の圧痕がみられる。 2042• 2043は堺・ 明石系の揺鉢と考えられる。

第374図2044-2047は亀山焼甕片で、 2044の内面はハケメ調整、 2046内面には沈線状のエ具痕が残る。
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第374図 遺構に伴わない遺物く22〉

2045には墨が付着しており、転用硯の破片の可能性がある。亀山焼は破片数であるが約100点ほど出

土している。 2047• 2048は常滑焼と考えられるもので、この 2片だけである。 2049は灰白色を呈する

壺で、口縁端部は上方に短くつまみ上げている。内外ともナデ調整であるが、外面に僅かにタタキの

痕跡を確認できることから、タタキ痕をナデ消している。内面には粘土紐の跡が残る。この土器は香

川県十瓶山窯製品の可能性がある。 2050-2053は東播系の甕と捏ね鉢である。椀を除く全出土破片数

は30点と少ない。

青•白磁（第375図）は主に河道 6 上半部から出土し、全出土破片数は約24片である。器種には碗．

皿・壺がみられる。およそ12世紀から13世紀の時期が多い。 2054-2060は青磁椀である。

2060の見込み部分には「金玉満堂」の印文がある。 2062・2063は白磁碗、 2064は白磁皿、 2061は青磁

皿である。 2065と2066は象嵌による文様が施され、朝鮮系の青磁と考えられる。 2066は底部内面に桜

花の文様が 5つ配置され、釉は緑褐色を呈する。 14世紀中頃の李朝の皿と考えられる。 2069の体部外

面には鶴と雲の文様がみられ、色調は灰色を呈する。

瓦（第376-377図）の大半は河道6から出土した。総破片数は約350点で、そのうち 5/6程は近世、
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残りは古代から中世の時期が考えられる。軒丸瓦は 3種類ある。 2069の様な巴頭部が丸みを持ち尾の

短いものが多数、 2070の様なやや尖り気味の巴頭部で珠文帯の外側圏線と外縁の間にもう 1条の圏線

を持つ形態のものが橋梁 2土壊11出土の1609、上壊 7出土1484を合わせて 3点、そして2067・2068の

様な線で表現された重弁蓮華文をもつものが 2点ある。赤磐郡熊山町圃光寺跡出土の軒丸瓦に類例が

ある。軒平瓦も 3種類ある。簡略化された唐草紋で外縁幅が広いものと狭いもの、そして2071・2072

の陰刻唐草文が 2点ある。この 2点とも中央から左側の 1番目と 2番目の蕨手の間にナナメに入る箔

傷状の突線が確認できる。この突線の左右で文様にズレがあることからこの突線は箔傷ではなく、割

れた 2個体の瓦当を別々にスタンプした可能性がある。備前国分寺跡出土とされる瓦に同様のものが

ある。平瓦は凹面に布目・ナデ、凸面に格子目•縄§· 平行タタキがみられる。 2076は小形で凹凸面

に粗いハケメを施す。 2077は幅の狭い玉縁を持ち、雁振瓦と推定する。

墨書土器（第378図）は河道4-6から出土し、約16点ある。 2078は須恵器蓋で内面に 1字あるが不

明。 2079は須恵器杯で底部外面に「馳丸」？とある。 2080丹塗り士師器杯（巻頭図版 8-1、図版83)

は埋立遺構2の礫間に堆積した砂から出土した。底部外面は静止ヘラケズリで、その中央に「市」の

墨書がある。「市」は［市場」を示すと考えられ、丹塗りであることから備前国国営の市場が付近に存

在する可能性が強い。これら 3点は 8世紀後半に比定される。 2081は土師器椀で底部外面に 2文字あ

る。 2082-2090は早島式土器椀で墨書位置はいずれも底部外面である。 2082「於ほつミ和,,し口さJ

あるいは「於ほつこ和,,し□さ」、 2083「か」？、 2084不明、 2085,...,,2088は記号、 2089は残りが悪い。

2090不明。 2091は須恵器椀で体部外面下半と底部外面に同様の連続した輪状の記号がみられる。 2092

は白磁の四耳壺と考えられ、底部外面に「闘戒」あるいは「開巌Jと読める。これらの墨書土器はお

よそ10世紀後半から13世紀前半の時期が考えられる。僧侶の名前の可能性がある。 2093-2096は墨入
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第 3章発掘調査の概要
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第 3節岩間下調査区
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第 3章発掘調査の概要
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第 3章発掘調査の概要

れに転用されたと考えられるもので、 2093は内黒の黒色土器椀、 2094~、よ早島式土器椀、 2095は瓦器椀、

2096は土師器皿である。また、 2097瓦器椀底部内外面、 2098土師器杯口縁下外面、 2099早島式土器椀

底部外面には「X」の線刻がみられる。 2100• 2101は早島式土器椀であるが、底部や体部に焼成後の

穿孔がある。

土製品（第379図）の大半は土錘で約80点ある。管状土錘には小形で細長いC92-114と大形で寸胴

のCllS-117がある。甫量は前者は2.3-28.5g、後者は82.6-l72.4gである。溝を持つ土錘には 3種類

ある。堤防復旧部洪水砂出土 C79の様な円形のものと、両端が尖った楕円形の C118•119、そして中

央に穴と片側に溝をもつ土堀 7出土C87がある。 C120• 121の様な棒状土錘も少量みられる。 Cl22-

126は土製円板と考えられ、 C122は黒色土器椀、 C123は底部外面ヘラ切りの土師器杯、 C124は底部

外面糸切りの須恵器椀、 C125は早島式土器椀、 C126は備前焼を打ち欠いている。 C127• 128は窯道

具と考えられ、 C128は灰白色の還元色を呈し、中央に直径3mmの穴が開く。河道 6中層下部から出

土し、おそらく 13世紀以前と推測される。 C127は灰黄褐色を呈する。 C129は羽口である。羽口の出

土はこれ l点のみである。鍛冶滓と考えられる鉄滓小破片も出土しているがごく僅かで10点ほどであ

る。 C130は小形方形三尊塘仏（巻頭図版 8-2、図版87)である。橋梁 ZN期の埜礎施設である石群

中から出土した。残存長4.9cm、幅5.2cm、最大厚1.3cmを測る。にぶい黄橙色を呈し、焼成はやや甘い。

胎土は精良で、雲母が目立つ。裏面には型押しの際の押圧痕が残る。

木製品（第380-381図）は河道 6上半部を中心に約250点が出土した。 W258-264は漆器の椀、 W

265·266は漆器の皿である。 W267-269箸、 W270• 271は曲物の底板、 W272は中央に穴をあけた円

―◎ -0 轟 偽ー、贔◎ 四 ヽ
Gl S45 

~ ~ 

゜ S46 ＜平 S48 

， 
S47 

S44 

D 1cm , I 一
~ 
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＇ 
I -...:::,..: ュ ょヽ' --

S51 
S52 

• S55 

5cm 

第382図 遺構に伴わない遺物〈30〉

-312-
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第383図遺構に伴わない遺物く31〉

板、 W273-276は下駄である。 W277は断面U字形に溝を通し、尖らせた端部に円孔や浅い溝を付けた

加工木で、全長は欠損のため不明である。幅4.1cm、厚さ2.6cmを測る。側面に細かな筋が多数付いて

おり、これは糸による擦痕と考えられることから織機と判断される。材はヒノキ。 W279加工木はW

278は刃物の柄で、打ち込み式と推定され、 H釘はない。 W279は断面円形の棒状の加工品で両端部に

小孔と溝がみられる。直径1.4cmほどでしなった状態で検出された。はなぐりとも考えられるが用途不

明である。材はイヌガヤ。 W280は梯子である。材はクマシデ属イヌシデ節。 W281-286は河道 6中層

からまとまって出土したもので、端部に小円孔あるいは長方形の穴が開く。扇子と考えられる。 W287

はマツを使用した陽物形木製品。 W288は卒塔婆の一種と考えている。 W289は五輪塔を形取った卒塔

-313 -



第 3 章• 発掘調査の概要

婆で墨書はみられない。材はスギ。 W290は刀形でヒノキ製。 W291は河道 6上層から出土した断面方

形の棒状木製品である。かなりかすれているが墨書が確認できる。「口口D□□□□□□門於心名□□

□□ 建長元年八月廿一日□□□ 小？口口」と判読でき、本意一年月日ー名前という配置が推察さ

れる。供措あるいは願掛けのような文意ではないだろうか。木製品自体は両端が欠損しており、上端

部にはほぞ穴があり角材が通っている。建長元年は1249年である。

ガラス製品・石製品（第382-383図）は少ない。 Glは水色を呈するガラス小玉。 S44は蛇紋岩製

の臼玉。 S45,...,49はサヌカイトの石鏃。 S50はサヌカイト製石匙。 s51,...,54はサヌカイト製スクレイ

パー。 S55は変輝緑岩製磨製石斧である。 S56はサヌカイト製の石帯（巡方）である。近世の土堀24

埋士中に混入しており、 2.8X3.0cm、厚さ 5mmを測る。裏面には糸を通す穴を四隅に剖っている。実

測図の右下角の穴は潰れ、代わりの穴を右側辺中央に開けている。 S57,...,58は花岡岩製の石錘。 S61

は流紋岩製砥石である。 S62,...,65は五輪塔の空・風輪で、 S62・63は万成系花尚岩、 S64閃緑岩、 S

64豊島石（凝灰角礫岩）である。 S66は豊島石製の一石五輪塔。 S67は豊島石製で、宝陸印塔の基礎

と考えられる。 S68は豊島石製で、灯籠の傘部あるいは何か石造物の台座かと考えられるが特定でき

なかった。 （物部）

8 小結

岩間下調査区東半の河道部分では古代から中世にかけての大規模構造物が集中する。奈良時代中頃

以前には河道東岸に道路が構築されている。構造的には割り木の頭部が水平になるように設置するな

ど非常に高度な技術を看取できる。奈良時代の遺物には丹塗り土師器や石帯（巡方）など公的性格を

有するものも多い。その中でも「市場」を示すと考えられる「市」の墨書丹塗り土師器は特筆される。

今回検出した道路も国あるいは郡が関与した可能性が高いと考えられる。平安時代中頃には河道西岸

に堤防、東岸に埋立遺構 1・2、護岸 2が築かれる。これらは河道制御のため一体となって機能する

ものと理解している。技術面では、提防は多数の縦杭と縦杭に絡めた横木を芯とし、川側に敷薬を施

す点で、岡山市津寺遺跡出土の堤防 (6世紀末から 7世紀前半）に類似する。埋立遺構 1・2は礫を

大量に使っている点に特徴がある。護岸 2は縦杭に絡めた細い横木の量は異常なほどである。これら

水流の攻撃面となる東岸の施設は、相当な水圧に耐えうるよう工夫されている。平安時代の遺物には、

多くの土師器・須恵器のほか緑釉陶器、灰釉陶器、風字硯、人形、卒塔婆なども見られる。岩間上調

杏区の南約80mに位置する百間川長谷遺跡では平安時代の溝と水田が確認され、緑釉陶器3点が出土

しており、当調査区出土遺物がこのあたりから流下したものである可能性がある。中世になると橋梁

2が架橋される。この橋は13世紀前半から17世紀代までの長期間保持されること、 13世紀中頃と16世

紀前半に礫• 木材・粗染•土を使用した大規模な基礎施設を作っていること、それ以前にも河道底の

洗掘部を土で埋め補修した痕跡を確認したことなど注目すべき特徴を持つ。橋梁2が補修・改修をく

り返し、長期間保持されることは、橋梁 2の重要性または需要の高さを示しており、一集落の生活道

ではなく、港へ通じる主要道として物資の流通、人々の往来を担っていたと考えたい。

河道西岸に当たる調査区西半部で検出された遺構は中世を中心とする不整形な土堀・溝が多い。そ

の中で溝30は直線的な溝で水田に伴う溝の可能性がある。士城 7-10、溝32は人為的なものとは考え

にくく、洪水や大雨による自然の窪みや溝の可能性がある。土堀 8に見られる施設は、橋梁 2へと続

く道の補修と考えたい。 （物部）
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1 河道の復元について

1, 概要

第 1節遺構について

岡山県の三大河川の一つである旭川の沖積作用により、岡山平野が形成されてきた。百間川遺跡群

は、平野を南流する旭川の東岸に広がる沖積平野に形成された遺跡群である。旭東の平野は、北側を

標高257mの竜の口山丘陵と南側を操山丘陵に挟まれた東西12km、南北 6kmの地域で、岡山平野の中心

部を占めている。この平野には、旭川の東分流により多くの自然堤防が形成され、縄文時代以降の多

くの遺跡が知られている。

2, 分流の痕跡

旭川の東岸地域に分流した河道群は、一つは南側の操山山塊の東端に達し芥子山山塊との間を抜け

る完全な東分流と、もう一つは操山山塊の西端から再度本流に合流するものとが地形状からも考えら

れる。東分流については複数の旧河道痕跡が先学により指摘されており、地形図や航空写真等でも可

耕地の変化等で痕跡がたどれる。また、遺跡の発掘調査や工事立会等の増加による微高地や旧河道の

把握も進展している。特に百間川の改修による大規模な遺跡群の調査では、河道の詳細な情報が増加

している。ただ近年では山陽本線付近から南側が市街地に進行しており、宅地造成や埋め立てにより

微地形の観察に支障をきたす状況となりつつある。

3, 18河道の流路

岩間調査区最大の検出遺構である河道 l及び3・5・6・7 (以下旧河道）は、古代末（初限古代）

～中世（前半期）における旭川東分流で操山東端を迂回し、旧岩間の江から児島湾に注いでいたもの

と考えられる。以下、米田遺跡付近より下流部と同遺跡より上流部分岐点付近までとに 2分して流路

を辿ってみる。

下流部 調査を行った岩間上調査区で検出の旧河道は、一端調査区外をほぼ東進し岩間の丘陵部に

突き当たり、北東方向に向きを変えて下調杏区の旧河道へと続いている。改修前まではこの河道位置

を踏襲するように幹線水路が上面に穿たれおり旧河道位置の推定になろう。なお、右岸用水の長谷遺

跡の調査では、丘陵裾部及び中央付近では古代末ー中世段階の微高地水田層を確認しているが、中央

やや西よりと東端では未調査の低位部で、この間を一時期河道が湾曲した可能性がある。

下調査区検出の旧河道はさらに北上し、百間川堤防外の米田遺跡排水機場調査区検出の旧河道に達

する。右岸側の肩口より河道半分程度の検出で、橋脚や貝塚等を確認している。なお、新米田橋北詰

め付近の調査では、当該河道の左岸肩口らしき遺構を検出している。米田遺跡排水機場調査区付近を

すぎてから大きく南にカーブし、長利付近の現河道と重複した位置を蛇行しながら南流して操山東南

端付近で当時の海岸線に達したものと想定される。
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上流部 上調査区西端部では、今谷集落東の操山丘陵の北端裾部を巡るように検出し、 さらに上流

へと続いている。ただ、新今谷橋付近から百間JII内の上流部では百間JII今谷、兼甚、沢田遺跡等の調

脊が、低水路等の調査で切れ目なく行われており当該期の河道痕跡は確認されていない。恐らく既に

改修掘削が行われている新神下橋上流付近で百間川を横断したものと考えられる。なお、今谷の右岸

北前樋門の調査で当該旧河道と同時期の溝71を検出している。旧河道の右岸肩部であればこの付近か
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を横切り、関及び赤田集落の南側を通る痕跡が認められる。いずれも現在では宅地化が進行している

が、幅50m程の河道痕跡の方向に住宅が並び明瞭に現在でも痕跡をたどれる。赤田付近では幡多廃寺

の東側を蛇行する旧河道の分流が認められる。清水地下道の付近で新幹線、山陽本線を横切る。これ

より北は県道原、原尾島線とほぼ平行する流路と今在家東付近を下る流路が考えられる。

米田遺跡岩間調査区で検出した旧河道（河道 1及び 3・5・,6・7)は、祇園上付近の旭川本流か

ら分岐し流程約16kmの古代末から中世前半期を中心とする東分流そのもので、遅くとも中世末段階で

は役割を終えていたものと考えられる。 （山磨）

2 百間川米田遺跡の貝類について

1. 概要

米田遣跡岩間上、下両調査区を流走する大規模な古代末～中世の河道 1及び 3".・5・6・7では、

上調査区で 3カ所、下調査区で 2地点 (5カ所）の大小合計 8カ所の貝塚を検出している。いずれも

旧河道の埋没過程で形成されたもので、各種貝類や土器、木器、獣骨、魚骨等が含まれている。これ

らの貝塚の貝類等の採集は、上調査区の 3カ所の貝塚では規模がいずれも大きかったためにサンプル

採集を試み、下調査区では小規模貝塚のために全量採集を行っている。上、下調査区ともに採集量が

多いものではコンテナ50箱以上の量を採集している。ただ、貝類採集の方法は、貝塚が個々で規模、

堆積状況等が異なっていたために若干統一を欠いている。貝塚 2・3では、堆積層位が明瞭であった

ために土層（貝層）別に行い、層位の不明瞭な貝塚 1は地点別に数力所の採集である。また、下調査

区の小規模貝塚では全量一括採集を行っている。

貝類の水洗選別は、 4mmのふるいを使用して乾燥後に分析を行った。分析は、貝類の同定を行うこ

とと個体数の算定、重量の計測と主要貝類であるハイガイの殻長と殻高の計測を行った。個体数の算

定は腹足網（巻き貝）では主に殻頂部数、斧足網（二枚貝）の場合は殻頂部数を 1/2として個体数の

計算を行った。

なお、カワニナ類では出士数の半数以上が稚貝の状態であった。付近に生息したものが自然死した

可能性があるが個体数の計測には含めている。

2. 貝類の組成

貝の種類は貝塚全体で17種類以上を確認している。鍼水性の斧足網（二枚貝網）では、ハイガイ、

オキシジミ、ハマグリ、マガキ、腹足網でアカニシ、ウミニナ、イボニシ、イボウミニナ、ヘナタリ

ガイ、ゴマフタマガイ、ムシロガイ、カワアイガイ、淡水性斧足網でマッカサガイ、イシガイ、腹足

網でオオタニシ、カワニナ類、汽水性斧足網でヤマトシジミ等である。

岩間上調査区の 3箇所の貝塚の出士貝種の比率は、いずれもハイガイが主体で、次いでヤマトシジ

ミと稚貝を多く含むカワニナ類で大半を占める。その他の貝種は 1%以下の比率である。

一方、岩間下調査区ではいずれの貝塚ともにヤマトシジミが最も多く最大比率を占めている。特に

貝塚 7ではヤマトシジミが80%以上の比率を占めている。次いでハイガイ、カワニナ類と続いて岩間

上調査区検出の貝塚群とはいずれも第 1位の貝種の比率が逆転している。

上調査区 2カ所（貝塚 l、3)、下調査区 3カ所（貝塚5,6, 8)の各貝塚ごとの貝類の組成は図385

の円グラフの示すとおりである。掲載した 5カ所の貝塚の貝種や貝の堆積の垂直、水平方向の出土比

率の変化等を各々以下に検討してみる。
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貝塚 lの採集では、東西方向の土層断面畦を境に南から北に 4区分した各地区と、その境の土層断

面畦から機械的に上下2,3層に区分しコンテナ50箱強をサンプル採集している。分析の結果、全体の

出土比率ではハイガイが主貝種で61%。ヤマトシジミが27%、カワニナ類が11%を占めている。採集

の各地区を細かく見ると岸に近い北端の採集地区ではヤマトシジミが比率 1位で58%を占めて、ハイ

ガイは37%と逆転している。南側（河道中央）に行くに従って主体貝種であるハイガイの比率が高く

なり、南端の地区では90%以上の比率でハイガイが占めている。カワニナ種は 5%前後の出土が多く、

高い比率の地区は25%を越えて出土しているところもある。特に稚貝の比率が高く全体で半分以上占

めている。ハイガイの比率の変化は、貝の魔棄が岸より徐々に河道中央に向かって行われており、こ

れに対応するようにハイガイ種の比率が増加していることが認められる。また垂直方向の変化では、

堆積層の厚い中央より北側（岸に近い方）の下層でのヤマトシジミの比率が高い傾向にある。

貝塚3では、土層断面畦からの層位別のサンプル採集でコンテナ66箱程採集している。全体の比率

では54%がハイガイが占め、次いでヤマトシジミが31%、カワニナ類が14%である。採集層位別にお

いてもハイガイが主体で比率第 1位が大半であるが、一部の断面では肉眼観察でもヤマトシジミの比

率が高いことが認められ、ある特定の時期には集中的にヤマトシジミが多く採集された様である。算

定の結果からも比率が逆転しヤマトシジミが50%以上で比率第 1位を占めている層位も観察された。

全体的には貝塚 lと類似した出土比率を示している。

なお、未掲載の貝塚2においても主体貝種はハイガイで、次いで、ヤマトシジミが占めている。た

だ、カワニナ種の出土が低く、ハイガイとヤマトシジミの 2種類で大半を占めている。

一方、下流の岩間下調査区では全量採集している 5カ所の貝塚では主要貝種はハイガイ、ヤマトシ

ジミが占め、次いでカワニナ類であることは同様である。出現比率はヤマトシジミがいずれも第 1位

を占めて上流部の貝塚の出土比率とは逆転している。掲載した 3貝塚のうちでは、 11区のほぼ同一地

点で上下層に確認された貝塚 6・8は、ヤマトシジミが出土比率の70%以上を占めて安定し、次いで

ハイガイが20%前後である。主要な 2種類で大半を占めている。

貝塚5では、他の貝塚よりカワニナ類の出士比率が高く、出土比率第 1位のヤマトシジミは50%程

である。ハイガイとカワニナ類が20%強である。

3. 貝類の大きさ

貝塚出土の貝類の内で、主要貝類の一種であるハイガイの個体の殻長と殻高の計測を行っている。

そのうち殻長の比較検討を行い、 5カ所の貝塚の分布データを図385に掲載している。

上調査区の貝塚 1では、採集地区のうちハイガイの出土量の多い南端区のコンテナ 9箱分中の 2箱

の合計1040点ほどについての計測データである。貝塚 3では採集量の多い第11層（純貝層）中の合計

1500点の計測データである。

下調査区の貝塚では、いずれも全量採集を行っており、多い貝塚ではコンテナ50箱近くの採集量で

ある。このうちから計測には機械的に抽出している。掲載した貝塚5、貝塚6、貝塚8で各々合計1500

点についての計測データである。下調査区検出の貝塚は、いずれも出現率の第 1位はヤマトシジミで

あるが、上調査区の貝塚と比較検討のために第 2位の出現率であるハイガイの計測を行っている。な

お、貝の計測は、殻長、殻高ともに周縁部まで残存しているもののみで推定復元は行っていない。

その結果、貝塚全体でのハイガイは、殻長最小1,2cm-最大6,4cmまでの大きさが出土しており平均

で3,7cmである。各々 5カ所の貝塚では採集個体の集中する傾向が若干異なり、図385の棒グラフに殻
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長度数分布表を掲載している。以下、各貝塚の傾向を検討して見る。

上調査区の貝塚 1では、最小1,4cm-最大5,9cmまでの大きさの貝が出土している。ピークは2,8cm付

近であるが、特に2,4cm-3,4cm間での採集が顕著でまんべんなく採集しているようである。貝塚 3で

は最小1,4cm-最大5,7cmまでの大きさが出土している。ピークは3,4cmでピラミッド形の形状をなして、

貝塚 1と比較してピークがかなり右に偏っている。

下調査区の貝塚出土のハイガイの分布傾向は、貝塚 5では最小1,5cm-最大6,0cmである。ピークが

2,7cm付近と3,3cm付近の 2カ所にあり2,5cm-3,Scm付近の個体を平均して採集している。貝塚 6と貝

塚8は同一地点の上下層に重複した貝塚で、さらに北に広がっているようである。上層の貝塚 6の出

土分布は最小1,5cm-最大6,1cmである。 2,8cmがピークで2,4cm-2,Bcm付近の採集が集中している。採

集個体の小型化の傾向が認められ、 2,9cm以上では採集量が他の貝塚と比較し減少傾向か顕著である。

下層の貝塚 8では、最小1,2cm-最大6,4cmまでの大きさを採集している。 2,9cmをピークとし2,6cm-

2,9cm付近の採集が集中している。

4. 小結
米田遺跡岩間上、下両調査区では、大小 8カ所の貝塚を古代末から中世（前半期）の大規模な旧河

、道内より検出した。これらの貝塚からは、コンテナで300箱以上の貝層サンプルを採集し水洗選別を行

い、多くの貝類等を検出することができた。以下に貝類の種別、組成等の分析を試み、検討を行った

成果、問題点、今後の課題等を列記してみる。

1. 検出貝塚の主要貝種は、ヤマトシジミとハイガイの 2種類であった。ヤマトシジミは一般的に海

水と淡水が混じる河口の汽水域が生息場所といわれている。一方ハイガイは内湾奥部の干潟を生息域と

する。これら 2主要貝類の出土量から採集域は遺跡にほど近い鍼水域から汽水域にあたると考えられる。

現在では当該地区から海岸線までかなりの距離があるが、操山山塊の南に広がる広大な可耕地は近世前

半期の干拓地でv江戸時代初期以前には海岸線が操山に迫り、広大な内湾奥部を形成していたものと考

えられる。現に丘陵南側裾部には、中世～近世のハイガイ主体貝塚が数多く形成されている。

また、操山山塊の東端と芥子山塊の間は、深い入り江を呈して検出旧河道の河口域が形成されてい

たものと考えられる。このように付近には河口域から内湾奥部の泥湿地が広く形成されていたものと

考えられ、貝の採集環境としては充分な場所であったことが言える。

2. 岩間上調査区の貝塚が下調査区と比較していずれもハーイガイの比率が高いのは、採集テリトリー

の違いによる潮間帯付近での採集の比重が多かったことが考えられる。地理的に見ても当麻の丘陵部

を迂回するよりも長谷より操山の鞍部を横切れば前面に泥低干潟が広がり、ハイガイの採取には適し

た場所であったと考えられる。

一方岩間下調査区の貝塚付近では当麻の丘陵部の南東側には内湾部が深く人り検出旧河道の河口域

第 4表貝類の出土量（個数と％）

貝塚 ハイガイ 比率 ヤマトシジミ 比率 カワニナ類 比率 その他 比率

1区貝塚 78980 61 ,. 34242 27 14814 11 850 1 

3区貝塚 2 43023 54 -24484 31 11235 14 282 —· 

8区貝塚5 19759 22 46650 52 22318 25 300 ''一

11区貝塚6-. 19365 21 67536 -・72 6531 7 247 

11区貝塚8 17224 22 58588 76 1350 2 45 
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第 1節遺構について

が広がっていたと考えられる。下調査区の貝塚がヤマトシジミに依存度が高いのは採集テリトリーに

旧河道の河口城が大きく関わっており、ヤマトシジミの群棲地の差が表れたものと考えられる。

3. 当該調査では貝塚の採集方法や分析が貝塚個々で若干担当者により異なり、やや統一性をかける

面は否めない。また、 2大主体貝種の一つのヤマトシジミの分析が未整理のため充分な分析と検討の

ないままの報告となっている。今後の百間川米田遺跡周辺部の調査の進展にともない、貝塚等の発掘

例が増加すれば当該貝塚とのデータの比較や検討により、周辺の環境や集落立地の状況等が徐々に解

明されていくものと期待したい。 （山磨）

3 道路

道路の構造には 3点の特徴がある。 1点目は杭材を甚盤に深く打ち込むのではなく、割り木を大鼠

に分厚く敷き並べることによって、上部の盛り土を支える工法をとっていること。 2点目は第235図

で示したように、．基盤となる河道斜面や岩盤の起伏を考慮し、割り木の長さや設置位置を決め、割り

木頭部の高さを標高 Om付近で水平になるようにしている点。 3点目は、 2点目とも関連するが、丘

陵北西側を、基盤がえぐれた部分に埋め土を多く行って直線的な道路を作っている点である。これら

のことから技術者のもと統制のとれた綿密な工事が行われているといえる。埋立遺構や堤防について

も同様であるが道路の場合特にその印象が強い。この道路は河道 2が東方向から北東方向へ進路を変

える攻撃面に位罹し、背後はすぐに丘陵の岩盤である。あえてこのような危険個所に道路を作ったの

は川沿いに道を通す必要があったからと考えられ、この道路建設の目的が「船曳」であった可能性を

指摘したい。また、道路の設償された丘陵の東側および、約250m東にあった単独小丘陵の東から南

にかけては、 1978_・79・81年度調査時に総柱建物群や「官」逆字押印の須恵器杯、「上三宅」墨書須

恵器杯などの公的性格を有する遺物が多数検出されており、公の土地や施設が所在したことを物語る。

岩間下調査区で出土した「市」の墨書丹塗り土師器2080は、そうしたこの地に官営の市場が開設され

ていた可能性を示唆しており、物資の集散地としての性格が想定される。奈良時代に河道2は物質の

輸送路として重要な位置にあり、今回検出した道路はその水上輸送の一端を担っていたのではないだ

ろうか。 （物部）

4 水中遺構調査の成果と課題

橋梁 2 や埋め立て遺構 1 に代表される岩間下地区の遺構群は、その大部分が河道内•水中に築造さ

れた遺構である。調査は試行錯誤の連続であり、多くの成果を得たとはいえ反省すべき点も多い。今

後の同種遺構の調査の参考のため、それを簡単にまとめておく。

今回の調査によって流水の中にも埋め土・盛士による遺構が築造されていることが明らかになった。

埋め立て遺構 l西斜面、橋梁 2東岸埋め士部分斜面ともに10° 前後ときわめて緩やかな角度となる。

これは流水中に急な斜面を形成することが困難であったためとみられるが、そのために遺構は予想以

上に広い範囲をもつことになる。

調査では確実な自然堆積層には見られない粘質土等の異質な土をブロック状に含む上を埋め士と判

断した。敷菓を介在させている場合の埋め土はそれを観察せずとも判別できるが、敷槃がない場合や

疎らな粗染を介する場合が問題である。陸上の盛土、たとえば古墳のようにその存在が予期できたり

堅さが異なるといった手がかりをもたずに堆積土中に所在しており、流水による堆積層を間に挟む場
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第 4章まとめ

合も少なくない。今回の調査でも橋梁 2上層基礎施設埋め土のように端部を掘ってしまったところが

あるが、河道等の調査では常に細かく掘ることはできず、掘削断面に注意し認識した段階で残った断

面から規模を復元していくしかないだろう。なお、筆者はこの調査の後、岡山市北方長田遺跡におい

て同種の遺構を調査する機会を得たが、そこでは全くの砂層や礫層も埋め土に用いられており、上記

の特徴のない埋め土も考慮する必要があることが明らかになった。

これらの遺構の構築に関しては、埋め立て遺構 1下部のように石材が水中に露出する場合がある。

これは水深が深かったり流速が速い場合の構築手法であろう。一方、浅い場合は石材も埋め土中に用

いられ、必ずしも露出しない場合がある。また、粗染や敷葉は必ず埋め土を受けており、それが露出

する場合はない。発掘において石材や木材が半ばのぞいた場合はその全形を出していくのが常である。

しかしながら、それが埋め土の内部構造であるなら、墳丘調査よりも先に石室構造の調査を行うに等

しく、最も重要な遺構形状の把握が場合によっては不可能となることに十分留意すべきと考える。

その他、自明のことではあるが、平野部の河川において礫• 石材が集中して出土した場合は、まず

人為によるもの一遺構と考えるべきである。

5. 古代後半の治水遺構群

埋め立て遺構の概要においても述べたが、河道が放射状に分岐をはじめる岩間下調査区では堤防・

埋め立て遺構 1. 同2. 護岸の 4基の構造物を検出した。いずれも河道にかかわる遺構である。埋め

立て遺構 2と護岸は遺物が少ないものの、築造年代はいずれも10世紀後半とみて支障なく、これらは

一体となって機能する施設と考えられる。

埋め立て遺構 1 によって、本流であったと推定される河道 3-1 の切断、分流•河道 3-2·3 の埋め

立てがなされることが判明しており、その東側に設けられた埋め立て遺構2も同じ軸線をとり、やは

り河道 3-1の埋め立てを行っているとみられる。東端の護岸は検出範囲が短く河道との関係は明確で

ないが、河道南岸に直交して北西にのびており、埋め立て遺構 1・2に類似した施設の端部と考える。

これら 3基の遺構は河道3-1の切断を主目的とする施設と推定され、埋め立て遺構 1西斜面によっ

て新たに河道 5の東岸が形成されることになる。一方、堤防は河道 4の切断と河道 3北岸の保護を目

的として築かれたと考えてよいだろう。以上の 4基の遺構によって放射状に分岐し、北東への流れが

主流であった河道群は丘陵先端で北へ曲げられた河道 5の 1本となる。

いずれも多量の資材を用いた大構築物であり、大量の労働力を要したであろうことは想像に難くな

い。問題はこの治水工事がなにを企図したかであるが、調査区北東外側に関する情報が皆無である。

あえて推定するならば、河川を統合することによってそれぞれの分流にそって形成されていたであろ

う低位部や湿地の排水が可能になることが大きいのではなかろうか。本遺跡付近のような低い沖積部

では水田開発にあたっては用水もさることながら排水が重要であった可能性が強い。さらには河道を

離すことによって、海水の遡上• 塩害が広域に及ぶことを防止した可能性もある。

可能性の指摘にとどめざるをえないが、これらの遺構群築造の目的は墾田にあったと考える。

6. 橋梁

中世の橋梁 lと2は東西に500mの距離をもつ。さらに、橋梁 2の北東320mに所在する米田遺跡

（県報告101)においても橋槃遺構が検出されている（以下橋梁 4と呼ぶ）。橋梁 1は14世紀とやや年
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第 1節遺構について

代が下がるようであるが、他は鎌倉時代 (13世紀）の築造であり、同じ河川、河道6を渡るものであ

る。河川が貫流する沖積平野では水上交通の利便性を考えがちであるが、東西800mの範囲に 3本の橋

が所在することは、少なくともこの時期には、障害となる河川を越えるための橋が必要とされるまで

に陸上交通が発達していたことを示している。

1地点における橋脚本数は改修期間・存続期間を示すと推定されるが、橋梁 1が7-4 (1地点の

み13)、2が13-3、4が2であり、橋梁4、1、2の順に廃絶していった可能性が強い。出土遺物か

らも橋梁 2の存続期間が最も長いことが判明しているが、同じ鎌倉時代でも橋梁 2は橋槃4に見られ

ない石積み橋台が設けられており、16世紀には大規模な改修がなされるなど、他よりも重要な橋であっ

たことをうかがわせる。江戸時代前期とみられる上道郡絵図には東の西大寺方面から操山丘陵東端に

至り、橋梁2の位置を経て近世山陽道に至る道が示されており、おそらくこの経路は鎌倉時代までさ

かのぼるのであろう。なお、同図には操山丘陵東端で分岐し丘陵鞍部を北西に越える道も示されてお

り、この道がかつては橋梁 lを通っていたとみてよい。江戸時代の道は橋梁 1の南側から少し西に行

き、 JIIの西岸を上っており、中世のいずれかの段階で川を渡る経路から変化したと考えられる。

橋脚の規模は橋梁 lが幅240、桁行き320cm、4は一部が検出されたのみであるので桁行きは不明、

幅295cmである。 2は当初が幅320、桁行き450cmで、後に220、400cmに変わっており、橋梁 2が最も

大きいようである。

これらの橋梁のうち、最も多くの情報が得られたのは橋槃 2であり、ここで簡単にその変遷を整理

しておく。築造は13世紀前半で、橋脚と若干の埋め立て作業を伴う (I期）。それからさほど時間をお

かない13世紀中莱に、河道の広い範囲に埋め土を入れ、西岸には石積みの橋台が設けられる (II期）。

14-15世紀には大きな改修はない。橋脚の改修は継続されたとみられる (III期）。 16世紀前半ないし

中葉に大規模な改修がなされ、東西に橋台を配しその間を埋め土でつなぎ、巨岩を礎石とする橋梁に

変化する。これが17世紀まで用いられる (N期）。その後、江戸時代には橋梁 3が設けられる (V期）。

河道はさらに縮小しており、それにむかって突出するように設けられた石列が橋台であるとするなら

小規模な橋になり (VI期）、この後河道の消滅とともに橋がなくなるという長期にわたる変遷を追うこ

とができる。

江戸時代以前の長期にわたる橋の維持・ 改修の主体については手かがりがないが、言われるように

それが寺院・僧侶によるものであるとするなら、操山北麓に所在する古刹•最明寺や長楽寺、あるい

はそれらの前身となった寺院がかかわっていた可能性を考えてよいかもしれない。河道出土の東大寺

瓦が象徴的ではあるが、それ以外にも百間川今谷遺跡～百間川米田遺跡では中世の瓦片の出土は多く、

該期に寺院が所在したことを示している。なお、植物遺体の分析から W期の改修工事が秋になされた

ことが明らかになっている。

出土遺物のなかで注目されるのは卒塔婆や柿経など仏教関係遺物の多さである。これらのなかには

10世紀後半に位置づけられるものがあり、橋の築造以前から河道が集落領域の縁辺と観念されていた

ことをうかがわせる。橋の第造以後の遺物も大きくは同様に評価しうるが、橋梁 4でも橋に近接して

卒塔婆が出土しており、橋が村の縁辺を象徴するようになっていった可能性を考えてもよいのではな

いだろうか。一方、 W期の橋梁基礎施設上から出土した銅銭群は橋上からの祭祀と考えてよい。同様

の例は瀬田唐橋遺跡においても確認されているが、そこでは奈良時代から続くのに対し、本遺跡では

16世紀に至ってそれが始まっており、この習俗が遅れて伝来したようである。 （宇垣）
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第 2節遺物について

ここでは、岩間調査区出土の遺物を中心に概観したい。その大半は河道から出土したもので、所属

地点を特定しがたいものが多いが、様々な性格を有する遺物が検出されている。概して縄文• 弥生・

古墳時代の土器は摩滅した土器が多く、比較的遠方から流下したものを含んでいると考えられるが、

古代以降の土器は摩滅が少なく、近隣にその所属が求められる。奈良時代で公的性格を有するものと

して丹塗り土師器、石帯（巡方） S56、稜椀1782• 1783、転用硯C74・1718がある。特に注目される

のは「市」と墨書された 8世紀中頃の丹塗り土師器杯20_80である。「市」は「市場」を指すと考えられ、

官営の市場の存在を示唆する貴重な資料である。平安時代で留意されるものに緑釉•灰釉陶器1938-

1948、風字硯1784がある。緑釉陶器は京都産・近江産が判別され、東海産・周防産の可能性が指摘さ

れた (1)。平安時代後半頃から中近世にかけては仏教色の濃い遺物が多く出土している。 10世紀後半以

前の卒塔婆はW199・208とがあり、前者には「阿弥陀佛」の墨書がある。 13世紀前後の白磁壺803には

「日乗房」、 2092には「圃戒？」と墨書があり、僧坊名あるいは僧名と推定される。中世を中心とした

瓦は岩間上・下調査区通じて散見される。東大寺瓦1561-1568は俊乗房重源の『南元阿禰陀佛作普集』

に「此外園中諸寺奉修造几廿二所也」とあるように、この地に諸寺約22所のうちの一つがあった可能

性を示唆する。また、 2071・2072は備前国分寺出土とされる軒平瓦 (2) と同じ位置に同様の箔傷状の

突線を持つ。僅か 2点の出土で何とも言い難いが、この地に想定される寺は当初、官寺的性格を有し

ていたのかもしれない。柿経の時期は16世紀前半頃と考えられる。願主から依頼を受けた僧侶らが写

経し、供養を終えた後、橋梁2上から、あるいはその上流から川に流されたものと考えられる。県内

では岡山市金山寺五輪塔須弥壇下発見の柿経につぎ 2例目の発見である。薄仏 <3>C 130は奈良女子大

校内遺跡 (4J出土品に類似例がある。実見できていないので断定できないが同箔あるいは踏み返しの

可能性があり、 8世紀頃奈良方面で製作され、いずれの時期かに米田の地にもたらされたものと考え

られる。生業を示す遺物も多い。漁業では弥生時代以降の石錘• 土錘の他、 12世紀前半以前の鉄製ヤ

スM155• 156 (154)や鎌倉時代の梁答W217がある。ヤスは大形魚類の捕獲に使用されたと推定され

る。答は中世に属する出土例は少なく貴重である。紡織具と思われるW277は10世紀後半以前である。

窯業関連では窯道具C127• 128があり、岡山市三手向原遺跡 (5) 土師器焼成窯出土の円柱状窯道具と

類似し、周辺で中世土師器生産が行われていたと考えられる。鍛冶関連遺物では岩間上調査区 2区中

世河道 1の限定された範囲からまとまった量の鉄滓と羽口C57が出土している。分析の結果、鍛錬鍛

冶滓であり、ごく近い場所に鍛冶工房があったと考えて間違いない。漆の付着した黒色士器椀1937も

1 点ある。祭祀遺物には人形W187• 196• 198• 207• 210、舟形W29• 62、刀形W27• 290などがある。

いずれも時期を限定しがたいが、人形については出土層位からは大半が10世紀後半以前である。遊興

的遺物に14世紀前半の賽子W50がある。 （物部）

註 (1)緑釉陶器については奈良国立博物館の高橋照彦氏に御教示を受けた。記して感謝の意を表します。

(2)玉井伊三郎「吉備古瓦図譜」1941

(3)地仏についてはカリフォルニア大学の白井陽子氏の御教示を得た。また、奈良市埋蔵文化財調査センターが2001年度

に調査した平城京右京からも類似品が出土しているとの梢報を寄せていただいた。記して感謝の意を表します。

(4)「奈良女子大校内遺跡」奈良女子大1984

(5)「三手向原遺跡」岡山市教育委員会 2001 
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付載 l 百間川米田逍跡から出土した橋梁 l橋脚の樹種

森林総合研究所木材特性研究領域 徘担成 1修一

百間川米田遺跡は岡山県岡山市の百間川の流路中にあり、旭川河[]の沖積地に位置する。ここでは中世

から近世にかけての河道中に見いだされた杭列の杭 5点の樹種を報告する。この杭列は流路を横断しており、

14世紀以降に作られた橋脚状遺構と考えられている。樹種li:iJ定に際しては、杭から直接かみそりを用いて横

断面、接線断面、放射断面を切り取り、それをガムクロラール（抱水クロラール50g、アラビアゴム粉未40g、グリ

セリン20mf!、蒸留水50mf!の滉合物）で封入してプレパラートを作成した。以下には各分類群の簡単な記載を行

い、代表的な標本の顕微鏡写真をしめして詞定の根拠を示す。

1. ツガ属 Tsuga マツ科図 1: l a -1 c (OKF -93) 

ふつうは垂直• 水平樹脂道のいずれをも欠く針能樹材。ときに垂直方向の傷害樹脂道が年輪に平行

に出現する。早材から晩材への移行はやや急で、晩材は幅広く明瞭。放射組織の上下端には放射仮道

管が 1、2列ある。

2. マツ属複維管束亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科図 1: 2 a -2 c (OKF -91) 

垂直•水平樹脂道をもつ針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で、晩材は鼠おおく明瞭。樹脂

道のエピセリウム細胞は薄壁で大型。分野壁孔は大型の窓状、 1分野に普通 l個。放射仮道管の水平

煎には鋸歯状の突起がある。

3. コナラ屈クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科図 1: 3 a -3 c (OKF-95) 

直径30μmほどの大型でまるい単独管孔が年輪のはじめに l、2列ならび、晩材ではごく小型で薄壁

の管孔がおもに放射状に配列する環孔材 早材から晩材への移行はやや急で管孔の直径はすぐ減少す

る，道管の穿孔は単一。放射組織は小型の単列固性および大型の複合状。

杭の樹種は、マツ属複維管束亜属およびコナラ属クヌギ節がそれぞれ 2点、ツガ屈が 1点であった。

マツ属複維管束亜属およびコナラ属クヌギ節は、現在の植生から考えてもごく普通にあったと考えら

れる。ツガ属は分布の中心が中間温帯にあり 迫跡周辺に普通にあるものではないと考えられるが、

岡山大学津島地区の平安時代の杭としても 1点見いだされており（能城、 1992)、周辺の林のなかに散

点的にまじる要素であったのであろう。

引用文献 ：能城修—. 1992. 岡山大学津島地区から出土した木材化石の樹種．「津島岡大遺跡3ー第 3次調査

ー」.169 -187. 岡山大学埋蔵文化財閤査研究センター．

表．百間川米田遺跡から 出土した杭の樹種

OKF- No. 樹種名 製品名 製品備考 地区時代

OKF- 91 マツ屈棧維管束亜属 杭l 橋梁 l橋脚 1区 14世紀

OKF- 92 マツ属複維管束亜属 杭2 橋梁1橋脚 l区 14世紀

OKF- 93 ツガ属 杭3 橋梁 l橋脚 1区 14世紀

OKF- 9-1 コナラ属クヌギ節 杭4 橋梁 l橋脚 l区 1-1世紀

OKF- 95 コナラ属クヌギ節 杭5 橋梁 1橋脚 l区 14世紀
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図 1. 百間川米田遺跡から出土した杭の顕微鏡写真

la-le: ツガ属 (OKF-93) . 2a -2 c : マツ属複維管束亜属 (OKF-91). 3a -3 c: コナラ屈クヌ

ギ節 (OKF-95). a : 横浙面X40.b: 接線断面XIOO,C: 放射断面X400(1 c, 2c). X200 (3c). 
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付載 2 百間川米田遺跡出土動物遺存体の分析

岡山理科大学理学部生物化学科富枢i直ゾ＼

1 分析資料

岡山県岡山市百間川米田遺跡は、旭川とその分流の形成した低平な沖積地に所在する。岡山県古代

吉備文化財センターによって調査•発掘された地点から中・近世に属する河道、溝、土壊、貝層、井

戸が検出され、それに伴って約450点の動物遺存体が出土した。本報告は、この資料群について実施し

た同定・数値分析・齢査定分析•形成過程分析などの結果を記すものである。

多くの資料は低湿地性の埋存環境に影響され茶褐色に変化し、一部はビビアナイト（藍鉄鋼

(Vivianite:Fe3P20.s・8 H20)) を析出し脆弱化している。

2 出土動物遺存体の特徴

米田遺跡出土動物遺存体資料を分類• 同定し、個体数算定を行うとともに、常法によって計測し、

実体顕微鏡で観察し、解体痕跡の分析、死亡年齢の推定を実施した。

第 1表百間JII米田遺跡出土動物遺存体種名表

List of the animal remains・trom Hyakkengawa Yoneda site 

軟体動物門 Mollusca 

腹足綱 Gastropoda 

節足動物門 Arthropoda 

甲殻綱 Crustacea 

短尾亜目（カニ亜目） Brachyura 

脊椎動物門 Vertebrata 

軟骨魚綱 Chondrichthyes 

板甥亜綱 Elasmobranchii 

エイ目 Rajiformes 

硬骨魚綱 Osteichthyes 

ナマズ属 Siluriformes 

ナマズ科 Siluridae 

ナマズ Silurus asotus Linnaeus 

スズキ目 Perciformes 

タイ科 Sparidae 

マダイ Pagms major (Temminck et Schlegel) 

ウナギ目 Anguilliformes 

ウナギ Anguilla japo直caTemminck et Schlegel 

爬虫綱 Reptilia 

カメ目 Testudinata 

スッポン科 Trionychidae 

スッポン Trionyx sin en sis japonica Wiegmann 

ウミガメ科 Cheloniidae gen. et sp. indet 

鳥綱 Aves 

キジ目 Gal1ifonnes 

キジ科 Phasianidae 

キジ属 Phasianidus sp. indet 

ニワトリ Gallus gallus domesticuus Brisson 

コウノトリ目 Ciconiiformes 

サギ科 Ardeidae 

アオサギ Ard . eacmerea10叩 Clark

哺乳綱 Mammalia 

ウシ目（偶蹄目）Artiodactyla 

ウシ科 Bovidae 

ウシ Bos taums domesticus Gmelin 

シカ科 Cervidae 

ニホンジカ Cervus nippon Temminck 

イノシシ科 Suidae 

イノシシ類 Sus scrofa subsp. indet 

ウマ目 Perissodactyla 

ウマ科 Equidae 

ウマ Equus caballus Linnaeus 

ネコ目（食肉目）Camivora 

イヌ科 Canidae 

イヌ Canis fannhans Temminck 

ネコ科 Felidae 

イエネコ F通'scatus Linnaeus 

サル目（霊長目）Primates 

ヒト科 Hominidae 

ヒト Homo sap1ens sap1ens 

ウサギ目（兎目）lagomo:rpha 

ウサギ科 Lepuridae 

ノウサギ Lepus brachyurus Temm血：k et Schelgel 

米田遺跡からは極めて多くの動物遺存体が出土した。検出された資料は、古代吉備文化財センター

において選別され、岡山理科大学に搬入された。分析に供された資料は、脊椎動物門 (Yertebrata)が
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主であった。これらのうち綱目科属種の分類が明らかになったものについて、標準和名と学名を第 1

表に掲げる。

送付された資料の番号は件数に従ってつけられており、 1件中に複数個体が含まれた場合は補助番

を付して整理した。出土資料の属性の詳細（出土地区、帰属層位・遺構、所属時期、部分、部位、破

損、風化、成長度、重量、計測値、色調）を第 3-16表に示す。

破損については、第 2表に掲げる属性基準を設定し分類した。

第 2表 破損分類基準（アンダーラインが付された部分が分類名）

規則性の高い創傷：ヒトによる加工の可能性

Aタイプ 切断（対象を完全に切断している切創：Cut mark) 

Bタイプ切創 (5min以上の深さ）

Cタイプ切創 (1-5mmの深さ）

Dタイプ切創 (1mm未満の深さ）

規則性の低い創傷：動物による損壊の可能性

l線状に伸びた痕跡

L剌突状に止まった痕跡

3水平様に削いだ痕跡
一

局部的かつ連続的に孔を生じる → イヌ等食肉目の噛痕 → イヌ噛痕

g 溝面が平滑
切創•切削痕跡：
cut or scrape mark 

b 溝片面が破断
打撃叩切痕跡：
chop or huck mark 

c 断面に多数の平行
線状痕跡
鋸弓l痕跡：saw mark 

（米田遺跡の場合は大きさからイヌと考えられる）
二条の溝が一対になり、局部的に損壊される → ゲッ薗目の噛痕 → ネズミ噛痕

（米田遺跡の場合は大きさからネズミ類と考えられる）

腹足綱 Gastropoda 

貝塚 8 (鎌倉時代前半）よりスガイの可能性の高い腹足綱の石灰質の蓋 (98-32 -I)が検出され

た。火を受け黒色に変色している。海水に生息する腹足綱であり、食用等として搬入されたものと考

えられる。

甲殻綱 Crustacea 

短尾亜目（カニ亜目） Brachyura 

貝塚 6 (鎌倉時代前半）より可動指 (98-33 -4)が検出された。科以下の分類は困難であった。

軟骨魚綱 Chondrichthyes 

板鯉亜綱 Elasmobranchii 

板鯉亜綱の椎骨が貝塚 8 (鎌倉時代前半）、貝塚 6 (鎌倉時代前半）、貝塚 1D区より出土した (98

-32 -11 , 98 -33 -12 , 96 -49)。

エイ目 Rajiformes 

貝塚 3下層（中世： 96 -75)からエイ目の上顎歯板が出土した。マダラ・トビエイに似るが、科以下

の特定はできなかった。
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硬骨魚綱

ナマズ属

ナマズ科

Osteichthyes 

Siluriformes 

Siluridae 

ナマズ Sil uros asotus Lmnaeus 

貝塚lB区中世の層より左胸鰭棘 (96-44)が出土した。現生標本と比較すると全長は50cm程度の

個体になると推定される。

スズキ目 Perctformes 

科以下の同定ができなかったスズキ目の可能性の高い資料が26点検出された。確実なスズキ目資料

としては 1区河道東半の中世に属する貝層から左前鯉蓋骨が出土した。

貝塚6・8 (鎌倉時代前半）からスズキ目の可能性のあるウロコが24点検出された。

タイ科 Sparidae 

マダイ Pagrus major (Temminck et Schlegel) 

貝塚 3下層（中世）から前頭骨 (96-71)が出土した。風化が進行し、加工や破損は不明であった。

ウナギ目 Anguilliformes 

ウナギ Anguilla Japonica Temminck Schlegel 

貝塚8の鎌倉時代前半の層からウナギの腹椎(98-32-13)が検出された。加工や破損は不明であった。

爬虫綱

カメ目

スッボン科

Reptilia 

Testudinata 

Trionychidae 

ス、、ポン Tnonyx smensis japonica Wiegmann 

多くの資料が検出された。出土資料の詳細な属性は第 3-14表を参考にして頂きたい。

中世に属するものとして、溝32(中世： 98 -3 -47)、貝塚4 (16世紀： 98 -16 -10)、貝塚 6 (鎌

倉時代前半： 98 -33 -2)、貝塚7 (鎌倉時代前半： 98 -34 -10)、および河道 (96-83, 101)、貝塚

1・2・3出土資料 (96-52, 65, 67)、中一近世に属する資料として土城330資料が検出された。

切創が不明な資料の中でも特に河道等から出土した資料の中には、保存が極めて良好な資料が含ま

れる (96-27 : 第Al図版3)。この資料は、背甲骨板や腹甲骨板、頭蓋や椎骨のみならずほとんどの

四肢骨と頭蓋側頭部の耳石さえ完全な形で残っており、解体処理されたものとは考えにくい状況で検

出され、自然に河道の埋土に入り込んだ個体である可能性がある。

一方、それ以外の資料の一部である甲羅や烏口骨の内面側に比較的軽微な切創が見られたことから、

刀子や包T様の刃器で解体され、食用に供されたものと考えられ、中世のスッポンの解体処理方法を

伝える資料として重要性が指摘できる。

ウミガメ科 Cheloniidae gen. et sp. indet. 

貝塚3の中世の層より背甲骨板が 3点 (96-69,80, 81)、縁骨板が 1点 (96-74)検出されている。
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岡山市内では京橋に近い天瀬遺跡（近世）より本資料とほぼ同じ程度の大きさの資料が検出されてい

るが、米田資料の方がより古い時期の資料として注目される。食用・薬用や鼈甲材料の素材としても

たらされたと考えられる。 ・

背甲骨板（第 2肋骨板）には外表面から与えられたと考えられる刺突痕跡が残されている（第Al

図版 1-2)。この痕跡には骨増殖が見られず、このウミガメ科の死の直前か死後に残されたものと考

えられる。背甲骨板 (96-69)の表面にはやや弱い加工痕跡 (D1 aタイプ）がみられ、さらに断面の

一面には鋸等の刃器による切断痕跡を伴う丁寧な面取りの破損 (Acタイプ）が見られる（第Al図版

2 -2)。

鳥網

キジ目

キジ科

キジ属

Aves 

Galliformes 

Phasianidae 

Phasianidus sp. indet 

ニワトリ Gallus gallus domesガ'cuusBrisson 

貝塚 1D区西下り中世の層より右腟骨 (96-31)、貝塚 2の中世の層より胸骨 (96-61)、貝塚3中

世の層より中足骨 (96-68)、3区中世河道下層より胸骨 (96-85①)、 3区河道下層の中世の層より

複合仙骨 (96-86)、左腟骨 (96-87)、右撓骨 (96-88)、頭蓋骨 (96-100)が出士した。このうち

複合仙骨 (96-86)には内臓切除の際に残された切創がみられ、食用に解体されたものと考えられる。

コウノトリ目 Ciconiiformes 

サギ科 Ardeidae 

属種が特定できなかったサギ科資料が検出された。 2区中央トレンチ北の中世の層より左右尺骨(96

-32)、B4C5区溝320より右上腕骨 (96-10)が出土した。

アオサギ Ardea cinerea jouyi Clark 

B4C5区溝320の中近世の層より、大型のサギ科であるアオサギの左右中足骨骨幹部 (96-7'①②) 

が出土した。

哺乳綱 Mammalia 

資料のうち、目以下の同定を実施したものの内容を以下に掲げる。

ウシ目（偶蹄目）

ウシ科

Artiodactyla 

Cavicornia 

ウシ Bosほurosdomesticus Gmelin 

米田遺跡からは数多くのウシが検出された。これらはいわゆる在来和牛の特徴を持つ小型のウシで

あった。出土量が多いので第 3-14表を参考にして頂きたい。

以下に動物遺存体集中98-39として把握されたウシ遺存体の所見の詳細を記す。
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【動物遺存体集中98-39資料】（河道6出土ウシ遺存体）

河道より検出された動物遺存体集中98・-39のウシ遺存体は、頭部を含めほぼ全身を残す資料であり、

時期が明確であること、保存が良好であることとあわせて日本の中世の在来ウシを研究する上で極め

て貴重な資料である。

体躯は上腕骨、中手骨を除きほとんどの部位が出土し、多くが解剖学的位置に近い状態で一部は交

連し検出された (P.335: 第 1図）。また、頸木であった可能性のある木材も付近から検出されている。

以上から、一部の骨格が交連した状態の個体が、やや傾いた河道の面に主として仰向けを呈するよう

に埋存したことを示している。富岡と沖田絵麻が現場に立ち会って確認した時点で、上肢と左下顎骨

（下顎体・枝）は失われていたことが判明し、調査員からは既に発掘された資料に混在する可能性が

指摘されたが、整理の結果適合する骨格は発見できなかった。いずれにせよ、出土状況より上肢は埋

存時の位置が一括して検出された他の部位よりも高い位置にあったと考えられる。この遺存体が埋存

した時点で、河道が流れていたのか、あるいは干出していたのかは不明であるが、保存状況や周囲の

木質遺存体の出土状況から、一部解体された個体が、ある程度体躯のまとまりを復された状態で魔乗

され、比較的早い時点で埋没し、一部は原位置を移動しているものの良好な一括性を保ち埋存したも

のと考えられる。

頭蓋は頭蓋底を上にして出土した。この頭蓋は、堆積後の土圧によって側頭部が歪み、側頭骨・後

頭骨•上顎骨が破損していた。両角突起は損壊し失われていた。特に左角突起は、北東に近接して出

土した礫によって破壊された可能性が高い。礫の上面レヴェルはこの頭蓋とほぼ同一で、下部は土壌

に沈み込むような状態であったことから、激しい勢いで投げ落とされ、頭蓋の側に着地した可能性が

ある。さらにこの礫上には肋骨が乗った状態で検出されており、体躯が腐乱や破壊によって動いたこ

とが明らかである。

検出された頭蓋は、付近の土壌を台座様に残して発掘され、周囲の土壌の固まりごとアクリル樹脂

バインダー B-17で固められ、台座基部を切ることで取り上げられた。その後土壌ごと富岡研究室に

運ばれ、研究室内でクリーニングを実施した。

鼻孔•頭蓋内部・眼裔には細粒の粘土が詰まっており、骨格の周囲で小礫の混入する上壊とは含有

物が明らかに異なっていたものの、細粒の土壊成分は極めて類似していた。このことから、頭蓋の内

部に供給された土嬢は、より外側の小礫混じりの土嬢に由来するものの、極めて長時間をかけて、腐

朽した骨格の内部に浸透していったものであろう。本来咽喉に存在するはずの茎状舌骨は、後鼻孔に

刺さるような状態で検出された。土圧に伴い頭蓋が歪むのみならず、このような骨格が本来の解剖学

的位置よりずれ、移動したのであろう。

この頭蓋は歪みを補正し、形状を回復する措置を行った。ただし、完全に復旧するには現状の歪ん

だ骨格に過剰な圧力を加えざるを得ず、出土状況を著しく改変してしまうことから、旧状を限定的に

推定できる状態まで復旧したところで、止めた。そのため、頭頂骨、側頭骨には歪みが残されている。

不足部分には一部合成樹脂とグラスファイバーの補充を実施しfこ0

左右臼歯は咬合がやや不良で、左右第3後臼歯のmetastyleは突出し、特に右側の突出が著しい。こ

のような咬合の不良は中近世のウシ遺存体に広くみられる特徴である。

本個体の年齢は、上顎歯の萌出状況から2.5歳以上、下顎歯の萌出状況より3.5歳以上、大腿骨遠位端

と腟骨近位端の化骨化状況から3.5-4歳以上と推定される。以下のように西中川 (1989)を参考に体
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高を推定した。頭蓋 (B-P)長412.30mmより推定体高118.39cm、左腟骨最大長332.95mmより推定体高

118.81cm、左中足骨最大長199.5mmより推定体高110.18cmという値が得られた。以上より、体高は約

110~12ocm 程度と判明した。この体格は、見島牛や口之島牛に代表される小型在来牛の中でも体格の

小さいメスに匹敵する。

腔骨や大腿骨、肋骨、胸椎には切創がみられた。これらの状況を総合すると、解体後に多くの部位

が交連した状態で意図的にこの地点に腐棄され、礫の投下により角などを損壊したものと考えられ、

殺牛と解体を伴う儀式が執り行われた可能性が考えられる。

中世におけるこのような殺牛儀式の検出例には、室町時代後半の広島県福山市草戸千軒遺跡第36次

調脊資料（松井 1995)が挙げられる。この資料は四肢をーカ所で縛り殺害後池に投棄した状態がう

かがわれている。また、岡山県岡山市井手天原遺跡の溝から出土した解体痕跡を多数残すウシ・ウマ

遺存体が検出された例（富岡 2000) もあげられる。ただし、井手天原遺跡の例は、白骨化したもの

が集積された可能性もある。いずれも河道・池•溝に伴ってウシが検出されたことから、松井 (1995)

が指摘するように漢神信仰の影響を受けた雨乞祭祀であった可能性が考えられる。

シカ科 Cetvidae 

ニホンジカ C e1VUs mppon Temminck 

中世に属する貝塚 IB区より左中手骨 (96-29)、2区河道より角 (96-50)、3区河道より左肋骨

(96 -56)、3区河道より左下顎骨 (96-84)、右第 1頸椎 (96-85②)、頬骨 (85③)が出士している。

量的には必ずしも多くはないが、肋骨や椎骨、頭蓋の部分が出土していることから、骨角製品製作目

的のみならず、食用も目的として搬入されたものと考えられる。

下顎骨 (96-89 : 第A2図版 I-4)の後位にはClbタイプの切創が残されており、意図的に解体

されたことが伺われる。また、角 (96-p50 : 第AZ図版 I-I)は鋸による切断の痕跡 (Acタイプ）

が見られ、角製品を製作した端（はした）であった可能性がうかがわれ、角製品生産活動の場が周囲

にあった可能性を示している。

『百錬抄』には、嘉禎 2(1236)年 6月の状に京都六角西洞院で武士逹が肉を商う宍市を開き、鹿肉

を群衆が飽食しているのに対し、摂関家がこれを制止した記事が知られており（原田 1997)、米田遺

跡の付近でも似たような市が立った可能性も考えられる。

イノシシ科 Suidae 

イノシシ類 Sus scrota subsp. indet. 

イノシシ類は左大腿骨 (96-91)、右撓骨 (96-92)が検出されている。野生イノシシか家畜ブタか

の判別は困難であった。

ウマ目

ウマ科

ウマ Eq 

Perissodactyla 

Equidae 

uus cab血'usLinnaeusノ

出士資料は、いずれも在来馬の特徴を持つ小型のウマであった。

中世に属する資料としては、土堀 7. 溝32より臼歯 (98-3 -2, 3, 4)や右下顎骨 (98-28)、中
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節骨 (98-3 -22)、上顎歯牙 (98-10 -_10, 18, 12, 13, 15, 16, 17)下顎骨と歯牙 (98-10 -

3, 22, 7, 23, 6, 20, 5)右腟骨 (98-10 -49)、頸椎 (98-10 -89, 90)、尺骨 (98-10 -50 -2)、

肋骨 (98-10 -76)、右大腿骨 (98-10 -51, 80, 81, 93)、中節骨 (98-10 -92)、右中足骨 (98-10 

-54)、左撓骨 (98_・10 -50 -1)、右撓骨 (98-10 -52)、2区河道より臼歯 (96-34)、切歯 (96-

40)、肩甲骨 (96-37)、貝塚2より右中足骨 (96-62)、貝塚 3中層より左腔骨 (96-72)、河道より

中足骨 (96-107)、左下顎骨 (96-113)、臼歯 (96-120, 126)、右腔骨 (96-129)が出土した。こ

れらの土壊ではウシに並んで出土量が多く、選択的に廃棄された可能性が高い。

中～近世に属する資料としては、 B4C5区溝320より左中足骨 (96-10)、溝320や溝323より臼歯

(96 -11, 12, 15, 17)が出土した。

これらのウマ遺存体は、解体処理の切創が残されているものもあり、食用や皮革加工用として利用

された可能性や殺馬儀礼が行われた可能性が考えられる。

ネコ目（食肉目）

イヌ科

Carnivora 

Canidae 

イヌ Canis familiaris Temminck 

日本全国の中・近世遺跡から多く出土する中型の典型的なイヌであった。

土壊 7. 溝32(中世）より頭蓋 (96-3 -1, 98 -10 -1,・98 -10 -102)が出土し、中世の溝32より

右寛骨 (96-29)、貝塚 1D区の中世の側溝より左肋骨 (96-43)、貝塚 lC区の中世の層より第 1頸椎

(96 -47)、2区河道貝層の中世の層より左上顎骨 (96-51)、貝塚 3下層より右上腕骨 (96-70)、左

大腿骨 (96-76)、右上腕骨 (96-77)、B4C5区溝321の（中～近世）より仙椎 (96-1) と右寛骨

(96 -9)、1区河道の中世の層より左大腿骨 (96-36)、3区河道下層より左撓骨 (96-78)、3区河

道上層より左肋骨 (96-79)、3区河道より右胚骨 (96-95,97)、左第 3中足骨 (96-94)、左肩甲骨

(96 -96)、左肋骨 (96-99)、1区河道上層より右下顎骨 (96-111)が出土した。

土壊 7. 溝32より頭蓋2点が検出されているが、それに比して遺構中からの体躯の骨格が極めて少

ない。意図的に頭蓋骨を廃棄した可能性も考えられる。特に興味深い資料は、頭蓋 (98-10 -1 , 98 -

10 -102 : 第Al図版 5-2 a, 6 -2 b)の右上顎骨と頬骨側頭突起には骨増殖がみられる。原因は明

確ではないが、陥没骨折等の原因も考えられ、丁寧に扱われなかった個体である可能性がある。

ネコ科 Felidae 

イエネコ Fe/is catus Linnaeus 

2区河道の中世の層より頭蓋骨 (96-39)、右胚骨 (96-35)、3区河道の中世に属する下層より右

上腕骨 (96-93)、1区河道底部より全身骨格 (96-12, 123①⑦⑧⑭)が出土した。いずれの遺存体

にも明確な加工痕跡は見られなかったが、右上腕骨 (96-93)にはネズミの噛痕が見られた。

ウサギ目（兎目） Lagomorpha 

ウサギ科 Lepuridae 

ノウサギ Lepus brachyurus Temminck et Schelgel 

貝塚3の中世の層より右上腕骨 (96-58)が出土した。
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ヒト

サル目（霊長§)

ヒト科

Primates 

Hominidae 

Homo sapiens sapiens 

l区河道下層より左頭蓋骨 (96-116)、貝塚 1BCより右上腕骨 (96-51)、貝塚3より右下顎骨 (96

-59)が出土した。

右下顎骨 (96-59)には左右第 1後臼歯が残されているものの、左右第 2・3後臼歯と左第 2前臼

薗は失われ、園槽が閉塞している。また、左右第 I・2切歯と左右犬歯が失われ、左右関節突起は破

損し失われている。雌雄は不明であるが、壮年～老年程度の人物と推定される。

左頭蓋骨 (96-116 : 第A3図版 2)は、縫合の様相から20-30歳前後と推測される。外表面にはD

3aタイプの切創がみられた。また、後頭骨の上腕骨 (96-51 : 第A3図版 4)の遠位端付近には偽切

創がみられるものの、逆側の面にはD1 aタイプの切創がみられる。これは軽微なものの、防御創の可

能性が考えられる。

これらのヒト遺存体が何故貝塚から出土したのか、墓壊に埋葬されなかったのか、あるいは墓壊が

損壊して混人したのか等は不明であるものの、副葬品がみられない点、損壊している点から、死後丁

重な扱いは受けなかったことがうかがわれる。

4 百間川米田遺跡における動物利用

百間川米田遺跡の調査資料を総合してみると、ハイガイ等の貝層や貝殻ブロックが伴う点は典型的

な「中世貝塚」としての様相を備えるものの、岡山県灘崎町左古谷貝塚（富岡 2001) と比較すると

その動物遺存体の質的・量的豊富さが顕著である。豊富な動物遺存体を包含した例としては、中世の

市の遺跡と推定される草戸千軒遺跡が著名であるが、米田遺跡出土資料群は、これに匹敵する内容を

持っており、市の要素を備えた遺跡であることが動物遺存体からうかがわれる。

米田遺跡からは、板鯉亜綱、ナマズ、マダイ、スッポン、ウミガメ科、ニワトリ、サギ科、ニホン

ジカ、イノシシ類、ノウサギ、イヌ、イエネコ、ウシ、ウマが出土し、その多くに切創が残され、加

エ・処理・消費されていたことが明らかになった。これらは、食用あるいは皮革利用、儀礼などの用

途に利用されたものと考えられる。つまり、百間JII米田集団は周辺の丘陵と沖積平野、さらに河川と

河口、海岸といった遷移帯の環境を活かし、積極的に自給あるいは交易によって加工• 消費・流通活

動を行っていたと推定された。

特に98年度調査資料の土坑 7. 溝32と動物遺存体集中39(河道6出土ウシ遺存体）は、動物遺存体

の集中が著しく、 96年度調査の遺構群等と比較すると明らかに内容を異としている。つまり、遺構ご

との廃棄の様相の違いが明確であったものと推定される。これらのうちウシ遺存体一括資料 (98-39)

は、殺牛儀礼が行われた可能性を示す良好な資料であり、米田集落に関わった人々の信仰に関して重

要な示唆を投げかけている。

本報告により、米田遺跡出士動物遺存体の概略をまとめたが、資料は膨大かつ情報性豊かであり、到底掘

り下げ尽くすことはかなわなかった。特にヒトの遺体については、十分な分析を実施し得なかった。

米田遺跡資料群は、今後の研究の進展によってはさらに貴重な基準データを生み出す可能性を有し

ており、重要な基準資料群であることが指摘される。
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第 3表 出土動物遺存体属性表 1
番号 年度 地区 遺構 時期 大分類 小分類 UR 部位 部分 喧塁(g) 破損 風化 成長度 計測植（単位l!Ill) 色讃 備考

96-l 94 4邸C 溝321 中ー近世 哺乳綱 イヌ M 仙椎 完一形部欠（右）側縁 5.95 なし viv 関節f 茶褐色

96・2 94 SC 溝321上階 中ー近世 哺乳絹 ウシ M 仙椎 完一形部欠（右掛外）側 68.23 m(棘突起）Dlaタイプ viv 関節部uf 茶褐色

96・3 94 SC 溝321上惑 中ー近世 哺乳紺l ウシ R 撓側手根骨 完形 9.52 cm(外側）Diaクイプ viv 不明 GB:39.98 茶褐色

96・4 94 SC 洞321上層 中ー近世 哺乳網 ウシ R 究骨 腸骨＋坐骨 110.23 にぶいsp viv f 茶褐色 と5接と同合一個体96-6 

96-5 94 SC 湖321上陪 中ー近世 哺乳組l ウシ R 寛骨 腸骨 49.27 にぶいsp viv f 茶褐色 4,6と同一個体

96-6 94 SC 洞321上階 中一近世 哺乳綱 ウシ L 坐付 腸骨 51.00 にぶいsp viv f 茶褐色 と5接と合同一個体96-4 

拇 7(]) 94 4 B,SC 溝320 中ー近世 鳥綱 アオサギ L 中足骨 骨幹部 2.48 CIIIプげtイ幹ヌ部咽痕） Diaクイ viv 不明 茶褐色 と5接と合同一個体96-4 

拇 7R 94 4Bぷ 湖:320 中ー近世 鳥綱 アオサギ R 中足骨 骨幹部 2.96 不明、イス哺痕 viv 不明 ’’ 茶褐色

96-8 94 4 B.5C 洞 20 中一近世 哺乳綱 ウマ L 中足骨 完形 198.41 a11(内側位）Diaクイプ viv d、p:f 全長240.00 全幅42.05(遠位端） 茶褐色

95-9 94 4 B,5C 溝320 中～近世 哺乳綱 イヌ R 寛骨 骨完一部（恥欠骨損、）坐 14.05 cm(坐骨）Diaクイプ viv f 茶褐色

96-10 94 4 B.SC 溝320 中～近世 鳥綱 サギ科 R 上腕骨 近幹部位端＋骨 5.34 cm クイ(プ内、側D上iaク位イ）プDia viv 不明 茶褐色

95-11 94 5F 溝320 中ー近世 哺乳綱 ウマ R 上臼顎閑第3前 完形 4513 cm(図根郎）Diaタイプ viv 小咬2歳窓合独面以立上平田化 咬幅2合3.面70最大長24.35 咬合面最大 茶褐色

96-12 94 llQ 溝323 中～近世 哺乳綱 ウマ L 下臼顎閑第3前 完形 19.87 不明 viv 小窯連結 9● 茶褐色

96-13 94 llQ 溝323 中～近世 哺乳綱 ウシorウマ L 府甲骨 骨幹部 21.06 sp viv 不明 不能 茶褐色

96-14 94 l]Q 洞323 中ー近世 哺乳綱 ウシ目 R 府甲骨 破片 19.91 cmタイ(内プ側）Dla,D 3 a viv 不明 不能 茶褐色

96・15 94 llQ 洞323 中ー近世 哺乳綱 ウマ L 下臼顎歯第2後 完部形欠援（困）根一 28.00 なし？ 曲 咬ば耗らく開始よりし 残25.存85全咬長合62面.50最大咬幅合14面.44屈大長 茶褐色

96-16 94 SD 溝320 中ー近世 哺乳綱 ウシ R 上腕骨 骨節部幹部＋函 270.47 ロ付IJlll幹位（遠部）位Di内坦a開タ要イ位節プし部外． viv df Bd:69.48 茶褐色

96-17 94 SC 士擦330 中～近世 哺乳綱 ウマ R 下臼梢顎第 2後 破片 LZ.30 なし？ viv 不明 不能 茶褐色

96-18 94 SC 土猥330 中ー近世 哺乳綱 ウシorウマ L 距骨 骨幹部 19.93 不明 viv f 茶褐色

96-19 94 6C 洞320眉部 中ー近世 哺乳網 ウマ L 腔骨 完一形部欠（近損位）端 253.46 cm 側切創）(前Diあ位りaタ．外イプ側、偽内 viv d,p:f SD:30.90 遠位端最大福54.49 茶褐色

96-20 94 6C 溝320府部 中ー近世 哺乳綱 ウシ L 屈骨 骨位端幹部＋遠 229.60 Dc噛rnlb痕(遠タ位イプ端左ネ外ズ叩こ viv d:f 5D:39.92 Bd:60 68 茶褐色

'96'21 94 6C 溝320河部 中～近世 哺乳綱 ウシ L 上腕骨 骨位端幹部＋遠 239.27 cm 部3a）(B、後ib位（遠タ左イ位プ外端側関）節D viv d:f SD:35.LO 茶褐色

96-22 94 BK 井戸314下 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 椎骨 骨幹部 12.46 なし viv 不明 茶褐色

96-23 94 SH 溝320321 中～近世 哺乳綱 ウシ L 下臼菌顎第 1後 完部形欠損（菌）根一 27.81 なし viv 0咬未.5了合歳以面上平坦化 咬幅面1）合24.5.面351最5残大存長袋29.8（0歯根咬又合か面ら最咬合大 茶褐色

96-24 94 5H 溝320321 中ー近世 哺乳縦l ウシ L 甚節骨 完形 16.19 cmなし（ネズミ噛痕） viv f 近笹端最大幅30.84 茶褐色

96・25 94 SH 洞320・321中ー近世 哺乳綱 ウシ L 中足骨 骨位端幹部＋近 89.77 加部プ工内底ネ側ズ）ミ四C咽3痕（a骨タ幹イ viv p:f SD:26.86 茶褐色

96-26 94 SH 溝320・321中ー近世 哺乳綱 ウシ L 肋骨 骨位端幹部＋近 38.65 cm (外側位）Olaクイブ viv p:f 茶褐色

96-27 94 5 C ±城330 中～近世 爬虫縦l スッポン LR 全身 完形 26.87 なし viv 幼ー若？ 背76甲35骨板長82.58 背甲骨板幅 茶褐色

96-28 95 2区 束溝恩半ま付でL近字側貝 中世 哺乳綱 ウシ R 中手骨 近位 69.61 痕cDm iaタ(付イ幹プ部イ前ヌ位贔 viv 不明 SD:24.92 茶褐色

96-29 95 2区 貝側陪屈面下Bまり区で西貝 中世 哺乳絹 ニホンジカ L 中手骨 骨幹部 17.00 不明 viv d:uf 幼～若 茶褐色

96・30 95 2区 貝西陪下Aり区 中世 哺乳綱 ウシ L 下臼顎園第11愛 歯冠部 18.47 なし viv 小裔独立 幅咬1合4.面42最大長28.37 咬合面晟大 茶褐色

96-31 95 2区 貝西陪Dり区 中世 鳥綱 ニワトリ R 腟骨 完形 7.00 不明 viv d,p:f La:117.00 茶褐色 シャモより小型

船-3'l(l) 95 2区 恩中チ央北ト半レ下ン 中世 鳥網 サギ科 L 尺骨 完形 6.00 不明 VlV 不明 残存全長160.02 茶褐色 ゴイサギより大型

96-3災) 95 2区 層中チ央北ト半レ下ン 中世 鳥綱 サギ科 R 尺骨 完形 6.00 不明 viv 不明 残存全長159.25 茶褐色 ゴイサギより大型

96-33 95 2区 上レ中ン央層チ南（南砂北半思ト 中世 哺乳領 ウシ M 胸椎 完形 34.71 cmDia(棘タイ突プ起左外側） viv d,p:f PL:36.84 BFcr:26.87 茶褐色 ゴイサギより大型

96・34 95 2区 陪西府半口河最道下 中世 哺乳紺l ウマ L ..t臼顎薗第3後 完部形欠損（歯）根一 27.10 なし viv 小窟独立 咬幅又2）合41.70面.000屈大位投大29高.4（5咬合咬面合面～園最大根 茶褐色

96'35 95 2区 河陪北中Tま道央のでの中東（砂南間） 中世 哺乳綱 イエネコ R 腔骨 完形 5.02 cm (骨幹郎）Diaクイプ Yiv p,d:f 全長14.60 茶褐色

96-36 95 2区 河付中まで央道近）（砂中中心陪間 中世 哺乳綱 イヌ L 這骨 完形 23.69 不明 viv p,d:f 全遠位長瑞154豆.6大0幅近25位.9泄0屈大幅34.00 茶褐色

96-37 95 2区 河道中間部 中世 哺乳綱 ウマ R 屈甲骨 遠幹部位端十骨 224.23 不別明困難（風）化により判 viv d:f Gゆ：87.54 BG:39.00 SLC:53、78茶褐色

96-38 ss 2区 南層ま東で部の溝砂 中世 哺 ウシ R 這骨 近位端 94.63 不明 sp yjy d:f DC:45.86 茶褐色

96-39 95 2区 り砂の祠部多艮や＞い沼（9貝中）中や懃●央（北上閻よ● 中世 哺乳綱 イエネコ LR 頭蓋骨 完 21.99 aa(頭頂骨）Diaクイプ viv 若齢 p:f 後幅2頑0.窓60最大幅12.65 後頭顆最大 茶褐色

96・40 95 2区 河央部同道口中間中 中世 哺乳綱 ウマ 1.. 切肉 下顎第2切因 4.24 なし 面 咬2合歳面以平上坦化 咬輻合10.面00殴大長12応咬合面昂大 茶褐色

96-41 95 2区 境貝貝塚ト塚レBン・チC 中世 哺 ヒト R 瑾骨 骨位端幹部＋遠 8926 Dcm 駆(骨イプ幹部後位） viv d:f SD:19.62 茶褐色

蛇•⑳ 95 2区 債貝洞層出D区土 中世 魚綱 不明 M 鉗棘 完形 0.11 なし 曲 不明 茶褐色

お—42® 95 2区 側貝恩出D区± 中世 魚綱 不明 ？ 鉗棘 完形 0.10 なし viv 不明 茶褐色

96-43 95 2区 側貝洞層出D区土 中世 哺乳綱 イヌ L 肋骨 完形 2.'l:l aa3辺mイ幹プ部後位）D viv pゴ 茶褐色

96・44 95 2区 貝層B区 中世 魚綱 ナマズ L 胸開棘 近但端 0.49 なし viv 不明 全長50cm程度幅4.23 茶褐色
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第4表 出土動物遺存体属性表 2

96-45 95 2区 貝層a衷 中世 哺乳頴 中ー大型 ？ 四肢脅 骨幹部 12.09 aaプ(関節部）Olaクイ 曲 d:f 茶褐色

96-46 95 2区 貝簸a区 中世 爬虫綱 スッポン L 背甲骨板 毅片 15.00 不明 viv 不明 茶褐色

96-47 95 2区 貝層a刃 中世 哺乳頴 イヌ M 第 1頸椎 完形 11.26 不いた明め直）化が激し 曲 f BFa:34.90 BFGai:B:6828 . .30 82 GI.:30.50 茶褐色

96-48 95 2区 貝貝層層中d区 中世 哺乳脳 ウマ R 核骨＋尺骨 骨尺苺幹欠骨部損近位一 笈 .00 sp{撓骨近位饂） viv 検＋尺：f 茶褐色

96・4虹） 95 2区 貝ほ湿活D内区 中世 軟骨魚綱 板鯰亜紺 M 椎骨 椎体 4.99 なし viv 不明 関節最大横径13.06

96-49@ 95 2区 貝L字層洒D内区 中世 軟骨魚鋼 板認亜綱 M 椎竹 椎体 "" なし viv 不明 関節塁大横径]6.92

96・ 心〇 95 2区 貝芦層消D内区 中世 軟骨魚綱 板鯰亜編 M 椎骨 椎体 なし viv 不明 関節最大横径16.76 茶褐色

96-50 95 2区 河の下部西道残東貝り半層 中世 哺乳綱 ニホンジカ R 角 角幹部 7011 Cll (角幹に心クイプ） viv 落角 3:9.410用蕊角前幹悶（頸届部序）最醤大部横P紺暑34晨.1貪0 茶褐色

96-51 95 2区 河の半残り西道貝東暦の半北下 中世 哺乳綱 イヌ L 上顎骨 完形 12.50 なし viv 裔臼臼日日臼園贋園慮国図〇Oo 姿xX:lil.  郎... 第第 3., 1 喜藪.. 後後l 6P冠7..00466最00大冠因M幅品冠11大4最00.9長大5冠1幅8最M28.4大820困長因冠11冠.30最贔大大幅長閲 茶褐色 比較的丸い顔面

96・52c 95 2区 祠の部残貝道り東層半下 中世 爬虫綱 スッポン R 只甲骨 完形 2.62 <Jll (内側）Diaクイプ viv 若一老 関節面最大輻11.00 茶褐色

96-52@ 95 2区 河の部残道貝り東図半下 中世 爬虫鋼 スッポン L 同甲骨 完形 1.05 anクイ(内プ側、外側）Dia viv 不明 関節面最大幅8.45 茶褐色

96・52R 95 2区 河の部残道貝り東層下半 中世 爬虫綱 スッポン L 下腹骨板 完形 3.12 cm (内側）Diaタイプ viv 不明 茶褐色

96・ 況① 95 2区 河の部残道貝り東屈半下 中世 爬虫編 スッポン L 第2肋骨板 完損形） （一部欠 2.34 an(内側）Diaクイプ viv 1明 最大幅24.68 茶褐色

96・52R 95 2区 河の部残貝道り東層半下 中世 爬虫絹l スッポン R 第2肋骨板 完形 5.07 cm(内側）Diaクイプ？ viv 不明 最大全長部.49 最大幅31.73 茶褐色

96-52R 95 2区 河の部残道貝り東殖半下 中世 爬虫鋼 スッポン L 第6肋骨板 完形 1.81 cm(内側）DIクイプ viv 不明 茶褐色

96・52⑦ 95 2区 河の部残貝道り東層半下 中世 爬虫綱 スッポン~ L 且口骨 後位 0.61 Clll(内側）Diaクイブ viv 不明 最大幅22.60 茶褐色

96-52R 95 2区 河の部残道貝り東湿半下 中世 硬骨魚綱 スズキ目 L 前認蓋骨 前位 0 73 なし1 viv 不明 茶褐色

96・53 95 2区 "面土(t令lの"面の西上東砂粘）キナ賃の 中世 哺乳絹 ウシ L 下臼額困第3後 完形 'fl.OD なし viv 小面窃未独乎立面、化咬合 咬幅合12.面85位大長37.15 咬合面li.t大 茶褐色

96・54 95 2区 東面北（西半砂半）河陪の面辺全 中世 哺乳鋼 ウシ R 下臼顎園第 1後 困冠部 21 00 なし viv 小面窟未独平立面化、咬合 咬幅1合4.面30Q大長27.65 咬合面厄大 茶褐色

96・55 96 3区 堀中下世げ河中道 中世 哺乳綱 ウマ R 上顎臼祖 47.00 なし 西 小面窯乎独面立化、咬合 咬輻2合6.面55最大長切汲｝ 咬合面S:-}:;.茶褐色

96・56 S6 3区 河掘道り下J::層げ 中世 哺乳綱 ニホンジカ L 肋骨 骨幹部 19.00 cm側）(骨Di幹aク部イ，側、外 曲 不明 茶褐色

96-57 96 3区 貝塚3周辺 中世 哺乳綱 ウシ R 検骨十尺骨 尺一部骨欠近祖位端 209 75 なし viv P、d:f 撓十r:f 茶褐色

96-58 S6 3区 貝塚3周辺 中世 哺乳瓶 ノウサギ R 上腕骨 骨幹部 0,93 不明（風化） yjy 不明 茶褐色

96・59 96 3区 貝塚3より 中世 哺乳綱 ヒト R 下顎骨 下歯損（関）顎牙節体一突完部起形反 72.47 祐位應に新しい viv 左第左右第1第後l後臼1臼菌後歯咬臼辰合困大面最幅最大9.大幅705長7.4105.50左 茶褐色

96・60 96 3区 貝塚2より 中世 哺乳綱 ウシ R 腟骨 遠位俎十骨幹器 18L83 遠偽イブ位切創に（骨cm幹部D内3側aク） viv d:f SD:28.21 Bd:46.91 茶褐色

96・61 96 3区 貝塚2より 中世 島掴 ニワトリ M 胸骨 前位 2.68 cuブ(左外側）Diaクイ viv 若～老 茶褐色

96-62 95 3区 貝塚2 中世 哺乳綱 ウマ R 中足骨 近位迄十骨幹部 109.01 位cmsp）((骨骨D幹幹3部部aク）前イ位プ、後 viv p:f Bp:43.58 茶褐色

96-63 96 3区 貝塚2 中世 哺乳綱 ウシ M 第2頚椎 椎体 39.91 cm 関節(下面か）Dらia上クへイ，プ前位 viv f? 這歯突起（復最元大）8幅2.0402.60LCD前e-位.82外.73側最 茶褐色

％舷① 96 3区 貝塚2 中世 硬骨魚鋼 目不明 L 前上顎骨 骨幹部十繭位俎 2.35 なし viv 不明 残存全長56.00 茶褐色

96-64R 96 3区 貝塚2 中世 鳥綱 目不明 L 中足骨 遠位俎十骨幹部 2.00 不明 曲 d:f 茶褐色

96・6聞） 96 3区 貝塚2 中世 爬虫頴 スッポン M 頭蓋骨 輝債骨欠損） 9.82 不明(Bl.化） viv 不明 頭盈口人輻36.50 茶褐色

96-6⑫ 96 3区 貝塚2 中世 哺乳縦l 中型 ？ 頭骨 骨幹部破片 5.06 不明（風化） viv 不明 茶褐色

96・00 96 3区 貝塚2 中世 鳥絨 目不明 M 桟合仙骨 骨幹部 2.56 不明（風化） viv 不明 茶褐色

96-66 96 3区 貝セク塚シ2ョ南ンC北 中世 哺乳綱 ウシOr'7マ M 椎骨 左節節上突突起起部）、（前後関関 17.87 sp? viv f 茶褐色

96釘R96 3区 貝塚3 中世 爬虫綱 スッポン L 上腕骨 完形 3.43 Olli 部後{近位）位DよI.a.クりイ骨プ幹 曲 f? 最大長47.50 茶褐色．

96-67R 96 3区 貝塚3 中世 爬虫損 スッポン L 中胆骨板 完形 l.76 CIII(内側）Olaクイブ viv 不明 棗大長52.70 関節面最大投41鼻58 茶褐色

96・67R 96 3区 貝塚 3 中世 爬虫絨 スッポン L 凡口骨 完形 1.69 CIIクイ(プ内側．外側）Dia viv 不明 残存全長58.14 茶褐色

96-67c 96 3区 貝塚 3 中世 爬虫鋼 スッポン R 几口骨 完形 0.52 cm タイ(プ内側、外側）Aa viv 不明 残存全長35.62 茶褐色

96-fil⑤ 96 3区 貝塚3 中世 爬虫絨 スァポン R 第2肋骨板 完（一部欠根） 4.36 CII(内側}Diaクイプ Yiv 不明 残存全長印．“ 茶褐色

96-67⑤ 96 3区 貝塚3 中世 爬虫綱 スッポン R 第3肋骨板 完 3.35 cm(内側）Diaクイプ yjy 不明 最大全長59.67 茶褐色
96-olR 96 3区 貝塚3 中世 爬虫鋼 スッボン L 第3肋骨板 完形 2.08 cm(内側IJDlaクイプ yjy 不明 最大全長56.08 茶褐色

紺67R 96 3区 貝塚3 中世 爬虫訊 スッポン L 第2肋骨板 完形 1.53 cm(内側）Diaクイプ viv 不明 最大全長47.86 茶褐色

拇 67R 96 3区 貝塚3 中世 爬虫絹l スッポン L 第5肋骨板 完形 3 16 cm(内llll)Dlaクイプ yjy 不明 残存全長57.82 茶褐色
96-67⑲ 96 3区 貝塚3 中世 爬虫綱 スッボン R 第3肋骨板 完形 1.77 cm(内側）Diaクイプ viv 不明 茶褐色
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96・67⑪ 96 3区 貝塚3 中世 爬虫綱 スッポン L 第4肋竹板 竹幹部十近位 1.39 皿（内側）Diaクイプ viv 不明 不能 茶褐色

96-68 96 3区 貝塚3 中世 J為絹 ニワトリ科 R 中足件 完形 6.11 なし？ viv d,p:f Bp:13.87 GL:86.00 茶褐色 ;f 

96-69 96 3区 貝塚3 中世 爬虫綱 ウミガメ科 ？ 背甲肋竹版 付幹部 219,78 cm 整側l(D憫Acia様クタにイイ面プブとり（潤内 viv 不明 茶褐色

S6-70 96 3区 貝塚3下陪 中世 哺乳綱 イヌ R ..t腕骨 竹位端幹部＋遠 23.71 不的強明い（風）化が比較 viv d:f B最D大:2幡9.5422.16 SD:12.18 遠位端関節 茶褐色

96-71 96 3区 貝塚3下陪 中世 魚綱 マダイ M 前頭竹 完形 5.25 不寮が不f明寸能行（）周してりにいFてe観分 viv 不明 茶褐色

96-72 96 3区 貝塚3中瑶 中世 哺乳網 ウマ L 歴骨 近幹部位端＋竹 208.67 cm 3a(タ内イ側プ位） Dla,D viv p:f 近SD位:3端2.5汲1大幅（復冗）75.84 茶褐色

96-73 96 3区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ L 府甲骨 近部位欠端如）（関節 1.66 なし viv 不明 Ld:40.55 茶褐色

96-74 96 3区 貝塚3下層 中世 爬虫綱 ウミガメ科 L 苗磨ls 完形 140.00 ⑳（内測）Claクイプ viv 不明 茶褐色

96-75 96 3区 貝塚 3下層 中世 軟骨魚綱 エイ目 M 下顎困板 完形 17 75 cm(咬合面）Dlaクイプ viv 不明 屈大幅55.31 茶相色

96-76 96 3区 貝塚3下附 中世 哺乳綱 イヌ L 大腿竹 完形 3516 なし viv 不明 '" 茶褐色

96-77 S6 3区 河道上陪 中世 哺乳網 イヌ R 上腕付 骨幹部 ll.58 cmブ(骨幹部）Diaタイ なし d,u:uf 残存全長10198 茶褐色

96・78 96 3区 河道下局 中世 哺乳桐 イヌ L 撓骨 骨幹部 5.73 cm り）D(ia前ク位イ、プ遠位寄 なし uf 残存全長10L44 茶褐色

96-79 96 3区 河道上陪 中世 哺乳綱 イヌ L 肋骨 完形 3.30 叫~,部内測） なし uf 残存全長122.18 茶褐色

96-80 96 3区 河道上層 中世 爬虫競 ゥミガメ科 R 背骨板甲第 2肋 完一形部欠（遠損位）端 382.00 cm(背偲）Diaクイプ viv 不明 茶褐色

96-81 96 3区 中世河道下層 中世 爬虫縦i ウミガメ科 L 背甲肋骨板 骨幹部 357.00 Aaen(タ背イOOプ)Dlaタイプ viv 不明 茶褐色

96・82 96 3区 帷洞這埠 中世 哺乳紺l ウシ R 下顎骨 完形 202.36 C"1 顎板(頬）側Dia骨タ幹イ蔀プ．下 viv 若一成獣 集0歯露"3前口X色2"'、後"臼9餃第"絹臼全り分X2.隅●の●、~心'（第"'臼.咬'5和園4合が前O面嘩管第e、長し2因第2いな前前X3）,s臼、後臼薗第担a粛～●X1冠第後.x ● 第0 3 茶括色

96-83 96 3区 中世河道下層 中世 爬虫掴 スッポン M 頭蓋骨 完形 12.22 不明 なし 不明 沿大幅40.75 茶褐色

96-84 96 3区 中讀F層 中世 哺乳綱 ニホンジカ L 下顎骨 完一形部欠（切損図）骨 52.40 な突ありし起）に（舌新側しのい関キ節ズ viv 若咬齢耗1.獣5）オ前推後定（萌年 第砕立咬後x臼ぷ粍l園咬指検面、税耗敬咬口薗詣●"園凌汀散而咬"軒翡5l合'"'0面~阿""M出長¥岱2遥）€5秤(次邸7,,J膝,p稜;誓J第翡臼殻霞月立1 l 茶褐色 96-89と同一個体

96・ 碑 96 3区 中世鵡下層 中世 鳥縦l ニワトリ M 胸骨 前位破片 416 cm 側）D(前ia位タイ、プ左右外 viv 不明 茶褐色

96-8鵡 96 3区 中世河道下層 中世 哺乳網 ニホンジカ R 第 l頸椎 外側位 7.71 cmCla(上クイ位プ下位） viv 若？ 茶褐色

96約R96 3区 巾餌道下層 中世 哺乳綱 ニホンジカ R 頬骨 完形 3.50 不明 なし 不明 ー• 茶褐色

96・ 閲④ 96 3区 中国下層 中世 哺乳綱 中型 ？ 頭蓋骨 骨幹部破片 1.99 不明 viv 不明 茶褐色

96-86 96 3区 中直下屈 中世 鳥綱 ニワトリ M 複合仙骨 完一形部欠（骨損幹）部 1541 臓Dicmaの(ク下切イ位ブ除左の外た側め，内） viv d,p:f SB:3153 紐 43.02) 茶褐色

96-87 96 3区 叫直F屈 中世 鳥綱 ニワトリ L 腟骨 完形 8.90 後端cm位)Dl(骨、a幹右,D部内3左側aタ外遠イ憫位プ viv d,p:f la:128 76 Dd 14.53 茶褐色

96-88 96 3区 中世河道下層 中世 烏掴 ニワトリ R 撓骨 完形 l.'27 位cm） D(外ia側クイ位ブ． 内側 viv d,p:f 全長74.00 茶褐色

96-89 96 3区 中世河道下層 中世 哺乳綱 ニホンジカ R 下顎骨 完形 51.26 cm プ、(偽後切位創）C？ laクイ viv 若耗0Ml>ふ）獣J0ヤm硝m●Z<出推後MO開定Z10咽始年Qm齢● M 3 茶褐色 96-84と同一個体

96-90 96 3区 巾詞道F層 中世 哺乳綱 中型 L 肋骨 骨位端幹部＋近 7.07 不有り明） （新しいキズ viv p:f 茶褐色

95-91 96 3区 河道下層 中世 哺乳綱 イノシシ L 大腿骨 近幹部位端＋骨 98鼻76 c部m） Di(近a位タイ端プ、剪節 viv p:f DC:26.60 Bp:65 10 茶褐色 大型

96・92 96 3区 河道下層 中世 哺乳綱 イノシシ R 撓骨 近幹部位端＋骨 43.65 cm Diaタ(骨イプ幹部前位） viv p:f d:uf 全SD長:1913.9.545 近位端最大幅31.43 茶褐色

96-93 96 3区 河道下陪 中世 哺乳綱 イエネコ R 上腕骨 骨幹器＋遠位端 3.39 cm(ネズミ割痕） なし p:uf 茶褐色

96-94 96 3区 中世河道上層 中世 哺乳綱 イヌ L 第3中足骨 完形 3.06 なし viv p,d:f 全長61.20 茶褐色

96-95 96 3区 中声上層 中世 哺乳綱 イヌ R 腰骨 完形 22.71 品賃9部前位）
贔文）

p,d:f 全遠長位端152最.2大0幅近21.位6端0最大幅30.65 茶褐色 変近位を起関こ節し展て常い、る骨病

96-96 95 3区 中麟上層 中世 哺乳掴 イヌ L 屑甲骨 完部形欠損（背｝側一 16.30 Clll 痕に在）とよD(不後る3明位哨aタの，ネ痕イ何ズプ？が者ミ咄存か viv d:f SLC:23.26 GLp:26.62 茶褐色

96・97 96 3区 中附甜直 中世 哺乳網 イヌ R 腔骨 完形 13.61 りな）し（新しいキズ有 viv d,p:f GL:162.85 茶褐色

96-98 96 3区 中世祠道上層 中世 哺乳紺l イヌ L 肋骨（第 1) 完形 1.85 cm(前位）Diaタイブ viv p:f 晟大全長74.37 茶褐色

96・99 96 3区 中世河道上屑 中世 哺乳絹l イヌ L 肋骨 近邪位（一端郁＋欠骨損幹） 4.13 なり）し（新しいキズ打 なし p:f 残存全長127.02 茶褐色

96-100 96 3区 河道上階 中世 鳥綱 ニワトリ M 頭蓋骨 完一形部欠（側損頭）骨 4.28 不明 なし 若一老 m大幅25.33 SB0:13.50 茶褐色

約・!Ol(i) 96 3区 河道下層 中世 爬虫綱 スッポン R 第6背甲板 完部形欠損（突）起—• 6.77 an (内備位）Diaクイプ Yiv 不明 標準長83.15 茶褐色

96 !OlR 96 3区 河道下屈 中世 爬虫綱 スッボン R 第4背甲板 完形 415 口（内1l!1位）Diaクイプ 面 不明 捏準長70.80 茶褐色

妬・IOIR!16 3区 河道下層 中世 爬虫綱 スッボン L 第5背甲板 遠幹部位端+fl 4.78 cm(内l!!l}Dlaタイプ viv 不明 最大蝠28.50 茶褐色

節JO!c96 3区 河道下暦 中世 爬虫隕 スッポン L 癸園骨板 完形 2.51 なし viv 不明 最大全長49.57 茶褐色

祁IOIR 96 3区 河道下層 中世 爬虫綱 スッポン~ L 島D骨 完形 0.66 cm クイ(ブ内側.~ll!l)Aa viv 不明 輿節幅6.00 茶褐色

岱 IOIR 96 3区 河道下庖 中世 爬虫概 スッポン L 後腹甲板 完欠損）（椋一部 11.44 cm(内側）Diaクイプ viv 老 接合部殻大長98.60 茶褐色

岱 IOI(i) 96 3区 河道F層 中世 爬虫綱 スッポン R 後腹甲板 完欠形損）｛苦一部 3. 切 Clll(内測）DI辺イブ？ viv 不明 接合部最大長49.20 茶褐色

96-102 96 3区 河道下庖 中世 哺乳綱 中型 R 肋骨 骨幹部 13.41 sp viv p:f 茶褐色

96~)1).3 96 3区 河道下層 中世 鳥綱 ニワトリ L 大腿骨 完形 6.00 不明 viv 不明 茶褐色 シャモより小型

96-1糾 96 3区 河道下層 中世 哺 中ー大型 ？ 四肢骨 骨幹部 65.43 m(骨幹プ部）SD Diaクイ viv 不明 ,. 茶褐色

祁-105 郎 3区 河部 中世 哺乳綱 イノシシ R 上骨 骨位端幹部＋遠 122.52 DIQI プ睛，辺骨{骨（幹前イ幹プ部位部）骨D｛）前ん幹3四汐a部イ viv d:f,p:uf SD:19.89 Bd:47.00 茶褐色 大抽型出.DNAサンプル

96-106 96 3区 貝面の塚土3屈上 中世 哺乳綱 ウシ R 踵 近祁―邦位踵欠沿損骨十陸骨幹起 45.46 caイヌ(咽後痕位）DI辺＇イプ viv f Gw:44.00 GBぶ凶5 茶褐色

96-107 96 l区 河Ir-0道.1上5層m 中世 哺乳綱 ウマ L 中足骨 完 128.43 不明 viv d.p:f 幅近39位.端25穀大SD幅:2339.5.561最遠大位長灌22穀7.80大 茶褐色

妬・108 96 l区 河lrll.15m 中世 哺 中ー大羽 L 財 骨位沿幹部＋近 17.54 不明 曲 p:f 茶褐色
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96-109 96 1区 河し心道上5m層 中世 哺乳鼠 ウシ R 胚骨 骨位鈷幹i部＋遠 118.80 ~面部れにl偽にが,"切内み,,,"茸鵠らク,れあイ輯チりブる位状，，脅の霞外酔厨● ● viv dゴ Bel: 迅場75 茶褐色

96-IIO 96 叫河lr0道.上15m屠 中世 哺乳綱 ウシ R 中足骨 骨幹部 97.82 不明 viv p:f ,. 茶褐色

96・lll 96 1区 河L=O道.上l5m層 中世 哺乳綱 イス R 下雰滑 完形 44.04 位ca`(下頬顎測体）D舌ia側クイ、下プ viv 渭冠薗帽後絞n31碑船長m口因臼5)（'9虞~白田國摺第応"転長冠絹3｛）'搾7蛸及冠第前エ"'Ill冠9長直1）器帽叩長,,後絹第只8..,臼（具槽ぷ9図1呵.国SS長棧冠繁下("臼薗邸紙In第塁"'蝙省冠56莉"口—4'転"5請菌纂箪人'肛因臼W " 長2 2 茶褐色

96-112 96 1区 河道下層 中世 哺乳綱 ウマ M 第2頚椎 椎体 26.69 不明（風化） viv f 紐突起最大幅3518 茶褐色

96・113 96 1区 河道下屈 中世 哺乳綱 ウマ L 下類骨 先部）端欠損（門歯 445.00 cm(頬f.llll)Dlaタイプ viv 成獣 茶褐色

96-114 96 I区 河道下層 中世 哺乳絹 ウシ L 下顎骨 ほぼ完形 416.00 cmDしiaい(頬ク可イ側プ能、下性側有はり新） viv 不明 茶褐色

96-Il5 96 l区 河道下層 中世 哺乳鋼 中型 ？ ？ 骨幹部＋骨端 11.53 不明 viv 不明 茶褐色

96-ll6 96 1区 河道下屈 中世 哺乳絹 ヒト L 顆蓋骨 頭頭骨項骨＋後 88.61 cm後切創頭(D骨？Wのイ一プ部）？に偽 viv 30代程（縫合） GL(頭項骨）：126.06 茶褐色 頭がみ頂ら部れにる斑状溶解

96-111 96 1区 河道底部 中世 哺乳緬 ウマ M 第1頚椎 紐 66.78 なし Yiv f 前位関節輻85.62 GL:74.30 茶褐色
96-118(!) 96 ]区 河道底部 中世 哺乳絹 ウマ L 撓骨 完 332.00 不明 viv d,p;f GL: お8.10 茶褐色 96-118②と融合

96-11&:2) 96 1区 河道底部 中世 哺乳鵡 ウマ L 尺骨 完位形端欠（尺損骨）近 332.00 cm タイ(プ尺骨後位） Dia viv d,pi 6最(B7.大p0:07幅4.5658.0B2d:64近.4位0端)遠幽位節端最関大節輻 茶褐色 96-118①と臨合

96-119 96 I区 河道上陪 中世 哺乳綱 イヌ L 下顎骨 完形 24.00 なし？ほi化のため） viv 成獣 M准i冠長8.15.00冠幅5.75 茶褐色

96-120 96 1区 河道上層 中世 哺乳綱 ウマ R 下臼顎園第 1後 完形 32.18 なし viv 小窯 咬残存合全面長長（2因4.8根0ー咬咬合合iiiiiiii)輻651.52.400 茶褐色

96-121 96 l区 河道上層 中世 哺乳銅 ウシ L 肋竹 骨幹部 47.80 位cm部イヌ遠寄噛(位内）跡膳D寄（i骨外a）タ幹側イ骨部プ幹近 viv p:f 残存全長38.50 茶褐色

96-122 96 l区 河道底部 中世 哺乳綱 ニホンジカ L 起前頭骨角突 骨幹部 40.29 cmイプ(角冠後位）Diaタ viv 若獣 茶褐色

節l窃3 96 l区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ M 腰椎 完起形欠損（右）横突 0.37 なし viv f PHL:Fcr:20.8.02 60 H:24.82 BFcr:11.80 茶褐色

96-1?.3R 95 l区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ M 腰椎 完形 3.98 なし viv f PBL:Fcr:18.3l0-6 56 H:H23F.8cr:0 8.189 Ptr25.74 茶褐色

~·]勾 96 l区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ M 仙椎 完形 12.04 耳しく状変面形がし病て的いにる著 viv f HPL:Fcr.25.638 .46 G BBF:3cr:1.88 13 50 GL:29.72 茶褐色 9接6合-123-~ 畑と

妬-]⑳ 96 l区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ M 第 1尾椎 完形 12.04 なし viv f HBF:8cr:.26 7 13 HFcr.3.66 PL-6.95 茶褐色 9接6合・123・ ③⑤⑦⑧と

母］蕊 96 1区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ M 第2尾椎 完形 12.04 なし viv f BBFPtr:cr:H7.1:13 8.12 HFcr:H:74 . .150 8 PL:7.02 茶褐色 9接6合·123 —③①孜証

扮l虚 96 l区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ R 肝甲骨 完形 3.41 なたられし孔？るが）（開自甲然棘ににあみい． viv f HDBGHA:S::68.6658 .072 .84 GI.P: SLC13:1.422 .12 LG:11.07 茶褐色．

96-1⑳ 郎］区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ L 寛骨 完形 1204 なにし骨？折（腸し骨治近癒位し燐た viv f 最SB大:5全.!2長7Ii7.6o:5 18.3S1 H :l LSO .8:269 .77 茶褐色 96接合-123・ ③ <00: 遥）と

96・123R 96 l区 河道底部 中世 哺乳絹 イエネコ R 寛骨 完形 12.04 な治し巨？し傭た惰暉近が位俎残るに）骨折l, viv f S最B大:4全.83長7li5.o0:418.0S7 H:1lA:0.85 10.76 茶褐色． 接96合・123 -(3)(00ゆと

節・l嗅 96 1区 河道底部 中世 哺乳絹 イエネコ L 大腿骨 完形 6.60 なし viv d,p:f 最19大.85全長遠1位07端.15最大近幅位18端.7最0大Sd幅:8.10 茶褐色

96・1碑 96 I区 河謳部 中世 哺乳網 イエネコ R 大腿骨 完形 6.59 cm Diaク(後イプ位？骨幹部） Yiv d,p:f B遠最d大位:1 8全関.4節長8最10D大7C. 3幅:59 .1281 B. 0P3 :S1 9D. 7: 83 .1 4 茶褐色

節］な⑲ 96 I区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ L 屈骨 完形 6.36 な曲し位？に（あ新るし）い傷が viv d,p:f 最U近:大位108全関.33長節最11S大1.D22輻:6.1796B.53 p:B18d.:56 13.64 茶褐色

妬・l碑 96 I区 河部 中世 哺乳綱 イエネコ R 腔．骨 完形 6.30 なし？ viv d,pゴ 紐U近:大位!0全関7.88長節最11S大1.D00幅:6.1978B.5p1 :Bd18.66 :13.58 茶褐色

96・! ⑳ 96 I区 河道底部 中世 哺乳縦l イエネコ L 朋骨 完形 1.06 折なしが治（骨癒幹した部痕に）付 viv d,p:f GL:!03.22 茶褐色

96-1碑 96 I区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ R 肺骨 完形 0.86 なし viv d,p:f GL:102 10 茶褐色
節l碑 96 1区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ R 踵骨 完形 1.36 なし viv f Gl..;28.52 GW:12.86 GB:11.60 茶褐色

96・1碑 96 1区 河道底部 中世 哺乳綱 イエネコ R 第3中足骨 完形 0.89 なし viv d,p:f GBdL::548.88 .04 Lep:48糾 B:4.77 茶褐色

閲・I碑 96 I区 河道底部 中世 哺乳鋼 イエネコ R 第5中足骨 完形 0.47 なし？ viv d,pゴ GL: 絡．カ 茶褐色

96-124 96 I区 河道底部 中世 哺乳綱 ウシ R 大腿骨 骨幹部 259.92 <lll寄(）骨D幹la,部D後3a位ク遠イブ位 viv 不萌 SD:35.60 茶褐色

96-125 96 I区 河道底部 中世 哺乳網 中～大型 R 腔骨 骨幹部 81.00 cmSD (前位）Diaクイブ viv キ明 茶褐色

96-126 96 1区 河道最下層 中世 哺乳綱 ウマ R 下臼慮顎第 4日lJ 完形 I 27.35 なし1 viv 3.5歳以上 咬幅1合3.9面5最歯大冠長高店6005.85咬合面飛大 茶褐色

96-127 祇; l区 河道最下彫 中世 哺乳綱 ウシ L 屈甲骨 骨幹部 152.99 Clli Diaク(骨イブ幹部内側） viv t? SLC:46.31 茶褐色

96-12.8 S6 l区 河道下層 中世 哺乳綱 イエ．ネコ R 第3中足骨 完形 1.00 ？ 呻 p,d:f 茶褐色

96-129 96 l区 祠道下層 中世 哺乳綱 ウマ R 睦骨 骨位端幹部＋遠 149 55 cm Dlaク(骨イブ幹？部外側） viv d:f SD:32.55 遠笹端最大幅58.15 茶褐色
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第 7表 出土動物遺存体属性表5 (土塘 7)

番号
出土 出土 時

大分類 小分類 部位 IR 部分 破祖 風化 成長度
頂飛

計測値(mm) その他計測値（皿） 色関 備考
地区 退構 期 (g) 

C困糟棗大長9.20 因槽最

大幅5.05、Pl咬合面最大

長5.30 咬合面最大福

3.75,PZ咬合面最大長

7.40・ 咬合面最大幅3.60,P

98-
6区 ±堀7

中
哺乳類 イヌ 頭蓋骨 IB 完形 なし viv 

Ml小窟
126.43 

3咬合面屈大長9.20・咬合
後頭顆最大福33.20 茶褐色

10-l 世 連結 面最大福4.l5,P4咬合面

最大長1175 咬合面最大

幅12.55,M1咬合面最大

長9.95 咬合面最大幅

51.225.6・ 5咬,M合2面咬§合面最大長
最大幅7.85

98-10 
6区 土壊7

中
哺乳類 イヌ

頬首側頭
L 完形 なし viv f 2.23 茶褐色 98-10-lと接合

-102 世 突起

98- 中 上顎第 l
完形（咬合

1 5オ以上

10-11 
6区 土痰7

世
哺乳類 ウシ

切閑
R 面一部欠 なし viv 

咬耗開始
1.83 不能 茶褐色

損）

98- 中 上後臼顎困第 2 L 
小窃連結 Ml咬合面最大長21.70

10-43 
6区 土猥7

世
哺乳類 ウシ 完形 不明 viv (1.5オ以 14.23 

咬合面晟大輻21.25
困冠高12.25 茶褐色 98-10-3と接合

上、萌｝

小窯連結、

98-
6区 士擦7

中
哺乳類 ウシ

上顎第 2
R 完形 なし~ viv 

平坦化未
25.77 

咬合面汲大長28.35・ 咬合
茶褐色

同一個体98-10-

10-34 世 後臼閑 了(lオ以 面最大幅24.00 42・10-44 
上、萌）

小窯連結、 M咬(IO2合-咬面41合)最面咬大最合幅大面2長4.1最208,大.M05長3 -M2 園歯冠冠1-$裔11 10 M 
98・ 

6区 土壊 7
巾

哺乳類 ウシ
上顎第 2

R 完形 なし viv 
平坦化未

16.64 
3 23 55 M 

茶褐色
同一個体：98 -10-

10-35 世 後臼困 了(1オ以 30.30・ 咬合面最大幅 2からM3咬合面長 36 10-39・10・41 
上） ・舌22側.85街・冠頬高側1歯2.9冠5高10.85 ぉ.15

小窓独立`

98- 中 上顎第 3
なし

咬合面平
咬合面最大長18.50 咬合

10-21 
6区 ±横7

世
哺乳類 ウシ

前臼歯
R 完形 viv 坦化未了 8.56 

面最大幅17.35
茶褐色

(2オ以上

萌不）薔羅亙

98-
6区 土痰7

中
哺乳類 ウシ

上顎第 3
L 完形 なし viv 

平坦化末
19.80 

咬合面最大長30.55 咬合 舌側歯冠高19.55・頬
茶褐色

同一個体：98 -10 -

10-41 世 後臼歯 了(2オ以 面最大幅22.55 側歯冠高23.25 35・10・36 10・39 
上）

小窓独立~
咬合面最大長30.20 咬合

98- 6区 士城7
中

哺乳類 ウシ
上顎第 3

R 完形 なし viv 
平坦化未

24 77 面最大幅23.95 舌側歯冠 歯冠高2570 茶褐色 同一個3体9： 98 -10 -

10-36 
世 後臼歯 了(2オ以

高10.90鼻頬側図冠高11.40
35・10・10-41 

上、萌）

Ml咬合面最大長26.45
Ml薗冠育16.70M2薗

冠高20.45M 3園冠高

小窓連結．
咬合面最大輻24.40,M2 

2410 MlからM3咬合面
98- 中

上後臼顎歯第 3 R 
平坦化未

(10 34)咬合ilii最大長
長85.85P 4からM3咬合

同一個体：98 -10 -

6区 土壊7 哺乳類 ウシ 完形 なし viv 24 99 29.10 咬合面最大幅 茶褐色 34・10-44・10-37 
10-42 世 了(2オ以

24.20,M 3 (10 -42)咬合面
面長10Z.OO・P3からM3咬

10-38 
上、萌） 合面長119.05MZからM

最大長2900・ 咬合面最大
3咬合面長58.40・Mlから

幅24.80
M2咬合面長57.30

小窯独立、
同一個体：98 -10 -

98-
6区 土壊7

中
哺乳類 ウシ

上顎第 3
R 完形 なし viv 

平坦化未
8.15 

咬合面最大長17.35・ 咬合
茶褐色 38 10-44 10 34・ 

10-37 世 前臼困 了 (1.5オ 面最大幅15.70
以上）

10-40 

98・ 中
上顎第 4

R 完形（一部
咬耗不明

6区 土壊7 哺乳類 ウシ ' 前臼図（頬 なし viv (2.5才以 3.10 咬合面最大長19.80 茶褐色
10-24 世

側）
欠損）

上）

小窯独立 園根叉から咬合面

98-
6区 土擦 7

中
哺乳類 ウシ 上前臼顎図第 4 L 完形 なし viv 

平坦化未
9.16 

咬合面最大長11.70 咬合 24.45鳥困冠高1270・P 
茶褐色

同一個体：98 -10 -

10-39 世 了 (25オ 面沿大幅19.35 4からMl咬合面長 35・10-36・10-41 
以J:.、萌） 37.90 

小窓独立、

98- 中 上顎第 4
咬合面平

咬合面最大長16.30 咬合
同一個体：98 -10 -

6区 ±嫉 7 哺乳類 ウシ R 完形 なし viv 坦化未了 5.60 茶褐色 37・10-34・10・44・
10-38 世 前臼園

(2.5オ以
面最大幅18.50

10-42 
上、萌）

98-
6区 土壊7 -Ht 中 哺乳類 ウシ 下顎骨 R 筋突起 なし viv 不明 15.73 茶褐色

10-4 
98-

6区 土漿7
中

哺乳類 ウシ 下顎骨 R 切圏部（骨 不明 viv 不明 27.79 茶褐色
10-91 世 幹部）

下顎骨切園
CID (外側下 P2小窟

歯牙P2咬合面最大長

98-
6区 土蕨7

中
哺乳類 ウシ~ 下顎骨

R 部＋臼困部 面）Dlaタ viv 連結、咬合 68.08 
18お咬合面最大歳

困冠高14.45 茶褐色
10~2 世 P20,P3 

イプ 面平坦化
12.35 腹槽最大長1670 

X 園櫓最大幅1170 
小窯連結、

98- 中 下顎第 1 R 完形（歯冠
咬合面平

6区 ±痰7 哺乳類 ウシ なし viv 坦化 (0.5 7.41 茶褐色
10-25 世 後臼歯 一部欠損）

才以 L、

萌）

98- 中 下顎第 1
小窓連結

咬合面最大長21.70・ 咬合
6区 土壊7 哺乳類 ウシ R 完形 なし viv (0ふ才以 7.68 困冠高14-20 茶褐色

10-27 世 後臼園
上、萌）

面最大幅13.95

gs~ 中
下顎築 l 咬耗不明

6区 土壊7 哺乳類 ウシ 後臼歯後 L 後位破片 不明 viv (0ふオ以 2.61 茶褐色
10-26 世

位 上）

98- 中 下顎第 1
小窓連結

唇隠因冠高11.95 最大高
6区 ±壊7 哺乳類 ウシ L 完形 なし viv (l 5オ以 1.79 茶褐色

I0-8 世 切閑
上、萌）

31.75 

小窓連結、

98- 中 下顎第 1
咬合面平

M咬合l咬面最合大面幅最1大5.30長れ15・
同一限体：98-LO-

6区 土撰7 哺乳類 ウシ R 完形 なし viv 坦化 (0.5 6.99 困冠高9.05 茶褐色
10-33 世 後臼困

才萌）以上、
31・10-47 
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第 8表 出土動物遺存体属性表 6 (土壊 7)

小客連結、
咬合面最大長27.15・ 咬合98-

6区 土撰7
中

哺乳類 ウシ 下後臼顎OO第 1 R 完形 なし viv 
乎•坦化未

18.09 面母大幅24.50 頬側因冠 茶褐色
同一僅体:98-LO・ 

10・44 世 了 {0.5オ 34・L0-42 
以上）

高14.45・舌側由冠益15.35

小窃独立、
田冠高11.85 M2 98・ 

6区 ±壊7
中

哺乳類 ウシ 下後臼顎困第 2 L 完形 なし viv 
咬合面平

12.63 
M2咬合面姐大長24.35

からM3咬合面長 茶褐色
固一個体：S8 -LO-

10-19 世 坦化（］オ 咬合面姐大幅13.55 45 
以上、萌）

60.75 

98- 中
下切園顎第 2 R 

小窓独立
咬合面塁大長9.65・咬合面 最大高40_50・ 困冠高6区 ±坂7 哺乳類 ウシ 完形 なし 曲 (2.5才以 2.75 茶褐色JO-9 世

上．萌）
最大幅12.20 18.55 

98- 中
下後臼顎閑第 2 L 

小咬窯合独面立平、

咬合面最大長25.50・ 咬合 困冠瓦17.80 因根6区 土城7 哺乳類 ウシ 完形 なし viv 坦化未了 13.86 茶褐色10・32 世
(Iオ以上

面最大幅15.35 又から咬合面23.60

萌）

小窯独立、
至科45.00・ 困根又から

咬合面28.15歯冠高
98- 中

下後臼顎隕第 2 R 
咬合面平

咬合面最大妥25.ZO疇咬合 21.0S・Ml力もM3咬合 同一個体：98・10・ 
J0-31 

6区 土坂7
世

哺乳類 ウシ 完形 なし viv 坦化未了 15.16 
面品大幅14.75 面長83.60-MlからM2

茶褐色
33 10-47 

（］オ以上
咬合面長45.15 M 2か

萌）
らM3咬合面長63.3

98- 中
下前臼顎閑第 2 R 

小窃連結 P2咬合面屈大長11.20・咬

10・29 
6区 上壊7

世
哺乳類 ウシ 完形 なし viv (2オ以 1.98 合面最大幅6.95・因冠屈大 歯冠涵15.65 茶褐色

上） 長12.05・困冠ほ大幅9.35

98・ 
6区 ±墟7

中
哺乳類 ウシ 下後臼顎困第 3 L 完形 なし viv 

小窓独立、
23.37 

咬合面最大長37.20 咬合
因冠高28.90 茶褐色

固一個体：98 -10・ 
10-45 世 乎•坦化未 面最大輻13.00 19 

小窓独立、
98-

6区 ±堀7
中

哺乳類 ウシ 下後臼顎困第 3 R 完形 なし viv 
平坦化未

22.89 
咬合面最大長32.90 咬合

因冠高30.50 茶褐色10-46 世 了(2オ以 面巌大幅13.40
上、萌）

小窟独立
98・ 

6区 ±堀7
中

哺乳類 ウシ 下後臼顎歯第 3 R 完形 なし viv 
平坦化未

23.88 
M3咬合面最大長38.35

因冠高33.20 茶褐色
同一個体：98-10・ 

10・47 世 了(2オ以 咬合面最大輻13.70 31鼻lo.33
上、萌）

小窓連結、

98・ 中
下前臼顎歯第 3 L 

咬合面乎
咬合面最大長19.85 咬合 最大高33.60・困冠嘉6区 土壊7 哺乳類 ウシ 完形 なし viv 坦化未r 3.94 茶褐色10-30 世

(1.5オ以
面最大幅9.75 15.65 

上．萌）

小窓独立

98- 中 下顎第 3 咬合面平

10・48 
6区 ±堀 7

世
哺乳類 ウシ

前臼歯
L 歯冠 なし viv 坦化未了 2.08 P3咬合面贔大長17.70 閑冠高14.50 茶褐色

(15オ以

上` 萌）

小窓連結｀

98・ 中 下顎第 4 咬合面平
咬合面最大長21.75・ 咬合

10-28 6区 土撰 7
世

哺乳類 ウシ
前臼OO

L 完形 なし viv 坦化未了 5.43 
面最大幅ll.70

茶褐色

上(2.）5オ以

98・ 中 上顎第 1 咬耗開始
旧冠最大長30.15 憎冠最

10-14 
6区 土城 7

世
哺乳類 ウシ

後臼閑
R 完形 なし viv (6カ月程 33.52 

大幅22.55・園冠麻51.65 茶褐色
度．萌）

咬合異常．

98・ 中 上顎第 4 小窟連結、
咬合面残存長Zl.50 咬合 咬耗が存しく片ペ6区 土横7 哺乳類 ウシ L 完形 なし viv 平坦化未 4.04 茶褐色10-40 世 前臼閑

T 〈2.5オ
面最大幅）4 50 りしている。

以上` 萌）

98・ 
6区 土撰7

中
哺乳類 ウシ 上腕骨 R 骨幹部

cm(骨幹
viv 不明 92 25 茶褐色10・65 世 部内側）

9180・ ・84 6区 土娯7 柑中 哺乳類 ウシ 項骨 R 骨幹部 なし viv p:uf 29.04 茶褐色

98-
6区 土堀7

中
哺乳類 ウシ 大骨

L 近位端（回
不明 viv :f 32.43 茶褐色L0-85 世 転子）

98-
6区 ±撰7

中
哺乳類 ウシ 骨中手＂中足 ？ 遠位端 不明 viv d:f 5.52 茶褐色10・87 世

98-
6区 土振？

中
哺乳類 ウシ 中足骨

R 近位端．骨 an (Cl aク
viv p:f 162、66 Bp:48.40 茶褐色10・55 世 幹部 イプ）

98・ 中
ao (骨幹部

10-59 
6区 ±堀7

世
哺乳類 ウシ 中足骨 R 骨幹部 菰位外債） viv p:f 88.25 SD: 以.50 茶褐色

Dlaクイプ

98-
6区 ±城1

中
哺乳類 ウシ 撓骨

L 近位端．骨
不明 viv p:f 113.90 SD:35.05 茶褐色10・56 世 幹部

98-
6区 土壊7

中
哺乳類 ウシ 榛骨

L 近悦端．骨
不明 viv p:f 55. 浜 -- 茶褐色10・66 世 幹部

98- 中 R 近位端、骨
cm (骨幹部

近拉端最大幅(Bp)73 20 6区 士壊 7 哺乳類 ウシ 榛骨 前位） Dla viv p:f 133,82 茶褐色10-53 世 幹部
タイプ sp SD:35.75 

98-
6区 ±澳 7

中
哺乳類

ウシor
胸椎

M 完形（棘突
なし viv 

an叫 post
8.93 茶褐色

同一個体：98-IO・ 
10・83 世 ウマ 起＋椎） :uf 90 
98-10 

6区 土撰 7
中

哺乳類
ウシor

胸椎 M 棘突起 不明 viv 不明 19.62 ● 9 茶褐色・106 世 ウマ

98・ 
6区 土壊1

中
哺乳類

ウシor
昂骨 L 骨幹部 不明 viv 不明 135.00 SD:33.50 茶褐色10-57 世 ウマ

98-
6区 土猿7

中
哺乳類

ウシor
腔骨 R 骨幹部 不明 viv 不明 3L69 茶褐色10-60 世 ウマ

98-
6区 士壊7

中
哺乳類

ウシor
尺骨 L 骨幹部 viv 不明 18.74 茶褐色10・70 世 ウマ

sp 

98・ 
6区 土壊7

中
哺乳類

ウシor
上腕骨 L 骨幹部 不明 viv 不明 96.58 SD:36.20 茶褐色10-58 世 ウマ

98・ 
6区 土壊7

中
哺乳類

ウシor
頃骨 L 骨幹部 不明 viv 不明 49.71 SD:33.00 茶褐色10・61 世 ウマ

98-
6区 ±堀7

中
哺乳類

ウシor
上腕骨 L 骨幹部 不明 viv 不明 74.71 SD:34.35 茶褐色10-62 世 ウマ

98・ 
6区 土壊7

中
哺乳類

ウシor
上腕骨 R 骨幹部 不明 viv 不明 55.06 茶褐色10・67 世 ウマ

-342 -



第 9表 出土動物遺存体属性表 7 (土堀 7)

9108--97 6区 土痰 7
中

哺乳類
ウシor

側頭骨
L 完形（岩様

なし viv 不明 7.71 茶褐色
同一個体：98 -10 -

世 ウマ 部） 107 
98-10 

6区 土城 7
中

哺乳類
ウシor

側頭骨
R 完形（岩様

なし ¥fiv 不明 7.20 茶褐色
同一個体：98 -10 -

-107 世 ウマ 部） 97 
98-

6区 土壊 7
中

哺乳類 ウマ
上顎第 1

R 完形 なし viv 
全面窟(15

2.59 
咬合面最大長11.50 咬合

歯冠裔19.50 茶褐色
10-10 世 切歯 才以 面最大湿11.50

98- 中 l:前臼顎困第 4 L 
萌 出 途 次

園冠最大長3010 歯冠位 同一個体：98・10・ 
6区 ±煽 7 哺乳類 ウマ 完形 なし viv 成 長 障 害 48.00 茶褐色

10-.18 世
がみられる

大幅2515 17 

98- 中
全面窓(4

咬合面最大長8.35・咬合面

10-12 
6区 土壊 7

世
哺乳類 ウマ 下顎犬餡 L 完形 なし viv -s年以 3.77 

最大幅4.85
残存裔41.30, 茶褐色

上）

歯牙P4咬合面最大長24.20・
咬合面最大幅13.70,MI咬合

臼歯部 面最大長21.55・ 咬合面最大

98- 中
PZ X,P3 幅13.10 菌摺最大長22.80,M

小型の体躯、咬合

10-3 6区 土壊 7
世

哺乳類 ウマ 下顎骨 R X,P4 0,M 不明 viv 全面窓 77.64 2咬合面最大長2150 咬合 茶褐色
異常

10,MZO 面最大幅11.60 歯槽最大長

,M30, 22.9D,M 3咬合面最大長

29.65咬合面最大幅llLS・歯

槽最大長30.25

98- 中
下後臼顎困第 1 R 

咬合面最大長25.05 咬合
Ml昂大扁4970 M 同一個体：98 -10 -

10-22 
6区 土壊7

世
哺乳類 ウマ 完形 なし viv 全面窓 13.66 面最大福14.40・ 最大高

2最大高59.30
茶褐色

23 
49.40 

98- 中 下顎第 1
5カ月程 咬合面最大長15.99 咬合

同一個体：98ず 10・

JO-7 
6区 士壊 7

世
哺乳類 ウマ

切園
R 完形 なし viv 度（咬耗萌 9.66 面最大幅7.20 閑冠最大 歯冠最大長1625 茶褐色

5 10-6 
出） 幅10.90

98ユ 巾 下顎第 2
咬合面最大長2150 咬合

同一個体：98 -10 -

10-23 
6区 ±壊 7

世
哺乳類 ウマ

''べ"'-'に~コ-m 
R 完形 なし viv 全面窯 10.24 面最大幅1315 最大涵 茶褐色 22 ： 

57.30 

98-
6区 土壊 7

中
哺乳類 ウマ

下顎第 2
R 完形 なし viv 

5カ月程
6.03 

歯冠棗大長17.20 歯冠最
困冠最大長19.15 茶褐色

同一個体：98 -10 -

10言 6 世 切OO 度（咬耗） 大幅10.95 5・10-7 

98- 中 下顎第 2
小 窓 連 結

咬合面最大長2975 咬合
6区 ±娯 7 哺乳類 ウマ R 完形 なし viv (2.5オ以 921 茶褐色 きわめて小型

10-20 世 前臼閑
上、萌出）

面最大幅1420 

咬耗度開
② 10 7咬合面穀大長

同一個体：98 -10 -
98-

6区 土漿7
中

哺乳類 ウマ
下顎第 1

L 完形 なし（？） viv 始、 5カ月 10.67 
14.90 咬合面最大幅8.05,

歯冠最大長18.05 茶褐色 6・10-7, 咬合面後
10・5 世 切園 咬合面最大長15.95・ 咬合

程度（咬耗）
面最大幅

位に扶人が見られる

98-
6区 土痰 7

中
哺乳類 ウマ 腔骨

R 骨幹部、遠 cm (右外側）
viv d:f 22142 

Bd:58.90 Dp:34 50 
茶褐色

10-49 世 位端 Cl aクイプ SD:33.55 

9180--89 6区 土娯 7 柑中 哺乳類 ウマ 頸椎 M 前位 不明 viv antf 31.20 前位関節贔大幅26.35 茶褐色

98・ 
6区 士檄 7

中
哺乳類 ウマ 頸椎 M 完形 なし viv 

antf,post 
49.87 棘突起残存幅80.80 茶褐色

同一個体：98 -10 -

10-90 世 uf 83 
98-10-

6区 土壊 7
中

哺乳類 ウマ 尺骨 L 骨幹部 なし viv 
撓骨と療

~ 茶褐色
so-2 世 ムロ

98 中
J:. 顎Ml 萌出途次

同一個体：98 -10 -

10-17 
6区 土壊 7

世
哺乳類 ウマ （第 1後臼 L 完形 なし viv (1オ未満 37.94 茶褐色

18 
歯） 萌出）

小裔独立 2
98-

6区 ±娯7
中

哺乳類 ウマ 上後臼顎歯第 2 L 完形 なし viv 
才以上、萌

56.22 
咬合面最大長氾.00・ 咬合

園冠高80.45 茶褐色
10-15 世 出、咬合面 面最大幅21.35

平小坦窟化連未結了

gs~ 中
上後臼顎歯第 2 L 

咬合面未
咬合面最大長28.00・ 咬合

6区 土壊7 哺乳類 ウマ 完形 なし viv 平坦化 (2.5 55.39 菌冠高74.40 茶褐色
10-16 世

才以上、萌
面最大幅23.35

出）

98- 中
上前臼顎困第 2 R 

萌出途次
困冠最大長35.35 歯冠最 闊冠最大高35.60

10-13 6区 土壊 7
世

哺乳類 ウマ 完形 なし viv (2.5オ未 38.76 
大幅23.55 閑冠最大幅23.65

茶褐色 中型の体枢

満、萌出）

98- 中
完形（遠位 同一個体：98 -10 -

10-51 
6区 土壊 7

世
哺乳類 ウマ 大腿骨 R 端一部欠 不明 viv p,d:uf 254.96 残存全長32860 茶褐色 78・10・79 10-80・ 

損） 10-81 10-93 

98- 中
完形（遠位 同一個体：98 -10 -

10-80 
6区 ±堀7

世
哺乳類 ウマ 大腿骨 R 端一部欠 不明 VIV p,d:uf 20.54 残存全長328.60 茶褐色 51 10言7810-79 

損） 10-81・10-93

98- 中
完形（遠位 同一個体：98 -10 -

10-81 
6区 土漿7

世
哺乳類 ウマ 大腿骨 R 端一部欠 不明 viv p,d:uf 25.91 残存全長3お.60 茶褐色 51 10 78 10-79・

損） 10・80・10・93 

98言 中
完形（遠位 同一個体：98 -10 -

10-93 
6区 土痰 7

世
哺乳類 ウマ 大腿骨 R 端一部欠 不明 viv p,d:uf 24 55 残存全長3お.60 茶褐色 51 10・78・10-79・

損） 10-80・10-81 

98- 中
完形（遠位 同一個体：98-10 -

10-79 
6区 土横7

世
哺乳類 ウマ 大腿骨 R 端一部欠 不明 VlV p,d:uf 17 27 残存全長3お島60 茶褐色 51 10-78・10-80・ 

損） 10-81鼻10-93

98- 中
完形（遠位 同一個体：98-10 -

10-78 
6区 土漿 7

世
哺乳類 ウマ 大腿骨 R 端 一部 欠 不明 Yiv p,d:uf 44 28 残存全長328.60 茶褐色 Sl・ID-79・ID-80-

損） 10・81・10・93

9108--92 6区 土頻 7 柑中 哺乳類 ウマ 中節骨 m 完形 不明 曲 p:f 34 91 Bp:50.20 SD:27.80 茶褐色

最大長189.85・近位端最大

98-
6区 土城 7

中
哺乳類 ウマ 中足骨 R 完形 なし？ viv p,d:f 97.66 

蝠3910・SD:27 75・遠位端
茶褐色

L0-54 世 最大幅(Bd)39.15 遠位端

関節最大幅38.10

98-10・ 中
cm{骨幹部

6区 土壊7 哺乳類 ウマ 撓骨 L 完 後位） DI viv p:f,d:f 264.35 茶褐色
50・1 世 aタイプ

98-
6区 土娯 7

中
哺乳類 ウマ 撓骨

R 骨幹部、近 なし viv p:f 130.60 Bp:67.40 茶褐色
10~s2 世 位端

9180--76 6区 ±壊7 ＂ 中 哺乳類 ウマ 肋骨 R 完形 なし viv p:f 31.26 茶褐色

9108--72 6区 土漿7 柑中 哺乳類 大型 不明 ？ 骨幹部 オ明 viv 不明 15.93 茶褐色

98-
6区 士壊7

中
哺乳類 大型 顎骨

？ 骨幹部（破
不明 viv 不明 10.26 茶褐色

10-75 世 片）

98-10 
6区 土墳7

中
哺乳類 大型 顎骨

？ 骨幹部（破
不明 viv 不明 3.96 茶褐色

-100 世 片）

98-10 
6区 士壊7

中
哺乳類 大型 顎骨

？ 骨幹邦（破
不明 viv 不明 3.33 茶褐色

-110 世 片）

98-
6区 土壌 7

中
哺乳類 大型

顎骨（上下 ？ 骨幹部（破
不明 viv 不明 5.89 茶褐色

10-74 世 不明） 片）

1908-94 - 6区 ±渫7 柑中 哺孔類 大型 胸椎 M 棘突起 なし viv 不明 6.68 茶褐色 99 同一個体：98 -10 -

9180・ -99 6区 土撰7 沿中 哺乳類 這 胸椎 M 棘突起 なし viv 不明 5.69 茶褐色 94 同一個体：98 -10 -
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第10表 出土動物遺存体属性表 8 (土堀7)
98-

6区 土擦1
中

哺乳類 大型 類 ？ 郎位関節顆 なし 曲 Ant:f 3.86 -・・ 茶褐色10・88 世

9810ャ-63 6区 土撰7 中柑 哺乳類 這 四肢骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 お.22 "" 茶褐色

9) 80・ ・64 6区 土撰1 柑中 哺乳類 大型 四肢骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 36.95 "' 茶褐色

9) 80--73 6区 ±擦7 柑中 哺乳類 大型 四肢骨 ？ 骨幹部 sp Yiv 不明 8.34 茶褐色

98-
6区 土壊？

中
哺乳類 大型 四肢骨

？ 骨幹部（破
sp viv 不明 43.65 " 荼褐色10-68 世 片）

9180・ 曇69 6区 ±撰7 柑中 哺乳類 大型 四肢骨 ？ 骨幹部 sp viv 不明 31.11 茶褐色

邸—
6区 土撰1

中
哺乳類 大型 四肢骨

？ 骨幹部（鞍
sp viv 不明 20.91 茶褐色10-71 世 片）

98・10 
6区 土攘？

中
哺乳類 大型 椎骨 M 関節紐 不明 曲 不明 2.73 茶褐色-103 世

98・10 
6区 ±墟7

中
哺乳類 大型 椎骨 M 椎 なし 曲 uf 2.43 茶褐色-105 世

9180--82 6区 土墳？ 世甲 哺乳類 大型 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 10.81 茶褐色

9180・ ・95 6区 土壊7 tll 中 哺乳類 大型 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 l.33 茶褐色

9180・ ・96 6区 土撰 7 柑中 哺乳類 大型 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 2.81 茶褐色

9180-・ 98 6区 土撰？ 柑甲 哺乳類 大型 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 1.27 茶褐色

98-10 
6区 土撰？

中
哺乳類 大型 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 12.77 茶褐色-101 t!! 

98・10 
6区 ±墟7

中
哺乳類 大型 不明 ？ 付幹部 不明 viv 不明 7.06 茶褐色-104 世

98-10 
6区 土攘7

中
哺乳類 大型 不明 ？ 骨端部 不明 viv 不明 2.48 茶褐色・108 世

98-10 
6区 土堀7

中
哺乳類 大型 不明 ？ 骨溢部 不明 viv 不明 0.67 茶褐色・109 世

9108--86 6区 土壊？ 出中 哺乳類 大型 不明 ？ 付端部 不明 viv f 7.92 茶褐色
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第11表 出土動物遺存体属性表 9 (溝32)

番号 年度 地区 遭構 時期 大分類 小分類 [JR 部位 部分 破損 風化 成長度 頂塁(g) 計測恒 色関 鉗考

9-81 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳絹 イヌ LR 頭益 oo前頭(D骨l左aク外イ鳴ブ） viv 成欧 142.19 閉品糟墜大血姿l靡冠輻＊盈撃315＊塁長.5笈悶18塁＊7的、埠、•I磁M紐怜後.,79而頑M-油.認胃・,直Mb 贔図昂最コ 茶褐色

9-82 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳絹 ウマ R 下臼顎閑笛 3後 完形 なし viv 小合面窓平連坦結面化咬 29.80 茶褐色

9-83 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳綱 ウマ R 上臼顎因第2後 完形 なし viv 小合面裔平連坦結面化咬 48.53 茶褐色

9-84 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳組l ウマ R 上臼顎閑第 l後 完部形欠損（閑）根一 なし viv 未萌出 23.85 咬最合大面幅2沿3大.55長26.60 茶褐色

9. 85 ・32 96 6区 溝32 中世 哺乳組l ウシ R J:臼薗顎第 l後 完形 なし viv 小合面窓未独平立坦面咬 26.78 茶褐色

9. 86 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳綱 ウシ R 腟骨 完形 cm(Cla!Jイプ右後位） viv d,p:f 298.41 DPbSbb:::395277.4 .. 270 5 5 茶褐色

9-87 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウシ L 中足竹 近幹部位端＋骨 cm(D 1砂イプ右外側） viv p:f 145 22 Sb:26.55 茶褐色

9-88 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウシ R 中足骨 骨幹部 不明（風化） viv 不明 93.80 茶褐色

9-89 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウシ R 腔骨 竹幹部 不明 viv 不明 99.25 ... 変色に熟変の化ため白色、 黒

9-810 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウシ R 撓骨 幹一近部部位欠（端近＋位骨端 cm(外側骨幹部）
viv p:f 104.80 茶褐色

sp 

9-811 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳網 ウシ L 中足竹 近幹柑部）位端（一＋部骨欠 cm(内側位） viv p:f 81.09 茶褐色

9-813 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳網 ウシ L 展骨 骨幹部 cm 1 a(ク左イ外プ測後sp位） C viv 不明 103.61 茶褐色

9-814 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳桐 ウシ R 中足骨 骨幹部内開 cm(内側）Dl辺イプ 化チョーク 不明 75.01 茶褐色

9-815 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中～大型 ？ 不明 骨幹部 sp viv 不明 6719 茶褐色

9-816 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウシ L 大腿骨 骨幹部 Sp viv 不明 70.20 茶褐色

9-817 -32 96 6区 溝3Z 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 sp viv 不明 29 59 茶褐色

9-818 -32 96 6区 消32 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 sp viv 不明 3414 茶褐色

9-819 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 cm(D laクイプ） viv 不明 25.09 茶褐色

9-820 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウマ m 中節骨 完損形） （一蔀欠 なし？ viv f 26.81 茶褐色 98・32・22と接合

9-821 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳網 中～大型 ？ 不明 骨幹部 不明 viv 不明 13.07 茶褐色

9-822 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳絹 ウマ m 中節骨 完損形） （一部欠 なし？ viv f 26.81 茶褐色 98-32-20と接合

9・823 ・32 % 6区 洞32 中世 哺乳詞 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 crn(D laタイプ） viv 不明 12.75 茶褐色

9-824 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 ウシ L 中手骨 近位端 不明 viv p:f 9.20 明白色（変熱）

9-825 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳銅 ウシ M 頸椎 完一形部欠（左損外）側 なし viv f 35.28 茶褐色 98-32-41と接合

9-826 -32 96 6区 溝 2 中世 哺乳絹l ウシ R 腟付 位端十骨幹部 c右m内(D側1遠aタ悦イ端プ） viv d:f 102.23 Db:52.25 茶褐色

9-827 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳網 中～大型 L 究付 坐骨 不明（風化のため） viv ( 31 40 茶褐色

9-828 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳掴 ウマ R 下顎骨 付顎枝幹部＋下 不明 viv 不明 44.25 茶褐色

9-829 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳網 イヌ R 寛骨 腸骨＋恥骨 不明 viv 不明 15.20 "" 茶褐色

9-830 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳親 小～中型 ？ 不明 骨幹部 不明 viv 不明 22.11 茶褐色

9-831 -32 96 6区 潜32 中世 哺乳綱 中～大型 ？ 肋付 骨幹部破片 不明 viv 不明 4.65 "一• 茶褐色

9-832 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳樅l 小～中型 ？ 頭蛮骨 骨幹部破片 不明 viv 不明 6.22 茶褐色

9-833 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中～大型 ？ 下顎骨 切歯蔀破片 不明 viv 不明 7.35 茶褐色

9-834 ・32 96 6区 洞32 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 ィ明 viv 不明 9.75 茶褐色

9-835 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 不明 viv 不明 9.00 茶褐色

9-836 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 不明 viv 不明 7.42 茶褐色

9-837 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中～大型 ？ 下顎骨 骨幹部破片 ィ明 viv 不明 12.42 茶褐色

9・838 ・32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹蔀 オ明 面 不明 2. お 茶褐色

9-839 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳綱 中ー大涅! L 下顎竹 骨歯部幹破部片＋臼 不明 曲 不明 310 '. 茶褐色

9・840 -32 96 5区 溝32 中世 哺乳綱 中ー大至！ M 頸椎 装突起 ィ明 曲 不明 8.26 -- 茶褐色

9・481 ・32 96 6区 溝32 中世 哺乳頷 ウシ M 

” 
一完部欠（左損外）側 なし 曲 f l.59 茶褐色 98-32-25と接合

9-842 -32 96 6区 溝 中世 哺乳綱 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 不明 曲 不明 l.57 茶褐色 I 
9-843 -32 96 6区 消 中世 開 中ー大型 ？ 不明 骨幹部 不明 曲 不明 0.46 茶褐色

9-844 -32 S6 6区 洞32 中世 爬虫綱 スッボン ？ 第6背甲板 遠位端 不明 曲 不明 2.56 茶褐色

9-845 -32 96 6区 洞32 中世 哺乳綱 中～大型 ？ 不明 骨幹部 オ明 viv 不明 2.61 茶褐色

9-846 -32 96 6区 溝32 中世 哺乳綱 中～大型 ？ 不明 骨幹部 不明 viv 不明 3.00 茶褐色

9-847 -32 96 6区 消 2 中世 爬虫綱 スッポン ？ 背甲骨 骨幹部破片 m(D3aタイプ） viv 不明 1.35 .' 茶褐色
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第12表 出土動物遺存体属性表10(貝塚4-6・8)

番号 出土地区 出土遺構 層位 時期 大分類 小分類 部位 l.R 部分 荻摂 風化
成長 匹 計測値

色誤 備考 ， 
度 (g} (a) 

98・16・l 8区 貝塚 4 貝塚 16担紀 爬虫鋼 スブポン 烏口骨
R 完（近位端 "" (D2aタ

viY 不明 0.72 茶褐色
一部欠損） イプ）

98・]6-2 8区 貝塚4 貝塚 16世紀 哺乳綱 目不明 不明 ? I 骨幹部 なし viv 不明 0.25 茶褐色

金ヰる
98-17-7 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 哺乳磁 目不明 不明 ？ 骨幹部 調整が明確 viv 不明 0.01 茶褐色 骨嬰品薮片

D3必イブ

98・17・10 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 硬骨魚綱 目不明 ウロコ ？ 破片 不明 "" 不明 0.02 茶褐色

98・17・11 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 爬虫綱 目不明 椎骨 M 完 不明 viv 不明 。鼻l) 茶褐色 比較的大型

98-17・16 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 哺乳綱
目不明〈中一

不明 ？ 骨幹部 なし viv 不明 12.66 "' 茶褐色大型）

98-17・18 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 島綱 目不明 上腕骨 L 
近位端＋骨

なし？ viv f l鼻お 達位端輻
茶褐色

幹部 :15.51 

98・17・19 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 硬骨魚綱 目不明 ウロコ ？ 完 不明 不明 O.Ql 茶褐色

98-17-20 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 硬骨魚綱 目不明 ウロコ ？ 完形 不明 不明 O.Ql 茶褐色

98-18-l 8区 貝塚5 貝塚 16世紀 爬虫綱 ヘピ科 椎付 M 完 なし viv 不明 0.1 茶褐色

98・32-1 ll区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 腹足綱 小型（スガイ？） 祖 破片 なし viv 不明 0.16 黒

98-32・2 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 紺l不明 目不明 不明 ？ 骨幹部 なし？ viv 不明 。ヤ03 茶褐色

98・32・6 ll区 貝塚8 貝塚 繕倉吋代前半 哺乳鋼
目不明｛小～

因牙
？ エナメル質

不明 viv 
咬耗

0.16 茶褐色中型） 破片 開始

98-32-7 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 腹椎 M 破片 牙明 viv 不明
.゚03

茶褐色

98・32・8 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉吋代前半 硬骨魚綱 目不明 碁後頭骨 M 
完形（一部

不明 viv 不明 O.Ql 茶褐色．欠損）

98-32-9 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 骨盤骨 L 
完形（一部

不明 viv 不明 0.01 """ 茶褐色
欠損）

98-32-10 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 スッボン 背甲版 ？ 骨幹部破片 不明 viv 不明 0.19 茶褐色

98・32・ll 11区 貝塚8 貝塚 錬倉時代前半 軟骨魚綱 板飽亜綱 椎骨 M 完形 なし viv 不明 0.06 茶褐色

98・32・13 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 ウナギ 腹椎 M 
完形（棘欠

なし viv 不明 。.02 茶褐色
損）

98-32・14 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 マダイ 上後頭骨 M 左外側位
m (D3aク

viv 不明 3.49 " 茶褐色イブ）

98-32-15 11区 貝塚 8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 破片 不明 不明 0.03 ● 9 茶褐色

98-32-16 ll区 貝塚 8 貝塚 錨倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ なし？ 不明 不明 0.04 茶褐色

98-32-17 LI区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.01 -- 茶褐色

98-32-18 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.01 茶褐色

98-32-19 LI区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.0! '' 茶褐色

98-32-20 LI区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 なし 不明 0.03 ●9● • 茶褐色

98-32-21 LI区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.01 ．．． 茶褐色

98-32-22 11区 貝塚8 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 なし 不明 0.01 茶褐色

GL:72.37, 
SD: 祝 86,

all (DI aク BP:47.52, 

98-33-l 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 哺乳綱 ウマ 基節骨 L 完形 イプ）、ネズ viv f 43.95 
BFp: 仕 7

茶褐色
ミ噛痕

2,BF出37.

6644,.Bd:0p:a3t 2. 

測不能

98-33-2 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 スッボン 茄腹甲板 R 完形
内側にca(D

viv 1.88 
最大長

茶褐色laクイプ） 50.95 

98-33・3 n区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 綱不明 目不明 不明 ？ 骨幹部
cm (DI aク

viv 不明 0.08 茶褐色
イプ）

98・33・4 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代面半 甲殻紺l 目不明 可動指 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 0.06 茶褐色

98・33・6 II区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代蔀半 絹不明 不明 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 0.20 -・・ 茶褐色

98-33-7 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 スッポン 背甲骨板 ？ 椎骨板 ィ明 viv 不明 0.33 茶褐色

98-33-ll 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 主認蓋付
R 関節部＋骨

幹部
不明 viv 不明 0.23 茶褐色

98-33・12 IL区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 軟骨魚縞 板認亜紺 椎骨 M 椎体破片 不明 viv 不明 O.Ol 茶褐色

98・33・14 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 破骨魚綱 目不明 椎骨 M 
椎体骨幹部

不明 viv 不明 0.08 -- 茶褐色
破片

!18-33・15 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 後側頭骨 R 突 不明 viv 不明 0.04 茶褐色

98-33-17 IL区 貝塚6 貝塚 鎌店時代前半 編不明 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 曲 1明 0.01 茶褐色

98・33・18 11区 貝塚6 貝塚 藷倉時代前半 硬骨魚縦 目不明 不明
？ 棘突起＋骨

不明 yjy 不明 0.13 茶褐色幹部
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第13表 出土動物遺存体属性表11 (貝塚 6• 7) 

98-33-20 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 スッボン 中腹甲骨板 L 遠位端 sp? viv 不明 0.82 茶褐色

98-33-21 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 スッポン 腹甲骨板 R 遠位端 不明 viv 不明 0.33 茶褐色

98-33-24 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫憫 ヘピ科 椎骨 M 完形 不明 viv 不明 0.37 茶褐色

98-33-26 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 ヘピ科 椎骨 M 完形 不明 viv 不明 0.11 茶褐色

98-33-31 11区 貝塚6 貝塚 嫌倉時代前半 哺乳綱 小型 尾椎 M 完形 なし viv 才明 0.12 茶褐色

98-33-32 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 背殿鰭棘 M 完形 不明 viv 不明 0.06 茶褐色

98-33-36 Il区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 棘突起 ？ 遠位端 不明 viv 不明 0.03 茶褐色

98-33-39 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 。導01 茶褐色

98-33-40 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚銅 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.01 茶褐色

98-33-41 11区 貝塚 6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚網 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 o.oi 茶褐色

98-33-42 11区 貝塚 6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 。.02 茶褐色

98-33-43 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 なし 不明 0.01 茶褐色

98-33-44 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 なし 不明 0.01 茶褐色

98-33-45 11区 貝塚6 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 O.Ql 茶褐色

98-33-46 11区 貝塚6 貝塚 練倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目 ウロコ ？ 完形 なし 不明 O.Q3 茶褐色

98-34-2 11区 貝塚7 貝塚 錯倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 棘突起 ？ 完形 不明 viv 不明 0.02 茶褐色

98-34-3 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫綱 スッポン 上腕骨 L 完形
cm (前位、 D

viv f? 2.65 
全長

茶褐色
I aクイプ） :43.24 

98-34-7 11区 貝塚7 貝塚 鋸倉時代前半 哺乳綱 目オ明 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 0.14 茶褐色

98-34-8 11区 貝塚7 貝塚 鍛倉時代前半 硬骨魚網 目不明 椎骨
？ 椎体骨幹

部破片
不明 viv 不明 0.05 茶褐色

98-34-10 11区 貝塚 7 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫網 スッポン 前腹甲板 L 完形 不明 viv 不明 3.76 茶褐色

98-34-11 11区 貝塚 7 貝塚 鎌倉時代前半 縦不明 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 0.08 茶褐色

98-34-13 11区 貝塚 7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 目不明 歯 ？ 
エナメル質

不明 viv 不明 0.05 茶褐色
部分

98-34・17 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 綱不明 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 0.03 茶褐色

98-34-19 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 哺乳綱 目不明 不明 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 0.01 茶褐色

98-34-20 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 爬虫網 スッポン 尾椎 M 神経棘 不明 viv u:f 。場rn 茶褐色

98-34-21 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.03 茶褐色

98・34-22 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.02 茶褐色

98-34-23 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚桐 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.02 茶褐色

98-34-24 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.01 茶褐色

98-34-25 ]]区 貝塚 7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 才明 0.02 茶褐色

98-34-26 11区 貝塚 7 貝塚 鍛倉時代前半 硬骨魚網 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 O.Gl 茶褐色

98-34-27 11区 貝塚 7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚組l スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 O.Ql 茶褐色

98-34-28 11区 貝塚7 貝塚 鎌倉時代前半 硬骨魚綱 スズキ目？ ウロコ ？ 完形 不明 不明 0.01 茶褐色
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第14表 出土動物遺存体属性表12(動物遺存体集中98-39) 
番号 詞 品 層位 時期 大分類 小分類 部位 LR 部分 破損 風化 成長度 皿 (g) 色調 計測恒（単位mml 備考

9-8l -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 腔骨 L 輝 なし viv d,p:f 細 .53 茶褐色 9同8一-3個9-体2と

9. 82 ・ 囮 8区 河道6 下層 13世紀 哨浮は翼 ウシ 屈骨 R 完 ,. 骨幹(蔀苺位）O、l近aタ位イ寄ブ 曲 d,p:f 391.66 茶褐色 9同8一-3個9-体lと

岱・3!l3 8区 河道6 下層 13世紀 叫i項 ウシ 踵骨 R 完 なし 曲 f 74.73 茶褐色

9-84 -繁 8区 河氾6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 距骨 R 完形 なし viv 不明 53.50 茶掲色 G最LI大:60幅.：29 39.44 G血：54.46 近位

98-39-5 8区 河逍6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 中心第4足根骨 L 完 なし viv f 34.69 茶褐色

墜39-6 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 基節骨 i 完 なし viv p土d:f 21.77 茶褐色

9-81 -39 8区 河氾6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 距骨 L 完形 なし viv 不明 52.34 茶褐色 G最U:大59幅.7：398 .81 Gl.n沿4.02 近位

9-88-① 39 8区 河近6 下層 13世紀 哺乳紺l ウシ 中心第4足根骨 R 完 なし viv f 33.46 茶褐色

98-8ベ②39 8区 河逍6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 中足骨 R 完形 ca 部）(B内l1l11aク位イ骨プ幹 viv d,p:f 185.14 茶褐色 Bp:47.00 Bd:52.10 9同8一-3個9-体16と

SB-9 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 尾椎 M 完形 なし viv posntf t,a 1.23 茶褐色

⑱ ・JO . 39 8区 河逍6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 尾椎 M 完形（棘突起一部欠Ill) なし viv pont:f st.a 12.29 茶褐色

弧39・11 8区 河辺6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 尾椎 M 完形 なし viv f 3.76 茶褐色 "一
偲•囮12 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳絹l ウシ 尾椎 M 完形 なし viv f 4.72 茶褐色

98・39・13 8区 河辺6 下層 13世紀 哺乳紺i ウシ 尾椎 M 完 なし viv f 6.31 茶褐色

岱・3.9・H 8区 河迫6 下層 13世紀 哺乳綱 不明 不明 ？ 骨斌部 なし なし 不明 0.40 茶褐色

9-815 -39 8区 河姐6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 尾椎 M 完 なし viv ponばst,a 7.24 茶褐色

9・816 ・39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 中足骨 L 完形 なし viv d,p:f 199.50 茶褐色 最B4p6大:.4957長.161遠99位B.5d端:5近最1.7位大8端輻5最1.大55幅 9と8同-3一9-個8体② 

9-817 -39 8区 河氾6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 寛骨 L 完形（坐骨一部欠損） 不切明創）（内側に偽 viv f 225.LO 茶褐色

9-818 -39 8区 河道6 下彫 13世紀 哺乳綱 ウシ 腰椎 M 完突形起一（右部横欠突損起）欠損・棘 なし viv pontstf ,a Bl 52 茶褐色

98・19・19 8区 河氾6 下層 13世紀 哺乳絹 ウシ 腰椎 M 完形（右横突起欠損） なし viv f 73.43 茶褐色

9・820 -39 8区 河狙6 下陪 13世紀 哺乳紺l ウシ 腰椎 M 完形（右横突起欠損） 面なしに偽（横切突創起）上 viv f 73.43 茶褐色

9・821 ・39 8区 河道6 下屈 13世紀 哺乳綱 ウシ 腰椎 M 完形 なし viv anstt.upo f 44.84 茶褐色

98・ 囮-12 8区 河逍6 下階 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 6l.38 茶褐色 .... 

拇・39・Zl 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 膝蓋骨 R 完形 なし viv 不明 31.89 茶褐色

9-824 -39 8区 河辺6 下麿 !3世紀 哺乳綱 ウシ 腰椎 M 完一形部欠（棘損突）起・右横突起 なし viv f 68.13 茶褐色

9・825 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳縞 ウシ 末節骨 r 完形 なし viv f 14.25 茶褐色 DM: 20I.SB.7S:864:19.30 .関51節Ld最関大:49節高.56： 28最.28大 輻

98 39・26 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 中節骨 i 完形 なし viv f 11.32 茶褐色

98 39・'ll 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 基節骨 i 完 なし viv f 20.79 茶褐色 lL-61.38 

98 39腐 8区 河道6 下厖 13世紀 哺乳鋼 ウシ 基節骨 r 完 なし viv f 23.29 茶褐色

9存8-3？9 8区 河滋6 下層 13世紀 哺乳謁 ウシ 末節骨 t 完形 なし viv f 12.93 茶褐色 D関関I.S節節:最最62大大.78 幅高： ： 202Ld6 .. 226 : 42 9 . 80 

98-29-① 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳潤 ウシ 肋骨 L 近部位欠端損）．骨幹部（近位俎一 なし yjy 不明 61.50 茶褐色

9・830 ・39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳腐 ウシ 肋骨 R 近部位欠端投）A『幹部（近位姐— なし viv 不明 61.50 茶褐色

9・831 -39 8区 河道 6 下麿 13世紀 哺乳掴 ウシ 胸椎 R 棘損突）起（右関節突起欠 なし viv f 34.44 茶褐色

98の下-39よ-り31 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳紐 ウシ 種子骨 ？ 完形 なし viv 不明 2.01 茶褐色

98-39-32 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 尾椎 M 完形（左側突起欠損） なし 如 f 13.10 茶褐色

98・39・!! 8区 河道6 下陥 13世紀 哺乳絹 ウシ 種子骨 完形 なし viv 不明 2.34 茶褐色 ．．． 

98-39-31 8区 河道6 下層 13世紀 叫浮直 ウシ 仙椎 M 完（棘突起右欠損） なし viv ant:f IOI 53 茶褐色

9-835 -39 8区 河道6 下陪 13世紀 哺乳縦l ウシ 寛骨 R 年損）（座骨•腸骨一部欠 なし viv f 161.61 茶相色

9-836 -39 8区 河道6 下陪 13世紀 哺乳ぷi ウシ 大腿骨 R 完形 幹QlJ部(前）B 位1外aク隕イプ骨 viv f 44717 茶褐色

9-837 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 腰椎 M 完形 なし
鉄分の

f 53.39 茶褐色 ... 
付行

閲ー39-38 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳縞 ウシ 胸椎 M 完形（棘突起一部欠損） なし viv f 49,29 茶褐色

9・839 ・39 8区 河辺6 下層 13世紀 哺乳絨 ウシ 肋骨 R 骨幹部 偽内側切創） （骨幹部 viv 不明 50.59 茶褐色

9-840 -39 8区 河道6 下陪 13世紀 哺乳銅 ウシ 肋骨 R 完骨増殖（近あ位り）端一部欠損、 an 寄J(D骨l幹aク部イ近虎 viv f 76.59 茶褐色

褐-39-41 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 R 完形 なし viv p:f 43.36 茶褐色 "' 

98・-42 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 阻 L 完形（近位端一部欠損） ca位寄?(骨JD幹I部aク外イ傷プ近 viv f 46.24 茶褐色

硲・3943 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 L 骨幹部 なし viv 不明 43.58 茶褐色

郎-44べ沿 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 類椎 M 椎体 なし viv anst.'i t.po I 44.92 茶褐色

9・845 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳編l ウシ 胸椎 m 損完）形（左右関節突起欠 なし 曲 喜uf 75五 茶褐色 腹しい閲風化激

9-846 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ゥシ 肋骨 R 完形 cm 寄)B(外l側aタ．イ遠プ位 viv f 69.85 茶褐色

裕—39-(I 8区 河道6 下層 l碑紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 R 骨幹部 不明 viv 不明 56.81 茶褐色

認・39・48 8区 河道6 下層 ]3世紀 哺乳綱 ウシ 軟骨 ？ 不明 なし viv 不明 14.60 茶褐色

蜀孜39・49 8区 河道6 下稽 l碑紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 L 完形 なし viv f 43.68 茶褐色

9-8so ・39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 L 近端一悦部姫欠十損骨）幹部 （近位 なし viv 不明 48.57 茶褐色
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第15表 出土動物遺存体属性表13(動物遺存体集中98-39) 

9-851 -39 8区 河辺6 下層 13世紀 哺 ウシ 肋舒 L 近端一位部端欠十損骨）幹部 （近位 不明 viv 不明 58.12 茶褐色

9・852 -39 8区 河氾6 下思 13世紀 哺乳綱 中～大型 不明 ？ 不明（骨幹部） なし 曲 f 45.64 茶褐色

98喝｝ぷ53 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋付 L 完形 なし viv 不明 63.21 茶褐色

98茨I54 8区 河辺6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋付 L 骨幹部 なし viv 不明 60.88 茶褐色

98-l'J・ 団 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 膝蛮付 L 完形 なし viv 不明 29.13 茶褐色

9・856 ・39 8区 河氾6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ ＊腿骨 L 完形 位CID） B (骨1幹aク部イ内プ側 viv d,p:f 480.57 茶褐色 遠拉始最大濶92.10

9・858・① 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳瓶 ウシ 胸椎 M 棘突起 cm 側）B(神l経aタ棘イ左プ外 viv 不明 27.50 茶褐色

9・85灰-〇39 8区 河辺6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸椎 M 椎体 不明 viv a: unf t,post 9.39 茶褐色 接98合-39-31と

9・8団・③39 8区 河迅6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸椎 M 椎体破片（椎窓を含む） 不明 viv postuf 10.05 茶褐色

9— 8螂-39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸椎 M 完形 cm 測）(B 神1経aタ棘イ左ブ外 viv post:f 42.43 茶褐色

9-859 -39 8区 河ifi6 下恩 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 R 骨幹部 な寄しりに（新内偽側あ近り位） <Jiy 不明 64.96 茶褐色 骨培折殖後がのみ骨ら

9-860 -39 8区 河道6 下階 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸椎 M 棘突起 cm 測）(B 神1経aク棘イ左プ外 viv 不明 42.75 茶褐色

愧-39-61 8区 河迅6 下陪 13世紀 哺乳網 ウシ 胸椎 M 棘突起 不明 viv 不明 30.78 茶褐色

9-862 -39 8区 河道 6 下恩 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋付 R 完形（近位端一部欠損） 不明 viv p:f 50.48 茶褐色 接98合・39・53と

9-86・3 39 8区 河道6 下思 13世紀 哺乳網 ウシ 肋背 R 完形（近位端一部欠損） 不明 viv p:f 64.32 茶褐色 接98合・39・62と

9・864・① 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ~ 胸骨 M 剣状突起 なし viv 不明 75.69 茶褐色
98-39-64⑦ 

39・65と接合

9・684・② 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳掴 ウシ 胸骨体 M 完形 なし viv 不明 75.69 茶褐色
98-39-64① 

39・65と接合

9-865 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳絹 ウシ 胸付体 M 完形 なし viv 不明 76.69 茶褐色 ②98と-3接9-合64① 

節-39袖 8区 河道 6 下層 13世紀 哺乳網 ウシ 肋骨 L 近位端＋骨幹部 不明 viv p:f 40.90 茶褐色

98-39-61 8区 河道6 下陪 13世紀 哺乳綱 中～大型 肋骨 L 完形（近位端一部欠損） 不明 viv p:f 29.78 茶褐色

節39・68 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 中ー大型 軟骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 8.72 茶褐色

9・869・① 39 8区 河道 6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 第1頸椎 M 左外側ーJ:拉背側欠損 なし viv f 7517 茶褐色 接98合-3関9-係89と

9-869-② 39 8区 河道 6 下層 13世紀 哺乳綱 中ー大型 軟骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 4.9S 茶褐色

9-689・③ 39 8区 河道 6 下層 13世紀 哺乳穎 ウシ 軟骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 2.29 茶褐色

9-869-④ 39 8区 河道6 下思 13世紀 哺乳綱 中ー大型 軟骨 ？ 骨幹部 不明 曲 不明 2.91 茶褐色

98・39 70 8区 河迅6 下愚 13世紀 哺乳綱 中～大型 軟件 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 4.44 茶褐色

98・ 随71 8区 河狙6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸骨柄 M 完形 不明 viv 不明 23.33 茶褐色

拇3912 8区 河逍 6 下層 13世紀 哺乳綱 中ー大型 軟骨 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 26.90 茶褐色

98-39-73 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 巾ー大型 軟竹 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 6.74 茶褐色

98栂・U 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳網 ウシ 肋竹 R 骨幹部＋遠位端 なし viv 不明 15.28 茶褐色

98団・75 8区 河道6 下恩 13世紀 哺乳桐 ウシ 軟竹 ？ 骨幹部 不明 viv 不明 2.26 茶褐色

98 39・76 8区 河道6 下階 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋付 L 骨幹部 なし viv 不明 32.01 茶褐色

9・877 ・39 8区 河道6 下陪 13世紀 哺乳綱 中～大型 頭頚骨 ？ 骨幹部＋頭蓋骨破片 なし viv 不明 2.05 茶褐色 9伺1の一甑個臨—点-39-

98 39-78 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳鋼 ウシ 肋竹 L 完 なし viv p:f 27.86 茶褐色

9・879(!) ・39 8区 河道6 下陪 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋付 R 完形 なし viv p:f 27.50 茶褐色

9-879-② 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 頸椎 M 椎結体節） （椎窯＋横突起腹 不明（風化） viv uf 36.89 茶褐色

98・39・&! 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 肋付 R 完形 なし viv f 40.74 茶褐色

9言881-39 8区 河道6 下層 l泄紀 哺乳綱 ウシ 肋骨 R 骨幹部 な幹し部内（偽側切）創、 （骨 viv 不明 26.55 茶褐色

9-882 ・39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸椎 M 棘突起 なし viv 不明 50.31 茶褐色 ，い（腹風側化）激し

98-39・ 氾 8区 河道 6 下恩 13世紀 哺乳綱 ウシ 胸椎 M 棘突起 なし viv 不明 33.59 茶褐色

98・39もi 8区 河道 6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 頸椎 M 完形（左右横突起欠損） なし viv f 67.26 茶褐色

98-39・8.I 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 前頭付 ？ 骨幹部破片 なし viv 不明 9.15 茶褐色

9・886 ・39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳絹 ウシ 下顎竹 R 完形 不明 viv ""゚"，血扇"・民"""，,、小t,,● , 349.31 茶褐色 長80Ml9l顎P.,1ll<,9 残3'-.l存ふMM94全,,1<.長241290278：.7出.咬6MM.s令M,, o面.,23l咬-逗鴫応合MM面,. , 風列い（後る化は位）乱、著臼れし困てく

9-887-② 39 8区 河 6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 茎状舌骨 L 近位端 なし viv 不明 5.47 茶褐色

9-888 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺 ウシ 類椎 M 完欠損形） （左右横突起一部 なし viv f 70.64 茶褐色

9-889 -39 8区 河 6 下層 13世紀 哺 ウシ 第 l類椎 M 左外咀-.1位背陽欠損 なし viv f 104.87 茶褐色 9と8接・3合9-関6沃保D 

S・890 ・3S 8区 河道6 F居 13世紀 哺乳綱 ウシ 第2輝 M 完形（戟突起欠損） なし viv f 95.64 茶褐色 懐節面突最起大最幅大41.幅8380.95 腹偶関

小窟独立

9言891-39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳網 ウシ 下閑顎第 3後臼 L 完形 なし viv 
平坦面化

4.83 茶褐色 咬:: 1143合..0988面因長冠：34長.5：634.7咬3合因面冠幅幅
未了 (2
オ叫）

9・892-① 39 8区 河道6 下層 l暉紀 哺乳綱 ウシ 頭蓋 LR 完形（右角突起欠損） なし viv 上出2.5）歳（萌以 l組 14 茶褐色 面＊釦面＊"面P3幅m蝙最店'咬咬咬2大'8人L合長25長長8g05面面2面四17・・1.l"咬"屈."a40合O*合・人.'.枯面面幅幅MP4最贔'",,,1人*咬初咬00,.長II'合・・. ,. l6咬面咬"咬邸血合" 合合Q 9と18099-8と3-接939 -合10-7 

認一匹— 39 8区 河道 6 下層 l寧 哺乳綱 ウシ 茎状舌骨 R 近位端十骨幹部 なし 命 不明 4.46 茶褐色 98・笠・3!1LO!!-1と07接蕊合

9-893 -39 8区 河 6 下層 l畔 哺乳綱 ウシ 第4切因 L 完形 なし viv 小窓独立 1.40 茶褐色
咬合面幅ふ51 咬合面長：10.10 
TL:'t:l.80 信長10.67

SB-94 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 下顎第 3切因 L 完形 なし viv 小窓位立 l.72 茶褐色 咬11..:合面29椙.829.66閑冠咬長合：8面.04長:9.66 

98 -95 -3!l 8区 河道6 下層 l寧 哺乳綱 ウシ 下顎第2切歯 L 完 なし 曲 小窓殷立 l.47 茶褐色 咬T合逗面幅.09：8.94因冠咬長合：1面0.長03:9 .54 
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第16表 出土動物遺存体属性表14(動物遺存体集中98-39) 
98-96 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳俎 ウシ 下顎第 l切困 L 完形 なし 曲 小窃独立 l.74 茶困色 咬:9.92 合面TI..:29柘：10.35.07歯咬冠合長:面1.88長

9-897 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳磁 ウシ 下顎第 l切因 R 完形 なし 曲 小窟独立 1.42 茶褐色 芦咬合面.7編6:9四.04長咬合.59面長:9.45 

98一叩-39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 拉骨 L 完 なし 曲 f 74.4) 茶褐色

9-899 -39 8区 河道6 下廣 13世紀 哺乳箪I ウシ 胸雄 M 棘突起関節突起 不明（偽切創） 曲 1明 34.52 茶髯色

98-100 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳鋼 中ー大型 頭蒼骨 ？ 骨幹部鞍片 司〕 viv ？ 2.17 茶褐色

S-8101 -3!l 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 ウシ 軟竹 ？ 完形 なし viv 不明 14.57 茶褐色

9-810-2 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳磁 ウシ 軟骨 ？ 骨幹郡 不明 viv 不明 22.26 茶褐色

9-810-3 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 中ー大型 不明 ？ 付幹部 不明 命 不明 5.4.6 茶褐色

9-8104 -39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳紘l中ー大型 椎骨 M 付幹部殴片 牙明 viv 不明 5.24 茶褐色

9-810-5 39 8区 河 6 下層 13世紀 哺乳紺l中～大型 不明 ？ 竹幹部 不明 viv 不明 8.00 茶褐色

9・8106 -39 8区 河 6 下層 13世紀 哺乳綱 中ー大型 不明 ？ 付幹部 不明 viv 不明 0.73 茶褐色

9・810-7 39 8区 河道6 下層 13世紀 哺乳綱 中ー大型 不明 ？ 竹幹部 不明 viv 不明 l 14 茶褐色 偲·109—39と-接92合と39

9-810-8 39 8区 河道 6 下恩 13世紀 哺乳絹 中～大型 不明 ？ 付幹部 不明 viv 不明 0.75 茶褐色

98・39 8区 河道 6 下恩 13世紀 哺乳紺l中ー大型 不明 ？ 付幹部 不明 曲 不明 l.14 茶褐色 98-!fl/・3と9・接盛合油-109 

凡例 L左 R:右 M: 中央、破祖の分類は第 2表を参照、cm:カットマーク（切創）、sp:スパイラル剥且p:近位沿 d: 遠位端 F:(i'. 骨化終了 UF: 化付（ヒ未了、 X:欠困 .C.: 因根のみ残存 ●歯措閉鎖 O植立、計測
値のア）レファペットはDriesch(l976)による。成長度中の「咬耗」「萌出」は齢在定の根拠を示す。

風化、viv:藍鉄鉱の析出が認められるもの。
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“ e 
穿孔

1. ウミガメ科背甲肋骨板 [S:20%] 

I. 背甲第 2肋竹板(96-80) 2. 背甲肋竹板(9b・8])

3. スッポン (96-27) [S : 38%] 

1. 頭蓋 2. 下顎骨 3. 烏[1骨 4. 訂甲骨 5. 上腕骨 6. r貸骨板

7. 椎骨根 8. 肋骨板 9. 恥骨 10. 坐骨 11. 大腿骨

12. 内腹竹板 13. 中腹骨板 14. f腹骨板 15. 剣腹骨板

(a: 左.b: tiをホす）

5. イヌ a. 頭蓋上面 [S:32%] 

1. (98-32・I l 2. (98-10-1,98・10・102) 

丁寧な（話による？）切断痕跡

(Acタイプ切創）

2. ウミガメ科縁骨板背甲肋骨板 [S:20%] 

舷竹板 (96 74) 背甲肋骨板 (96-69) 

4. ウシ右下顎骨 (96-82) [S : 24%] 

6. イヌ b. 頭蓋咬合面 [S:32%] 

I. (98-32-I)~- (98-10-1,98-10-102) 

図版Al 出土動物遺存体 （切創バターンは、 P.328第 2表参照）
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7. ニホンジカ [S:31%] 1. 角(96-50) 2. 右側頭竹(96-84) 3. 左澤骨(96-84) 4. li卜顎竹(96-89)

(sp: スパイテル割れ）

(10-18) 

P2 

(10-13) 

M2 

(10-19) (10-45) 
M2 M 

(10-47) 
(10-12) 

R
 

10 t 
(10-22} 

(10-17) 

M1 

ヽ

｀ 
(10-23) 

8. ウシ・ウマ歯牙 [S:50%] 1. ウマl;IJ偵 2.ウシ上顎fHfJ 3. ウシ l:';11El隕 4.ウマ,,,I: 顎第 4町 1園 5. ウマ左 l祁第 1町 1侑

ti_ウマ右 l顎第 2前臼侑 -;_8_ウシ F顎臼園 9. ウマIi.I・;fl大Cf! 10. ウマド ~/l臼閑 , r• 炉敷"{',; o I" n を略 L jun マ •―-··る

図版A2 出土動物遺存体
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図版A4

動物遺存体集中

ウシ遺存体

(98-39)検出状況

1. 南東から

2. 北東から

（右側が頭部）

3. 頭蓋と下顎骨

（右側が頸木様木材）



付載 3 百間川米田遺跡出土中世須恵器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所 白石i糾i

分析目的

この胎土分析では理化学的な手法を用い、百間J11米田遺跡の岩間上調査区河道 1. 同下調査区河道

4から出土した中世須恵器を分析し、これら須恵器の生産地を推定することを目的とした。

生産地の推定方法は、中世須恵器の生産地である窯跡資料と河道内出土の須恵器を胎土分析値で比

較することにより、胎土が類似しているかどうか検討した。なお；生産地窯跡の資料は、東播系が神

出および魚住窯跡群、備前系が備前および邑久地域の窯跡群、亀山焼、勝間田焼の各窯跡群を比較資

料とした。

分析方法は、エネルギー分散型蛍光刈泉分析装置（セイコーインスツ）レメンツ卓上型蛍光双根分析計

SEA2010L)を使用し、分析資料は第 l表に示した39点の須恵器である。資料の詳細は、椀28点、甕 4

点、鉢7点である。

分析結果

分析の結果、第 1表よりCa、K、Rb、Sr、Zrの各元索に顕著な差がみられ、この元素を用いてr渭欠

布図を作成し、生産地推定を行った。

第 1 図K-Ca散布図、第 2 図Rb-Sr散布図•第 3 図Rb-Zr散布図では、椀の生産地を検討した。この結

果、資料番号39は東播系（神出窯跡）椀の分布域に分布し、それ以外はすべて備前系（備前、邑久地

域の窯跡）の分布域に入った。第 4図K-Ca散布図、第 5図Rb-Sr散布図、第 6図Rb-Zr散布図では、甕、

鉢の生産地を推定した。その結果、第 4図では、 18(甕）、 23(鉢）、 24(鉢）、 26(鉢）が東播系の分

布城に、 20(甕）、 21(甕）、 22(鉢）、 28(鉢）が亀山焼の分布域に、 25(鉢）、 27(鉢）が亀山焼と

備前系の窯跡群が重複する領域に分布した。第 5図では、 18、23、24、26が東播系の分布城に、 20、

21、28が亀山焼の分布域に、 25、27は亀山焼と備前系の窯跡群が重複する領域に分布した。第 6図で

は、 18、24、26が東播系の分布域に、 19、20、21、27、28が亀山焼の分布域に、 23、25は東播系と備

前系が重複する領域に分布した。また、 19(甕）は第 4・5図でどの生産地の領域にも人らなかった。

まとめ

以上の分析結果をもとにまとめると、次のような生産地推定が可能である。

河道内出土中世須恵器のうち、椀の生産地を検討すると、 39の椀が東播系椀の分布領域に入り、 10

はどの生産地にも人らず産地が明確にならなかった。また、それ以外の椀は備前系椀（勝間田焼と重

複する）の領城に入る結果となった。甕では18が東播系で、 20.・21が亀山焼、 19は現在までに蓄積し

ている窯跡資料との比較では、どの生産地にも人らなかった。鉢では23・24・26が東播系に、 25・27

が備前系と亀山焼が重複するところに分布し、 28は亀山焼に推定された。 22に関しては産地が明確に

できなかった。

今回の分析で河道内出土の須恵器は、ほぼ生産地を推定することができたが、 10(椀）と19(甕）
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付載 4 百間川米田遺跡出土

製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査

大澤正己•鈴木瑞穂

l いきさつ

94年度調査地区（当麻調査区）より、古墳時代後期～古代に比定される土坑314出土の鉄滓 l点と、

95·96年度調査地区（岩間上調査区）河道 1 から主に中世に比定される椀形鍛冶滓・ガラス質滓•羽

口などの鍛冶関連遺物が出土したため、当遺跡での鉄器生産の実態を検討すべく金属学的調査を実施

した。

2 調査方法

1 -1 供試材

Table.I に示す。古墳時代後期～古代に比定される鉄滓 1 点、中世に比定される椀形鍛冶滓• 鍛冶滓各

1点の調査である。

1-2 調査方法

(1)肉眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

(2) マクロ組織

本来は肉眼または）レーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投

影機の10倍もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲にわたっ

て、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

(3)顕微鏡組織

切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、#240、#320、#600、#

1000 と順を追って研磨し、•最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の 3"µ と1μ で仕上げて光学顕微鏡観

察を行った。

(4) ビッカース断面硬度

鉄滓の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (VickersHardness 

Tester)を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136° の項角をもったダイヤモンド

を押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は

顕微鏡用を併用した。

(5)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (TotalFe)、金属鉄 (MetallicFe)、酸化第一鉄 (FeO): 容量法。

炭素 (C)、硫黄 (S)、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法
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二酸化珪素 (Si02)、酸化アルミニウム (Al203)、酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシウム

(MgO)、酸化カリウム (K心）、酸化ナトリウム (Na20)、酸化マンガン (MnO)、二酸化チタン

(Ti02)、酸化クロム (Cr203)、五酸化燐 (P20s)、バナジウム (V)、銅 (Cu)、： ICP (Inductively 

Coupled Plasma Emission Spectrometer)法：話導結合プラズマ発光分光分析。

3 調査結果

HYK-1 鉄滓（製錬滓？）

①肉眼観察：小型でほぼ完形の椀形滓様の試料である。表面は淡褐色の酸化土砂が付着する。上面

は平坦気味、黒色のガラス質の質惑で中小の気孔が散在する。下面には細かい木炭痕がみられる。

②顕微鏡組織：Photo.I①～③に示す。発達した淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite:2 FeO・ 

Si02)が碁地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。

③化学組成分析：Table.2に示す。鉄分低くガラス質分の多い成分系である。全鉄分(TotalFe) 32.29% 

に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.16%、酸化第 1鉄 (FeO)30.79%、酸化第 2鉄 (Fe203)11.72% 

の割合であった。ガラス質成分 (Si02+Al心 3+CaO+MgO+K20+Na20)44.08%で、このうちに

塩基性成分 (CaO+MgO)5.07%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.61 %、バナジウム

(V) 0.26%低値で、脈石成分の酸化マンガン (MnO)3.50%と高く、銅 (Cu)も0.023%と高めであっ

た。また、他の随伴微量元素の中では五酸化燐 (P心 iJが1.61%と高値であるのが注目される。

当試料は酸化マンガン (MnO)、五酸化燐 (P20 s)が異常に高値で、銅 (Cu)はやや多めの傾向に

ある。高マンガン (Mn)、高燐 (P)の鍛冶滓はあまり類例がなく、この化学組成と鉱物組成を合わせ

て考えると、外観的には椀形鍛冶滓様であるが鉱石系製錬滓である可能性が高い。鍛冶滓であるなら

鉱石を始発原料とする鉄塊系遺物の不純物除去の精錬鍛冶工程初期の派生物の可能性があるが、鍛冶

工程でこれほどの濃度に不純物が濃縮される可能性は低いと考えられる。ーなお、＿高Mn・ 高P鉱石は津

山市所在狐塚の 8号住居址から出土し、（注 1)鉱石製錬滓は備中平遺跡から出上している。（注2) また、

高Mn単独の製錬滓は津山市の簗瀬古墳からも出土していた。（注3)

HYK-2 椀形鍛冶滓

①肉眼観察：完形の椀形鍛冶滓である。上面は気孔が多くガスの抜けきっていない質惑であるが、

表面は滑らかで平坦気味。 1個所羽口の送風の影響か凹部があり、周囲はガラス質化が顕著である。

下面は大小の木炭を多数噛み込んでいる。中小の気孔もやや密に認められる。

②顕微鏡組織： Photo.I④に示す。白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡灰色木ずれ状結晶

ファイヤライト (Fayalite: 2 FeO・SiO 2)が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。鍛錬鍛冶滓の晶

癖である。

③ビッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度測定の圧痕の写真は割愛したが白色粒状結晶の硬度を

測定した。硬度値は475Hvであった。ヴスタイトの文献硬度値（注4) の範囲内であり、ヴスタイト

(Wtistite : FeO)に同定される。

④化学組成分析： Table.2に示す。脈石成分 (Ti02、V、MnO)の低減した成分系である。全鉄分

(Total Fe) 47.92%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.06%、酸化第 1鉄 (FeO)46.96%、酸化第 2

鉄 (Fe203)16.24%の割合であった。ガラス質成分(Si02+Al心 3+CaO+MgO+K心十Na20)32.61 % 
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で、このうちに塩基性成分 (CaO+MgO)3.30%を含む。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.35%、

バナジウム (V)0.010%、酸化マンガン (MnO)0.15%、銅 (Cu)0.010%であった。鉱石系の鍛錬鍛

冶滓の可能性がある。

HYK-3 鍛冶滓

①肉眼観察：偏平で平面不整四角形を呈する鍛冶滓である。淡褐色の酸化土砂に覆われ、破面はあ

まり明確でないが側面 2面と上面の一部が破面である。滓の地の色調は灰色で風化が顕著である。ま

た、銹化により茶褐色を呈する個所が下面中央を中心に広がり、金属鉄の残留は認められないものの、

小さな金属鉄を含む試料であったと考えられる。上面は気孔が密にみられ、下面は細かい木炭痕によ

る凹凸が著しい。

②顕微鏡組織： Photo.l⑤～⑦に示す。⑤は上面側表層、⑥は下面側表層、⑦は中央部の組織である。

下面側はやや風化気味の鉱物相である。白色粒状結晶ヴスタイト (Wlistite: FeO)、淡灰色木ずれ状

結晶ファイヤライト (Fayalite: 2 FeO・SiO 2)が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。鍛錬鍛冶滓

の晶癖である。

4 まとめ

く1〉 古墳時代後期～古代に比定される土坑出土の椀形様滓 (HYK-1)の鉱物組成はファイヤライ

ト (Fayalite: 2 FeO・SiO 2)の晶出のみが認められる。また、化学組成は酸化マンガン (MnO)、五

酸化燐 (P20s)、銅 (Cu)が高値であり、鉱石系製錬滓の可能性が高い。在地の鉱石を原料とする製

鉄遺跡からの搬入物と考えられる。

く2〉 中世に比定される椀形鍛冶滓(HYK-2)・鍛冶滓(HYK-3)の鉱物組成はヴスタイト (Wtistite:

FeO)、ファイヤライト (Fayalite: 2 FeO・SiO 2)で構成され、，鍛錬鍛冶滓に分類される。 2点のみ

の調査であり、ここから生産の全体像を推測することは困難であるが、鍛錬鍛冶工程が行われていた

ことが確認できた。

注

(1)大澤正己「鉄滓類の分析結果」 「狐塚遺跡発掘調査報告J(津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 2集）津山市教育委

員会 1974 〈1.45%Mn0-2.05%P2か〉

(2)大澤正己「岡山県下の古代製鉄研究」 『稼山遺跡群」（久米開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 2)久米開発

事業に伴う文化財調査報告会 1980 <4.66%Mn0 -2.08% -P20s -0.020%Cu〉

(3)大澤正己「簗瀬古墳群出土鉄滓の調査」 『簗瀬古墳群J(津山市埋蔵文化財発掘調査報告第13集）津山市教育委員

会 1983 〈2.49-4.04%Mn0-0.19-0.27%P心〉

(4) 日刊工業新聞社 r焼結鉱組織写真および識別法」 1968 当刊行物にはヴスタイトの硬度値は450-500Hv、マグネ

タイト500-600Hv、ファイヤライト 600-700Hvとある。
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HYK-1 

鉄滓 （製錬滓）

IX100 ファイヤライト

lo XlOO ! X400 ファイヤ

ライト

<1 XlOO ヴスタイト（粒内微

小析出物あり）・ファイヤライト

（白色粒状結 晶硬 虔圧痕

475Hv: ヴスタイト）

HYK-3 

鍛冶滓

~XlOO ヴスタイト・ファイ

ャライト

6 XlOO ヴスタイト・ファイ

ャライト（風化）

Z XlOO ヴスタイト・ファイ

ャライト

Photo.1 鉄滓の顕微鏡組織
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付載 5 百間川米田遺跡から出土した木製品
および種実遺体の同定

パ リノ・ サーヴェ イ株式会社

はじめに

百問川米田遺跡では、占墳時代初頭や、中世～近世の遺構が検出されている。これらの遺構からは、

井戸枠などの遺構構築材や、椀• 曲物などの生活用品を中心とした木製品が出土している また、遺

跡周辺に生育していた植物や食物残液などと考えられる種実遺体も検出されている。

本報告では、これらの木製品の樹種同定を行い、用材選択に関する貸料を得る ，また、種実遺体の

閥定を行い、周辺植生や植物食糧などに関する貿料を得る。

1. 木穀品の樹種同定

(1)試料

試料は、出 tした木製品62点である。このうち、試料番号岩71は完形の曲物であったため、側板と

底板のそれぞれから試料を採取した。各試料の詳細は、樹種l司定結果と共に表 lに記した。

(2)方法

剃刀の刃を用いて木口（横断面）．柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3断面の徒手切片を作製

し、ガム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉未、グリセリン、蒸留水の混合液）で封人

し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察• 同定する。

(3)結果

樹種同定結果を表 lに示す。木製品は、針槌樹 6種類（マツ属複維管束亜属・モミ属・スギ・ヒノ

キ・サワラ・マキ属）と広要樹11種類（ブナ属・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属アカガシ亜

属・クリ・ツブラジイ・クスノキ・ヒサカキ・モッコク・イスノキ・トチノキ・チシャノキ）に同定

された （各種類の tな解剖学的特徴は略す。）

(4)考察

樹種同定を行った木製品の時期は、占墳時代初碩、中世、中世～近世に分けられる。各時期の用途

別種類構成を表 2に示す）

古墳時代初頭では、木錘状、盤状大刑製品、加［丸太、用途不明がある いずれも用途の詳細は不

明であり、過去の類例との比較は困難である これまで百間川遺跡群でこれまで行われてきた謂査で

は、弥生時代から中世に至る各時期でアカガシ亜属の木材が様々な用述に確認されている（パリノ・

サーヴェイ株式会社.1995a. 1997a: 能城.1995)。今回のアカガシ亜属の検出例も、その一例といえ

る。古墳時代の木製品については、今後用途などが明らかになった段階で改めて検討したい，

中世の木製品では、漆椀、曲物、櫛など日常の生活で利用する製品、片戸枠などの建築部材などが

出 tしている 全体的には針莞樹のヒノキ・サワラの利用が目立ち、井戸枠や曲物など様々な用途に

利用されていたことがうかがえる このような利用の背景には、ヒノキ・サワラの木材が、加工が容

易で耐水性に優れた材質を有していることなども考慮されていると考えられる 中世におけるヒノキ
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表2 時代別・用途別種類構成

e ● 憂． ． モミ 属；● 9 ，' 

シ

属ナプ 節ギクヌ
ツブラジイ スキクノ

ュズ＇) シャヤ
ヒ

サワラ 属マキ
時代時朔 用途

ギス キノ 属9ヽ ポン

漆燐 I 
曲物屁板 5 
底板 I 

中世～近世

伽
I 

I 
舟形 I 
加I板材 I I 3 
井戸枠 I 3 2 
鋤先 I 
木は I 

贔 I 
I 

p 
台付椀 I 
曲物 I I 
曲物底板 2 3 

直ti,物側堅 I 

中世
I 

箸 2 
櫛

編具 1 

担卒塔婆
I I 
2 I 

悶
I I I 
I 

刀形の柄 I 

芦擬加宝工珠角H

I 
I 

I 
I 

盤”状佳大型製品
I 

占墳時代初頭
I 

加工丸太 1 
用途不明

＾ a 

計ツ ） し !I ll • I I _ I _ I I I 

A 口

キイスノ チキノト

チシ

キIャ 広樹葉 計

I ， 
s 

I 
I 
I 
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h I 
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I 
£ I 

2 2 
l I 

I 
2 
5 
I 
I 
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2 2 
I 
2 
3 
3 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 

I I 
4 I I ・.1 

材の大雇利用は、兵庫県

三田市川除•藤ノ 木遺跡

の井戸材を中心とした

木製品や、広島県幅山市

草戸 f軒町遺跡の下駄

などにも見ることがで

きる 。 （島地 • 林，1992;

パリノ・サーヴェ イ株式

会社， 1997b)。これらの

結果から、中世には中国

地方でヒノキ材が大量

に利用されて tヽ たこと

がうかがえる。

一方、ヒノキが多く利

用される中、櫛は 2点と

もイスノキ、椀類はトチ

ノキを主としており、特

定の広葉樹材を選択して

いたことが推定される。櫛については、草戸千軒町遺跡で調査を行った 4点全点、兵庫県龍野市小犬

丸遺跡でも出上した 1点がそれぞれイスノキに同定されている（山内.1976; 島地.1989)。全国で出

土した櫛の同定結果を見ても、イスノキの出土例は多い（島地 • 伊東. 1988; 伊東， 1991)。また、現

在イスノキが分布しない新潟県や長野県では、平安時代の遺構からイスノキの櫛が出土している（川

村.1983; 麻橋・ 辻本,1999)。これらの結果から、イスノキは古くから櫛の材としてよく利用され、

流通により各地に運ばれていたことが推定される。今回の結果も、イスノキが櫛の材として多く利用

されていたことを示す一例といえる イスノキの櫛は、東京都内の江戸時代の遺跡からも出t例があ

り（松葉,1997)、櫛の良材として近世まで利用されていたことがうかがえる。また、椀類のトチノキ

も各地で多くの出土例が知られており（島地•伊東 . 1988; 伊東.1991)、本遺跡周辺でも北方中溝遺

跡 l区で出土例がある（パリノ・サーヴェイ 株式会社.1998)。民俗事例では、乾燥が難しく狂いも大

きいが、加工が容易なこと、木材が大鼠に得られることから、椀などによく利用される（橋本.1979)。

今回同定を行った椀の中には、漆塗りを施したものも見られる ，漆塗りは、その工程によって上品・

下品などの分類がある。漆塗りの状態と樹種との関係を謁査した結果では、漆塗りの簡単な下品にト

チノキやプナ属が多いことが指摘されている（北野.1999)。今回の椀類については、漆塗りの断面観

察を行っていないため、漆塗りの工程については不明である。今後、断面観察についても行い、総合

的に検討したい。

中世～近世では、漆椀、曲物底板などが出土している。甚本的には中世の木製品の用材選択と一致

してお り、同様の用材選択が行われたことが指摘できる。とく に、曲物底板と底板は全てヒノキ、漆

椀はプナ属とトチ ノキであり、用途によって樹種を選択していたことがわかる，
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2. 種実遺体の同定

(1)試料

試料は表 3 に示す19点である 。 同—証W料名で携数袋存在するものは—括した し また、 「井戸315」はL

壌であるが、他は水洗試料から種実のみ分離されたものと 未だ分離されていない状態のものとがある，

(2) 方法

土壌試料については、約300ccに数％の水酸化ナトリウム水溶液を浸して放窟し、試料の泥化を行

う。 0.5mmの節を通して水洗し、残済を化める 残演を双眼実体顕微鏡で観察し、同定可能な種実遺

体を抽出 ・計数する その他の試料に関しても、双眼実体顕微鏡で観察し、同定可能な種実遺体を抽

出・計数する

(3)結果

結果を表 3に示す，（検出された種類の形態的特徴は略す。）

(-l) 考察

今皿検出さ れた種実をみると、栽培のため渡来したもの、周囲の山野で採取可能な有用植物、遺跡

周辺に生育していたと見られる木本・ 岸本類に分けられる。

栽培種ならびに栽培のために渡来した種類は、モモ、ウメ、イネ、メロン類、ヒョウタン類がある。

これらは巧時栽焙され、 利用されていたものと考えられる。中世の遺跡では、遺構から多くの栽培植

物の釉実が得られることがあり、％時の牛業を知る tで、直要な梢報となる その例として、中世広

島県の草戸千軒遺跡（ハリノ・サーヴェイ 株式会社. 1995b. 1995c)や奈良県の箸尼遺跡（金原．

1994)、東京都の懃西城（橋本，1993) などがあげられる。今回得られた種類は、こ れらの遺跡でも

検出さ れており、いずれの種類も広く栽焙が行われていたことが示峻される このうち、イネに関し

ては、灰化された状態で検出されている 稲籾を焼却した残漆が残ったものと考えられる

周囲の山野で採取可能なoJ食植物としては、オニグルミ、アカガシ亜屈、 トチノキがある

の種類も周囲の山野にふつうに産することから、種実を容易に採取でき、食用として利用されていた

いずれ

ものと思われる ，

周圃柏牛に£ti来すると忠われる種類には、モミ屈、オニグルミ、アカガシ亜属、センダン、アカメ

表 3 種実同定結果

年賓絶K 遺構 Bf~ 

り4 8-H 片戸309
94 8・[ 井戸305下層
94 H・I 片,;:匹

94 12 Q 印g
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95/03/14 
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95/10/02 
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96/01/10 118 
96/02/09 I 28 
95/02/2.1 133 

96/06/05 3/1 
96/09/06 91-I 

I o I -
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ガシワ、 トチノキ、タ

デ属、ナデシコ科、ア

カザ科・ヒユ科があげ

られる 木本の中には

林縁部などに生育する

種類が多しヽことから、

後背山地との境などに

化育していたと考えら

-

1

 

1
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1

1

 

I

I

I

 

•方草本類は、

遺跡周辺に生育してい

わゆる 「人里群落」を

作っていたものとみら

れる

れる
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なお周辺遺跡での凋査例では、百間川原尾島遺跡など（パリノ・サーヴェイ株式会社.1995a. 1995d) 

などがあるが、今回の結果と類似した組成を示している。
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付載 6 百間川米田遺跡の環境考古学分析

1. プラント ・オパール分析

(1) 原理

環境考古研究会

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (SiO2)が植物の細胞内に蓄積したものであり、その形

態は植物種によ ってそれぞれ固有である。珪酸は化学的に安定であるため、植物が枯死した後も植物

J! 酸体は徴化石 （プラント・オハール）となって t壌中に半永久的に残っている ）プラント・オパー

ル（植物非酸体）分析は、イネをはじめとするイネ科栽培植物のri'iJ定および古植生・古環境の推定な

どに応用されている

(2)試料

百間川米田遺跡岩間下讃査区では、道路、堤防、護,.~2 さらに埋立遺構 l から植物（が本）が幾層

も埋め込まれたとみられる痕跡が認められた。ここでは、その埋めtゃ盛り上に利用された植物を検

討する目的でプラント・オパール分析を行った。試料は、平安時代後半とされる堤防（試料A)、埋立

遺構 I (試料C.D)、護岸 2 (試料E)奈良時代とされる道路（試料B)においてそれぞれ土壌の付着

した状態で採取されたものである ）

(3) 分析法

1)試料の数力所から植物体を適址 (lcmX2cm程度）を切り取り、蒸発皿に入れる

2) 蒸留水による水洗と超音波洗浄を交互に繰り返し、付着土壌を取り餘く ，

3)電機炉に人れ灰化する ＞

4) 灰を壊さないようにオイキッドで封人しプレハラートにし、灰像標本を作成する

(4) 結果と考察

1)試料A

灰像の顕微鏡観察において、 一部にイネの機動細胞It酸体が確認できた。椴動細胞は柏物の結身に

のみ形成される細胞であることから、提防において検出された筵にはイネが菓の付いた状態で利用さ

れていた口I能性が考えられる なお、他にも植物種の同定はできなかったものの珪化細胞が認められ

たことから、これら以外にもイネ科の植物が利用されていた可能性が考えられる，

2)試料B

一部の灰像に珪化細胞が品められたことから、逍路で検出された筵にイネ科の植物（芹本）が利用

されていた可能性が考えられる，ただし、同定の可能な珪酸体はいずれの灰像からも認められないこ

とから、植物種までは判断できない

3) 試料C

灰像に若-fであるが珪化細胞が認められたことから、埋立遺構 l出土の筵にイネ科の植物（草本）
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が含まれていた可能性が考えられる。なお、本試料においても特徴的な形状の珪酸体が認められない

ため、植物種は不明である

4)試料D

一部の灰像でイネの機動細胞珪酸体が認められた。 したかって、埋立迫構 lで検出さ れた筵にはイ

ネが結の付いた状態で利用された可能性が考えられる。なお、他にも珪化細胞が確認できたが、 機動

細胞でri:iJ定できるものは認められなかった。よって、イネ以外にもイネ以外にもイネ科の植物が利用

されていた可能性が考えられるが植物種までは判断できない、鼻

5)試料E

いくつかの灰像で整列したイネの機動細胞珪酸体が確認できた。 したかって、護岸 2で検出された

筵にはイネが菓の付いた状態で利用されていた可能性が裔いと判断される。なお、本試料でも 同定は

できないもののイネ以外の機動細胞酸体が認められた。よって、イネ以外の植物も筵に使用されてい

た可能性が考えられる。

試料 イネ機動細胞 他の未分類イネ科珪化細胞

A ＋ ＋＋ 

B ＋＋ 

C ＋＋ 

D ＋ ＋＋ 

E ＋＋ ＋＋ 

＋：微星．＋＋：少量

(5) まとめ

百間川米田遺跡で出tした筵についてプラント・オハー）し分析を行い、利用された植物につて検討

した その結果、堤防、埋立遺構 lおよび護岸 2で検出された筵よりイネの機動細胞珪酸体が検出さ

れ、これらにイネが利用されていた。可能性が認められた。とくに、護岸 2についてはその可能性が

属いと判断された。また、伺定はできなかったもののすべての試料において珪化細胞が認められたこ

とから、イネ科の植物（草本）が筵に利用さ れていた可能性が推定された。なお、発掘時に予想され

たヨシあるいはマコモ、ススキ等については、 機動細胞珪酸体の確認ができなかったことから、これ

らの利用に関しては不明である。

2. 大型植物遺体同定

(1)原理

植物の種 fや果実は比較的強靱なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群船の構成や組成を隅べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また、出上した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を讃べることができる

-375-



(2) 試料

試料は、百間川米田遺跡岩間F讃査区より検出された室町時代末頃の橋跡（橋梁2I¥'期の基礎施設）

より検出の試料あ、い、うの選別済み試料 3点（中央埋めt部の粗染）である

(3) 方法

試料を肉眼及び杖眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た 結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した'-

(4) 結果

1) 試料あ

マツ属複維管虹柘属 (P,nussubgen. Diploxylonマツ科）毬果46とその針菓であった。往果は黒褐

色で卵形を用する，種燐先喘の外部に露出する部分は扁'¥-5角形であり、その中央にはへそがある

表面が腐朽している 使は針形で長さ 10cm以上、幅1. 5mm程度である マツ屈複維管束亜属にはアカ

マツとクロマツが含まれる

2) 試料い

イヌガヤ (Cephalotaxusharringtonia K Kochイヌガヤ科）の針結と枝であ った 鎚は枝から脱落

している状態であるが、線形で長さ 3-5cm、幅 3-4 cmの針熊であり 先端は尖る

3) 試料う

センダン (Meliaazedarach L. var. subtripinna紹 Miq. センダン科）の核89であった 核は黒褐

色で桁円形を涅し、 一端はPl-flとなる 縦に 5本の発達した稜が走る

(5)所見

詞定の結果、試料あはマツ屈複維管束亜属の毬果・針槃であり、試料いはイヌガヤの偲• 枝、試料

うはセンダンの核であった マツ属複維管束亜属は、一次林を形成するアカマツと海f?林を形成する

クロマツとがある イヌガヤは、暖帯や温帯林内の谷側に生ずる常緑針築低木で、センダンは、暖地

の海岸沿いに't有する落偲佑i木である 試料あのマツ属複維管束亜属の追体は毬果・ 針策のみで化序

が認められず、センダン核の多星である 果実の形成される秋から冬の季節に形成された迅体と推定

される
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図版11
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溝304• 321周辺

（西から）

2 溝304・321遺物

出土状況（西から）

3 溝309・310

（西から）



建物308(南から）

2 建物308(東から）

3 溝316• 322周辺

（北から）

（当麻調査区）
図版13



図版14 （当麻調査区）

井戸312(南から）

2 井戸313•314·

315 (西から）

3 井戸313(北から）
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図版16
（当麻調査区）

井戸315(南から）
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2 井戸315石組み

除去後 （北から）

3 井戸315井戸枠

（南から）



（当麻調査区）
図版17

土壊330(北から）

2 土壌329断面

（北から）

3 土壊317(南から）



図版18
（当麻調査区）

溝311・建物304

周辺 （西から ）

土壊328(南東から）

土堀321 (西から）



溝320・321北半

（南東から）

2 溝320・321断面

（北西から）

3 溝320・321南端

（南から）

（当麻調査区）
図版19



図版20 （当麻調査区）

北半全景（北から ）

溝322付近全景

（西から）

溝323(南西から）



（当麻調査区）
図版21

出土遺物 1 (1 /2, 1 / 4) 



図版22
（当麻調査区）
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出土遺物2 (l /1. 1 /2. l /4. 1 / 6) 



（岩間上調査区）
図版23

ク烹

岩間上調査区

遠景（南西から）

2 1・2区遠景

（南から）

3 2区河道調査状況

（西から）



図版24
（岩間上調査区）
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1 溝 9・10(南から）

溝 1・2・3

（南東から）
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図版26
（岩間上調査区）

1 1区河道 1(西から）

2 1区河道 1(西から）

3 1区河道 1(東から）



貝塚 1全景

（北から）

2 貝塚 1全景

（南から）

3 貝塚 1遺物出土

状況 （南西から）

（岩間上調査区）
図版27
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図版28
（岩間上調査区）

貝塚1検出状況

（北西から）

貝塚 1断面

（南東から）

貝塚 1断面

（南から）



貝塚 1調査状況

（南から）

2 貝塚 1下層石組み

（南西から）

3 貝塚 1下層石敷

（北から）

（岩問上調査区）



図版30
（岩間上調査区）

溝16(西から）

2 溝16(南西から）

溝16断面 （南から）



2区河道 1

（南東から）

2 2区河道 1

（南西から）

3 井戸 1 (南から）

（岩間上調査区）
図版31
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（岩問上調査区）
図版33
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2 井戸 2 (北西から）

3 3区河道調査状況
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図版34
（岩間上調査区）

讐直『 3区河道 1(東から）
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3 3区河道 1(東から）



w
 

N
 

皿 蒟 2 O I U J 、 5 )

皿 蒟 2 (i
tf
l•
S

) 

皿 蒟 2 ( ~ I J、 5 )

( blE 亘 ト 渥 閾 図 ）

図 雨 3 5



（岩間上調査区）

貝塚 3 (西から）

2 貝塚 3 (西から）

ご 二ここー ：勺一二~- 、 - 竺

- - ~---

3 貝塚 3 (南から）



4区全景（西から）

2 4区河道 1

（北から）

3 4区河道 1

遺物出土状況

（南から）

（岩間上調査区）
図版37



図版38
（岩間上調査区）

溝19-22付近全景

（南東から）

2 溝24・ 25付近全景

（南東から）

土填 2 (南から）



（岩間上調査区）
図版39
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出土遺物 1(I /2. I /-1. I / 6) 



図版40
（岩間上調査区）
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出土遺物 2 (I /2, l / 4) 



（岩問上調査区）
図版41
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図版42 （岩間上調査区）
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（岩間下調査区）
図版43

道路（北西から）

2 道路（西から）



図版44
（岩間下調査区）

1 道路断面C-C'南東部 （南西から）

じ

5 道路埋め土断面 （北東から）

7 道路埋め土中の敷葉

2 道路断面C-C'北西部 （西から）

4 道路 埋め土中の敷葉 （南西から）

__ 7,:r, ハ
6 道路埋め土除去後の状況（南西から）

8 道路 割り木帯（岸側から）



（岩間下調査区）

道路（南西から）

2 堤防中央部 （南東から）



図版46
（岩間下調査区）
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堤防中央部 （河道側から）

4 堤防中央部盛土内の編み物

3如夕ご>--:-.:2.←、:
5 堤防中央部人形検出状況 （南東から）



（岩間下調査区）
図版47

-< ... 
2 堤防中央部盛土下の倒れ杭（南西から）

~~ 
3 堤防中央部しがらみ（北西から） 4 堤防中央部縦杭（東から）

5 堤防中央部盛土最下部 （北東から）



N
 

油 芽 冷 雄 要 瞬 廿 冴 要 S 井 i E ( 1 t 澗 b ふ ）

油 芽 冷 雄 喋 湛 圧 井 泊 （ 神 鴻 b ぷ )

図 雨 4 8 ( blE 亘 T 園 説 図 ）



6t,mf図

(9^g図）泡米器(Nそ栄）念そ栄菰B―愚益喫f

（凶綱國↑匿哄）

(9^q阻梱）濫巽H―愚益喫F心＜摂ぼ

N
 



（岩間下調査区）

復旧施設 2 (南西から）
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（岩間下調査区）

復旧施設3断面J-J'(西から）
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図版51

~ 

2 復l日施設3しがらみ （上から） 3 復旧施設3しがらみ断面 （南西から）



図版52
（岩間下調査区）

復旧施設 4検出状況 （南東から） 2 復旧施設 4草本類除去後の状況（南から）

3 復旧施設4 しがらみ （南から） 4 復旧施設4 しがらみ除去後の状況（南から）

5 復旧施設4基底部の木組み （南から） 6 復旧施設4基底部の木組み（東から）

7 復旧施設4枝を木の皮ひもで束ねている? 8 堤防復l日部洪水砂堆積状況 （南東から）



（岩間下調査区）
図版53

埋立遺構 1 (北西から）

2
 

3 埋立遺構 1最終埋め土断面と下部の粗染

4 埋立遺構 1最終埋め土断面B-B'

,_ 

— ,̀— 
5 埋立遺構 1最終埋め土中の板組み （南から）



図版54
（岩間下調査区）

埋立遺構 1木材群 （北から）

2 埋立遺構 1木材群断面D-D'(東から）



（岩間下調査区）
図版55

埋立遺構J断面c-c・(北東から）

2 埋立遺構 J断面B-B'(南西から）



（岩間下調査区）

.• ' -

2 埋立遺構 2上層礫除去後の状況 （北西から）



（岩間下調査区）
図版57

¢ ーア喜 -~
埋立遺構 2縦杭と横木（北西から）

・・-,. 裟：ー~~~-

2 埋立遺構 2縦杭と横木 （南西から）

3
 

5 護岸 2 (北東から）



図版58
（岩間下調査区）

•> 、一`~ 、-:...、ヽ←
--~~--~-: 

護岸 2 (南西から）

3 護岸 2断面B-B'土手裏 （南から）

4 護岸 2断面A-A'(北から ） 3 護岸 2断面B-B'(北西から ）



（岩間下調査区）
図版59

橋梁 2空中写真 （北西から ）

2 橋梁 2検出状況 （南東から）
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図版62 （岩間下調査区）

1 橋梁 2板組み （南から） 2 橋梁 2上流側の木組み （西から）

3 橋梁 2板材下端部の小孔 4 橋梁 2粗染と埋め土の断面 （南東から）

5 橋梁 2中央埋め土部の埋め土除去後の状況 （南南西から ）



（岩間下調査区）
図版63

橋梁 2W期方形石組み（西から）

2 橋梁 2上層墓礎施設礫および埋め土部 （南東から）



図版64
（岩間下調査区）

橋梁 2断面A-A'W期墓礎施設と 1I期基礎施設（南東から）

2 橋梁 2II期基硯施設（北北東から）



（岩間下調査区）
図版65

橋梁 2II期東部の石積み（南東から）

4 橋梁 2土壊11 (西北西から） 3 橋梁 2土凛18断面土手裏 （西北西から）



図版66
（岩間下調査区）

橋梁 2II期西岸の埋め土の状況 （北から） 2 橋梁2橋脚の切断痕跡

・心、

3 橋梁 2橋脚り打ち込まれた杭 4
 

5 橋梁 2埋め土と河道堆積を除去した状況 (I期の姿にちかい）（西から）周辺の礫は埋立 1



（岩間下調査区）
図版67

1 橋梁 2埋め土と河道堆積を除去した状況 (I期の姿にちかい）（北西から）周辺の礫は埋立 1

2 橋梁2橋脚 4 橋梁 2橋脚先端部の筏穴
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図版70
（岩間下調査区）

1 樋門 3 (南から） 2 樋門 3石材を除去した状況 （東から）

5 樋門 2墨書 「O東下ー」 4 樋門 2西側角柱 （北西から）

6 樋門 2墨書 「` 宗板」 7 樋門2墨書 「右ー」



4 廿 藩 8 ( i * i 鴻 b " I S l )

( b l E 亘 T 渥 閾 図 ）
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（岩間下調査区）

土攘 7 (南から） 2 貝塚 6・8 (南西から）

3 土攘24(北西から） 4 土攘25(東から）

5 石列群 （東から）



（岩間下調査区）

河道 6断面A-A'(北東から）

3 笙検出状況

5 牛骨検出状況



図版74
（岩間下調査区）

1629 

1673 
1679 

1627 

r 
1 縄文土器・ 弥生土器 • 土師器

1427 

1429 

1442 

2 洪水 1・2堆積砂出土土器



（岩間下調査区）
図版75

1323 

1341 1342 

1 河道 3・4出土土器

~ 

、-

1350 1351 1354 

1364 1370 

1356 

1374 

1389 

2 河道 5出土土器 (1)



図版76
（岩間下調査区）

1 河道 5出土土器 (2)

2 埋立遺構 1出土土器

C87 

1468 1472 

CBS 

3 土壊 7出土遺物

P' 匹~.配 、—一- ,4' ~ 

1519 1520 1521 1522 1523 

'-_, ~~ 歪亨;~
If" 
1524 1525 1526 1527 1528 

4 溝34出土土器



（岩間下調査区）
図版77

1579 

1576 

1 橋梁 2埋め土直下出土土器

1584 

1587 1588 

1590 

2 橋梁 2下層捨て石出土土器

1719 

1718 

3 須恵器 (1)



図版78
（岩間下調査区）

1725 
1728 1732 

1734 1737 1738 

1739 
1743 1746 

1748 

1761 

D 1768 

1780 

須恵器 (2)



（岩間下調査区）
図版79

1788 1789 

1 須恵器 (3)

1938 

1943 

1944 

2 緑釉陶器

1805 

3 土師器 (1)



図版80
（岩間下調査区）
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（岩間下調査区）
図版81

1923 

1 土師器 (3)

1928 

2 黒色土器



図版82 （岩間下調査区）

1963 

1973 

1 土師器 (4)早島式土器椀

2015 

2017 

2 瓦器

1958 

1966 

1977 

~~ 了ぷ知r;-. . ~ 

‘□ -1992 

2020 
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（岩間下調査区）
図版83

1797 

2101 

2100 



図版84
（岩間下調査区）

2050 

~ 
2066 

- .. ,.,_ 
~·:::,; ↓ ~"'-"':'-'』..:-↓~ ら曇

2065 

備前焼 • 東播系・ 常滑 • 十瓶山ほか

1564 

2 東大寺瓦 (1)



（岩間下調査区）
図版85

1562 

1566 

東大寺瓦 (2)



図版86
（岩間下調査区）

2072 

瓦



（岩間下調査区）
図版87

CBO CBl C82 C83 C84 C85 C86 C75 C121 

C92 C97 C99 C105 C106 C110 C113 C114 
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C128 

C130 

土製品



図版88
（岩間下調査区）

W259 

W261 W263 W265 

W273 
W275 W276 

W173 

W171 W197 

木製品 (1)



（岩間下調査区）
図版89

W289 

W288 

W187 

W200 

W198 

W211 

W207 W208 

W287 

W210 

W196 

木製品 (2)



図版90
（岩間下調査区）
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木製品 (3)



（岩間下調査区）

W224 

W221 

W222 

W223 

木製品 (4)墨書

5,1" _; 

W226 

W225 

W227 

図版91



図版92
（岩間下調査区）
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M156 

M154 
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M160 M157 M161 

木製品 (5)• 骨製品 ・金属製品 (1)



（岩間下調査区）
図版93

M187 M197 
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金属製品 (2)



図版94
（岩間下調査区）
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調在面積
0 , ,, 0 , ,, 

調査期間
(Iriり

調査原因
所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号

133° 34° 
1990.9.27-10.24 

11.13-11.26 
--- - - ー お岡かや山ま県けん -・- - -, ---.. -- —• — 旭川放水路—百ひゃつ間けんが川わ

お岡かや山ま市し 59' 40' 
1994.7.1-

（百間川）米よね田が遺いせ跡き 33201 
1995.3.31 

21171 
米よね田だ

改修工事

28" 14" 
1995.5.19-

1998.11.24 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 土壊 縄文土器 全長約40mにも及ぶ中

弥生～ 竪建穴物住•井居戸・掘立柱 弥生士器•土師器·須恵器
世の橋の全容が調査さ

•土堀・ れる。奈良時代の道路や
古墳時代 溝

• 石器 平安時代の堤防、埋立遺

須恵器・土師器•木製品・
構はいずれも全長40mを

奈良時代 道路•河道 越える大規模構造物で、
石製品 河川における土木技術を

百間川 集落 知る重要な発見である。

米田遺跡 河道 平安時代
堤防・埋立遺構・ 須恵器・士師器• 土製品・ 遺物においても「市」と墨

護岸・ 河道 木製品・石製品・骨製品 書された奈良時代の丹

須恵器•土師器· 土製品・
塗り土師器をはじめ、埠

中世
橋梁・建物•井戸・

木製品・石製品・金属製品・
仏、平安時代の人形、卒

貝塚• 土堀・溝 骨製品・牛骨 塔婆などの木製品、中世

の東大寺瓦や柿経、梁答、

近世
橋梁•樋門•土堀・ 土師器•土製品・木製品・ そして大量の土器類と非

溝 石製品・金属製品 常に豊富である。
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